
    
      
        
      
    

  





























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　淡い茜あかね色いろの〈狐火フオツクスフアイヤ〉が豪ごう奢しやな部屋を照らしていた。

　アキバで一般的な〈蛍火灯バグスライト〉とは違う、細く、そして力の弱い炎。その明かりは大きな部屋の隅々までは届かない。ゆらゆらと揺れる明かりは濃淡をもち部屋のあちこちにかえって暗がりを作り出す。

　無人のように見えた広い部屋はひとりの主をもっていた。

　暗がりの中で、外がい套とうのように毛布を巻き付けた黒髪の女が身を丸めている。

　みすぼらしいわけではない。

　豪華な家具がしつらえられた室内だ。錦織で飾られたソファ。緞どん子すの壁飾り、天てん蓋がいつきのベッド、白亜のテーブル。しかし、どの家具も生活の中で愛されてきた気配がない。ただ命じられてあるだけの無機質で他人行儀な気配を漂わせている。

　そんな家具の陰に隠れるように身を横たえた濡ぬれ羽はは、陰の中で、いつものようにまんじりともしない夜を過ごしていた。

　小さな丸テーブルからは、滝のように紙束が流れ出て、彼女の視界まで広がっている。文字が書かれたそれら書類と思おぼしき紙束に、花が散ったような赤い痕跡が残されている。よく見ればそれは葡ぶ萄どう酒しゆの染みのようだ。

　濡羽は、おぼろげに照らされたそんな景色に目を凝らしている。

　几き帳ちよう面めんに書かれた小さな文字をこんなに暗い室内で読めるはずもない。書類と部屋の闇から立ち上る幻と、濡羽は視線だけで戦っているのだ。

　闇からはさまざまなものが現れた。その大半は曖あい昧まい模も糊ことした白い人影だ。

　輪郭さえもおぼろげなそれらは、濡羽にもよく聞き取れないような小さな声でクスクスとささやきあうと、ちらりと濡羽を一瞥した。容貌さえ定かではない煙のような影から、値踏みするようなからかうような視線が届く。

　濡羽は冷たくなった拳を強くにぎりしめてにらみつけた。

　あるいはもっと具体的な、ゾッとするようにおぞましい太い腕が現れることもあった。その腕は濡羽の髪を摑むと、白い影のほうに無理矢理連れ去ろうとする。

　濡羽は獣のように低い威い嚇かくの声をあげた。そうすればその影が消えるのはすでにわかっていた。

　呪うような声に耳をふさぎ長い時間を過した。

　十六の豪奢な部屋を持つこのギルドホール全体が濡羽の私室にと用意されたものだった。濡羽を除けばこのギルドホールに入ることができる者は十名もいはしない。夜も更けたこの時間、夜番を務める〈大地人〉の侍女以外、ここを訪れる者はいないのだ。

　その無人の闇の中で、濡羽はいつ終わるとも知れぬ夜を過ごす。

　なにかを為したという記憶もないままに、身体からだは疲れ切っていた。冷たくなった血が巡る四肢は砂袋のように重く、この世界は水底のように陰いん鬱うつだった。

　別段珍しいことではない。昔からそうだ。

　それは〈冒険者〉の身体を得ても変わることのない濡羽の夜の孤独だった。

　目の前に自らの手を翳かざす。

　細く白く、なめらかな、細工物のような指が見える。

　妖しい芸術品のようなたおやかさに、桜色に輝く爪がついている。

　そこから続くきめ細かい肌。温度を感じさせない腕の稜線は、それでも十分な柔らかさを想起させる。

　嫌悪と拒絶しかない闇の中に抑えきれない冥くらい喜びが混じる。

　濡羽自身はこの肉体にさしたる価値を認めていないが、自分のそれが他者を狂わせることはよくわかっている。それは爛ただれた喜びだった。現実むかしのそれよりも蠱こ惑わく的な白い指先を、闇を撫でるように動かす。

　甘くかすれたような声も、花のような香りも、衣服の名のもとに縛り上げられたような身体も、人々の渇望の対象なのだ。そう考えると、べとついたように不潔な歓喜がわき上がる。

　書類を領地とした白い影が揶や揄ゆするような短い笑い声を立てるが、濡羽は軽蔑するような視線でそれに応えた。白い影は弾だん劾がいするかのようなうめきをもらしたが、もはや風は変わったのだ。先ほどまでの苦痛に耐える濡羽はいない。

　濡羽は毛布にくるまったまま喉を鳴らすような声を立てた。

　我ながら不吉な声だと思う。

　これが執政家の若き当主の前でなら、近この衛えの長たるロレイルの前でなら、いやゼルデュス、ナカルナード、誰の前であってもこのように掠かすれて軋きしるような声などあげないだろう。蜂蜜で包み込んだような甘え声で魅惑することこそが濡羽にとって日常なのだ。今までそうしてきたように、これからもそうするだろう。

　くだらないと思う。

　馬鹿らしいと思う。

　しかし、そう思えば思うほど、そのくだらなく馬鹿らしい濡羽を求めて右往左往し、時には争い、時には嘆き、互いに罵り合い、自らの優位を誇示するために諍いさかう人々の群れは面白かった。

　あんなにも濡羽を蔑み害悪だと責めてきた者たちが、いまや濡羽の甘いねだり声ひとつで財産も命も投げ出すほどの執着を見せる。それは長い夜を過す濡羽の武器であり鎧よろいであった。濡羽を苛さいなむ苦しみを一時でも忘れさせてくれるのは、濡羽を求めて争う人々の狂乱だけなのだ。

　こんなにも無価値な濡羽を黄金か宝石だと崇あがめる人々の滑稽な姿だけが、濡羽を温めて、癒やし、甘くしびれさせてくれる。

　彼らを見ている間だけ濡羽は愉快な気分になれる。そしてなにより、濡羽のまわりで踊る人々のくだらない滑稽芝居だけが、この世界は自分と同じほどに無価値だと確信させてくれるのだ。

　青ざめた顔で彼女に訴える〈冒険者〉たちの忠告を思い出すと薄ら笑いが浮かぶ。

　──この世界はゲームではないんだ。僕たちはここで生存競争サバイバルをしなければならない。

　濡羽は凄惨な笑みを浮かべている自分を自覚する。

　なんと愚かなことを言っているのだろう。くだらない。なにをいまさら。寝ぼけたようなことをと濡羽は思った。かつてその言葉を告げた少年〈冒険者〉はいまや〈Planthwyadenプラント・フロウデン〉の構成員として、毎日その命を捧げて働いている。彼の言う生存競争とやらはギルドに就職をして働き蟻になることなのだろうか？

　馬鹿らしい。

〈大災害〉が起きたその数時間後、濡羽は近づいてくる数人の〈冒険者〉から、金銭も、食料も、武器や防具さえ、すべての財産を奪っていた。簡単なことだった。パニックに襲われた彼らはどんな荒唐無稽な噓でも信じ込んだのだ。

　その数日後、濡羽は彼らの献身から新しい世界の手がかりを摑んでいた。あまりの衝撃に考えることを放棄した彼らは、指揮を執ってくれる濡羽の言葉には何でも従った。彼らを組織し、優しい言葉で励まし、不安を忘れさせた濡羽は、数週間後ミナミでも最大級の資産を持つ〈冒険者〉になった。

　そして〈大災害〉からひと月、〝オーバースキル〟を手に入れた彼女は、ミナミの衛士機構を掌握していた。

　誰も知らぬ間のクーデター。最大級の武力を手に入れた濡羽はその力を背景に〈大地人〉貴族、執政家との交渉を行い、さらなる富を手に入れる。そこまでくれば大神殿を抑えるのは簡単だった。

　そう。

　簡単だったのだ。

　大災害から数ヶ月たったあとにまるでこの世界の秘密を告げるように忠告をした、あの少年の言う「生存競争」とは、つまりはこういうことなのだ。

　もはや愚鈍と呼んでも差し支えないほどのつまらなさ。

　少年のあまりの無む垢くさはいっそ憎しみさえ覚えるほどだった。

　この世界はゲームではない。少年の言葉を聞いた時、濡羽は心の底から笑みを浮かべることができた。そのあまりに幼稚な言い分に濡羽は感謝した。未み曾ぞ有うの災難を前にした人々がこんなにも無邪気であるのならば、この世は無警戒な羊が午睡をむさぼる狩り場であった。

　必死の表情を浮かべる少年にどす黒い胸の内をぶちまける誘惑もほんの少しだけ感じたが、濡羽は心細さを感じる姉のような態度を堅持した。それが望まれた仮面だとわかっていたからだ。

　だが濡羽の胸の内は抑えきれないほどの笑いの衝動に満ちていた。

　そんなことは知っている。ずっと昔から知っている。

　そもそも、濡羽は一度たりとも遊んだことがない。

〈エルダー・テイル〉がゲームだと、余暇の娯楽だと、最初の最初から一度たりとて考えたことがない。

　多くのプレイヤーにとって〈エルダー・テイル〉がＭＭＯという電子遊戯だったその時でさえ、濡羽にとってはそこは生き抜くための厳しい戦場だった。

　血を流し続けなければ、叫び続けなければ、忘れ去られてしまう。

　忘れ去られるというのは世界からの消滅だ。

　誰かにとって意味のある人間でなければ、求めてもらわなければ、大事にしてもらわなければ、それは死んでいるのと同じことだった。いや、死ぬのよりもさらに恐ろしい。

　なぜなら死は静寂で涅ね槃はんであり終末だが、無価値な取るに足りない、誰からも好意を寄せられない塵ちり芥あくたとして生きるのは終末ではないからだ。誰からも必要とされない劣等人種として生きるのは、ありとあらゆる種類の地獄が終わらずに続くということであるからなのだ。

　関心を持ってもらうために濡羽は血の滲むような研けん鑽さんを続けてきた。好きになってもらうため、求めてもらうため、濡羽の今までの人生はひとつの遊びもない生存競争だった。

　濡羽は地獄を知っている。その肺はい腑ふを焼く惨めな孤独を知っている。

　どんな苦しい努力でさえも無視をされるよりははるかにましだった。やがて研鑽が実を結び、たわいない一言や仕草ひとつで好意を得られるようになると、濡羽はその好意をまるでがらくたのように地に捨てた。

　それは濡羽にとって復讐だった。お前たちの好意など自分にとってなんの価値もないのだと見せつけるセレモニーだった。歪ゆがんだ濡羽に好意を寄せるのは、我欲で目の濁ったプレイヤーたちであり、その破滅をせせら笑うことは濡羽に言いようのない高揚をもたらした。

　──僕たちはここで生存競争をしなければならない。

　茶番のようなセリフだ。

　それでは前の世界では生存競争をしなくてもよかったようではないか。

　それはそうなのかもしれない。あの少年に限ってはだが。よほど恵まれているのか、お花畑なのか。そう考えると笑いの衝動とともに、胸の内に黒々とした憎悪が湧き起こる。

　濡羽が知るかぎり、あらゆる瞬間は生存競争なのだ。それは元の世界であろうとこの世界であろうと全く変わらない。

　仕組みを読み解き、弱点を探し、油断させ、翻弄し、信頼させ、裏切り、相手の取り分を奪う。それが世界の基本構造なのだ。わざわざそれを決心するなど周回遅れにも程がある。

　ミナミの統一が簡単だった理由もよくわかる。

　濡羽は最初から奪うつもりだった。この世界に漂流した数万の〈冒険者〉のうち、濡羽だけが最初からゲームではなく現実を生きていた。それが濡羽にとっての日常だったからだ。

　濡羽はただ、〈エルダー・テイル〉がゲームだった頃と同じように生きただけだ。好意にすがり執着を育て恋慕と不和をふりまいただけ。いつものように自分の取り分を請求しただけ。だから愛されて〈Plant hwyaden〉の中心となった。この世界は濡羽を選んだ。濡羽は幸せになった。すべてを得た！

　のろのろと吐き出した吐息を自分の耳で聞き、憎々しげに影をにらみつける。

　選ばれたはずの自分がなぜこんなにも苦痛に満ちているのだろう。抱き枕のように己の尻尾を抱えて濡羽は震えた。

　なぜ怪我をした獣のように身体を丸め、息を潜めて夜をやり過ごさなければならないのか。

　歯を食いしばる濡羽の頭部で狐耳がひくりと震えた。

　見上げた視線の先で、光を四角く切り取ったような戸口が開き、そこにひとりのメイドが姿を現す。

「濡羽さま」

「……」

　視線を外した濡羽はあからさまに無視をした。〈Plant hwyaden〉の実務を取り仕切るメイド、インティクス。濡羽の腹心ではあるが、濡羽の興味の外にいる人物だった。もはや濡羽にまとわりつく呪いのような女性であるのかもしれない。

「またベッドも使わず」

「……」

　濡羽は逆光の中に影となったインティクスを見上げた。
















　普段は凍いてついた仮面のような表情を浮かべるインティクスが今はこぼれるような笑みを浮かべている。その笑みは濡羽以外に向けられることはないが、それを見るたびに濡羽は胃が痙けい攣れんするような気持ちになった。何度切り捨てても、何度身を清めても、寝室の闇から伸びてくるあの腕と同じ匂いのする笑顔。べっとりとこびりついた、拭いきれない汚泥。

「シロエのことでも考えていたのですか？」

「……」

　濡羽はじっとにらみつける。

　しかしインティクスはあの曖昧な白い影のように怯おびえることも薄れることもない。

　三日月のように鋭い笑みを浮かべ、滑るように近づいてきたインティクスは腰を折って濡羽に顔を寄せた。

　濡羽はメイドから漂ってくる冷たき鋼はがねのような香りに唇を嚙みしめた。おおよそ女性にはふさわしからぬ、手入れをされた刃物の匂い。

「そうなんですか？」

「あの人のことを話さないで」

　苛立ちと怒りを込めて突きつけた言葉も、インティクスには届かないようだった。いつもそうだ。濡羽の求めるありとあらゆる願いは、たったひとつを除きインティクスに受け入れられたことはない。たったひとつのためにすべてを引き替えにしたのだ。

「言ったでしょう？　言いましたよね。あいつはダメだって。あれと言葉を交わしても何も起きないって。あれはどこにも繫がれない人間です。いつでもそうだった。あれはプレイヤーじゃないんですよ。能力が高いだけのノイズです。──ねぇ、濡羽、さま？」

　苦しみと恐怖で濡羽の視界がにじみかける。

「あれはあなたが手に入れられない男です。あれはただの裏切り者ですけれども聡さとい。潔癖だと言えるでしょう。わかるんですよ、ドブの臭いが」

　予想していたとはいえ、覚悟していたとはいえ、インティクスの言葉は濡羽に腹部を殴打されるような痛みを与えた。闇の中に必死に押し込めていたような思い出が無数の亡霊のように現れ、濡羽をあのおなじみの地獄へと引き戻そうとする。

　それは白い影のささやいた、はっきりとはしないつぶやきの本体だった。

　濡羽が地球に脱ぎ捨ててきた、なかったことにしたはずの過去だった。

「あなた、本当に誰かに触ってもらえると思っているんですか？　あんなに薄汚れていて、さもしげで、みすぼらしい物乞いのあなたが？　あなた噓まみれじゃないですか。あなたにはこれっぽっちも本当のことなんかない。本当のことはとふたを開けてみれば下水の汚物より腐臭を放つような生い立ちじゃないですか。気持ちの悪い薄ら笑いを浮かべて、物欲しげにこっちをずっと見ていたようなあなたが」

　狂おしい恐怖がよみがえる。

　プラスチックの給食の皿。ゴミの混じったスープ。狭いロッカーの中で唇を嚙みしめて、誰にも見つからないように願っていた記憶が。荷物を隠され、裸足で冬のアスファルトを歩いた記憶、家族にさえ見つからないように植え込みの陰で短い眠りについた記憶、ありとあらゆる敗北の記憶。

「わかってください。あなたみたいな気持ち悪い人間が、誰かと繫がれるなんて思い上がらないでくださいね。……ねぇ、あなたみたいなドス汚れた女と契約をするのは、わたしだけでしょう？」

　喉元にせり上がる嘔吐感を必死に嚙みしめた。

　嚙みしめることができた。

　僥ぎよう倖こうだ。

　その弱気を悟られないように、濡羽は必死に目を見開いた。インティクスは正しく濡羽を言い表した。そんなこと、言われないでもわかっている。他の誰よりも、濡羽は薄汚れて気持ちの悪い自分を自覚している。

　しかし、自分が自分を知っていることと、誰かにそれを指摘されるのは、まったく次元の違うことなのだ。

「あなたは遠くから眺めるには都合のいい姫なんですよ」

　それでもにらみつける濡羽の耳をインティクスは指先でひねるようにつまみ上げた。

「だからアキバへ行くなんて困るんです、濡羽、さま。自覚してください。あなたのサロンだった時とはもう違うんですよ。この〈Plant hwyaden〉はね。あなたはデク人形をたくさん集めてあなたのお城を作る。わたしは今度こそヤマトサーバーのすべてを手中にする。ねぇ、濡羽さま。そういう約束ですよね？」

　濡羽の望み。濡羽の願い。

　二度とあそこへ戻らないためにすべてを賭けた夢。

　どんなことをしても、というその言葉の文字どおり、どんなことをしても濡羽は絶対に過去へは戻りたくない。だからインティクスと手を結んだのだ。〈Plant hwyaden〉は濡羽の城だ。それは無数の明かりと柔らかな賛辞に満ちた不夜城だ。

「あなたは、あなたの居場所を作るのでしょう？」

　濡羽はインティクスに弱みを見せないように取り繕って必死に頷うなずく。

「そう、そろそろ始まっていますよ。〈十席会議〉が」

　インティクスはそんな濡羽には興味をなくしたようだった。濡羽のほうもすべての〈十席会議〉に出席しているわけではない。そもそも濡羽はギルドの運営などに興味はないのだ。

「あなたはお姫様ですからね。皆にはわたしから伝えておきましょう。濡羽。あなたは〈Plant hwyaden〉の大事な大事なギルドマスターなんですから」

　まるで置き土産のようないたわりの台詞せりふを残してインティクスの足音が遠ざかる。

　身をよじるような自己嫌悪と過去からの呪いの中で、濡羽は今度こそ自分自身を抱きかかえるように、小さく、限りなく小さく身体を丸めた。

　代謝機能が低下したのか手足が痛むように冷たかった。巻き付けたはずの毛布は重く、そしてなんの暖かさももたらさない。

　動どう悸きは乱らん高こう下げし、目の前の世界は貧血のように暗く沈んでいく。

　恐ろしい思い出や、屈辱的な記憶ばかりがよみがえり、その亡霊は濡羽を地球へと連れ戻そうとする。インティクスの号令でいつでも濡羽を狙うそんな魍もう魎りようと濡羽はたったひとりで戦い続けなければいけないのだ。

　しかし濡羽は唇の端にほんのわずかな笑みを浮かべる。

　──ねぇ、あなたみたいなドス汚れた女と契約をするのは、わたしだけでしょう？

　違う。

　今は違う。

　それは契約とは言えないような口約束。通りすがり同士が交わした戯れにも似たやりとりにすぎないかもしれないが、今の濡羽には、インティクスの契約以外にもひとつだけ約束があるのだ。

　──貴女の敵でいたほうが、貴女の願いに添えるでしょうから。

　インティクスが見限った青年が告げた決別の言葉が、わずかに濡羽を守っている。

　遠くで二十一時を告げる低い金属音が鳴った。

　粘りついたような時計の針の進みは遅く、夜はまだ無限の長さを持っているようだった。〈冒険者〉の身体は少ない眠りでも支障なく動くことができる。その利点は濡羽を夜に閉じ込める牢獄の鎖でもあった。浅いまどろみと恐怖に満ちた突然の覚醒をくりかえす。

　そんないつもの濡羽の夜の戦いが続くはずのこの部屋で。いつかきっと。今まで一度も使ったことのない、祈りに似た言葉を、唇の形だけでなぞり、濡羽は浅い眠りに融とけていった。
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　複数の男女の集まるその部屋は、不思議な造りだった。

　しかし、ドレープの刻まれた壁を飾る柱も、精緻な柄から生花を溢れさせる花瓶も、金で象ぞう嵌がんされた卓や椅子でさえも、部屋に集まる人々の磁力のような生気の前には色あせた。

　いずれも個性豊かな八人のメンバーと、その側近たちである。

「インティクスは？」

　官僚のようにきちんとした衣服をまとった眼鏡の男が問うた。

「お姫様のところへ行ったさ。すぐ戻るだろう。気にするなよ、ゼルデュス」

　軍服の女性が答える。

「月が昇る頃、という指定はずいぶん過ぎたかと思うが？」

「姫は相変わらずだな」

「あのふたり、もう結婚しちまえばいいのに」

　傲慢さをにじませた若い声と、面白がるような声がそれぞれにかかる。

　ゆるやかな階段のような形状をしているこの部屋は、その一段一段の高さが四センチほどだろうか。階段というよりは、低い踊り場の連続といった趣の部屋であった。それぞれの段には、思い思いの居場所が作られている。

　多くはソファや革張りの椅子であり、段によってはデスクや小さな書架がしつらえられているものもあった。それらの席と段差の数は一〇。部屋の四方に作られたアーチもそれぞれに異なる高さに作られて、出入りを助ける構造を見ると、この段差はその位置を占める者の地位を表しているのだろう。この部屋の奇妙な構造が、彼らの関係をそのまま表しているようだった。

　カズ彦は愛刀を抱え込むようにして低い椅子に腰をかけたまま、部屋の中を見回した。この集まりは〈十席会議〉。ミナミの施政を預かるメンバーによる会議であり、実質的には〈Plant hwyaden〉の中心的な会議でもある。

〈十席会議〉の出席者は、会議の名前をとって十席、あるいは席将と呼ばれる。

　現在まだ到着していない十席はふたり。〈Plant hwyaden〉のギルドマスター濡羽と、彼女を迎えに行ったインティクス。

　インティクスはじきに現れるだろうが、濡羽は不明だ。気まぐれな彼女はギルド運営の些さ事じには興味がないようで、こういった会議のほとんどを欠席する。もはや成立して巨大な機構となった〈Plant hwyaden〉にとって、設立者であり盟主である濡羽の判断は、日常的に必要とされるものではない。濡羽の姿がないことに、メンバーは慣れていた。

　今回の〈十席会議〉は定例だ。特別な議題があるとカズ彦は聞いていなかった。

　しかしだからといって気を抜いていいわけではない。

　席将同士の関係は複雑で微妙だ。西ヤマトの〈冒険者〉を根こそぎ吸収するような形で成立した〈Plant hwyaden〉はその生い立ちがすでに特殊である。気の合う仲間同士が一緒に遊ぶために設立した、かつてのＭＭＯ〈エルダー・テイル〉のギルドとはまったくその意味合いが違うのだ。いくつもの既存ギルドを吞み込み生まれたこの巨大な統合組織は、異世界となった〈エルダー・テイル〉の中での互助と生存協力を目的とする。つまり、そもそもの最初から利害調整を目的として結成されたのだ。

　単一ギルドであり完全平等を謳うたった組織ではあるが、その内情は派閥の乱立である。それは〈Plant hwyaden〉に対してある程度知識がある人間にとって常識だった。

　成り立ちの特殊性はそれだけではない。

　濡羽はこの巨大ギルドを成立させるために、手始めにミナミの衛士組織を籠ろう絡らくした。ミナミの衛士は斎宮院の下部組織だ。つまり〈Plant hwyaden〉は成立の時点から、〈大地人〉と絡み合うようにして生まれた組織なのである。

　ギルドマスターである〝西の納な言ごん〟濡羽はそのようにして地位と権勢を手に入れた。

　一方で斎宮院とともに西ヤマトを支配してきた元老院も、〈Plant hwyaden〉へ強い興味を持ち、取り込もうと躍起になっている。

　現在のミナミの街は、〈Plant hwyaden〉内部の各派閥、〈大地人〉の斎宮院、元老院──数多くの勢力がせめぎ合うバランスで成立しているといえよう。

　カズ彦もまたそうした勢力の一翼を担っている。

　治安組織〈壬み生ぶ狼ろ〉はミナミの街の治安を守り、汚職や詐欺を取り締まることをその役目とした〈Plant hwyaden〉の一部門である。

　しかしその実態はといえばカズ彦の私兵だ。

　爛れてゆくミナミの腐敗を少しでも食い止めようと立ち上がった同志たちとカズ彦が組織した、〈Plant hwyaden〉内部の派閥のひとつ。その力はミナミの中で決して大きなものではないが、派閥のひとつだからこそこの〈十席会議〉に席を持つことができている。

　カズ彦の背後には黒の羽織をまとった護衛ふたりが立っている。そんな護衛を引き連れてこの会議に参加している十席は少なくない。

　もちろんこの会議で護衛が意味を持つわけではないのだが、派閥を維持するためにはそのようなポーズも必要というわけだった。

　カズ彦は目をすがめて一席を、つまり部屋の最上位を見やった。

　最上段にはおとぎの国から持ち帰ったかのように瀟しよう洒しやで凝った細工の女性的な玉座。

　現在、主が不在のその席は〈Plant hwyaden〉のギルドマスター濡羽が座るべき場所だ。

　その下の段にはティーサーバーと銀のワゴン。使用された形跡がないそっけない丸椅子。現在は無人であるが、実際的にこの会議を差配する第二席。メイドのインティクスが占める席である。

　ふたりはまだ現れていないが、インティクスがやってくれば会議の幕開けとなるだろう。

　三段目の踊り場は広く、実用的な椅子と左右を占める巨大な書類机。気が強く酷薄そうな眼鏡の青年が、その執務机で数字と指示の書類を黙々と作成している。時折視線を上げて皮肉そうな口元から辛辣な意見を投げかけるのは第三席、〝監視塔〟と称される〈冒険者〉ゼルデュスだ。

〈Plant hwyaden〉の開発と財政を受け持つ男。鉄血の宰相だ。

　そのすぐ下の段には酒瓶を床に直に置いて、リラックスした姿勢で背もたれに寄りかかる女性軍人。第四席〝東跋将軍〟ミズファ＝トゥルーデ。元老院派最強の武将であり、〈神聖皇国ウェストランデ〉随一の〈大地人〉軍の指揮官。

「血の香りがしない暇な毎日だ。腐っていきそうさ。時間はいくらでもあるんだ、あたしは戦いくさに行くためだったら、月が沈んじまったって、いくらでも待てる」

　三十過ぎの美しい容貌を持っていたが、軍人の精悍さというよりは犯罪者じみた酷薄さを色濃く感じさせる女性だった。二人掛けのソファの中央に、両腕を広げた放ほう埒らつな姿勢で腰かけている。

「ここに来れば上等の酒が飲めるってだけじゃないのか？〈大地人ランダー〉」

　茶化すように答えたのはその一段下の革張りの椅子に座した大柄な〈冒険者〉だった。第五席。〝南征将軍〟ナカルナード。〈守護戦士ガーデイアン〉であることを示すかのような、建築機械じみた無骨な鎧をまとっている。

　侮蔑するようなその言葉にもミズファは「違いない」と鷹おう揚ように頷いた。

「いい身分だな」と苦々しい顔をしたナカルナードは干した杯をあげる。壁の染みのように目立たない印象の侍女たちが、幽鬼のように寄り添って新たな酒を注いだ。

　このふたりが〈Plant hwyaden〉の外征を司る軍事の要。

　それぞれが〈大地人〉の兵団と〈冒険者〉の軍を率いている。

　ミズファのほうが席次が高いのは元老院への配慮であるというのはこの会議に出席する冒険者の間では共通の見解である。実際に率いる軍事力はナカルナードのほうが数倍も大きい。ナカルナードは旧ヤマトサーバー時代、関西で最強を誇ったギルド〈ハウリング〉のギルドマスターだったのだ。こんなところにも〈Plant hwyaden〉内部の派閥が透けて見える。

「こっちは眠いんだ。なんで夜なんかに集まるのさ。いや本当」

　大きく伸びをしたのは第六席。〝預言の唄い手〟クオン。

「お前が眠いのは夜だけではないだろう」

　書類から視線を上げないゼルデュスの声が上の段からふってきて、地球の街角を歩いているようにしか見えないシャツとジーンズといった軽装のクオンは、それだけはファンタジー風の暖かそうなマントにくるまって抗議をする。

「〈彼方からの呼び声ＧＭコール〉を警戒しているのさ」

　その言葉に他の参加者は小さな苦笑を漏らす。

　クオンというこの青年は本来会議に席を占めるほどの能力も欲もない。ただ、〈エルダー・テイル〉時代、彼は運営側のゲームマスターであった。ゲームマスターとは〈冒険者〉と同じようにアバターを持ちゲーム世界に参加してそこで発生したトラブルに対処する、運営側の従業員だ。トラブルサポートの一種だと言えばわかりやすいだろう。

〈Ｆ．Ｏ．Ｅ〉に雇われていた彼はそれだけに運営側の状況や知識に詳しい。〈Ｆ．Ｏ．Ｅ〉社屋にある専用筐きよう体たいからログインしているわけではなく、自宅にあるプライベートなＰＣでログインしていた状況で〈大災害〉に遭遇したために、ゲームマスターとしての能力のほとんどは封印されているが、それでも事態究明の一助となる可能性がある。それが彼が十席のひとつを占めている理由だ。

〈彼方からの呼び声〉はクオンが現在でも保持しているゲームマスター能力のひとつで、ヤマトサーバーで発生する運営イベントの情報をポップアップ通知で受け取ることができる。また、〈Ｆ．Ｏ．Ｅ〉からの呼び出し連絡を受けることもできるというが、クオンの言葉を信じるとすれば〈大災害〉後連絡はなく、発生するイベントも時限式やトリガー式に限られるようだ。

「上位世界との接続が薄れつつある、とでもいうことかの」

　カズ彦のひとつ下段、八席の老人が含み笑いでからかった。

「うるさいなあ。コールの監視は会議の決定だろう？」

　すねたようなクオンの態度に老人はからからと笑う。快活に見えるが瞳は酷薄そうに濁っている。第八席〝ミラルレイクの大魔導師〟シェレド＝ガン。〈大地人〉を代表する魔法学と歴史学の権威。その知識と魔法能力は、ゼルデュスとともに新技術開発へと注ぎ込まれている。

「姫様──は今夜も姿を見せぬか」

　第九席〝近衛長〟ロレイル＝ドーンのつぶやきとともに広間に入ってきたのは、メイド服に身を包んだ美貌の才媛、インティクスだった。彼女の石を叩くような足音を開演のベルとして〈十席会議〉は始まる。

「今夜も〈十席会議〉を始めたいと思います。本日の話題はまずは市内福祉の報告から」

　インティクスは前置きもなく唐突に会議を開始した。そして最初に選ぶ話題はいつもそれだ。カズ彦は水底に潜るように息をつめ、心を冷たく保とうとする。

　ミナミの街は平和で豊かだ。

　しかしそれは目に見えない部分で〈大地人〉を搾さく取しゆしているから成り立つ構造でもある。現在、ミナミに起居する〈冒険者〉は約一万。そしてその三倍の〈大地人〉がいる。〈大地人〉が営む飲食店や宿舎も多いが、〈大地人〉の大半は〈従者〉だ。

〈従者〉とは〈冒険者〉が身の回りの世話を任せるために雇う〈大地人〉である。〈冒険者〉からは雑事の解放という意味で需要があり、〈大地人〉からは高額報酬を得られる雇用ということで歓迎されている。だがその一方でさまざまなトラブルの温床であることも事実だ。ミナミの繁栄はさまざまな歪ひずみや汚れを隠した上に築かれたものなのだ。

　カズ彦の思いをよそに会議は進行していく。

　ミナミの行政が現在手がけている施策の中で最も大きなものはギルドパス発行だ。

〈Plant hwyaden〉所属の〈冒険者〉、およびミナミ在住の〈大地人〉は〈Plant hwyaden〉事務局の発行するギルドパスを受け取ることができる。いくつかのランクのあるギルドパス所持者は、そのランクに応じた飲食店や宿舎を完全に無料で利用できる。〈Plant hwyaden〉メンバーは小銭を持ち歩く必要がなくなるのだ。またこのパスは購入ではなく三ヶ月ごとの更新があるものの無料貸与であるために、ミナミの発展に大きく寄与すると目されている。

　華やかな報告を聞きながらカズ彦は決意を新たにする。

　きっとこれから先、より大きなトラブルが多発するだろう。

　ギルドパスシステムの利点は理解できる。モンスターとの戦闘を忌避する〈冒険者〉に対して一定の生活を保障する意義は大きい。また素材の買い取り管理など〈Plant hwyaden〉はより有意義な政策を実行できるだろう。しかしその中で犠牲になるのは〈大地人〉だ。〈壬み生ぶ狼ろ〉は市中の正義を守るために在る。それはつまり弱者を守るということだ。多くの〈冒険者〉が見て見ぬふりをする〈大地人〉の悲惨を軽減するために、カズ彦たちは戦っている。

　会議はいつの間にかレイドゾーンの調査報告を経て、ナカスの情勢、さらにはアキバの現在の状況に及んでいた。

「では、アキバは東北に軍を出したのですね」

「そのようだな」

　インティクスの問いにナカルナードが応える。

「メンバーは〝狂戦士〟クラスティ率いる五レギオン。〝黒剣〟や〝帽子屋〟、〝飛竜爺〟も同行している。〝一番〟からの報告だ」

　アキバもミナミと形は違えども〈大地人〉との関係に腐心しているらしい。

　斎宮家という〈大地人〉の頭領とのコネクションを持つミナミと比べ、あちらは〈自由都市同盟〉という関東以北を治める〈大地人〉組織との共生を選んだ。〈十席会議〉の多くの参加者は、その判断がアキバとミナミの変革速度の差だと考えている。

　ミナミのほうがアキバよりもはるかに早く安定を手に入れたし、生活サービスや、新技術開発など、すべての面において優れた成果を出しているのだ。異世界へ幽閉された〈冒険者〉にとって何より重要な生活の安定をミナミは獲得しつつある。それはミナミに住む〈冒険者〉の幸福だ。

「〝腹黒眼鏡〟もいないよ」

　アイマスクを押しあげた第十席が会議に言葉を投げかけた。

　帆布と木枠で作った南国風のリゾートチェアの上で先ほどまですやすやと眠っていた〝変幻道化〟ののんびりとした声に、会議は気を吞まれたように一瞬静まりかえった。

「〝腹黒眼鏡〟もいないよ」その静寂をどう解釈したのか第十席は繰り返す。「東北遠征に同行したかどうかは知らない。けど、姿を消したみたいだ」

　悪戯そうというにはいささか物騒な笑みを浮かべた男は、端がちぎれたような粗野なマントをまとう瘦身の〈召喚術師〉だった。〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉と呼ばれた組織においてヤマトを駆けたかつての仲間。ＫＲ。

　にやりと笑ったＫＲは最下段から、かつての仲間、カズ彦を、そしてさらに上のメイドを見上げたのだった。

「さて、どうする？　インティクス。君の計算どおりにならないノイズが、またしても走り始めたみたいだぜ？」
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　分厚い木製のドアを閉めると直なお継つぐは体中から雪を払った。

　外は直継にとって吹雪と言うほどではないが、山風に雪が舞っている。時刻は浅い午後のはずだったが、分厚い雲のせいで薄暗く、温度も低い。

　耐寒装備をつけているせいで吹雪の中で凍てつくというようなことはないが、足を取られてかなわなかった。直継は〈守護戦士ガーデイアン〉であり身にまとうものは金属製の全身鎧なのだ。本来であれば雪の上で行動できるような装備ではない。にもかかわらずこんな天候の中見回りを行えたのは、ひとえに〈冒険者〉の身体能力のおかげだった。

「直継？」

「おうもどったぜー」

　ロッジの奥からかかるシロエの声に直継は返事をした。

　ベルトを緩めて籠こ手てを外してゆく。この籠手は職人製の最新式製作級アイテムで、〈エルダー・テイル〉時代にはなかったものだ。レベル九十の直継がレイドで手に入れたものよりも汎はん用よう性せいが高く愛用しているが、〈大災害〉以降の手作り品のため、メニューからの着脱ができない。

　籠手と言うよりはある種の武器のような重量感を持つ装備をやっと外し、他の装備品も次々と〈魔法の鞄マジツク・バツグ〉に放り込む。無骨な鎧の下から現れたのは七分丈の部屋着だった。地球にいた頃と変わらないラフな格好である。

　外は確かに凍てつくような冬山だが、このロッジを作った人間はこの地方の季候をよくよく心得ていたのだろう。丸太で作った壁は二重になっていて、その間には藁わらが詰められているようだ。

　分厚いタペストリーとあわせて、部屋の中はそれなりに快適な室温が保たれている。

　直継は登山用の分厚い靴下を脱いで室内履きにつま先を突っ込んだ。家に帰るとすぐに靴下を脱ぎたがるのはオヤジ臭いと言われもするが、子どもの頃からずっとそうなのだから放っておいて欲しいと直継は思う。

「どうだった？」

「異状はなし。雪はちょろちょろ風ぱっぱ」

「泣いてもやまなそうだ」

「泣くのはちみっこくらいのもんだって」

「いないからってまたそんなことを」

　日本風に言えば十畳ほどの部屋だった。

　暖炉が赤々と燃え、分厚い敷物の上に座り込んだシロエは、周囲に多くのメモや地図を広げている。ざっと見回しただけでも数十枚はくだらない。それらの中には直継にとって見覚えがあるものもあった。この近くの地図──赤いインクで注釈や覚え書きがびっしりと書かれたそれは、この一週間で直継が行った報告をとりまとめたものだ。

　ロッジの中は暖かく快適だとはいえ、アキバの仲間の元を離れてから一週間もたった。直継はやれやれといった気分で辺りを見回す。

「小さいおっさんは？」

「あの人、そんなにおっさんじゃないよ。歳だって三十くらいじゃないの？」

「笑い方がおっさんなんだよなあ」

　トレードマークの白いローブコートを脱いで、部屋着のシロエは直継に視線を向けないまま手元のメモを慎重に重ね始めた。

「手伝おうか？」

「いや、いいよ。すぐ終わる」

「そかそか」

　集中しているのだろう。

　そんなシロエの邪魔をしないように直継は毛皮の敷物の上に腰を下ろす。

「……」

「……」

　シロエは重ねたメモの隣に今度は分厚いノートを取り出すと何らかの書き付けを作っていく。この世界にはパソコンもワープロもない。情報の整理が大変だとシロエがこぼしていたが、かといって手伝おうとすると断られてしまう。昔から頑固なのだ。

　出会った時からかな、と直継は思った。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉に参加したばかりの頃、どうせだからオフでメシでも食おうぜという話になった。オンラインゲームであれば当たり前のことだが〈茶会〉のメンバーは日本のあちこちに住んでいる。だからそんな食事会も全員参加はとても無理だ。しかしそれでも関東に住んでいる五名が集まった。

　初対面のシロエはプーアール茶を飲んでいた。

　それ烏龍茶だろ？　と言った直継は、両者の違いについてシロエから説明を受けたものだ。その説明は三十分にもわたり、最終的には台湾の政治状況や茶葉投機にまで及んだ。あの頃ＥＵでは〈崩落バイタルフオール〉が起こって大学生でもそんな話題には無縁でいられなかったのだ。

　そんなオフ会をきっかけに直継とシロエの交友は始まった。

　当時はふたりとも大学生だったし、自転車で一時間も走れば遊びに行ける距離に住んでいたのも大きかった。学外の友人というのは貴重なものだ。出不精なシロエを連れてあちこち出歩いたりもした。

　カナミのわがままに振り回されたことも数えきれない。

　小田原のかまぼこ工場に行く、なんて言い出した時は本当に拳骨してやろうかと思ったほどだ。それでもいざ行ってみれば楽しかったし、肝心のかまぼこはびっくりするほど美味しかった。あのあたりはカナミの人徳というかセンスも大したものだと言えるな、と直継は思う。

　そんなわけで直継とシロエのつきあいは長い。

　こうやって無言のシロエの隣で足を投げ出してリラックスすることには慣れている。学生時代はよくやっていたことだし、〈記ギ録ルのド地ハ平ウ線ス〉でもしょっちゅうだ。

　暖炉から発せられる熱が、雪原に埋もれていたつま先まで回ってくる。じんじんと痺れるような感覚が融かされていき、温ぬくもりが戻ってきた。

　直継は身を捩よじって〈魔法の鞄〉をあさると金属製の水筒とコップを取り出した。

　こぷこぷと注いだのはモグミルクだ。モグの実を砕いて入れた、地球で言えばバナナミルクに似た飲み物である。

「む」という声で同じ物をシロエに差し出すと、「ん」という返事で視線も上げずに受け取られた。ほんのりと甘いモグミルクを二人とも無言ですする。友人同士なんてこんなもんだ。ハイテンションで気の利いた会話なんてよそ行きである。

「シロとおっさんと雪山で監禁祭り」

　それでもボソリとつぶやいてみたのは悪意があったわけではなく暇だったのでなんとなくだ。

「なんだ人恋しいの？　直継」

「まあなあ。リゾートにしちゃ辺りになんもねえし」

「田舎だよね」

　シロエの返答に直継は呆れ返る。

　このロッジは閉鎖されたゾーンだが、そのロッジが置かれている雪山があるのは、一辺がおおよそ六十キロメートル四方のフィールドゾーンだ。そのフィールドゾーンに〈冒険者〉は直継ひとりだった。さっきロッジに入る前に〈辺境巡視〉のゾーン内リストで確認したのだから間違いない。そんな地域を田舎とは言わない。秘境だ。ティアストーンはヤマトサーバーにおける陸の孤島だと直継は言いたい。

「シロ出身どこだっけ？」

「東京っぽい感じ」

　簡潔な答えに直継は深いため息をつく。これだから東京出身は困る。人が住む場所である田舎と本物の秘境の区別がついてない。

　呆れた直継はそのまま肘をついた手に頭を乗せて転がった。

　十日ほど前、シロエから留守番を頼まれた。しばらくアキバを離れるから〈記録の地平線ログ・ホライズン〉を頼む、というのだ。直継は一秒で断ってここにいる。

　どこに行くつもりかも何をしに行くつもりなのかも聞いていなかったが、面倒くさいことをしに行くのだろうと思った。そしてそれは一般的には必要なことではなくて、でもシロエは必要だと思っていることなのだ。顔を見てすぐにわかった。

　それが必要だとみんながすぐにわかるようなことであれば、シロエという人間はあっさりと他人に頼む。みんなにとって必要なことならばみんなでやることに躊躇ためらいはないだろう。自分でやろうとするのは必要性の説得が難しいからだ。

〈クレセント・バーガー〉の一件以来改善したのかと思っていたが、生来の気質というのは一度や二度のきっかけでは全治しないらしい。

　意地っ張りだなまったく、と直継は思ったが、でもそれもシロエかと思い直した。

　シロエに悪癖があったところで、それを帳消しにするくらい良いところがたくさんある。問題はシロエ自身がそれをわかってないという点で、賢いくせに馬鹿なこの友人の背中をどやしつけるキックスターターが同行するべきなのだ。たとえば旧友である自分がその役目にふさわしいだろう。直継にはそんな自負もある。

　それにそうしてシロエが無茶をしたあとの景色は素晴らしいのだ。

　そんな景色を見に行くのであればその場所を譲るつもりはない。

「そろそろなんでこんな雪山の密室に閉じ込められてるのか説明してもいいんじゃね？」

「閉じ込められてないよ。引きこもってるだけだよ」

「シロ、お前それ全然もてない祭り」

「平和って意味なんだよ。わかってないな」

　シロエの場合半分以上本気で言っているのが困りものだ。

「……ここに引きこもってるのは居場所を知られたくないためだよ。いまはいいけれどこの先のことを考えると意図を読まれたくない」

　じゃれあいのようなやりとりを終えたシロエは、それでもぽつぽつと説明を始めた。

「とりあえずの目的はお金だ。つまりは金策だね。そのためにはある人を説得しなきゃならない」

「あのおっさんか？」

　直継は同行者を思い浮かべた。小柄なエルフの〈大地人〉学者は、隣の部屋に引きこもっている。文字通りの意味でだ。

「ああ、あのひとは違う。リ＝ガンさんも今回の作戦に一枚嚙んでるんだ。説得に参加してもらうためにも連れてきた。僕の言う言葉だけじゃ信頼してもらえないかもしれないからね。あの人、ああ見えても、有名人なんだよ」

「有名人には見えねえな」

「〝ミラルレイクの賢者〟でも？」

　そういう人か、と直継はシロエの言葉に納得する。

　ミラルレイクの賢者はＭＭＯＲＰＧ〈エルダー・テイル〉における有名なＮＰＣだ。とはいえ、直継はその姿をゲーム画面上で見たことがあるわけではない。ゲーム内での伝説や噂話に出てくる賢者だ。〈茶会〉時代にやりこんだ「ヘイロースの九大監獄」という大規模戦闘のバックストーリーにも登場したはずだ。

「本当にいたのか」

「うん、いたんだよね。それが」

「そもそも、なんで金策でこんな山の中に？　金が必要なら〈円卓会議〉から借りればいいんじゃねえか？」

「うん」シロエはあぐらをかいたまま、難しい顔でうなると「ちょっと額が大きいんだよ」と嘆息する。

　直継は頭痛がしてくる思いだった。

　この場合の「ちょっと」とはまったく信用できない。前回ギルドホールの買収を企てた時だってシロエはもうちょっと涼しい顔をしていたはずだ。

「いくらくらいさ？」

「総額で、八十兆ってところかな」

　それはバカげた、まさしくバカげた金額だった。

　その金額は計算上はヤマトサーバーにいるすべての〈冒険者〉の総所持金を一万倍以上上回る額だ。ヤマトサーバーだけではなくこの世界すべての〈冒険者〉からかき集めることさえできない、そもそも実在しないような額なのだ。直継は口を開いてシロエを見る。シロエだって、困ったように眉根を寄せて、うーんと唸うなっていた。

　しかしシロエが唸っている姿を見て直継はわかった。シロエは冗談や出来心で言ってるわけではないらしい。どうあってもその金額が必要だと考えているのだ。

「あて、あるのか？」

「全部は無理なんで、何回かに分けて──ちょこちょこと」

　どう分けたって〝ちょこちょこ〟になるような額でないことだけは確かなのに、シロエは困ったように笑った。

「仕方ないなあ。もうちょっと話せよ。考えた作戦ってやつをよ」

「作戦なんてないんで。わりと出たとこ土下座だよ。とにかく説得して」

「誰を？　どうやって」

　ふたりがモグミルクをすすりながらそこまで話した時、隣室のドアが開いてローブ姿の男が現れた。

「シロエさん。どうやらお客人が到着したようですよ」

　面白がるような表情を浮かべた目つきの悪い〈大地人〉魔術師は、クスクスと笑うと、直継の肩を叩いてくる。〈大地人〉にしては珍しいくらい遠慮のない態度のリ＝ガンに直継は呆れるが、リ＝ガンのほうはけろっとした態度で語りかけるのだ。

「直継さんもどうか見ていてください。説明を受けるまでもなく、シロエさんの望む交渉はもう開始されます。さあこれはすごいことですよ。あるいはこの交渉こそ戦略級、いや国防級の魔法かもしれない」

　国防級とはどういう意味なのか？　直継のその質問は途中で打ち切られた。

　ロッジのドアがノックされたからだ。

　たった二十分前まで、半径十キロメートルほどの地域には〈冒険者〉はいなかったはず。それならば訪問者は〈大地人〉なのか。しかし〈大地人〉がこの雪深いティアストーン山地の奥深くにまで足を運ぶことができるのか。

　シロエとリ＝ガンが見つめる中、直継は剣を〈魔法の鞄〉から取り出し、警戒をしながらドアへと向かうのだった。
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「シロー。お客だぜ」

　直継の案内よりも早く、シロエは地図や書類を〈魔法の鞄〉につっこんでいた。

　そもそも来客は想定済みで、暖炉の部屋のテーブルや茶器だって用意してある。

　玄関から戻った直継の困惑の表情を見ながら、シロエはそういうことになったか、と考えを巡らせていた。案内をされてきた客はシロエの予想を裏切ってはいたが、かといって一度も考えなかったわけではない人物だったからだ。

「こちらへどうぞ」

　直継を無視してしまって悪いが、今は来客対応が優先と考えたシロエは、樫かしで作られたがっしりした椅子を勧める。

「ずいぶん苦労しましたよ。雪山を登るのは」

　そう言いながらも、雪のひとかけらもつけていない立襟の礼服の肩を払い、スミレ色の瞳を持つ青年、供く贄にえの菫きん星じようは腰を下ろした。

「ごぶさたでいいのでしょうか」

「ごぶさたでもかまいませんよ」

　菫星の返事にシロエは口をつぐみ、いよいよ難しい状況になってきたと内心では深くため息をつく。

　シロエはこの人里離れた山小屋で供贄一族との交渉を行おうと待ち構えていたのだ。オウウの深い山中までわざわざやってきた理由はいくつかあるが、そのひとつはこの地域が供贄一族の本拠地と推測される場所に近いからである。

（……これはまた）

　正直に言えば困ったな、というのがシロエの気持ちだった。

　そもそも供贄一族との交渉は難しいだろうという予想があった。

　当初シロエがこの謎の一族について知っていたのは、「銀行」の業務を行っているということくらいである。「銀行」は〈エルダー・テイル〉のプレイヤーに提供されている便利な機能のひとつであり、アイテムや現金を預けておける保存空間ストレージを提供するサービスだ。ここに預けたアイテムや現金は預けた特定の銀行のみならず、ヤマト全域の銀行で引き出すことが可能である。

〈冒険者〉が用いる帰還呪文や都市間ゲートとはまた違った転送技術を持つ供贄一族が提供するサービスは「銀行」だけではない。

　個人から個人宛へ文書や小包を届ける宅配サービス。さまざまなアイテムの売買を可能にする公開市場バザーサービスなど多岐にわたる。多くの街に設置された衛士システムも供贄一族によるものなのである。

〈エルダー・テイル〉のプレイヤー、つまり〈大災害〉直後の〈冒険者〉から見れば、これらのサービスはあって当然であり、公共のインフラであるように思えた。〈円卓会議〉結成時、シロエが「〈大地人〉の支えがないと〈冒険者〉は暮らしていけない」と発言したのは、脳裏にこの一族の存在があったからだ。

　もちろん当時は、これらのサービスが供贄という謎めいた一族によって提供されているとは知らなかった。

〈円卓会議〉が成立した後、会議はシロエを中心に供贄一族との接触を持とうとしてきた。それはかなりたやすく成功したのだ。アキバをその活動範囲とする責任者、菫星と面識を得ることができたのはその頃である。しかし、その先へ進むことができなかった。

　供贄一族がヤマトという地域でさまざまなサービスを提供していることはわかった。そしてそれらのサービスが〈冒険者〉にとって必要不可欠なことも。アキバにおける代表者である菫星と挨拶をすることもできた。しかし、そこまでだったのだ。

　露骨に無視したり敵てき愾がい心しんを剝むき出しにしてくるわけではないが、菫星は穏やかな笑みと弁舌で、シロエの入れた探りのすべてを拒絶してきた。

　そもそもシロエが以前に考えたとおり、〈冒険者〉は〈大地人〉がいないと生きていけないが、〈大地人〉はおそらく〈冒険者〉がいなくてもなんとか生きてゆけるのだ。凶悪なモンスターが闊かつ歩ぽするこの世界では地球のような繁栄は望めないかもしれないが、それでも戦闘禁止区域や魔法技術を利用すれば生き残ることはできるだろう。そしてその代表格が供贄一族である。

　供贄一族は〈冒険者〉がいなくても滅亡しない。それだけで交渉のためのカードはずいぶんと制限されることになる。

　それでも何らかのカードを手に入れようと情報収集を続けるシロエの相手がアキバに住まう菫星だった。この老練な横顔を持つ青年は、シロエのそんな思惑をおそらく察して、供贄一族の情報を閉ざし続けたのだ。一族の組織や実力、その秘められた知識、本拠地、思想、目的──そういった情報の一切である。

　シロエが今知る供贄一族の知識など、菫星からというよりもリ＝ガンから入手したもののほうが多いような有り様だった。

「こちらはリ＝ガンさん。賢者、でわかりますか？」

「ええ、もちろん。お初にお目にかかります。供贄一族の窓口を務めております菫星と申します」

「はじめまして。はじめまして。供贄一族の方に会えるとは」

　そのリ＝ガンは菫星の挨拶に手を振ってにこやかに答える。

　菫星もうっすらとした笑顔だ。

「今日は希け有うな日ですね。〈冒険者〉を代表する〝記録の地平線ログ・ホライズン〟〝茶会テイーパーテイーの大魔道士〟シロエ様に、〝ミラルレイクの賢者〟たるリ＝ガン師にまで出会うことができる。シロエ様にお招きいただきこの歴史的な場に居合わせる栄誉。供贄の歴史の中でもこれほどの光輝に浴する者は限られるでしょう。このような日が来るとは偉大な先人も予想だにしなかったでしょうね」

　菫星の返事にシロエは困ってしまう。

　この菫星という青年は、決してシロエや〈冒険者〉に敵対的なわけではない。無口なわけでも、こちらの話が理解できないわけでもない。ただ単純に自分の望まない情報開示を行わないだけで、それすらも、こうやって芝居めかした饒じよう舌ぜつの中に隠してしまうのだ。

　シロエはこの交渉の先行きにため息をつきたいような気持ちになる。供贄一族の責任者と話し合いたい。そんな要望をアキバの供贄一族、つまりは菫星を通して連絡したのはシロエ自身だが、その当人がこんなオウウの山中まで出張ってくるとは。

　そこでシロエは別の可能性にも気がつく。だがシロエがそれを検証するわずかな時間にも、リ＝ガンは上機嫌で菫星との会話を続けているようだ。

「その輝かしい席は、御身の存在によってさらに奇跡の度合いを深めていますね。供贄──それは謎の一族。ヤマトの国々を陰から支え、絶大なる魔力を持つ魔導文明の技術を伝える一族。その頭領たる菫星様ですからね。これはもう、期待が膨らんでも仕方ありません」

「期待、ですか？」

「ええ。ここにいるシロエ様はびっくり箱のような方ですからね」

「ほほう。それはそれは！」

　無茶ぶりはやめて欲しい。

　シロエはそんな気持ちを込めてリ＝ガンを見やったが、彼のほうはいつもの瘦せこけた顔に好奇心満々の笑みを浮かべている。気がついていないわけではない。このひょうきんな〈大地人〉の賢者はシロエが困っていても助ける気がないだけだ。

「えーあー」

「ふふふふ」

　シロエは含み笑いを漏らすリ＝ガンをにらんで交渉に入ることにした。

「菫星さんにお願いしたいことは手紙にも書いたとおり」

「資金を都合すること、融資ですか」

　なんのことはない。

　金の無心だ。

「はい。話が早くて助かります」

「ええ。手間が省けたでしょう？」

「すみません」

　シロエはこの交渉をアキバで行いたかった。クラスティを始めとした〈円卓会議〉の重要メンバーが〈七つ滝の城塞セブンスフオール〉攻略中である現在、アキバの街はずいぶんと隙のある状態である。トラブルの予感もする。ソウジロウが残っている以上、何かあってもどうにかなるとは思うが、それでもシロエは離れたくなかった。

　にもかかわらずここまで出向いたのは、菫星がその申し込みをさせてくれなかったせいだ。断ってきたわけではない。のらりくらりと雑談に紛れ込ませ、有う耶や無む耶やにされてしまったと言うほうが正しい。たかが一介の大学院生でしかないシロエは交渉術において本職には勝てない。

　その菫星が今回はあっさりと本題へと進んでくれたことは意外でもあったし、ありがたいことでもあった。

「いえいえ、そのように気になさることはありません。手間が省ける。それが重要です。供贄一族にとっては、とても重要なことです」

「はあ……」

「ここまで来てくださったのは、供贄の里を知ってのことでしょう？」

「そうです。リ＝ガンさんからそれを聞きました」

「ほう。ミラルレイクにそんな記録が。少々見くびっていましたね」

「礼儀だと思いました」

　シロエは渋じゆう面めんで応える。

　礼儀などではないのだ。

　リ＝ガンとの古こ文もん書じよ研究で、この地域に供贄一族の本拠地があると知ったシロエが切った交渉カードのひとつである。こちらはそちらの本拠地を知っているぞ、というそれは、本質的には恫どう喝かつだ。シロエはそこに居心地の悪さを覚える。その手段を否定はしないしためらうつもりもないシロエだが、だからといって喜んでやっているわけでもない。

〈円卓会議〉のときは苛立ちがあった。

　問題を座視する大手ギルドに対していいかげんにしろと怒鳴りたい気分があったので、脅迫だろうと恫喝だろうと気にしなかっただけである。

　しかし供贄一族は過去から続く義務を果たし続けているだけなのだ。

「〈円卓会議〉のシロエ様からの依頼となれば引き受けたいのはやまやまですが、できかねます」

「どうしてですか？」

「太祖から続く約定に違反しますから」

　シロエはその答えにため息をついた。

　シロエはこの交渉が難しいと最初からわかっていた。だからリ＝ガンの助力を請い、さまざまな事前調査をしたのだ。供贄一族の銀行は、投資であろうが融資であろうが、外部に資金を提供したことは、記録の限り一度もない。あくまで預けておいた金を、払い戻す。それだけだ。

　シロエはアキバでの菫星との雑談を思い出す。自己資本比率、与信、信託──それらシロエたちにとっては当たり前の銀行用語が、菫星には通じないのだ。もちろん説明すれば言葉の意味はわかってくれる、が、それだけだ。

　アキバにある銀行と呼ばれる施設は、地球における意味合いでの銀行ではない。それがシロエたちの結論である。あれは転移サービス付き預かり所とでも呼ぶべき施設であって金融を目的とした組織のものではないのだ。

　となると不思議なことがある。

　この世界に銀行がないのは百歩譲ってよしとしよう。しかし、金貸しがないのは不自然だ。シロエも専門ではないからよくはわからないが、銀行はともかく金貸しの歴史は古いはずである。たしかローマにはあったよな、とシロエは考える。ローマといえば紀元前からあった国だ。中世風のこの世界で金貸しがないのはいくらなんでも文明が遅れすぎだろう。

　このことはリ＝ガンに訊ねても不思議そうな顔をするばかりではっきりした答えは得られなかった。〈大地人〉のエリッサによれば貴族は下位の貴族や領民にその種の貸付を行なうこともあるようだが稀であり、民間においてその種の貸し借りは見られない。

　そのためこの世界の商人は発言力が大きくない。ほとんどの売買は貴族と貴族の間で行なわれ、商人はその中継や運送にかかわる程度なのだ。中には半貴族半商人のような〈大地人〉も存在する。

　また、この世界の通貨の信用の源泉は、王族や貴族ではない。

　そもそも王族や貴族──統治者が通貨を鋳ちゆう造ぞうしているわけではないのだ。それらはモンスター討伐時に「発見」される。モンスターを討伐すればするほどに市場に流通する貨幣、つまりマネーサプライは増加する。通貨の信用を国家が裏打ちするという地球での構造は、どうやらこの世界には当てはまらないようなのだ。

　ではどこに信用があるかといえば、それは普遍性だ。

　この世界では単一の通貨が流通している。金貨、半金貨、四分金貨という単位はあるが、名称はない。円とドルとユーロが混在していた地球と違い、単一の通貨しかないために、名称で区別する必要がないのだ。通貨は単純に金、ゴールド、金貨などと呼ばれる。そしてこの通貨は、シロエが推測する限りヤマトサーバーだけではなく全サーバー、つまり全〈エルダー・テイル〉世界で共通である。

　つまり「自分の持っている金貨がある日無価値なごみになったりはしない」という信用は、国家の武力ではなく、この世界にはほかの通貨が存在しないことから発生している。たとえばひとつの発行国家が崩壊してしまえば価値を失う地球での通貨よりも、あるいは強固な価値保存システムなのかもしれない。マイハマで得た金貨は〈自由都市同盟イースタル〉が滅んでも、〈ウェストランデ古王朝〉が滅んでも、その流通価値において損なわれないのだ。

　もちろん通貨そのものが貴金属として価値を持っているという側面もあるだろうが、加工には鍛冶師のスキルが必要なのではないか？　通貨の信用は主にこの普遍性から発生しているようにシロエには見えた。

　供贄一族の銀行の問題もある。本質的には預かり所にすぎないとはいえ、その防衛能力は本物だ。一度預けた金貨は完全なセキュリティによって守られる。多くの銀行は独立ゾーンに存在するし、それは衛兵に守られているのが常だ。また銀行は未知の個人識別技術を持ち、ある支店で預け入れた金貨は、即時に別の支店で引き出すことが可能だ。さらにマーケットやゾーン維持などを含めた決済機能さえ持っている。このように便利で先進的なシステムを提供され、それが金貨にのみ適用されているのだ。

　システムがあまりにも便利すぎて自律的であることが、統治者たちが個別の通貨を作らない理由であるらしかった。

「魔物を倒したとき、金貨を得ることができますよね？　菫星さん」

「ええ、そうですね」

　シロエは本丸に切り込んだ。

「ダンジョンの宝箱から数百枚の金貨を得ることもある」

「〈冒険者〉の武勇のなせる業わざですね」

「供贄一族から融資を受けられないというのであれば、そういうところに金貨を配っている人から、配る前の金貨をもらうというのはどうでしょうね？」
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　リ＝ガンは興奮していた。

〈エターナルアイスの古宮廷〉で友ゆう誼ぎを結んだ〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエからの誘いでこの場にいるのだ。それは嵐がやってきて今までの天気が一変するような興奮をリ＝ガンにもたらした。

　自分の隣で過去も未来も押し隠して強い視線を放つ青年を、リ＝ガンは高く評価していた。蔵書室で熱に浮かされたように語ったリ＝ガンの生涯をかけた研究の成果、〈森羅変転ワールドフラクシヨン〉。その背景と展望を一夜にして摑んだこの青年は稀き代だいの大魔術師である。

　リ＝ガンは息をすることも忘れたようにシロエの横顔をじっと観察する。

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエと名乗るこの青年は、魔術を生なり業わいとする〈冒険者〉である。〈冒険者〉は強い。〈大地人〉よりも圧倒的にその能力は高い。戦士としてもそうだが、斥候、回復術師、魔術師、なにをやらせても天才ばかりなのが〈冒険者〉という異人類である。

　しかしだからといって高位〈冒険者〉のすべてが、リ＝ガンから見て大魔術師の称号に値するかといえばそうではない。〈冒険者〉は恐るべき能力を持っているが、その方向性は多くの場合戦闘に特化しすぎている。知識をもってこの世の深淵をのぞき込む〝魔術師〟であれば、戦闘魔術の技量はむしろ枝葉にすぎないのだ。

　シロエは〈冒険者〉の中では数少ないその魔術師、しかも大魔術師であった。

　リ＝ガンはこの世界の至賢にいたる道は四つあると考えている。

　それぞれの道は独立しており触れ合うことがない。

　封建的なヤマトにおいては技術や知識は秘匿すべきものなのだ。得た知識は秘伝として密かに伝承され、多くの場合継承する集団から外に出ることはない。

　この世界でそういった英知が伝承され、研究される道は四つ。

　ひとつはリ＝ガン自身が所属する、〈大地人〉の学究の道である。

　それは光の中で学び研鑽するという意味であればツクバの魔術学院であろうし、陰に潜んで知識の保存を行う側であればミラルレイクである。〝ミラルレイクの賢者〟であるリ＝ガンは、〈忘れ去られた書物の湖ミラルレイク〉を守護するもの。この世界の理ことわりに対して戦いを挑む学徒の末す裔えだ。

　二番目にあげられるのが、〈冒険者〉であろう。リ＝ガンをはじめとした〝ミラルレイクの賢者〟は、〈冒険者〉には〈大地人〉とはまったく違う独自の魔術と知識があると考えてきた。彼らが使う魔術は、威力は巨大ではあるが〈大地人〉と共通のものである。しかし、彼らの知識そのものは、どこか別の源泉を持っているのではないかと長い間言われてきたのである。

〈冒険者〉は別の世界に自らの魂の一部を隔離しているのではないか？　それが研究の示唆であり、リ＝ガンは今ではそれを確信している。そのうえ、その別の世界とは、神代に繫がる可能性を秘めているのだ。〈大災害〉以降、〈冒険者〉が示したさまざまな奇跡や発明には、それらの超技術が関係しているというのは、もやはリ＝ガンにとっても、またツクバの魔術師にとっても半ば常識になっている。彼らはそれをカガクあるいはヘリテージと呼ぶ。

　三番目にあげられるのは〈古来種〉の用いる能力である。〈古来種〉もまた〈冒険者〉と同じように、〈大地人〉の常識を超える英雄の一族である。〈大地人〉とまったく同じように人間、エルフ、ドワーフ、半アルヴ、猫人族、狼牙族、狐尾族、法儀族という種族でありながら、それらの上限を易々と超えてゆく〈古来種〉や〈冒険者〉。

〈古来種〉もまた古いにしえから続く密かな伝統を伝えており、それは騎士団という世界各地を守る秘密結社の中に存在すると言われている。

　そして最後になる四番目の道が、供贄一族だ。

　彼らについては謎が多く、リ＝ガンもその全容は推測することしかできない。確実に〈大地人〉であるはずなのだが、ヤマトの〈大地人〉の学術団体ツクバやミラルレイクに所属しているわけではない。古代アルヴ文明からの技術を伝えているとされ、その勢力範囲はヤマトのみならず大陸へも及ぶという。

　太古の知識を集積し現代に伝えるという意味ではミラルレイクと似ているのかもしれないが、彼らはその知識を普及させはしない。〈大地人〉の学徒であるツクバやミラルレイクとの最大の相違点は、その閉鎖性である。彼らは広く〈大地人〉に接触しないばかりか、研究を行わない。好奇心を持たない、接触を厭いとう一族なのだ。

　あらゆる知識の集積を方針とするミラルレイクは過去において何十回も供贄一族と接触を持とうとしてきた。しかし、研究情報の交換に成功したという記録は皆無である。

　その供贄一族のものが〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエとともに、リ＝ガンと同じ卓についているのだ。リ＝ガンの興奮も当然のことと言えた。

　シロエの発言は供贄一族の総領に大きな衝撃を与えたように見えた。

　菫星ははっとしたように息を吞むと、それを押し殺すかのように無表情の仮面を被り、押し黙った。そしてそれはずいぶん長い間続いたのだ。

「それが可能だとシロエ様は考えておられるのですか？」

　やがて返した菫星の質問に、シロエはリ＝ガンを見やるとわずかに顎を引いた。

　どうやらこれは自分の番だと、リ＝ガンは弾む胸が静まるように願いつつ話し始めた。

「シロエ様のおっしゃることは今まで誰も考えなかったような視点です。しかし、確かに言われてみれば、それはこの世の不思議のひとつのように思える。〈魂魄理論スピリツトセオリー〉を補完する視点です。モンスターは転生を繰り返す。しかし魂魄はよいとして財貨はどこからもたらされるのか？　モンスターに財貨を与える何らかのシステムがあるはずです。そしてそのような新しい視点が得られるのであれば、〈忘れ去られた書物の湖ミラルレイク〉には万巻の書がある。ええ、総ざらえしましたよ。あらゆる書を」

　リ＝ガンはいつもそうするように額ひたいにはまったアメジストの頭環サークレツトを押し上げるとポリポリと額をかいた。魔法のアイテムであるこの輪はリ＝ガンに記憶力と洞察力をもたらしてくれる素晴らしい効果を持つが、そうであっても金属の輪ではある。先代からこの頭環を譲られてから日が浅いリ＝ガンは未だ慣れることができないのだ。

　しかしこの魔法の頭環がなければ今回の調査もこのような短時間では成し遂げられなかっただろう。そして頭環があったとしてもミラルレイクの先せん達だつが収集し書き残した書物がなければ、わずかな手がかりを得ることすらできなかったに違いない。

「先ほどシロエ様が話した供贄の里のことも書物で見つけたのです。そして供贄の持つ黄金のことも」

「……」

　菫星はその無表情を崩さない。

　リ＝ガンは問うだけだ。今まで長い間そうしてきた。ミラルレイクの者は知識を集める。集めた結果得られるものは新たな問いだ。その問いの答えは新しい知識。その結果生まれた問いに決死で挑みかかる。その繰り返し。

「〈パルムの深き場所〉の最も深き底の底には、黄金の大渦があると書にあります。──虚空から現れる金貨が虚空へと消える蛇行した河と忘れられた地下庭園。そもそも〝死霊王〟はこの黄金を手に入れんと欲し死者の軍勢をつくりあげた。それは伝承にも残っている。そしてその防衛に一役買ったのが十五代前のミラルレイクの賢者であり、彼は〈パルムの深き場所〉において封印を行った」

　それはミラルレイクに連なる者としてはさほど珍しい助力ではない。

　さまざまな知識を集める過程でミラルレイクの賢者はさまざまな魔法の物品を入手することがある。それらは呪われているものもそうでないものもあるが、多くが使い方を誤れば非常に危険なアイテムであるということは共通している。賢者にそれを持ち込む者──その多くは貴族だが──は、ミラルレイクでそれらが安全に封印されることを望んでいるのだ。

　そういった希望をかなえることはミラルレイクの名声を高め、得られる知識の量を増やすことに貢献した。そうでなくても他にはないアイテムを管理下に置くということは研究素材が増えるということでもある。ミラルレイクが封印術を研究するのはいたって実利的な理由なのである。そしてその封印術は、物品の保管だけではなく、地域や場所の閉鎖にも用いられる。

「僕は以前『ヘイロースの九大監獄』の冒険において〈とこしえの闇の鍵〉を得たことがあります。このアイテムは〝ミラルレイクの賢者〟が作り出したものですね」

　シロエが語る言葉にリ＝ガンは頷いて発言を譲る。

「この鍵によって、僕らは『ヘイロースの九大監獄』に挑戦する資格を得た。あのゾーンはミラルレイクの……どれくらい前かは分かりませんが先達によって封印されていたんです。そうして封印された危険なゾーンはいくつもある。今回の件も確認しました」

　シロエの言葉にリ＝ガンはぶるりと背を震わせた。

　そもそもリ＝ガンは魔法学者であって、戦闘系の魔術はごく弱い。木こっ端ぱ領主に仕える騎士団に負けるような鍛え方はしていないが、それはあくまで〈大地人〉相手でのことであり、〈冒険者〉と比べられる実力はないのだ。

　そんなリ＝ガンがシロエとその朋友直継に護衛され、迷宮の底へ潜った。

　ミラルレイクの記録には「封印を請われ施した」とあるばかりで、解除方法やアイテムについての詳しい記載はなかったからである。現地に行ってみると、高さ十メートルにも及ぶ巨大な青銅の扉が確かに封印されていたが、その手法はミラルレイクの秘術にあるもので、解除はさほど難しくないことがわかった。

　シロエの言う「未実装ゾーン」という言葉の意味はわからないが、そのような封印の扉がヤマト全域に無数にあることが今回の資料調査で判明している。ミラルレイクが封印したものばかりではないが、何らかの原因で今は立ち入りが禁止されている地域や施設だ。

「それは、その黄金の大渦から金貨を得るという話ですか？」

「ええ」

「その黄金の大渦は、供贄と関係があると？」

「はい」

　シロエと問答を繰り返す菫星は、やっとその精神を立て直したようだった。

「……では、そこから金貨を得るというのは奪うという意味ではないのですか？　略奪を行いたいのですか？〈円卓会議〉は」

　冷たい声で問い返す。

　しかしこれで判明した。

　やはり〈パルムの深き場所〉奥深くにある黄金の渦には、それ相応の黄金があるのだ。そしてその場所は供贄一族に関係があるのだ。資料からそれは窺うかがえたが確証はなかった。供贄一族とは無関係ということもあり得たのだ。リ＝ガンはシロエと話し合ってその可能性も共有していたが、シロエの主張を聞き入れて供贄一族に接触した。

　これでひとつの疑問に答えは得られた。

〈魂こん魄ぱく理り論ろん〉の秘密に供贄一族は関わっていたのだ。

　まだ確証はないが菫星の反応がそれを証し立てている。供贄の秘密は、世界生成の深部にまで及ぶのだ。その確信にリ＝ガンの心は歓喜した。小躍りしたいほどであった。〈魂魄理論〉はリ＝ガンの研究の中でも最も大きなものである。今ならば飲めない葡萄酒で乾杯をしたいほどであった。

　しかし、シロエの声は苦かった。

「ですからお呼びしました。僕たちは供贄一族と敵対したくありません。供贄一族は重要です。得た金貨を使うにしたって供贄一族に後事を託さないでは先の予定も立たない」

「どうやって、いや、なにに使うおつもりですか、シロエ殿は？」

「それを説明すれば、ご協力願える可能性はあるでしょうか？」

「ありません。太祖の指示ですから」

「……菫星さん」

　リ＝ガンの目の前で唇を引き結びなにかに耐えるようなシロエは、それでも必死に細い糸を繫ごうとしているようだった。

「菫星さん。太祖の指示というのは、わからないではありません。〈冒険者〉なりの理解の仕方ですが、それは神代からの掟おきてだとはわかっています。それを破れと言うつもりは、僕たちにはない。禁止されていることを強制しようとは思わない。しかし、だからこそ掟の外側を模索して欲しいんです」

「……」

「そうです。〈大災害〉でルールが変わった。時代が新しくなった。そしてそれは止まらないんです。きっとこれは──」

　目を閉じた菫星は鋼鉄の像のようにさえ見えた。

　シロエの説得は菫星の心には届いていないようだった。

　リ＝ガンの喜びもやがて陽が陰るように色あせてゆく。いま目の前でなにが起きているのかは分からない。生まれてこの方、魔術理論と現象学しか学んでこなかったリ＝ガンにはよくわからないなにかが壊れていく。それは言葉にすればおそらく交渉ということになるのであろう。しかし、リ＝ガンのような者にとっては、ただ交渉という言葉では言い表せないほど貴重な何かが砕ける音さえ聞こえるような気がした。

　世界の四賢のうち三までが集まって、これだけなのか。

　リ＝ガンは我知らず拳を握りしめていたのだった。
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　暖炉の広間には呆ほうけたような空気が漂っていた。

　シロエがオレンジ色の炎に乾燥した薪を差し入れる丸い背中を直継は眺めていた。ふたり分の寝袋がテーブルを片付けた部屋に敷いてある。

　菫星との交渉が物別れに終わった後の山小屋の中だった。

　なかなかにしょぼくれた背中だな、と直継は思う。

　シロエのことだ。

　火搔き棒を入れて薪の位置を調整している。この後眠ってしまうので、おそらく念入りに火の世話をしているのだろうが、その姿は途方に暮れてただいたずらにかき回しているだけのようにも見えた。

　失敗した交渉のことでグルグルと難しいことを考えているのだろうな、と直継は思った。先ほどまでの会談は端はたから見てもずいぶんと追い詰められているようだった。〈円卓会議〉を成立させたあの日よりもだ。

「おーい、シロー」

「ん？」

「もういいから、寝袋に足でも突っ込んどけよ」

「うん」

　もそもそと寝袋に移動したシロエは、その上であぐらをかいた。つまりは直継と同じ姿勢だ。

　地球で寝袋と言えば、繊維素材が優秀なために薄く軽量なモノが主流となっている。しかしこの世界では地球のように高性能な断熱素材が開発されていないために、羊毛のフェルトを縫い合わせて作ったモノが一般的だ。防寒性能は地球のそれに劣るが、厚手のために、寝心地は悪くない。長い毛足の絨毯と合わせれば、腰を下ろす場所としては上等だ。

「シロも飲むか？」

　マグカップに入れたホットワインを見せてやる。シロエは空気の匂いでもかぐように鼻をすんとならして、「いや、僕はいいや」と断った。

　飲めばいいのに、と思った直継だが、無理強いはしない。

　直継の考えでは、こんな夜には酒でも飲んで大の字になって寝てしまうべきなのだが、シロエはそういうタイプではないし、どうせ放っておいても調子を取り戻すことを直継は知っている。無理に合わせる必要はない。

「ダメダメだったなー」

「うん」

　シロエは困ったような表情で答える。

　たぶん結果で言えば負けではないのだと直継は思っている。詳しい事情はわからないが、シロエは莫大な額の現金を必要としている。それは〈冒険者〉から集められるような額ではない。そんな額の現金を集めようとすれば、その集める先や手法は自おのずと制限されるだろう。

　供贄一族の菫星と会談した内容を聞いて、直継にもおおよその絵図面は見えてきていた。

　シロエは〈エルダー・テイル〉がゲームだった時代の設定を利用しようとしているのだ。

　モンスターを倒した時、彼らが所持している金貨を〈冒険者〉は得る。そのモンスターが人型で知能を持ち、道具や宝物を持っているのにふさわしい場合は当たり前だが、そうでない場合にも〈冒険者〉は金貨を得ることができる。たとえばそれが〈野犬ワイルドドツグ〉や〈大猪ラージボア〉などの動物である場合でさえもだ。

　そこには本来理由など存在しない。〈エルダー・テイル〉がゲームであり、モンスターを倒して得た財産で強くなっていく構造を持っているからモンスターは金貨をドロップするのだ。つまりは、ゲームとしての都合である。

　しかし都合ばかりが優先されればゲームからリアリティが失われ面白さが損なわれるだろう。そこでさまざまな設定が付加される。今回のそれで言えば「実は古代の強力な魔法装置が生まれ変わるモンスターの魂に金貨を持たせる」という説がそれだ。

　荒唐無稽な設定である。しかし、現実にモンスターが金貨を落とす以上、何らかの原因は必要であり、それが事実として目の前に現れたのだ。シロエはそれを知っていて利用しようとしたのだろう。

　そしてそれは、成功したんだよな、と直継は思った。

　──では、その場所で会いましょう。〝虚空から現れる金貨が虚空へと消える蛇行した河と忘れ去られた地下庭園〟で。

　──しかしそこに至るためには多くの勇士が必要でしょう。どうやって最さい奥おうの泉にたどり着くか、供贄一族の答えはシロエ様たちの挑戦の結果次第とさせていただきます。

　それが供贄の頭領である菫星の最後の言葉だった。

　売り言葉に買い言葉である。

　シロエは地下深くの未知のゾーンに莫大な金貨があることを突き止めた。証拠を集め、現地偵察まで行い、封印を解除してそこへ侵入できることさえ調べ上げた。

　そしてそれをおそらく持ち主である供贄一族に突きつけた。

　この時点でシロエの目もく論ろ見みは、もう成功しているのだ。もっとはっきりいってしまうのならば、そもそもシロエは供贄一族と話す必要さえなかったと直継は思う。

　地下にゾーンがあり、そこに目的の宝物があり、侵入の方法さえあるのだから、ただ単純にそこまで行って金貨を得ればいいのだ。それで莫大な富が手に入る。

（まーつまり、シロが落ち込んでいるのは別のとこなんだろな）

　それはなにかと考えれば、自ずと答えは明らかだ。

　この面倒くさい友人は、必要がなくても供贄一族と話し合いたかったのである。

　──作戦なんてないんで。わりと出たとこ土下座だよ。とにかく説得して。

　シロエは供贄の一族と話す前にそう言っていた。

　その時はこの友人独特の謙遜で「作戦なんてない」と言ってるだけじゃないのか？　なんて直継は考えていたわけだが、作戦は本当になかったのだ。不器用なヤツだなぁ、と直継は小さく笑ってしまう。

　シロエは目的を叶えるためだったらどんな策でも練るし、周到な準備を行う。今回だってずいぶん長い間仕掛けを作ったはずだ。〈パルムの深き場所〉の最下層偵察には直継だって付き合ったが、リ＝ガンの話を聞けばそのずいぶん前から準備をしていたように思う。毎晩遅くまで執務室で調べていたことの一部が、今日の話し合いの準備なのだ。

　シロエは、目的の金を得るためにそれだけの準備をしてきた。そしてそれは供贄一族の言げん質ちという形で結実した。地下の新ゾーンへ入り込み、後は金を入手すればよい。

　でも、それよりもっと先の希望だって、シロエにはあったのだ。

　シロエは、誰かと友人になりたい時、作戦を練らない。ほとんどバカかと思うくらい真っ正直なことしか言わなくなる。シロエは強行侵入して黄金を奪いたくなかったし、供贄一族を不意打ちしたくなかったし、噓だってつきたくなかったのだ。つまりそれは友だちになりたいという意味で、それに失敗すると途方に暮れるのだ。

　それがわかるので直継としては「ダメダメだったな」としか言えない。







「そもそもなんだよ、さっきの話。シロらしくないぞ」

「そうかな」

「奥歯に物が挟まったみたいな話だったぞ。祭りになってねーから、祭りはつけない祭りだな」

「そっか」

　歯がゆかった直継はそうやってシロエを非難した。しかしその返答はずいぶんぼんやりとした肯定である。

「水くささの塊だな」と直継は大きなため息をついた。

　そもそも今日の交渉が失敗するのなんて当たり前なのだ。

　供贄一族は最初っから自分たちのことは一切話さない秘密主義の塊で、シロエのほうだって肝かん心じん要かなめの資産を得る目的や、相手にも納得して欲しいという希望はまったく話さなかった。どっちも秘密主義が過ぎる。

　そんな関係で説得なんて上手くいくはずがない。社会人一年目で、一応は営業職配置の直継にだってそんなことは簡単にわかる。

　ただ単純に今までの取引どおり、胡椒一キロを二千四百五十円で卸すのであれば簡単だ。今までのつきあいどおりに発注を受けて納品し、請求書を出せばいい。会話だって必要ないくらいだ。しかし新しい商品を提案したり、長期にわたる持続契約を結ぶのなら別だ。相手の事情をよく知っておかないといけない。そしてこちらの事情も伝えないといけない。できるだけ正確で、独りよがりではないお互いの希望をすりあわせなければならない。それが前提で、あとは誠意だ。相手に納得してもらうために、こちらから歩み寄るのが、当然だ。

　だからお互いがカードを隠しすぎた今回の交渉は失敗するのが当たり前なのだ。

　そしてその伏せられたカードは直継に対してもそうである。

　直継もシロエが資金を得て何をしたいのかがわからない。

　そしてシロエが何をそんなに焦っているのかもわからない。

　水くさいものだと思う。

「今なに考えてんだぜー。シロ」

「……」

「まだ終わってないんだから、ほれ、きりきり悩み事話せよ」

　悩み事、悩み事とシロエは呪文のように唱えた。そのまま後ろにバタンと倒れて、うめくように続ける。

「直継、あのさ」

「うん」

「菫星さん、『そこに至るためには多くの勇士が必要でしょう』って言ってたよね」

「ああ」

　シロエは一体何を言い出すのかと思って直継は生返事を返す。資金を得るあてはもう立ったのだから、問題は供贄一族との交友関係を改善することのはずだ。そういう話じゃなかったのか？　と首をひねる直継にシロエはさらに続けた。

「あれってどう考えても大規模戦闘レイドの予告だよね。いや、そうでしかないんだけど。けっこう本格的に困ってる」

「なんでさ？」

「人がいない」

「え？」

　一体なにを言っているかわからなかった。直継だってレイドの想定はしていた。そもそも一般的なパーティー攻略ダンジョンの深部に謎の扉があるとなれば、それは〈エルダー・テイル〉においては大規模戦闘ゾーンである可能性が高い。しかしだからといって、突破は十分に可能だろう。〈冒険者〉は不死なのだし、〈円卓会議シロエ〉には十分な戦力がある。時間はかかるかもしれないが、それだけだ。

「〈円卓会議〉に参加しているギルドのほぼすべてに監視がついているんだ。今の状況はちょっと引くくらい流動的で、その監視を外すことはできない。まだもう少しだけ、ミナミに気づかれたくないんだ」

　直継はシロエの回答にあっけにとられた。

〈円卓会議〉の戦力を使いたくない。ミナミに今回の行動を知られたくない。最終的な目的は明かせない。一体どれだけ縛りをつけてプレイするつもりなのか。直継は開いた口がふさがらなかった。その上たぶん、時間制限まであるのだ。いやミナミに知られたくないとなれば長い時間をかけるわけにもいかないだろう。それでアキバをこそこそ抜け出してきたのかと直継は納得する。なにせ〈記録の地平線〉のメンバー以外はシロエがギルドホールで仕事をしていると思い込んでいるはずなのだ。見つかる前に事を為そうというその発想がすでに時間制限である。

「シロはドＭか」

　直継のつぶやきにシロエは寝転がったまま「そんなことない」と否定する。「できるだけ楽をしたいって毎日思ってるよ」などと返すのだ。

　呆れ返ったがその言葉に噓はないのだろう。それを直継は知っている。

　シロエは本当にそう考えている。〈放蕩者の茶会〉の時もそうだった。シロエは目的を達成するために、可能性の高い最短の手をいつも指そうとしていた。その手法が面倒くさくて迂う遠えんに見える時は、問題そのものが曲がりくねっていて難しい時なのだ。

　曲がりくねって面倒くさくて遠回りに見える道が最短コース。シロエの立てる作戦は、いつでもそんな雰囲気だった。

　直継の友人は一度定めた目的を妥協しない。

　そのせいでこんなに苦労を背負い込んでいるとしてもだ。

（その苦労の半分ぐらいは取り越し苦労なんだけどな。きっとシロの悩みすぎで、全部ぶちまければ手伝ってくれる人、たくさんいると思うぜ）

「んじゃま、しかたねえな」

　直継は内心とはまったく違う返事をした。

　シロエは最後にはいろんなことがちゃんとわかる男だ。それに大事なことを見失うヤツでもない。それにもしそうなったら自分が後頭部を叩いてやればいい。

　シロエは焦っているように見えるけれど、それでも、その焦慮の中で、自分が納得するために転げ回る時間が必要なのだ。それはシロエに限らず男は全員そうなのだと思う。直継だって思い出せば顔が真っ赤になるくらい、ひとりで頑張りすぎて周囲に迷惑をかけた記憶がある。でもそれは必要なことだと直継は思う。

　誰にだって必要だし、シロエにとってはなおさら必要だ。

　周囲の評価は策士、知ち恵え者しやという線で統一されてしまったようだが、シロエは本来かなり不器用なタイプだと直継は思っている。不器用なシロエには苦闘の時間が必要なのだ。

　それにその時間は自分が一緒にいればいい。

　心配しなくても、どうせシロエは自分が納得できるように惜しみない努力をするだろう。直継の友人はそういう男なのだ。万事につけて手抜きができないのだから。

「しょーがねえから。大規模戦闘のメンバー、集めようぜ。大丈夫。どうにかなるさ」

　なるかなあ、というシロエの返答に、なるなると明るく返して直継はシロエを蹴飛ばした。挽ばん回かいできない展開なんてひとつもないと、直継は言葉にはしないで笑いかけた。

　それにきっとシロエはあの朝焼けを見つけ出すだろう。

〈茶会〉の冒険ではそれが勝利条件なのだ。直継はその景色を楽しみに待つことにした。

　シロエとの長い付き合いの中で、それは珍しい夜ではなかったのだ。
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　大規模戦闘レイドとは通常のパーティー行動の制限数である六名を超えた多くの〈冒険者〉が合同で行う戦闘である。〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代から盛んに行われた高難易度エンドコンテンツであり、数多あるクエストの最高峰も多くは大規模戦闘であった。

　一口に大規模戦闘といってもその種類はいくつかある。主に人数規模によって分けられ、最大規模総勢九十六名で構成されるものはレギオンレイドと呼ばれるが、それを必要とするクエスト数はヤマトサーバー全域全レベル帯を合計してもけっして多くはない。

　最も一般的であり、大規模戦闘の醍醐味を凝縮したと言われるのは、六名パーティーを四つ束ねた戦闘規模、すなわちフルレイドである。総勢二十四名の参加者を必要とするこの大規模戦闘は、サーバーにおける名誉獲得の花形であり、かつて〈エルダー・テイル〉がまだゲームであった頃は、週末ごとに大手ギルドがどのような成果を上げるかの予測と発表をともなう、ゲーム内での注目ニュースだった。

　シロエがその昔所属していた〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉もこのフルレイドをターゲットに活躍していた団体である。予備人員を含めれば百名を超える参加者が必要なレギオンレイドでは、とうてい大手ギルドにはかなわないという現実があったにせよ、フルレイドがサーバーの注目と人気を集める晴れの舞台だったことは間違いがない。

　一般には誤解されているが、大規模戦闘に必要なものは強力な装備ではない。

　もし大規模戦闘に初参加する際に、大規模戦闘でしか入手できないような装備品や特技の等級が必要なのであれば、このエンドコンテンツをプレイできるプレイヤーは存在しないことになってしまう。いくら難関クエストであろうと、それはゲームとしてそうデザインされているのだ。プレイ可能なユーザーがいないのでは、運営会社はなんのためにそのコンテンツを用意したかわからなくなってしまうだろう。

　プレイヤーの憧れであるためには難関でなければならないが、クリア不能であってはいけない。レイドコンテンツのデザインとはそういったセンスと経験を必要とするのだ。

　よいレイドコンテンツとはどういうものか？

　かつて〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代、デザイナーズレターと称されるゲーム制作者からのメッセージの中にこのような言葉があった。

　──仲間と一緒に成長してゆけるコンテンツ。

　シロエは、それは言葉どおりの意味だと思う。

　レイドとはある時点の装備、強さを持った集団が、練習を繰り返すことによって突破できる難易度のコンテンツなのだ。この場合の練習とは、そのレイドコンテンツの仕組みの解析であったり、敵の特性の調査であったり、適切な作戦の立案であったり、その作戦を実行するにあたっての連携の習熟である。




　もちろん、ゲームキャラクターとしての性能は重要だ。それがあれば力ずくでレイドコンテンツを突破することができる。しかし、それでは早晩、高い性能を必要とするコンテンツで躓つまずく。そこで必要なのはメンバー同士の意識統一や意思疎通であり、装備や特技の等級といったゲームキャラクターを超えた人間同士の繫がりなのだ。

　つまり難易度の高いレイドコンテンツに本気で挑戦しようとするのならば、盟友と言えるような仲間が必要なのである。連携の習熟には、時間がかかる。寄せ集めの〈冒険者〉で厳しい戦いに突入すると、要求される難易度から人間関係まで悪化しかねない。そうなってしまえばギルドのようなコミュニティはあっけなく崩壊する。




　それだけにシロエは苦しんでいた。

　シロエはザントリーフ奪還作戦を通して、多くの知ち己きを得ている。〈エルダー・テイル〉古参プレイヤーであったシロエにとってさえ、〈大災害〉と〈円卓会議〉は今までになかった広範な知己をもたらした。しかし、シロエは今その念話による連絡網をいかせないでいる。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉や〈黒剣騎士団〉、あるいは〈西風の旅団〉といったレイド踏破専門の大型ギルドに依頼するのが一番勝率が高いのであろうが、アキバの主要戦力はすべて〈Plant hwyaden〉やさらなる一団の監視下にあると見ていい。いや、事実監視下にあることをシロエは確認している。これらの戦力を動かすことは不可能だ。

　もちろん個別の〈冒険者〉で腕のいい人間もいる。しかし、レイドは集団コンテンツであるがゆえに、集団での習熟が不可欠だ。即製の組織ではリスクが増大する。これから徐々に仲を深めていけばいい場合ならばそれでもいいだろうが、今回の任務は手早く終わらせたい。そう考えると、新しい組織をセットアップするのも躊躇ためらわれる。

〈放蕩者の茶会〉があればなんの問題もなかったのに。シロエはそう思う。あの命知らずの集団なら、どんなレイドでも二つ返事で引き受けただろう。ぬるかんだのトゥリだのが奇声を上げて駆け出すのがまぶたに浮かぶようだ。あらゆる困難を目立つ機会くらいにしか捉えないカナミの仲間たちならば、今回の任務はうってつけだったのに。




「わかった。いいぜ」

　だからシロエはそのあっけない返事に安堵の吐息を吐き出した。

　目の前の銀髪の男は即答でシロエの要請を受け入れたのだ。

　ここはススキノ。日本で五つしかないプレイヤー・タウンのひとつ。現実世界でいえば北海道札幌の位置にある街だ。そのススキノの中心街にある大きな酒場は、いまや〈シルバーソード〉のギルドホールとして活用されていた。

　天井の高いこの建築物は開放的で、酒場という名前から予想される湿った空気がない。ソファというよりはベンチのような木製の長椅子の上で、総髪のエルフ、〝ミスリルアイズ〟ウィリアム＝マサチューセッツは鋭い視線をシロエに向けていた。

「ありがとうございます。──でも、詳しい話を聞かなくていいんですか？」

「聞かなくても教えてくれるんだろ」

〈シルバーソード〉のギルドマスターと向かい合ったシロエは、言うべきことを頭の中でまとめる。ともあれ、いったんは引き受けてもらえたのだ。後は詳しい説明をして協力を確定させなくてはならない。

〈円卓会議〉結成のためのあの集まりを思い出せば、ウィリアムが相当に短気なことははっきりしている。長々とした事情説明はかえってよくないだろう。手分けをするためにも直継と別れ、〈シルバーソード〉本部までやってきたのだ。よい結果を持ち帰りたい。

「目的のゾーンは〈パルムの深き場所〉の深部から接続する新規レイドゾーン。侵入調査はしました。フルレイド規制です。敵のレベルは初期八十九より。発見者は僕たち。クエストで封印を解除しました。難易度は非常に高いと考えています」

「ふむ」

　菫きん星じようとの会談のあと、シロエたち一行は再度〈パルムの深き場所〉最深部まで赴おもむき、封印の奥の調査を行なった。封印そのものは継続中だが、リ＝ガンの許可を受けた者は封印の大扉の奥へと侵入することが可能になるという上書きをしてもらっての調査である。その結果、予想どおりその内部は大規模戦闘ゾーンであることが確認された。

　内部は天井の高い古代遺跡風──つまりは〈パルムの深き場所〉のイメージをそのまま地下へ掘り進めたようなエリアであった。発光する水晶に照らし出された地下空間は、縦穴とアーチ、無数の伽が藍らんが連結したような不思議な施設である。

　遠目に確認した敵性存在は黄土色のゼリーのようなモンスターだった。この種の不定形生物は封鎖されている地下施設などで見られる。そのレベルは八十九。レベルだけでいえばシロエたちで十分討伐可能だが、ランクはフルレイド級、つまりは八十九レベルの〈冒険者〉二十四人で戦うことが想定されたモンスターだ。シロエたちは一戦も交えずに後退した。

　また、シロエの予想のとおりゾーンは進入規制の制御下にあるようだった。二十四名までしか、このゾーンには侵入できないのだ。これは人数に任せた力任せの攻略はできないということを示している。




　シロエの簡潔な報告を、ウィリアムは唇のはしを歪めるような表情で吟味しているようだった。ほとんど最小限とも言えるようなシロエの言葉から、多くの情報をくみ上げているのだろう。レイド慣れしたベテランの〈冒険者〉であるのならばその程度のことはする。

「敵の種類は？　予想でもいい」

「見かけたのはスライム状のモンスター。大きさは直径五メートル以上。ここからは推測になりますが、施設形状と伝承から、巨大なモンスター、巨人や幻獣がいるのではないかと考えています」

「巨人か」

〈エルダー・テイル〉には多種多様なモンスターが登場する。それは、製作会社が想像する限りありとあらゆる種類だと言ってもよいだろう。だがそれらモンスターにもいくつかの種別と呼ぶべきものが存在した。シロエたちがザントリーフ半島で戦った水棲緑鬼サフアギン族や緑小鬼ゴブリン族などがそれだ。そのほかにも不ス死ケのル骸ト骨ン族や最強の幻獣真竜ドラゴン族なども有名である。そういった種別のひとつに「巨人」と呼ばれる区分がある。言葉のとおり巨大な人型のモンスターである。〈弧状列島ヤマト〉では比較的ポピュラーで、主に関東以北に生息している。単眼巨人サイクロプスや霜巨人フロスト・ジヤイアントなど、巨人といってもさまざまな種類が存在するのだが、総じて高いＨＰと攻撃力を誇り、一方で敏びん捷しよう性せいは低い。一般的な巨人のイメージに反し、高レベルの巨人族は強力な攻撃魔法を行使する。〈魔狂獣ダイアビースト〉族や歩行樹トレント族に比べて、強敵だと言えるだろう。

「都合がいい。おれたちはススキノを根城にしてるから、慣れている」

　ウィリアムはそう言った。

　シロエはその言葉に頷く。実際それは、シロエが〈シルバーソード〉をスカウトしようと決めた理由のひとつだった。現実世界の北海道、〈エッゾ帝国〉は〈大地人〉が巨人族と戦う最前線だ。アキバを離れた〈シルバーソード〉は巨人討伐のレイドコンテンツが豊富なススキノに本拠地を移した。それを知っていたシロエは、今回の任務を果たせる数少ない団体として〈シルバーソード〉を訪ねてきたのである。




「だが、問題がないわけじゃねえ」

　ウィリアムは相変わらずの狷けん介かいな表情のまま続ける。

「〈シルバーソード〉は今んとこ、開店休業状態だ。メンツ欠けてんだよ」

「え？」

「レイドについてこれねえメンバーもいたってことさ。ギルドにはとどまってても、もう大規模戦闘はいやだってヤツもいるし、ススキノに居ついたやつだっている」

　ウィリアムの返答は厳しいものだった。

「つまり引退さ。ぬるいレイドならいけるだろうが、一番熱いレイドは、もうだめだ。今回は最難関だ。俺たちは九十五までレベルを上げたが、だから楽勝とは思えねえ。連れて行けるのは二十人がいいところだろ」

「それは──記憶ですか」

　シロエの問いかけ、記憶喪失への恐怖を、ウィリアムは首を振って否定する。

「記憶が欠けていくって与太話だろ。俺たちはあんな話、信じちゃいない。それにびびってるわけでもないぜ。少なくとも化け物どもにびびってるわけじゃない」

「じゃあなんで？」

　シロエにはわからない。

　恐怖であるというのはわかる。いくら死からの復活が事実であったとしても、自らの息が絶えることには生理的な恐怖が付きまとう。痛みそのものは希釈されている。ＨＰの大半を失った時点でも筋肉痛程度の痛みなのだ。死に逝くその瞬間でさえも耐えられないほどのものではないだろう。しかし、たとえば自分の胸から生える鋼鉄の剣は現実の光景として〈冒険者〉の克こつ己き心しんを打ち砕く。魔獣の爪で引き裂かれ、はらわたを貪むさぼり食くわれるという光景は一切の手加減をしてくれない。死には死だけが持つ恐怖がある。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉や〈黒剣騎士団〉などといった大手レイドギルドも、〈大災害〉以降最難関レイドへの挑戦は行なっていない。そもそも〈大災害〉以降、戦闘の難易度は上昇しているのだ。パーティー単位でさえ視界不良やステータス監視の難しさから、〈エルダー・テイル〉時代よりも倒せるモンスターのレベルが下がっているというのは、多くの〈冒険者〉が指摘する事実である。大手ギルドがターゲットにする大規模戦闘の難易度を低めに設定するのも当たり前だろう。

（だから、死への恐怖が強くて、レイドメンバーが不足しているというのなら、わかるけど）

「なぜなんです？」

「シロエ……あー。さん」

「シロエでいいですよ」

「おう。シロエはあれからこっち、何回死んだ？」

　あれというのは〈大災害〉のことだろうと見当をつけたシロエは、「一回も」と答える。その答えにウィリアムは、その不機嫌そうな顔を困惑に歪ませて横を向いた。

　その表情は不機嫌というよりも、困惑しているようであった。

「わかってないやつには説明できねえ」

「……」

「死ぬと色々わかんだよ。自分の下手くそとかセコいとことか、つまんねーとことか。百回死ねば、百回わかんだよ。それが辛くて続かねえんだよ」

　唇を嚙みしめたウィリアムは、若く見えた。

　やり場のない悔しさを抱えた若きレイドマスターをシロエは見つめた。シロエが理解すべきなにかがそこにあったが、シロエが必死にそれを考える瞬間はあっという間に尽きてしまったようだ。

　爆発的な音にシロエが振り向くと、見知った男が憤怒の表情で迫ってきたのである。










　　　▼２










　一方その頃、直なお継つぐとリ＝ガンは同じススキノを彷徨さまよっていた。

　季節は十二月。真冬のススキノは高い青空のもと銀化粧だった。そのススキノの広い街路をふたりは歩いて行く。行く先は飲食店や広場などだ。シロエとは別口でレイドメンバーを集めるつもりなのである。

〈エルダー・テイル〉において、名前やメイン職業、レベルは、その人物を見つめれば表示されてくる。そのほかにも所属ギルドや装備、物腰、話し方など、メンバーをスカウトするにはさまざまな要素がある。個別の冒険者を雇ってのレイドは難しいとシロエは言うが、それを言うなら茶会も元々は個別の冒険者なのだ。最終的には勘でいいんじゃないのかというのが直継の考えで、だからシロエとは別行動で街をぶらついている。

「仲間を募るのですか？」

「おう」

　猫背の魔法学者と並んでススキノの街を歩く直継は答えた。

「さくっと二十人ってわけにはいかないだろうけど、目星はつけておきたいよなあ」

「そう上手くゆくものなのですか？　決戦のための戦士集めというのは」

「上手くいく時はいくんだけどな」

　直継はそんな生返事を返して付近をきょろきょろと見回す。以前来た時に比べて、街はずいぶんと穏やかになったように見える。〈冒険者〉同士が猜さい疑ぎ心の表情で窺い合うような荒れ果てたススキノではなくなった。

〈シルバーソード〉がずいぶんと環境を改善したのだろう。それはシロエ経由のニュースで何となく聞いていた。アキバを離れたあのギルドは大規模戦闘環境を求めてこの北の街へとやってきたが、その影響は大きかったようだ。治安が崩壊して暴力都市になりかけていたススキノは〈シルバーソード〉に救われたのである。彼らはアキバの〈円卓会議〉に所属していないとはいえ、一時はその十二ギルドに選出されるほどの規模と強さを兼ね備えた団体だ。ススキノの街を我が物顔で歩いていたごろつきたちとは練度が違う。同じ九十レベルであったとしても、彼らはれっきとした訓練を積んだ武力集団なのである。

　一級品の武闘派ギルドがススキノにいるだけでずいぶんと状況は改善したのだと、直継はシロエに聞いていた。

　毛皮のコートに円筒形の帽子を被った〈大地人〉の老婦人が大きな紙袋を抱え、子どもを連れて歩いて行く。紙袋の中は食料品だろう。穏やかそうな表情をしているし、子どものほうは楽しそうなので、きっと悪い状況ではないのだろう。足早なのは寒さのせいである。

　この通りを見る限り、歩くところは除雪され、その両脇には十五センチほどの雪が残っているようだ。寒いには寒いが、それなりに調和の取れた、優しい景色のように直継には見えた。軒先にはキラキラと輝く氷柱つららが垂れ下がり、街はクリスタルで飾られたアートのようだ。

〈大地人〉が多い住宅地区を抜けると、通りが広くなる。中心部へと繫がるススキノの動脈だ。以前来た時と同じように廃ビルは城塞じみた無骨さを見せているが、直継には、五月の冒険行の時よりも風景の中でずっと馴染んで見えた。それはこの雪国の建物が、外見どおりの威嚇を目的としているというよりも、実は防寒を意図しているからなのかもしれない。

「おっさんは、ススキノは？」

「数回は来訪歴がありますよ」

「しばらく留守番してもらうことになると思うんだけど」

「ええ覚悟しています。あの深しん奥おうを探索するには、わたしでは足手まといでしょうからね」

　リ＝ガンはいくぶん残念そうに答えた。

　パーティー前提のゾーンならば、そこに出てくるモンスターは五、六人の〈冒険者〉が倒すことを前提としている。レベル差がある直継やシロエなら、難易度にもよるが、リ＝ガンを守りながら探索することも可能である。そうして護衛をしながら〈パルムの深き場所〉を調査したのだ。しかし、二十四人の高レベル〈冒険者〉が挑む前提のレイドゾーンともなれば戦いは熾し烈れつを極める。リ＝ガンはあらかじめの相談によって、このススキノで直継たちの帰りを待つことになっていた。

「やっぱり残念そうな」

「それはまあ。なにせ供く贄にえ一族の秘密ですからね。そこで見聞きできる情報すべては、まさに万金の価値がありますよ」

「できる限りはみやげ話持ってくるって」

　直継はリ＝ガンにそう答えた。

「いえいえ、お気になさらず。これも〈ミラルレイクの賢者〉の御役目ですよ。それに、この街だって珍しいものはたくさんあります。今まさに冒険者の皆さんが発展させている現場ですからね。直継さんたちが攻略を進めている間、わたしはわたしで、ススキノを学ぼうと思っています。北のこの地にどんな新しいものが生まれているか考えると、今からワクワクしますね」

　そう言いながら、リ＝ガンはニコニコと辺りを見回した。

　本当に好奇心が旺盛なのだろう。一応敬語は使っているが、直継からは同年配にも見える男性である。理系の学科で実験室に住み着いたゼミ生みたいなやつだなと直継は思う。人見知りしない直継にしてみれば、ざっくばらんに話を進められる面白い相手だ。シロエと気が合うのもわかる気がした。

「ま、そうだよな。このススキノだって見どころはたくさんあるさ」

「そうですね、この際ですから、〈都市間移動ゲート〉なるものも調査してみようかと」

「ひべっ」

　ふたりの会話を唐突な声が遮った。

　反射的に視線をやると、コテージ風の家の脇に積まれた雪山に上半身を突っ込ませた姿があった。転倒したにしてはすさまじい姿勢だ。雪山に斜めに突っ込んだ顔面は直継からは見えない。ただ、ほっそりと形の良いホットパンツのおしりが突き出していた。

「ないすぱんつ！」

　直継は笑顔で大きなサムズアップをした。

　小さめのヒップからなめらかで象牙のような太ももへの線が素晴らしい。

「同意せざるを得ないですね」

　隣で笑顔なリ＝ガンを見て、ああ、こいつはやはり友だちになれそうだと直継は考える。シロエと同じ学究タイプだが、こういう時に躊躇いなくノってこれる分、シロエよりも男気もありそうだった。

　そんな直継に、リ＝ガンは理知的な返答をする。

「しかし、わたしは冒険者の風俗に詳しくありませんが、あれはいわゆるローライズなホットパンツなのでは？　つまり、本当の意味でのパンツ礼賛にはふさわしくないのでは？」

「いいんだよ。仲間外れはかわいそうだろ？　心にパンツがあればそれはパンツなんだよ」

「至言ですね」

「助けてよっ！」

　そんな二人に雪山を盛大に爆発させて立ち直った人物は抗議の声を上げた。ずいぶん深く頭を突っ込んでいたはずで、転んだというよりは、屋根から落ちてきたような有り様だったはずだが、可愛らしい鼻の頭の先端がちょっぴり赤くなっているだけのようだ。〈冒険者〉のタフネスはこんなところにも影響している。

「わるいわるい祭り」

「よいおしりがあったので、つい」

　ふたりの悪びれない態度に、小柄な影は嚙み付くように吠えた。

「ボクみたいな美少女のお顔が傷ついたらときめく男子の損失だよっ」

　直継は自分の胸のあたりまでしかない自主的被害者を見つめた。

　小さくて可愛らしい姿だった。全体的にほっそりとしたシルエットは、ブラウスにベスト、真っ白い脚をより長く見せるホットパンツ、絶対領域も眩まぶしいハイソックスにネクタイという出で立ちだった。上半身はどこかの制服のようなイメージなのに、下半身はぎりぎりまで露出させているところが憎らしい。

　男性から見ればその気がなくてもドキドキさせられてしまいそうなファッションだった。事実、直継も、頰が熱くなってしまう。うしろめたく感じるので、少しだけだが。しかし、コケティッシュな装いの小さなシルクハットをのせた表情が裏切っていた。

　それは直継が見たこともないほどに自慢そうで、嬉しそうで、してやったり感のある──いわばドヤ顔だったのだ。男子の損失と言い切るほど自分が可愛いと宣言した表情はあっぱれ晴れやかで、本人がまるで自分の発言を信じきっているようだった。

　可愛い。

　確かに、可愛い。

　悔しいが、可愛くないと言えば、噓になる。

　しかし「ときめく男子の損失」かといえば、それはいくらなんでも盛りすぎだろうと直継は思った。思ったのだが、ゼリーのようにつややかな唇で微笑んでいる娘にそのツッコミをするのはさすがに鬼だろうと自粛した。

「それはいくらなんでも盛りすぎでしょう」

　鬼リ＝ガンは自粛しなかった。

（またひとつリ＝ガンの株が上がった）

　直継としては感心しきりだ。

「うっ……。ボクくじけないっ」

「あ、立ち直った」

　よろめきから復帰する彼女をリ＝ガンはあくまでからかうようだ。表情は楽しそうである。リ＝ガンのひょうひょうとしたツッコミに、彼女は顔を赤くして怒っている。

　そうやっていてさえも、どことなく楽しそうで自慢気な表情をしているのが、美少女としてはややしとやかさに欠けるかもしれない。しかしそれも彼女独特の愛嬌であるように思われた。表情が豊かな彼女は、本人が言うとおり、たしかに魅力を感じさせる存在ではあったのだ。

「うーん……。可愛いには可愛いんだけどあんまりドヤ顔だから可愛いって絶対に言いたくはない祭りか……さまざまな要素を加味して総合的に判断をする限り、てか、明確に、ボリューム的に、パンツ的にもマリエさんのほうが勝ち！　つまり祭り！」

「は？」

　直継が腕を組んでつい漏らしてしまった言葉の意味は、幸い少女にもリ＝ガンにも悟られなかったようだ。直継はどこを見ていたかをごまかすように手を振り、荷物からタオルを出して少女に投げつけてやった。

　軽装の彼女はマジック・バッグを持っていないように見えたからだ。

「む、もうわかったよ。ボクはファンには優しいからね」

　彼女は遠慮なくタオルで雪を拭う。どうも不器用らしく小さなシルクハットの縁に残った雪を指先でとってやりながら、直継は彼女のステータス表記を見た。

「てとら、か」

「てとらちゃんと呼んでね！」

　きりっとした顔の彼女に直継は毒気を抜かれる。レベルは九十二。直継と一緒だ。〈大災害〉後もきちんと戦闘を繰り返してきた実戦経験のある〈冒険者〉らしい。ギルドは〈ライトインディゴ〉。メイン職業は〈施療神官クレリツク〉。

「よし、こっちのおにーサンのほうが与くみしやすそうだぞ」

「そんなこと自分で言ったら効果がないだろっ」

　直継が突っ込む間にも、てとらは猫のような身軽さで直継の左手にぶら下がるようにつかまった。

「そう？　効果ない？　ない？　ボクのハグ効果ないかなあー？」

　どうもそれが基本らしいもったいぶった自慢顔でそう問いかけられる。効果がない！　と否定するのは簡単なのだが、そこは男の悲しい性さが。からかっているだけだというのはわかっていても、美少女に親しげにくっつかれると悪い気はしない。てとらはオレンジのような甘い匂いまでするのだ。

「は、は、はなせっ」

「はっはーん。ダメだよ直継サン」

　いつの間にステータスを読んだのだろう。この世界では、初対面の相手でさえ互いの名前を知っているのは当たり前なのだ。

「ボクは慌てふためく男の人にすりすりするのが大好きなんだもん。ちなみにすりすりされるのは大嫌いなんでわきまえてね！」

「だから、はっなっせっ」

　身をよじるその動きで直継の背中側に回ったてとらは、そのまま首にしがみつくように、肩のほうまで登ってしまった。〈冒険者〉の敏捷性のためか、体重さえあまり感じない。

　直継の頭を抱きかかえるようにくすくすと笑うてとらは本人が自己申告したとおり可愛らしかった。

　システムからの補正がある〈エルダー・テイル〉において美男美女は珍しくないが、それは外見だけであって、本人が放つ雰囲気までごまかせるわけではない。てとらは華やかで陽性の雰囲気を放っていて、目立つという意味では直継が今まであった冒険者の中でも群を抜いている。

「木登りをするナキウサギのようですね」

「こっちの骸骨おにーさんはキツイよね!?」

「骸骨って」

　リ＝ガンはそんなてとらの返答に楽しそうだ。

「大事件だよ。助けるべきでしょ？　ボクみたいな可憐な少女の鼻がすりむけたらファンが泣いちゃうよっ。っていうか、あんなところで無様な姿だった事実だけでアイドル生命が絶たれるよっ」

「ああ、さかさパンツ」

「ぱんつじゃないよっ！　ホットパンツだよ！」

　リ＝ガンも負けていない。本人が気にしている醜態をすかさず察知して弱点を攻撃しているようだ。

「ホット……あたたかいぱんつ……。あっ……。つまりショックで少しちびりました？」

「ち、ち、ちびるわけないでしょ!!」

「本当言うと？」

「雪国はお腹冷えるから……」

「ですよね」

「なに言わせるんだよ、このお茶目骸骨！」

　抱え込むように抱きつくてとらとリ＝ガンの言い合いに、直継は頭を抱え、大きなその両手を上げて、てとらの両脇を摑むとひょいと地面に降ろした。リ＝ガンからの視線を感じたのだ。

　その意味するところはすぐ伝わった。つまり、この娘は誘うにはどうなのか？　という意味だろう。

　直継はレイドを念頭に置いててとらを観察してみる。




〈施療神官〉のレイドにおける役割は前線型の回復役ヒーラーである。重武装をあてにしながら、第一防御役メインタンクの回復を行なうことが期待される役割だ。そのために回復三職の中では最も重装備が可能な特長を持っている。

　もっと言ってしまえば、全十二職中、直継が務める〈守護戦士ガーデイアン〉、ソウジロウなどが務める〈武士サムライ〉に並んで、金属製の全身鎧を装備できる三職のひとつでもある。さらには盾を装備することもでき、装備面での防御能力は十二職中、〈守護戦士〉に続き二位となるだろう。

〈施療神官〉はそれらの装備に頼りながら、前線から回復魔法によって第一防御役のＨＰを支えるのが任務である。第一防御役はレイドという激戦において、モンスターの攻撃を真っ先に引き受ける最も過酷なポジションである。当然その攻撃には、剣や斧の一撃だけではなく、竜の吐息ドラゴンブレスや広域の攻撃魔法なども含まれる。

　そういった攻撃は第一防御役を狙って放たれるが、範囲攻撃であるだけに至近距離の〈施療神官〉を巻き込むことが多い。もちろん至近距離にいるのは、そのほうが強力な回復魔法を利用できるためだが、そうはいっても最前線は恐ろしい場所だ。リスクにひるまず重責を担うことになる〈施療神官〉は、〈エルダー・テイル〉において「最も堅固な守り手」と呼ばれることもある。

　改めててとらの装備を見れば、ずいぶん軽装のようだ。

　もっとも今のてとらの装備は街歩き用で戦闘用ではない可能性もあるし、この判断はあまりあてにはならない。シロエなら、彼女が装備しているスマートなベストなどがどんな魔法の能力を秘めているか見抜くことができるかもしれないが、それは直継には無理な芸当だ。結論としては、わからないというのが直継の判断となる。レベルは申し分ないし、レイドにおいて優秀な回復役は喉から手が出るほど欲しい。

　が、事が事だけに、女の子を命の危険がある戦場へ連れ出すのに直継はためらいを覚える。




「まあボクくらいの娘になると、どんな時でもフェロモンが出ちゃうんだよなあ」

　胸を張ってやれやれ困っちゃうという表情のてとらはそう言った。

　どうやら、直継がてとらのことをまじまじと見ていたのを誤解したらしい。直継はそんなことを言われても困るのだが、てとらのほうは腰に手を当てて、フェロモン、フェロモン、仕方ないにゃー見抜きだにゃあ、ふんふんふーん、と楽しげにリズムをとっている。なにが嬉しいのか自慢げに直継に抱きつこうとするあたり油断がならない。直継も引き離そうと必死になる。

「突き出したおしりから出るのはフェロモンじゃなくて、おならだと思いますが」

　顎先に指を当てて思案顔のリ＝ガンは、そんなてとらの態度を一刀両断にした。

「なっ!?」

「な？」

　悲痛な顔になって、直後に崩れかけた膝を無理やり立て直したてとらは、それでもなお強硬に言い張った。

「アイドルはおならしないんだよっ！」

「しっこも？」

「しないっ！」

　反射的に突っ込んだ直継の言葉もてとらは的確に拾い上げる。その間合いは天性のものだった。

「よし合格」

「は？」

「合格。──あのさ、急な話なんだけど」

　リ＝ガンにも言ったように、最終的には勘なのだ。

　それに直継は懐かしい匂いをてとらから感じた。それは勝敗など求めずに、それでも突っ走った仲間たちに似た匂いだった。

　直継はこうして新しいレイドメンバーの勧誘に成功したのだった。










　　　▼３










「よくここにまた顔を出せたなあ。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエッ」

　振り返ったシロエが見たのは全身から怒気を振りまくようにやってきたデミクァスだった。

　さらにその後ろでは、彼が蹴散らしてきたらしい倒れたテーブルや床にぶちまけられた料理などが散乱し、〈シルバーソード〉のメンバーが剣吞な表情でデミクァスを、つまりは自分たちのリーダーであるウィリアムと客人シロエのついたテーブルを見つめている。

　このゾーンはススキノ市街に存在し、当然のように戦闘行為禁止地帯だ。

　だから武器を抜いているメンバーはいない。そのうちひとりが、怯える〈大地人〉に「ここはいいから、奥で休憩してなよ」と声をかけた。

　その言葉にシロエはちょっと頰をゆるめる。いいギルドじゃないか、と思ったのだ。

　しかし激情に駆られたデミクァスはそう受け取らなかったようだ。

「その余裕ぶった態度、全く変わりがねえなっ」

「お久しぶりですね、デモクラシーさん」

　この筋骨隆々たる巨漢のほうこそ、半年前の様子そのままだった。装備品などはかなり更新されたようだが、丸太のように太いむき出しの腕も、血走った瞳も変わらない。この世界はやはり〈エルダー・テイル〉を色濃く引いているのだ。時間がたってもその容姿には変化がない。シロエにとってそれは当たり前だががっかりするような発見でもあった。

　この出会いは予想していないわけではなかったのである。ススキノへ向かうと決めたとき直継から真っ先に心配されたのも、デミクァスおよびそのギルド〈ブリガンティア〉との遭遇だ。

　シロエは〈大災害〉直後のセララ救出行において、このススキノで〈ブリガンティア〉と敵対した。当時暴力でこの街を支配していた〈ブリガンティア〉から、〈三日月同盟〉のセララを救出したのだ。戦闘行為による決着が死という抑止力にならないこの世界において、シロエたちが彼らに対してあげた勝利は大局にはなんの影響も及ぼさなかったかもしれないが、それでもセララの救出だけは成功させたし、暴力にすがりついていた彼らの自尊心を傷つけたことは想像に難くない。
















「表へ出ろ、シロエっ！」

　デミクァスは鉄の塊のような拳を重厚な樫のテーブルに叩きつけた。

　直継の予想はあたっていたらしい。外すのも難しい当然の予想だが、デミクァスが半年前の一件を忘れ果てているだとか、水に流してくれるということはなさそうだ。

「外へ出てなにをするんですか？」

　シロエは完全にわかりきった上で一応尋ねてみる。

　デミクァスが望むものはわかっているが、それでも途中の手順を飛ばすわけにはいかないだろう。お定まりの挑発と挑発のやりとりだ。これもシロエが過去に作った因縁なのだから、逃げるわけにもいかない。ウィリアムに弱みを見せるのは、レイドメンバー募集の交渉中である現在、避けなければならない。

「おまえハンバーグとメンチカツどっちが好きだ？」

「豆腐が好きです」

「柔らかくて好都合だ。グッチャグッチャにしてやるから外へ出ろ！」

「黙れよ、デミ」

　しかしそれを短く遮ったのは、ウィリアムだった。

「そいつは、俺んとこの客人だ」

「知ったこっちゃねえ！　ウィリアム、こいつは俺のっ」

「負けたんだろ」

「っ！」

「お前は負けたんだろ。それにいちゃもんつけるなよ」

「だけどよっ」

「もう一度潰すぞ、デミクァス」

　ウィリアムは底冷えのする声でデミクァスに警告を発した。

　シロエは指先で眼鏡を押し上げると、じっと考える。ススキノの状況そのものは報告を受けて知っていた。半年前、シロエたちがススキノを去った後混乱が続いたこと。〈円卓会議〉が成立した後、何回かアキバ──ススキノ間のキャラバンが組まれ、ススキノに取り残された人々の救出が完了したこと。その後〈シルバーソード〉がこの北国に本拠地を移し、現在のススキノは多少殺伐とした雰囲気はあるものの、辺境のプレイヤー・タウンということに落ち着いている。

　いくつもの武闘派ギルドが乱立して無法都市だったススキノは、〈シルバーソード〉というサーバーでも上位のレイドをこなす集団が居つくことによって不安定ながら治安を取り戻したのだ。ウィリアムたちはヤマトサーバーにおいて〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉や〈黒剣騎士団〉に続く戦闘能力を持ったギルド集団であり、積極的に街を治めたわけではなかったが、彼らの前で生意気な大口を叩く素人たちを許さなかった。ウィリアムたちにしてみれば、集団で、しかも〈冒険者〉よりも戦闘能力では明らかに劣る〈大地人〉に乱暴を働くような輩やからは、唾棄すべき軟弱者なのだ。そんな奴らが〈エルダー・テイル〉や戦闘を語ることを、彼らは許さなかった。

　そんな報告の実例をシロエは目の当たりにすることになった。

　調理場のカウンターから、六つの耳が突き出している。目から上だけをのぞかせた猫人族の〈大地人〉が、フロアの様子を窺っているのだ。その瞳は困ったなあという雰囲気ではあったが恐怖は感じていないようだ。

〈シルバーソード〉はこのススキノの街で、〈大地人〉から信頼を得ているのだろう。〈エルダー・テイル〉時代から、巨人族との抗争の最前線であるこのススキノの街は荒くれ者どもの集う開拓都市という設定を持っていた。それがよい方向へ作用したのかもしれない。

〈ブリガンティア〉をはじめとしてならず者が街を我が物顔で闊歩していたあのころより、無愛想な武闘派集団であれ統制の利いた〈シルバーソード〉は街の守護者として存在している今の方が安心できるのだろう。

　ウィリアムから強い言葉を受けたデミクァスはぎりぎりと歯を食いしばり、呪いのこもった視線でシロエを射抜かんばかりににらみつけてくる。




「どだい、お前、そこのシロエに勝てねえぜ」

「俺だってあれからちっとはレイドアイテムを手に入れたっ」

　確かに見てみれば、デミクァスの装備する〈ワイバーンレガース〉は大きな改造が加えられているようだ。その他にも使い込まれたと思しき装備品の数々は、彼がこの半年の間、いくつもの大規模戦闘に参加してきたことを示している。しかもそれらは低レベルのものではないはずだ。〈獣王の外装〉は九〇レベル対象のフィールドレイド〈テンヴィクトリ平原の主〉の拾得アイテムである。〈大災害〉後にそれを実行したのであるとすれば、それは賞賛に値するほどの難易度のチャレンジを成功させたということだ。

「装備で勝てるって思ってるから、お前はシロエには勝てないんだよ」

「～ッ!!」

　言葉にならない殺気を発するデミクァスに対して、ウィリアムはあくまで余裕の態度を崩さなかった。ふたりの間にどんな関係が構築されたか知らないシロエは、それでも想像を巡らせる。おそらく力比べのような事態になって、ふたりの格付けは済んでいるのだろう。それこそデミクァスが黙り込まざるを得ない程圧倒的な勝利をウィリアムは収めたのだ。




「んでんで、〈ブリガンティア〉はメンバー半減しちゃったわけ。まぁ、仕方ないよねえ。ギルドにも入ってないような猫剣士にズタボロにやられちゃったんだもん。そりゃがたがたにもなるよ。そのうえ、うんこたれなロンダークは関西に引き抜かれちゃって」

「おい、自称アイドル。うんこ言っていいのか？」

「うんこはないでしょう。人気壊滅になりますよ」

「はっ！　い、言ってないよ？　ボクうんこだなんて言わないよ。お口が汚れちゃうよ」

「色物アイドル路線ですか」

「ボクは正統派美少女銀河系アイドルだよっ。ボイジャーも裸足で逃げ出すほど外宇宙だよっ！」

「なんかボッチぽいなそれ。それよりデミクァスはどうしてんだよ」

「ボクボッチじゃないよ!?　デミデミは〈シルバーソード〉の弟分というか舎弟になったし〈ブリガンティア〉もそうっ。そんでもってススキノには平和が訪れたわけ。ボッチじゃないからね？　まぁ半分くらいはデミデミのお嫁さんがよくできたひとなおかげなんだけど。それからボク、ボッチじゃないからね」

　焼けつくように緊迫したシロエ、ウィリアム、そしてデミクァスのテーブルにも、その能天気で明るい声は届いた。こちらに歩いてきているのだろう、徐々に大きくなってくる。しかし、声を潜めるという思慮はまったくないらしい。

　デミクァスの顔が怒気とはまた別の理由で赤く引き歪む。

「まじでっ!?　嫁っ!?　なにそれ祭っ!!」

「妻帯者ですか。憧れますね」

「いやもう、結婚はしてないっていうか本人は頑なに認めないんだけど、ボクの情報網、〈大地人〉さんの話では、掃除が行き届き毎日シーツがパリッと洗濯されたギルドハウスは三食用意されてて、ギルドメンバーはメロメロらしいよ。なんと〈大地人〉貴族のお嫁さんに制圧されちゃったんだとか」

「えー……」

「召使いにしようと思ってさらってきた〈大地人〉さんにお世話されてとろけちゃったＥＮＤってことっ。それどこのエロゲ展開っ。あ、でも、直継さん。ボクにお世話して欲しいんじゃないですか。うへへ。相談に乗りますよお、ボク、これでもアイドルですからっ」

「いいから降りろよ、このエセアイドルっ!!」

　可愛らしい声が可愛らしくない口調でグヘヘと笑っているのをシロエは聞いた。

　厄介なことに残りふたつの声は男性で、しかも聞き覚えがある。




「まあそんなわけでデミデミも最近じゃすっかり丸くなって。あ。デミデミだ」

　その瞬間、デミクァスは一切の助走なしで空中を駆けた。〈ワイバーンキック〉。五メートル程度の滑空を伴う飛び蹴りは、〈武モ闘ン家ク〉の代表的な攻撃特技である。おそらくメニューを用いず体幹のうねりだけで発動したその技は、半年前とは比べることもできないほど素早い発動を見せた。

　準備動作のないその攻撃を、しかし直継はこちらも抜く手を見せない早業で準備した盾にぶつける。軽く高く澄んだ音はデミクァスの攻撃が本気でない証拠だろう。本気であれば、戦闘行為禁止区域のここには供贄一族の〈衛えい士し〉が転移をしてくるはずだ。直継も本気で受け止めたわけではない。肩の上に盾をかざして警告代わりに接触させただけだ。

　しかし、その攻撃の直接目標、直継の首筋にしがみついていた細身の少女は気け圧おされてしまったようだ。口をわなわな開いて、クマの赤ん坊のように必死に直継にくっついている。

　ドアから入ってきた直継とリ＝ガン、さらには〈施療神官〉の三人組。シロエと敵対する可能性の高いデミクァスの情報を手に入れて、合流のために移動してきたのだろう。しかし間の悪いことに、その当の本人のデミクァスに情報共有の雑談を聞かれてしまったのだ。

　悪気はないのかもしれないが、デミクァスは交わされた会話に激怒した。まぁ、それはもっともだとシロエも認めざるを得ない。あんな話を公衆の面前で、しかも、ケンカを売ってる最中に暴露されれば当然だ。その報復で蹴りワザを放つのはやりすぎだと思うのだが、相手が直継ならばそれも杞憂だ。アカツキとの対戦で蹴られ慣れている。アキバの街でも跳び蹴りおよび飛び膝蹴りを受けることに関してはエキスパートと言ってもよい〈守護戦士〉なのだ。アカツキ相手に防御率五割だと考えると、アカツキの蹴りは本職の〈武道家〉並みなのかもしれない。




「蹴った!?」

「どさくさに紛れてどこに手を入れるんだよ、くっつくなよ、体重かけるなよっ」

「クソてとら。お前、なに好き勝手なこと言ってんだ」

　三人のまったく嚙み合ってない会話のおかげで、一層その場は混沌としてしまう。

　どうやら、直継の首筋にかじりついている〈施療神官〉はてとらと言うらしい。ずいぶんと可愛らしい名前だ。所属ギルドとレベルを確かめてシロエは納得した。直継がレイドのために連れてきたのだろうというのがわかったからだ。あとひとりかふたり助っ人を集めれば、自分と直継を加え、なんとかフルレイドを組織できる。シロエがほっとしかけた時、ウィリアムは楽しそうな笑みを唇に浮かべて言い放った。

「ちょうどいい、そこの回復役ヒーラーとデミを足せばなんとか人数になるだろ。そんだけ血の気が多いんだ。シロエとのケリはレイドでつけりゃいいってもんだ。はんっ」

　皮肉そうな笑い声にシロエは先ほどまでの気分が吹き飛ぶのを感じた。

〈パルムの深き場所〉の最深部を探索するレイドは、どこまでも尽きぬ心配と波乱をシロエに運んでくるようだった。










　　　▼４










　出発の準備は問題もなく進んだ。

〈冒険者〉の財産の多くは自室やギルドホール、銀行の貸し金庫の中、あるいは自らの荷物の中にある。この世界のベテラン〈冒険者〉は、いくつかの重量軽減バッグ、すなわち〈魔法のマジツク・鞄バツグ〉を持つことが常識だ。冒険に必要な消耗品や装備をそっくり持ち運ぶことは決して珍しいことではない。

　ましてや〈シルバーソード〉は大規模戦闘に特化したレイドギルドだ。その精鋭メンバーともなれば日常がそのまま戦いである。ウィリアムの命令が下されると夕暮れまでに準備はすっかり整っていた。

〈大災害〉後のこの世界は〈エルダー・テイル〉がゲームだった頃と比べ、十二倍の体感時間を持っているようだ。さらに〈妖精の輪フエアリー・リング〉を自由に使えない現在、長距離を移動する時間は驚くほど必要になっている。ススキノから見た場合、〈パルムの深き場所〉へとたどり着くためにはライポート海峡を渡らなければならない。シロエと直継、リ＝ガンは〈鷲獅子グリフオン〉で海峡を飛び越えたが、総勢二十四名となるとそういうわけにもいかないと思われた。




〈シルバーソード〉もヤマトサーバーで覇権争いに参加していたレイドギルドの一角として、飛行騎乗生物を所持しているメンバーは多かったが、全員ではない。無理をすれば揃えることもできるようだったが、ウィリアムはあっさりと陸行を決定。シロエもそれに従った。

〈シルバーソード〉はウィリアムのギルドであり、指揮を執るのは彼がふさわしい。

　シロエも直継もその理屈はよくわかるため、ウィリアムの指揮下へと入ったのだ。なんだかんだとごねていたのは、むしろデミクァスとてとらのほうであった。デミクァスはそのプライドがじゃまをするのだろう、文句を言わずにはおれないようだったし、てとらはてとらで「ボクは空飛ぶアイドルになりたい」などと直継を困らせていた。

　まったく、妙に懐かれたものだとシロエは思う。

　直継にもいろんな春が到来なのだろう。




　陸行となるとルートはひとつに限られる。ライポート海峡の地下トンネルを通り抜けるのだ。この地下トンネル〈Ｚ五三九〉も〈エルダー・テイル〉の例に漏れずダンジョンとなっているのだが、中心レベル九十三に達する二十四名フルレイドの部隊にとっては、全く脅威とはならなかった。そもそも四十レベルもあれば、単独行ソロでも通り抜けられるダンジョンなのである。

　ウィリアム率いるレイド部隊は、海峡地下を通るそのダンジョンを進んでいた。




〈エルダー・テイル〉における集団戦闘の単位の基本は、パーティー、すなわち六名である。フルレイド二十四名も、基本はこのパーティーだ。六名の部隊を四つ組み合わせることによって構成され、この時それぞれのパーティーを第一から第四の名前で呼称する。

　大規模戦闘は千差万別であり編成に正解は存在しない。しかし一般的に、第一パーティーは防御力に優れた編成を行い、第二パーティーは遊撃的な動きをするためにバランスを重視して編成することが多い。第三、第四は攻撃をその主任務とするために火力を重視してメンバーを揃える。

　この部隊編成は大規模戦闘をするにあたって最初の難問だと言えるだろう。

　組み合わせの基本となる考えは、メンバーのメイン職だ。たとえば、第一パーティーの戦士職つまり第一防衛役は、大規模戦闘全体を通して、最強のモンスターの攻撃を常にひとりで引き受け続けなければならない。そのためには最高の防御能力と高水準のＨＰ、さらには最強のタウント能力によるモンスターの敵ヘ愾イ心トを一身に集める能力が必要とされる。これらの要求を満たすメイン職は〈守護戦士ガーデイアン〉をおいて他にはない。〈武士サムライ〉も候補にあげられるが、盾の装備の有無を考えると〈守護戦士〉のほうが安定度の点で優れている。

　しかし、これはあくまで一般論だ。

　参加している〈武士〉のほうが〈守護戦士〉よりもレベルの高い場合や、装備の質で優れている場合などはこの限りではない。さらに言えば装備やレベルよりも大きな影響を与えるのは、第一防衛役を務める〈冒険者〉の性格だ。大規模戦闘におけるまさに中心、敵の攻撃を長い間受け止め続けるという防衛役は、大きな負荷のかかるポジションである。技術ももちろんだが、そこでは精神の強さや、仲間との絆が求められる。同じ〈守護戦士〉でも攻撃に意識が向きがちで、仲間全体を誘導したりかばったりするのが好きではない〈冒険者〉もいる。彼らは第一防衛役よりも、指揮や、第三、第四といった攻撃斑での活躍に向いている。

　つまり、大規模戦闘を行う部隊の編成というのは、職業やレベルだけではなく、参加者全員の性格まで考え抜かなければベストな組み合わせを見つけられない難しいパズルなのである。戦う相手のモンスターによって弱点や行動はさまざまであり、その対応策も考え合わせると、答えは千変万化、二十年もの間指揮官を悩ませ続けてきた難問なのだ。




　ウィリアムが陸行を選択した理由は、そこにあるのだろうな、とシロエは当たりをつけている。つまり新入りメンバーの性格や癖を把握して、本番の編成の参考にするためだ。

（でも、これ、まったく参考にならんだろ）

　そう思うシロエは第二パーティーの取りまとめを指示されている。

　メンバーは、〈付与術師エンチヤンター〉のシロエ。

〈守護戦士ガーデイアン〉の直継。

〈施療神官クレリツク〉のてとら。

〈森ド呪ル遣イいド〉のヴォイネン。

〈盗剣士スワツシユバツクラー〉のフェデリコ。

〈武モ闘ン家ク〉のデミクァスだ。




　ヴォイネンとフェデリコは〈シルバーソード〉の古参であり、思っていたよりずっと友好的にシロエを迎えてくれた。

　問題なのは当たり前ながらデミクァスであり、戦闘が始まるたびにパーティーの誰よりも早く飛び出しては、うっぷんを晴らすかのようにモンスターを打ち倒してゆく。モンスターの平均的なレベルは三十から四十。レベル九三のデミクァスが障子紙でも引き裂くように撃破できるのは当然である。しかし、それでは性格も連携も見られはしない。

　シロエは何度か諫いさめようと声をかけたのだが、デミクァスの威嚇するような短い返答に会話にならない状況だった。

「焦っても仕方ないですよ」

　人懐っこい表情のヴォイネンはそう声をかけてくれる。




「年内くらいに終わればいいですね」

　ヴォイネンのその考えはある意味当然だった。

　そもそも大規模戦闘は、挑戦さえすれば一朝一夕に突破できるような課題ではないのだ。〈エルダー・テイル〉時代を思い出してみても、ひとつの大規模戦闘ゾーンには無数の通常（しかしレイドランクの）モンスターと、五体から十体のボスモンスターが存在する。通常モンスターでさえ気を抜けば全滅だ。ボスモンスターともなれば、十数回の全滅を繰り返しながらその能力を探り、突破口を見つけてやっと勝利するというのが大規模戦闘である。

　大規模戦闘ゾーンでは全滅をしてもプレイヤータウンの大聖堂まで移動するなどということはない。ゾーンの入り口で復活である。いわばゾーンの入り口が、大聖堂と同様の復活エリアとして機能しているのだ。

　全滅したとしてもゾーン入り口から再挑戦できるが、その試行錯誤の回数は相当な数に上るだろう。一ヶ月程度はかかると考えるのは妥当であった。

　ヴォイネンの発言を裏付けるように、シロエもウィリアムの指示で、一ヶ月分以上の食料や消耗品を買い込んできている。用心深いシロエはそれに飽き足らず〈魔法の鞄〉が許す限りさまざまな素材や道具を詰め込んできたため、実際には二ヶ月程度攻略ゾーンにこもることも可能だろう。

　監視を逃れるためにはそのほうが都合がいい。シロエはそう考えている。ススキノは辺境で過疎だとはいえ、プレイヤー・タウンのひとつである。人目につく可能性は高い。未発見だったゾーンにこもることができるのならばまだしもそのほうが安全だった。それもどこまであてになるかわからないとシロエは思うのだったが……。

　もちろん、とはいえ、時間をかけたいわけではない。

　いくらこもっていたところで、長引けば長引くほど情報漏ろう洩えいの危険は高まる。そもそもシロエの予想が正しければゾーン切り替え程度で振りきれる監視ではないのだ。アキバの街ではにゃん太とアカツキがシロエのアリバイ工作をしてくれているはずだが、それさえも、どこまで通用するかわからない。だから、できれば早く決着をつけたい。

　シロエはそう焦る気持ちの中に、人恋しさが混じっていることに気がつく。

　不思議だな、とつぶやいて頰を人差し指で搔いた。

　過した時間はたかが半年にすぎないのに、古木に包まれたようなあのギルドホームが懐かしい。ミチタカに作ってもらった木の香りするフローリングのダイニングで、みんなの明るい声を聞いていたい。風がそよぐベランダで夕日を眺めながらほうじ茶を飲んでいたい。そのためには今回の任務を成功させなきゃいけない。今は自分がギルドマスターなんだから、とシロエは気合いを入れ直した。

「わうっ？」

　シロエが奇声に視線をやると、てとらが目を丸くしてこちらを見ていた。

「なんだなんだ？」

「シロエさんが笑ってた！　ひとりで笑ってたよボク見たよ」

「そりゃ笑うくらいすんだろ」

「ほんと!?　初めて見た……」

　極めて失礼なやりとりをしているのは、直継とてとらの二人組だった。

「シロは、ほらあれだよ。むっつりだから」

「ああ。そうかあ……。シロエさんかわいそう。ぱんつみる？」

「お前アイドルとして自分から見せちゃいかんだろ」

「見せないよ。聞いただけだよ。興味本位の質問だよ。見せるくらいなら不可抗力を装うよ。そんで見た人を通報するよ」

「お前本当に最低のアイドルだな」

「やだなあ。直継さん。惚れ直してもボク、ひとりのモノになるわけにはいかないのに」

　全く口を挟む隙のないコンビネーションにシロエはびっくりする。そんなシロエの前で「惚れてない」と直継がてとらを一喝して、てとらはてとらで「そんな冷たいことを言うなんてツンデレさんだなぁ、登るぞう」と直継にしがみついていた。

　本当に相性がいいのだろう。

　見ているシロエも、失礼な言葉にむっとしていたのを忘れて、なんだか楽しい気分になってくる。考えてみたらまだ出会って二日目なのだ。シロエの笑顔を見たことがないのも当然だし、お互い知らないことしかないくらいだ。




　何かを言って直継を怒らせたてとらが逃げ出し、それを追いかけて直継が駆け出す。シロエも別段止めたりはしない。あのふたりならこのダンジョンのどんなモンスターでも問題なく倒せるだろうし、そもそも付近の敵はデミクァスが片付けている。

　それでも一応「気をつけろよー」と手を振ったシロエの背後から、「おまえら本当に余裕あるんだな」という声がかかった。

　巨大な弓を背負った完全装備のウィリアムは、前方を鋭い表情で見つめながらシロエの隣に並ぶ。

「余裕があるというか、お気楽なだけなんですけどね」

　シロエはそう返す。

　ウィリアムはその言葉に苦笑したようだった。

　ここ数日でわかってきたのだが、ウィリアムの鋭い、警戒するような表情は、その内面を表しているわけではないようだ。彼にとってその表情は平時のそれであり、別に不機嫌だということはないらしい。皮肉そうな小さな笑いだって、べつに深い意味はないのだ。それがウィリアムのいつもの顔である。

　優れたレイドの指揮官は、メンバーの進みたい方向性や性格を把握していなければならない。そうでなければ編成も指揮も機能させることができない。

　その一方で、レイド参加者のほうも、自分たちを率いる指揮官のことを少しずつわかっていく。指揮官の指示に従うだけでは意味がないのだ。その意味や込められた意志を理解して初めて、連携行動に必要な反応速度を得ることができる。

　第二パーティーのリーダーを任せられたシロエは意識的にウィリアムの人となりを摑もうと努力していたし、そうするうちに、ウィリアムが、その不機嫌そうないつもの表情からは想像できないほど、自らのギルドメンバーや周囲のことを考えているとわかった。

　それもある意味当然で、その程度の能力がなければ、〈シルバーソード〉というサーバーランキングに登場するような戦闘ギルドを率いることなどできるはずもないからだ。

「あいつはあのまんまみたいだけどな」

　その曖昧な言葉の意味は、ウィリアムの視線がモンスターを撃破する巨漢に向かっていることでわかった。たしかに、第二パーティーの連携の中で、デミクァスだけは浮き上がっている。

「不安はそこなんですけどね」

　申し訳なさを感じたシロエの言葉にはその色が滲にじんでしまっていた。しかし、ウィリアムは不敵に微笑むと、その細いアゴを摘つまむように左手で撫で回し、鋭い双そう眸ぼうを苦笑するように眇すがめた。

「だけど、あいつだってレイドに来たんだ。きっとわかるさ。オレだって、他のボンクラだってわかってきた。わからなきゃ、本当にそこまでだってことなんだからな」

　いろんな部分が欠けたウィリアムの言葉の意味を、シロエはまだ理解することができなかった。
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　そして三週間がたち、一行は攻略の途上にあった。

　一ヶ月で目め処どをつけるという予定はもろくも崩れ去り、先行きはどんどんと不透明になっていった。三週間が経過して撃破したボスはまだ二体。ゾーンの全体像すら摑めてはいない。

　一行の雰囲気は厳しさと倦怠感を増していた。




「くっそがああ！」

　高く吠えたデミクァスに心の中で毒づきながら、ヴォイネンは必死に単体脈動回復ハートビートヒーリングの呪文をかける。これでデミクァスのＨＰは二十秒程度の間、一定量ずつ回復をし続ける。巨漢戦士の身体を取り巻くグリーンとオレンジの拍動は魔法の視覚効果エフエクトだ。

　デミクァスはお得意の突進から中段の突きを黄土色の粘体生物に突き込む。

〈ライトニングストレート〉。思い切り前傾姿勢となって放つ渾こん身しんの一撃は、いともたやすく泥でい濘ねいのような敵をうちぬく。しかし、それではダメだとヴォイネンは悲鳴をあげそうになる。

　デミクァスの攻撃は〈貪り食う汚泥オルクスジエリー〉の身体を貫き、粘着質の音を立てて飛散させた。周囲に飛び散ったそれらは鼻を突くような異臭を放ち、溶解を開始する。攻撃を加えた当の本人、デミクァスさえもが白煙を上げているのだ。強酸性の身体を持つ〈貪り食う汚泥〉に対する近接攻撃は、攻撃者本人にも大きなダメージを与える。そのくせ、五メートルを超えるような巨大な粘体はさして痛つう痒ようを感じていないようにさえ見える。

「言わんこっちゃない！」

　ヴォイネンはデミクァスへ向かって駆け出す。脳筋戦士の突進によって、回復呪文の有効射程距離である二十メートルを超過しているのだ。事前に付与した〈ハートビートヒーリング〉によりデミクァスの体力は回復し続けているが、それでは全く足りていない。即時回復や小回復を組み合わせてＨＰを維持しなければ、デミクァスはまた倒れる。

　いつもこうして連携を乱すデミクァスへ、ヴォイネンは苛立ちを感じていた。

　左右の排水口から重い音を立てて新手の〈貪り食う汚泥〉が現れる。

　混戦である。

　ヴォイネンが信奉するウィリアム率いるこのレイド部隊は二十四名、四パーティーから成り立つが、一定以上の防御能力を持つのは第一、第二のふたつのみである。第一パーティーは防衛と敵の固定に特化しているため、最前線で多くの〈貪り食う汚泥〉を引き受けなければならない。

　第三、第四パーティーは火力を担当し、その任務は、敵性存在の殲せん滅めつだ。モンスターを倒すことに特化しているが防御性能はさして高くない。第一パーティーが引き受けたモンスターをすみやかに排除するのがその役割となる。

　と、すれば、ヴォイネンが参加中の第二パーティーの役割は遊撃である。

　第一パーティーが受け止めきれないほどのモンスターが現れた時は分配して受け止め、あるいはレイド部隊へ不意打ちをかけてきた多数の敵がいる場合は、それらから第三、第四といった柔らかいパーティーを護衛するのが任務だ。

　レイドの華はやはり最大最強の敵と相対して一歩も引かない第一パーティーだが、第二パーティーは臨機応変な判断と即応を求められる戦術的にも重要なポジションである。メンバー全員が自分たちのパーティーに求められる役割を理解していないと、有機的な連携は難しい。




　左右からモンスターの待ち伏せによる追撃。

　第一パーティーは前線へ突出しているために引き返すことは難しい。デミクァスはなかなか進まない戦況に焦じれてそちらへつっこんでいってしまったのだ。そのタイミングでの敵増援は危険だった。増援が現れたのは第三、第四パーティー、つまり防御能力を持たない後衛部隊の両脇なのだ。特に遠距離攻撃を行なっていた魔法職は軽装だ。襲われればひとたまりもない。

（他人のこと言ってる場合じゃないじゃんよ!?）

　ヴォイネン当人からして、突出したデミクァスを追いかけるために駆け出しているのだ。

　あまりにもゆっくりと地面を蹴りつける自分の足を意識しながら、半透明の汚いマンゴーゼリーのような壁を警戒する。

　やばいかな。そう思ったヴォイネンの右手に、銀色の塊が突っ込んできた。

「〈アンカー・ハウル〉ッ！」

　鼓膜をビリビリとしびれさせるような気迫で〈守護戦士〉が〈貪り食う汚泥〉の一体を引きつける。同じ第二パーティーの直継だ。有名ではあるが小さなギルド出身と聞いていたヴォイネンは、何度目になるかわからない感心をする。なかなかどうして大規模戦闘に慣れた動きだ。

　モンスターは、醜悪な身体をぶるるんと震わせて、直継へと目標を定めたようだ。盾をかざして防御的な戦闘を継続する直継は、自分から積極的な攻勢に出れば酸による反撃で被害が増大することを理解しているのだろう。挑発特技や盾をうまく使ってダメージを抑える姿は、技術的にはヴォイネンたち〈シルバーソード〉の専任防御役、同じ〈守護戦士〉のディンクロンを超えているかもしれない。

　その直継を挟み撃ちにするように近づいてきた左側の〈貪り食う汚泥〉は、膨れ上がる餅のような姿で伸び上がり、そのまま動きを止める。

〈アストラルヒュプノ〉という鋭い呪文詠唱キヤステイングを聞くまでもなく、それは〈付与術師エンチヤンター〉の催眠呪文だ。この呪文の対象となったモンスターは、二十秒程度ではあるが、一切の行動を停止する。もちろん「催眠」であるために、少しでもダメージを与えればその状態は解除され攻撃を再開するが、それでも戦闘に参加する敵の数を減らすことができるというのは、とてつもなく大きな恩恵だ。もっともこのゾーンは大規模戦闘ゾーンであり、登場するモンスターはすべて強化された大規模決戦ランクである。催眠による停止時間は短縮されおおよそ四秒。しかし、四秒あれば、伸び上がったモンスターの脇を駆け抜け、前線まで到達することなど、造作もない。

「敵増援、支援要請！　進行方向八時、〈貪り食う汚泥〉っ!!」

〈アストラルヒュプノ〉を仕掛けたシロエの声が響く。

　その声に従い、第三、第四の攻撃パーティーがその目標を変えた。真っ先に着弾するのは司令官ウィリアムの〈ラピッドショット〉だ。水晶の矢が流れ星のようにきらめき、巨大な〈貪り食う汚泥〉の横腹に拳大の貫通痕をあける。そして、炎、氷、雷撃の魔法攻撃が間かん断だんなく降り注ぐ。

　レイドモンスターは例外なく膨大なＨＰを持っている。十数人の集中攻撃をもってしても、とどめを刺すためには短くない時間がかかる。当然、シロエが行動を抑止していた〈貪り食う汚泥〉も活動を再開するが、四秒もあれば〈守護戦士〉が敵ヘ愾イ心トを稼ぐことは十分に可能だ。

　ヴォイネンは軽装の〈施療神官クレリツク〉が跳ねるのを見た。

　てとらとかいうあの回復屋ヒーラーも見た目以上に場数を踏んでいる。〈ライトインディゴ〉なんて聞いたこともないような泡沫ギルドだが、一週間でレイドに適応したようだ。装備品は軽装で、全身鎧を装備可能な〈施療神官〉のセオリーからは外れている。しかし、それを理解して弱点が露呈しない立ち回りを工夫している姿には、非凡なセンスを感じた。

　てとらは小刻みな出入りを繰り返して、反応起動回復リアクテイブヒールをばらまく。そして〈貪り食う汚泥〉が身体をギュッと圧縮する動作モーシヨンを盗んで、直継の背後に隠れた。〈守護戦士〉の強力な防御力を城塞のように使って、レイドモンスターの強力な範囲攻撃から身を隠すためのプレイヤーテクニックだ。

「直継さん、平気ー？」

「ばっちりこいだぜ、このスライム祭りっ」

「やったー！　直継さんカッコいー！」

「お前俺を盾にしたよな!?」

「回復したげるからまたボクの犠牲になってよ！」

　毎回騒がしいふたりにヴォイネンは笑ってしまう。シロエとその連れふたりは全くそのタフさを失わない。大したものだと思う。

　このゾーンの高い天井からは不思議な光が降り注いでいる。魔法式の明かりか、発光キノコかなにかだろう。そのせいでダンジョンの中とはいえ、ほのかな明かりで周囲を見回すことは難しくない。探索時には〈蛍火灯バグスライト〉による照明もある。

　しかし、それでもここは地下数百メートルなのだ。〈パルムの深き場所〉の最下層、さらにそこから大規模戦闘ゾーン〈奈落の参道アビサルシヤフト〉に入った現在、どう少なく見積もっても頭上には数億トンの土砂や岩盤があることになる。それは普通の学生や社会人だったにすぎない〈冒険者〉にとって少なくないプレッシャーだ。

　ましてやこうして探索中ともなれば、どこから不意打ちを受けるかわからない複雑な構造と排水口がさらなる圧迫を加えてくる。攻略状況も芳かんばしくない。別にサボっているわけではない。このゾーンの難易度がヴォイネンの想定以上なのだ。

　一日八時間から十時間かけて、モンスターとの戦闘は十回前後。その程度しかできていないのだ。一回一回の戦闘が厳しく、態勢復帰にも時間がかかる。探索範囲もなかなか広がってはいない。




　にもかかわらず、臨時加入した三人組は少しもへこたれてはいないようだった。

　ウィリアムに率いられた最精鋭である〈シルバーソード〉のメンバーでさえ少なくはないストレスを感じているというのにだ。一般的な〈冒険者〉と比べれば、この三人は一言で有能という以上の活躍を見せていた。それはレベルや特技、装備というよりも、性格に由来するもののようであった。




「いくよー。いっちゃうよー。もしボクに恋しちゃったらゴメンね？」

「いいから早くしろよっ」

「てへ。ではいきます。みんなのリクエストに応えて。──聞いてくださいっ！〈オーロラヒール〉!!」

　七色の光が乱舞して、周辺エリア広範囲の仲間たちの怪我を回復してゆく。〈貪り食う汚泥〉の範囲攻撃は、ターゲットとなる防御役だけではなく、剣や斧など近接攻撃の間合いにいる攻撃職すべてを巻き込む。同輩のフェデリコもそのＨＰは半分ほどまで低下中だ。もちろん余裕があれば彼らを回復するのもヴォイネンたち回復職の役割だが、役割から言えば、モンスターの直接攻撃を一身に受ける戦士職をどうしても優先せざるを得ない。

　てとらはデミクァスのフォローへ駆け出したヴォイネンの穴を埋めるために、詠唱の長い大技でその穴を埋めてくれたのだ。

「やったあ。ボクって賢くて可愛くて完璧じゃないですかあ！」

「はいはい、態度はあれだけど、ヒールは感謝だぜ！　せやっ！」

「攻撃を集中！　近接範囲攻撃は控えてっ」

　シロエが支援呪文をてとらに向ける。それと同時に癒やしを受けたフェデリコも前線へと復帰したようだ。




　あくまで楽しげな声を背後に聞き、ヴォイネンも必死で回復呪文を繰り出す。

　どうやらこの〈貪り食う汚泥〉は武器攻撃職や戦士職にとってはかなり相性が悪い相手のようだ。近距離で攻撃を加えるたびに飛沫しぶきが飛び散り、反撃のようなダメージが発生する。強酸性の煙によって発生するステータス異常や範囲攻撃も脅威だ。それが一体ならまだしも、戦場の位置取りによっては今のように、四、五体も同時に襲い掛かってくるのだから始末に悪い。

「デミクァス下がれっ」

「こんな雑ざ魚こ相手にっ」

　叫びながらデミクァスは〈ファントムステップ〉で後退する。その両腕からは刺激性の白煙がもうもうと立ち上っている。武具の傷みもバカにならないはずだ。

「くそ、はやく治せよっ」

「でかい声で喚わめかなくても聞こえるよ」

　ヴォイネンは〈ヒール〉の詠唱を開始する。デミクァスのＨＰは残りわずかだ。このまま再突撃すれば、あっという間に戦闘不能になる。それがわかっているから下がってきたのだろうが、苛立ち悪態をつく態度はいただけない。

　デミクァスはヴォイネンの返答が気に入らなかったのだろう。凄まじい目つきでにらみ、「わかってんならさっさとしろ！」と吐き出した。

　ヴォイネンはやれやれと溜息をつく。

　確かにデミクァスは厄介者だ。

　同じパーティーメンバーとしてどうにかして欲しい。

　こうまで単独での突撃をされれば、回復作業ヒールワークが破は綻たんしてしまう。こちらの呪文の射程範囲を全く考えずに突撃するので、陣形が引きずり回されこういったピンチを招くのだ。

　もちろん本人の死亡回数も多い。大人数でレイドをする場合、周囲には必ず回復職がいるために、戦闘中に死亡してもすぐさま蘇生することが可能になる。ヴォイネンたちレイドギルドの〈冒険者〉にとってそれは気絶をしていたような軽い意味合いだが、それでも死亡している間は一切の行動ができない。戦力という視点で見れば、死ぬということはレイド部隊全体のパフォーマンスを下げる行為にほかならない。

　さすがに最近ではそれを学習して、死ぬ前にこうやって後退をしてくるのだが、これもまた効率の面から見ればいただけない。回復待ちの間、前衛は第一パーティーが支えているのだ。デミクァスが退いたことによる穴を、第一パーティーが出力を上げ補完している。

　つまり、デミクァスの身勝手な突出は、周囲の善意やフォローによって支えられているのだ。それが途切れれば、部隊全体を巻き込み崩壊させるスタンドプレーであろう。

（けどな……）

　さらに〈ヒーリング・ウィンド〉〈ハートビートヒーリング〉を重ねたヴォイネンは、鎖から解き放たれたように前線復帰するデミクァスと並走しながら考える。

　しかし、それでも、公平な視点で見た場合、デミクァスはまだ優秀なのだ。

　地下深くに引きこもったまま三週間に及ぶ探索行。その間連日過酷な戦闘を繰り返している。全滅こそしたことはないが、参加メンバーはそれぞれ十回を超えるほど死亡しているだろう。

　この状況に置かれた一般人がストレスを溜めて周囲に当たり散らすことは当たり前といえば当たり前だ。〈記録の地平線〉のシロエたちがこんな極限状況で陽気さを保っていることのほうが、ずっと異常なのだ。

　ヴォイネンは自分について、ことレイドに関してはエリートだと思っている。

　あのウィリアムに率いられているのだ。地獄の古参兵だという自覚がある。

　それはヴォイネンに限らず〈シルバーソード〉のメンバーは全員がそう思っている。自分たちはサーバーで最強だという自負だ。

　しかしその大規模戦闘専門のギルド、最強ギルドだといきがっていた〈シルバーソード〉さえ、その中核メンバーは〈大災害〉前の二割、四十人程度まで落ち込んでしまった。在籍はしていても、一線の大規模戦闘から手を引いたメンバーもいる。

　現在の大規模戦闘、しかも、〈冒険者〉とレベルが互角なゾーンへの挑戦は、それほどに過酷なのだ。

　その証拠にサーバーで一位だとうそぶいていた〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉などは、戦闘レベル五十程度の〈七つ滝城塞ゴブリン退治〉などで遊んでいるではないか。

　ヴォイネンたちにしてみれば笑えて仕方がない。九十レベルが雁がん首くびを揃えて五十レベルのゾーンとは、大規模戦闘ギルドではなく大規模遊戯ギルドを名乗るべきだろう。

　だがそうしたプライドを持っているからこそ、デミクァスを否定し切ることはできない。この巨漢の武闘家は頭が悪く連携を理解しない。聞く耳を持たないので周囲に迷惑をかける。態度も最悪だ。レイドという共同作業を行うにあたって、ほとんどの素質を欠いている。

　しかし、臆病ではない。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉ですら自粛している九エ十ンレドベコルンレテインドツの只中で、死と暴力が吹きすさぶ混沌の中で、この小生意気な〈武闘家〉は足だけは止めない。モンスターへの接触を厭いとうことがない。視線が、逃げない。

　その理由がシロエや自分たち〈シルバーソード〉に対する妬みに端を発していることも、ヴォイネンは知っている。だがそれだけで乗り越えられるような恐怖でもないはずだ。身長の数倍にも達する粘液の塊や、目の前で自分の手足を貪り食う魔獣に、意地だけでどうして向かっていけるというのだろう？

　ヴォイネンは仕方なく、守護の呪文を自身とデミクァスへと掛ける。

　形勢は悪い。

　探索は一向に進んでいない。〈シルバーソード〉ですら、その克己心がじわじわと擦り切れていくような、おそらくサーバーで最も厳しい戦場がここにある。だが、この乱暴者を見殺しにする訳にはいかない。今はただ被害を防ぐという回復役の本懐を果たすために疾走するのだった。
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　しかし〈シルバーソード〉の面々から信頼を寄せられるウィリアムは苦しみの中にあった。

　一日の戦闘を終え、仮設というには本格的な造りの野営地の中で、彼は今までの探索結果をまとめた紙束を放り出して、帆布の椅子がひっくり返りそうなほどにのけぞって背筋を伸ばす。

「うまくねえな」

「そうですね」

　同席するのは〈記録の地平線〉のシロエだ。この眼鏡の青年は、ウィリアムには太刀打ちできないほど美しい地図を描く。ウィリアムはだらしなく両足を広げて大きな姿勢でチェアを揺らしながら、溜息をつく。自分でも眉根が寄っていることを意識できるほどだ。

「あとどんくらいだと思う？」

「そうですね……」

　シロエはひときわ大きな絵地図を指先でたどる。

「あと、三。いや、四」

　それはこのゾーンで想定されるボスエネミーの数だ。

　大規模戦闘にはさまざまな種類があるが、このゾーンは典型的な踏破型のレイドダンジョンである。レイドダンジョンは、一般的なダンジョンをそのまま拡大強化して、レイド用にあつらえたかのようなコンテンツだ。

　パーティー用よりも広大なダンジョンゾーンには多くの通路や小部屋があり、場合によっては罠や謎かけが存在する。その迷宮の要所要所には印象的な大広間や空洞があり、それら要よう衝しようを守るかのように強大なレイドボスが存在する。

　すべてのレイドエネミーは大規模部隊で討伐する対象だ。このゾーンで言えば二十四人での挑戦が前提となっているために、六人組パーテイー程度の戦力では挑戦しても蹴散らされるだけである。二十四人フルレイドで仕掛けても油断をすれば敗退する可能性があるほどなのだ。しかし、通常のレイドモンスターであれば〈シルバーソード〉は確実に探索を進めることができる。ここまでもじわじわとこのゾーンの地図を埋めてきたのだ。

　問題はレイドボスであり、彼らの討伐は通常モンスターとは別の戦術を必要とする。

　このゾーンで討伐を成功させたのは〈一なる庭園のヴァンデミエ〉〈五なる庭園のエルレイーダ〉である。どちらもただ強力なだけではなく、特殊な能力を持ち、複雑な戦闘を余儀なくさせられた。




「厳しいな」

「前の二体との戦闘も、ずいぶんアクロバティックでしたしね」

　レイドボスとの戦闘はいつでもそうだ。

　強力なメンバーを揃えて挑むだけでは、勝つどころか戦闘を成立させることすら難しい。

　どちらの戦闘でも全滅こそしなかったが、それは文字どおり全員が死んだ瞬間はなかった、という意味であり、二十四名のうち数人の生き残りが逃げ出し、残りのメンバーを安全地帯で蘇生するという意味での撤退は二十回以上繰り返している。戦闘中蘇生も含めて、メンバーは相当回数戦闘不能になっているのだ。

　もちろん、いくつかの見返りはある。道中に出現する〈貪り食う汚泥〉や〈変ミ異ユしーたト鷲グ獅リ子フ〉、〈毒根の多頭花ヴエノムハイドランジア〉や〈牛頭大鬼の殺戮者ミノタウロスマローダー〉などから〈始原の泥〉、〈変異性皮革〉、〈星鉄の板金〉といった大規模戦闘でしか手に入らない高位素材を多数入手することができた。これは職人系の能力を持つ〈冒険者〉がアイテムを作製する時、素材になるドロップである。非常に高性能なアイテムの材料になるわけであり、いくら値がつくかわからないほどの貴重品だ。

　さらに〈一なる庭園のヴァンデミエ〉〈五なる庭園のエルレイーダ〉からは合計で七つの強力な幻想級装備を手に入れた。

　こういった装備はサーバーの先陣争いをする大手レイドギルドにとっていつも大きなモチベーションになってきた。特に今回手に入れたアイテムは、どれも今まで見たことがない種類のものだ。性能で言えば過去の幻想級アイテムの延長線上にあるものではあるが、〈シルバーソード〉にとっては十分喧けん伝でんに値する戦果である。




　シロエが二十センチほどの無骨なケトルから湯気を立てるコーヒーを注ぐ。

　それを眺めたままウィリアムは残りの日数を計算した。

「十日は、無理だろう」

「……」

　ウィリアムを悩ませるのは補給の問題だ。

　戦闘を繰り返せば繰り返すほど、〈冒険者〉の装備は摩耗してゆく。死亡した場合は通常以上に損壊するし、それは蘇生呪文では回復できない。装備を適正な状態に保つためには絶え間ない補修が必要なのだ。

　もちろんそれは〈エルダー・テイル〉においては常識であり、ウィリアムも計算に入れていた。こういった踏破型の大規模戦闘では〈エルダー・テイル〉時代から懸念される問題点である。このレイドメンバーの中には〈鍛冶屋〉〈鎧職人〉〈裁縫師〉〈木工職人〉なども含まれている。戦闘の合間に修理を行なうのは大手ギルドにとっては常識だ。

　しかし、それも修理用の資材があってのこと。設備の整った工房のないこの状況下では、補修用の部材の消耗が激しい。そして、〈シルバーソード〉のような一流の戦闘ギルドのメンバーの装備、つまり幻想級のアイテムを補修するための資材は、それそのものも幻想級の素材を用いるのだ。

　破損した装備品の補修だけではない。ウィリアムの用いる〈神水晶の鏑かぶら矢や〉もそうだ。爆発的なダメージを叩き出すこの矢は、一流の職人が幻想級の素材を利用して作る逸品である。消耗品であるがゆえに素材アイテム〈神虹水晶〉から約五百本を生産することができる。しかし、五百という数ですらこの連戦の中では取るに足りない量にすぎない。一万本近く用意した〈神水晶の鏑矢〉もすでに二千本以上使ってしまっている。それは水薬や軟なん膏こう、霊符、巻物といったすべての消費型のアイテムに言えることだ。

　つまるところ、大規模戦闘というものは大規模戦闘による独特の循環を形成している。

　大規模戦闘によって得た装備を維持するためには、大規模戦闘によって得る資材が必要で、それによって、より難易度の高い大規模戦闘に挑戦する資格を得るのだ。より難易度の高い挑戦に勝利すれば、さらに高性能な装備が手に入る。しかしそれを維持するためには難易度の高い戦闘に挑戦し続けなければならない。

　歴史があり安定したレイドギルドは、こういった循環のバランスを取るために、難易度がそこそこでも良い素材が調達できる大規模戦闘を定期的に行う。補給のためにだ。しかし、〈大災害〉で〈妖精の輪フエアリー・リング〉が機能不全になったいま、世界各地に散らばったレイドゾーンを巡るのは難しい状況にある。仮にそれが可能だったとしても、〈シルバーソード〉は実戦武闘派のギルドだ。補給のためだと妥協してぬるいゾーンに行くという判断には忌避感があった。

〈大災害〉以降、ウィリアムは駆け抜けてきた。

　それに後悔はないが、だとしても今まで溜め込んだ大量の素材アイテムや資材を吐き出すという結果に繫がった。二十四人フルレイドクラスの人数であれば、自分たちはこのサーバー最強の戦闘集団だとウィリアムは自負している。しかし、その懐事情は散々なものなのだ。




「僕のほうでもアキバで用意した素材があります」

「どのくらい、もちそうだ？」

「それを追加しても二十日」

　シロエの返答も苦いものであった。〈記録の地平線〉は聞けば八名足らずの弱小ギルドだという。そんな零細が〈シルバーソード〉最精鋭部隊補給の十日分を用意している、そのことだけでも驚くべきことだが、それでも事態打開には届かない。三週間でやっとボスを二体撃破したのだ。二十日でその二倍、四体の撃破は難しいだろう。これまでの経験によれば、ボスは先へ行くに従い強くなっていくものと決まっている。

　それに、ウィリアムの悩みはもうひとつあった。

　それは目前の青年に由来する。

　その表情を隠すように俯うつむいて黙り込むシロエはなにか多くを隠している。

　そもそもこのゾーンは不自然なのだ。

〈一なる庭園のヴァンデミエ〉。

〈五なる庭園のエルレイーダ〉。

　他のボスは見たことがないが、その名前さえウィリアムは当てることができる。〈二なる庭園のメザラクラウ〉〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉〈四なる庭園のタルタウルガー〉だろう。このゾーンを守るボスたちは、『ヘイロースの九大監獄』が誇る、悪夢の管理者たちと同じ名前、同じ姿を持っているのだ。もちろん、完全に同じではない。拡張パック〈夢幻の心臓〉で提供された大規模戦闘コンテンツ『ヘイロースの九大監獄』において、彼らは〈一なる監獄のヴァンデミエ〉、〈五なる監獄のエルレイーダ〉と呼ばれていた。翼を持つ蛇と、忘れ去られた白馬の姿を持つレイドボスだ。その彼らが、名前や姿をわずかに変えて再び姿を現している。当然のように強力になり、過去の攻略方法を葬り去った形でだ。

　キャラクターデータの使い回しはゲームでは珍しいことではない。だから、このゾーンもそういう意味ではそういった数多い例のひとつでしかないのだろう。そこには何らかの背景があるはずだ。この世界が、ゲームであるのならば。

　シロエが何を隠しているのか、言えないでいるのかがわからない。




　もっとも他人のことをとやかく言える立場ではない。

　それもウィリアムの正直な気持ちだ。

　自分たちが間違っているとは思わない。アキバを離れたことも、北の地で何度もレイドを繰り返したこともだ。思わないが、〈シルバーソード〉はさまざまな声から離れすぎてしまった。人間は間違っていないだけでは前に進むことはできない。そんなことをウィリアムはわかりたくなかった。俺たちは最強だと叫んでいればそれでいいと思いたかった。仲間たちが気弱になったら、ウィリアムが大声を張り上げてやれば不安を拭い去れると思っていた。

　しかし、その果てまでやってきて、それでは足りない現実もあるとわかったのだ。

　結局は認めたくないだけでウィリアムは間違っていたのかもしれない。

　あの日シロエの誘いを断って〈円卓会議〉を蹴飛ばしたことがだ。

　ウィリアムは、その話をシロエとしたかった。

　しかしシロエはいま、なんだかはわからないが大きな秘密を抱えているし、苦しんでいるように見える。そんなシロエに頭を下げて自分の迷いの答えを聞けるほど、ウィリアムは大人ではなかったし、そんな大人になりたいとも思っていなかった。

　子どものプライドだと自分をあざ笑うような気持ちもある。それでいいじゃないか、なにが悪いと開き直る気持ちもまたある。

　徐々に悪化していく備蓄状況、地下深くで逃げようのない場所での大規模戦闘、そんなジリ貧とも言える状況の中で、自分についてきてくれる〈シルバーソード〉の仲間たちへなにを言ってやれるか？　生まれてこの方真剣にやったことなど〈エルダー・テイル〉しかないゲーム廃人の自分になにが言えるのか？

　ウィリアムはなにもないと思う。自分にあるのは根拠のない強がりだけだ。

　そのたったひとつしかない武器を振り回して虚勢を張る子どもが自分だと思う。しかし、一個しか武器がないのならそれを使うのもまた、当たり前なのだ。ゲーマーであるウィリアムにはそれがわかる。




「シロエはどう思う？」

「なにがです？」

　その問い返しに、ウィリアムはがりがりと乱暴に頭を搔いた。

　問い返されても答えることはできない。

　つまり、ウィリアム自身にもチャンスが必要なのだ。挑むにしろ、諦めるにしろ。

　自分が何者で何者になりたいかを証すために。道に迷って目に入るものすべてに喧嘩を売るデミクァスと〈シルバーソード〉になんの違いがあるだろう？

　そしてチャンスは目の前に、戦いの中にある。ウィリアム自身がそう定めた。

　だから苦しくてもやり続けるしかないのだ。
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「なんだかうまくねえなあ」

　直なお継つぐはつぶやいた。

　荷物から出したボロ布で〈銀嶺の宣誓の鎧アーマー・オブ・シルバー・オース〉や〈獅子王の剛盾ガーズ・オブ・ライオンハート〉から汚れを拭い取る。装備のすべては先ほど〈召サ喚モ術ナ士ー〉が呼んだ水精霊ウンデイーネのシャワーで丸洗い済みだ。モンスターの体液は装備品を傷めるものもある。戦闘後のこまめな洗浄は欠かせない。




「うまくないってなにがですか？　直継さん」

　隣では同様に腰を深く折ってファンシーなステッキを洗うてとらがいた。

　同じ第二パーティーということもあって、最近は班行動の多いふたりだ。デミクァスは気分屋でいつもひとりでいるし、ヴォイネンとフェデリコはやはり〈シルバーソード〉のメンバーであり、他の班との伝言や連携などやることが多い。シロエはこのフルレイドの相談役というか参謀役的なポジションに落ち着いたようだ。しょっちゅうウィリアムに呼び出されている。

　そうなると必然的に直継はてとらといることが多くなるのである。

「もしかしていくら洗っても血の染みが落ちないですか。呪いですか」

「おまえ自称アイドルのわりには言葉エグいよな」

「ボクみたいなカリスマは自然体で大人気なんですよ。かわいいですから」

「そうですか祭り」

　まだ今日の探索は終わりというわけではない。昼過ぎになったので、探索を休憩して食事をしようかと準備中である。装備の手入れをしているのも、もちろん手入れの意味もあるが、半分は手持ち無沙汰だからだ。

「装備の話じゃないんだけどな」

「そうですか。もしかしてボクのこと意識しちゃいました？」

「それはないわ」

　直継はあっさり否定する。




　好きか嫌いかで言えば、てとらのことは好きの部類に入るだろうな、と直継は思っている。

　とにかく話をしていて気楽で疲れることがない。特にこうして気の抜けた会話をしている時はいいやつだなあ、と思う。脳を全く使ってないじゃれあいのような会話はある意味リフレッシュそのものだ。バカっていうのには偉大なる癒やしの効能があると直継は思っている。趣味でぱんつぱんつと受けを狙っているわけではないのだ。

「元気ないですね。ぱんつみますか？」

「見ねえよ」

「ボク、ホットパンツじゃなくて、ミニスカのほうがよかったのかなあ」

「そこから離れろよ」

「いえむしろ粘着的にからかいます」

　くふふふ、とてとらは悪巧みをするような、いつもの得意そうな笑顔で直継にくっついてきた。直継は「ええい、離れろ、うざい」と引き剝がす。こうやってじゃれつかれるのは、正直困る。てとらは小さいし、身軽かつしなやかであっという間に直継は懐に飛び込まれてしまうのだ。力ずくで迎撃するわけにもいかないからいつも後ご手てに回る。

　てとらは直継のためらいをわかっていてあえてからかいに来るのだ。つまり嫌がらせである。性悪だ。本人も自分が可愛いのを知っているあたり、たちが悪い。

「だいたいあれですよ。ぱんつ見えると嬉しいじゃないですか」

「お、おう？」

　あんまりにもその言葉が自然に放たれたため、直継はうまく返すことができなかった。

「なんかこう、ラッキー！　ツイてるなって感じでしょ？　ボクみたいな可愛い子のそれになると、今日も一日頑張れるっていうか、神様とハイタッチ！　みたいな、そんな気分になるじゃないですか」

　別段直継をからかおうというわけでもなく、素直に言うてとらの言葉に、表面はともかく、直継は同意せざるを得ない。本当にそのとおりだと思う。もちろん態度には出さないが。

「といってもお前なあ」

「そういう気持ちが誰よりもわかるボクっ！　やっぱり天性のアイドルですねっ！　ときめいてもいいんですよっ」

　そう言って鼻息荒く得意げな笑顔になるてとらを見て、こいつ大物だわ、と思う直継だ。他の細かいところはともかくとして、この〈施療神官ドヤ顔ヒーラー〉は本当によく笑う。

　それは大きな美点だ。笑顔でいるっていうのは、女の子が周囲へできる最大級のプレゼントだと、直継は固く信じているのである。
















　それでてとらに絡まれると、マリエールのことを思い出すのだろう。

　笑顔繫がりだ。

　その頻度は結構高い。最も、てとらがいなくてもマリエールのことはかなり思い出す。

　けっしてあのむにゅっという柔らかな圧迫感を求めているわけではないのだが、それはそれで困ったものだなどと思う。

　元の地球だったら色々と簡単だった。直継は就職に成功していたし、生活も安定してきたタイミングだった。彼女なし期間だってそこそこ長かったわけで、障害はなかったのだ。〈冒険者〉生活は楽しいしやりがいもあるのだが、そういうことを考えるには不安定すぎるように思う。暴走だ。マリエールの側の気持ちが重要なわけで。あんまり時間をかけるとかえってよくないというしなあ、などと直継は頰を搔いた。




「うわあああ。そういうことじゃないってんだよ！」

「わぁっ!?　なにいきなり叫んでますかっ」

　そろそろと直継に再接近していたてとらはびっくりして、小さなおしりを遺跡の冷たい石床に打ち付けてしまう。直継はごまかすように手を振ると、「そうじゃない、そうじゃない。けどごめんな」と手を貸して助け起こした。

　直継は、考えていた事を誤魔化すように、「そういう人生もあるんだよ祭り」とつぶやいた。

「直継さん、小学生のテストで美人の先生に告白したのを、クラスメイトに見られてバレちゃったみたいな顔してません？」

「なんだよその妙に具体的な指摘はよっ」

「うへへへ。で、なにがうまくないのさ」

　逃さないぞ、という表情のてとらだが、直継本人としてはむしろそっちを追及してくれたほうが、何倍も助かる。だからその誤解にまんまとのっかってみる。

「ああ、実はなシロのことだが」とことさら難しい表情を作ってだ。

　てとらは自慢そうな表情をさらに輝かせる。その意味するところは、「さすがボク！　クリティカルな質問を発しちゃって賢い！」というあたりだろうか。意味もなく胸を張るてとらはどうしようもなくバカっぽかった。

　さて、直継のほうはてとらに癒やされてばかりはいられない。

　うまくない、とは本当なのだがどう話したものかと考えてしう。

「おう、メシだぜ」

　そんなとき近寄ってきたフェデリコが箱のような食器を突き出した。中には茶色のシチューとアスパラガスがたっぷりのようだ。考え事をしていた直継は気がつくのが一拍遅れたが、てとらのほうは満面の笑みで「フェデリコさんありがとう！」と早速受け取っている。

　さすがにアイドルを名乗るだけあって、てとらの人気は高い。このレイドメンバーにもあっという間に受け入れられたし、可愛がられている。ほのかにファン的な存在さえいるようだ。

　その証拠にフェデリコのほうも髭ひげ面づらに笑みを浮かべて「いいってことよ」とにこやかだ。二人分を手渡して去っていった様子を見ると、見た目によらず付き合いやすい人物なのかもしれない。デミクァスやヴォイネンにも届けるのだろう。〈シルバーソード〉の二人組はこういう雑用を進んで引き受けてくれている。前評判なんて当てにならんものだと直継は思うのだった。




「はやく食べよう。直継さん。そしてなにがうまくいかないのか白状しよう」

「あー」

　直継は生返事をして座るのにちょうどよい場所を探す。

　ここはこのゾーン〈奈落の参道アビサルシヤフト〉に無数にある小部屋のひとつだ。小部屋と言ってもそれはダンジョンの規模に比較してであって、実際には十五メートル四方はある、小さめの体育館を正方形に切ったようなサイズの空間だった。巨大な柱には華美ではないが彫刻が施され、雰囲気としては、宗教的な施設か宮殿のようで、かまぼこ型の屋根は高く淡い光を放っている。

　この近辺にはこの空間に似た部屋が無数にあった。今日の探索に入って半日、そんな区画を虱しらみ潰つぶしにして、現れるモンスターを排除し続けているのだ。

　調度良く崩れて砕けた花崗岩の柱をベンチ代わりに二人は腰を掛けた。

「いただきますっ」

「いっただっきまーっす」

　受け取ったシチューからはびっくりするほど大きな肉が顔を出した。それを頰張りながら直継は考え込む。説明はなかなか難しい。シロエが問題の中心にいるのは確かなのだが、うまくないというのは感覚的な話なのだ。

　簡単に切り取ってみるのならば、シロエがなんだか苦しそうだ、ということになる。




　しかしシロエという人間は苦労性でいつだって多くの荷物を背し負よい込こんでは仕事に追われているようなところがある。そのせいか、直継以外の人間には、シロエはいつだって少し困ったような顔で苦しそうに見えるらしい。

　直継はそんなことはないと思う。

　小難しい顔をしていたって、シロエはいろんなことを面白がっているし、結構手を抜いたりだらけたりすることもある。ふてくされて机で寝ていることだってしばしばだ。

　でも、親しくないその他大勢からはいつも難問を抱えているように見えるシロエは、本当に苦しんでいる時にも理解され難いという弱点がある。普段からうんうん唸っていつつ、それでも結局最終的に問題を解決してしまうシロエの、本人だけではどうにもならない限界に気がつくのは難しい。それを周囲に説明するのはもっとだ。

　なぜなら、どういう顔の時は厳しい表情だけどポーズなのか、どういう顔の時は本当にピンチなのか、その見分け方を直継も説明はできないからだ。直継には分かる。だがそれは、なんとなくだ。

　今シロエは、見た目よりずっと苦しんでいるのだろう。

　でもそれさえなんとなくだ。

　説明はできない。




「シロがよう」直継はゆっくり話しだす。「なーんか、ピンチっぽくてなあ」

「ぽいんですか？」

「おう」

「じゃ助けに行こうそうしよう」

　アスパラガスをフォークで串刺しにしたてとらはあっさりと決めてみせた。

　そんな気楽に言うなよ、難しいんだぜ、と直継は応える。

「あの眼鏡は世間じゃ腹黒だなんだって言われてるけど、腹黒ってより見えっ張りなんだよ。助けを呼んでいいのかどうなのか？　自分なんかがこんな仕事をしていいのかどうなのか？　そんなことぐちぐち考えてるんだ」

「そっか。ココロが引きこもりですね」

「ひきこもりなのは否定できないなあ」

「アイドルが必要ですね！」

「そりゃ間に合ってると思うぞ」

「じゃなんでこんなド田舎の穴倉の中まで来てるんです？」

　そりゃ金が必要だから、と答えかけて直継はそれがなんの答えにもなっていないことに気がついた。シロエには金をためて眺めて喜ぶような趣味はない。金は何かに使うための道具なのだ。〈クレセントムーン〉の時だってそうだった。では、今回、なんのために使うのかという疑問が発生するのだが、そういえば直継は答えを知らない。

〈円卓会議〉の時は、銀行のゾーンを買い占めるためだった。でも銀行を得ることだってシロエの目的ではなかったのだ。あれは、アキバの〈冒険者〉を交渉の席につかせるために、武器が必要だっただけだ。

　金を得てなにに使うのか？　その使い道にはどういった意図があるのか？　考えてみれば、直継は、それをシロエに聞いていない。知らなくても信用できるのがシロエという親友だ。だが第て三と者らに説明するとなると困るのだった。

（理由、理由ねえ……）

　首をひねっていた直継に、天啓のような言葉が降ってくる。

「たぶんだけどな、家を守るためだな」

「家、ですか」

「物理的な建物のことじゃないぜ。住んでる場所、みたいな意味で」

「つまりギルドですか？」

「ギルドだけじゃねーんじゃないのかなあ。よくわからんが」

　直継はシチューに浸したパンをかじりながら、思いつくままに会話を続ける。

「俺ら暮らすためには、やっぱ飯だの屋根だの必要だよ。それから、仲間な。仲間と一緒にいられる場所はどうやったって必要だ。元の世界なら家族だろうし、いまのこの世界だと身内だとかギルドだってことになるだろうな」

　直継は、マリエールと〈三日月同盟〉をこの半年の間見てきた。

　みんなが安心して過せる場所。起きだして、仕事をして、夕食をとって、みんなで騒いで、今日も一日無事に過せた、おやすみなさいと眠れる場所。

　その大事さも、温かさも、それを支える優しい笑顔も。

「でもさ、そういうのにも、やっぱ居場所が必要なんだよ」

「はあ？」

　わかってないてとらを説得するように直継は言葉を続けた。それは直継が直継自身にもわかっていなかったことを、自分の深い場所から汲み出す作業だった。




「家の家っていうかさ、つまり、アキバだよ。なんもない世界に自分のギルドが一個だけあってもダメなんだよ。いろんなもんは繫がってるからさ。ギルドにだって、居場所が必要なんだよ。役目や、仲間のギルドや。そういうのが繫がってる場所があって、うまく言えないけど、それは大事にしなきゃいけない」

　多分、そうなのだ。

　それが〈円卓会議〉成立のあの騒ぎの中で、シロエが必死に声を振り絞った理由なのだろう。

「街ってのもでかい家みたいなもんなんだよ。街が幸せじゃないと、そこにあるたくさんの家ギルドは幸せになれない。その家に住んでる人間みんなだってしょんぼりしなきゃならない。シロエは自分の小さな家を守るためには、街だってそれ以上だって相手にするやつだよ」

「──住すみ処かですか」

　自分の説明がちゃんと伝わったかどうか心配でてとらを見た直継は、そこに予想とは違う表情を見つけた。それはいつもの自慢げでえらそうな、そして優しげで強い微笑みだった。

「住居を守るのは、大事ですよ。それはボクら狼にとって一番大事です。直継さんにそこまで期待されてるシロエさんは、すごい人なんだなあ。──聞いてたとおり、それ以上ですよね。ボクらのおギうルちドも、どうすればいいのやら」

「そっちの〈ライトインディゴ〉はうまくいってないのか？　あんまし聞かないギルドだけれど〈大災害〉でメンバー激減とかか？」

「いえそんなことはないんですけどね。それにさっきの説明で言うと、〈ライトインディゴ〉はギルドでもお家でもないですね。待機所というか職場というか」

「なんだそりゃ、アイドル養成所か」

　直継は混乱して尋ねた。しかし、てとらは「ごちそーさまでした！」と四角い食器に手を合わせると、にやにや笑いながら直継の頰をぷにぷにとつつく。

「だいたいアイドル養成所ですね。ボクらはみんなのココロの居場所を守るアイドルですもん。やっぱりついてきて正解でしたね！　ボクのカリスマセンサーがびびっときただけのことはあります。〈ライトインディゴ〉の件は抜きにしたって、ボク、このレイドに、最後まで絶対付き合いますよ！」

　よくわからないてとらの自慢げな笑顔に、直継も「おう、たのむ」としか言えないのだった。










　　　▼２










「ぴんくちゅっ」

「あらあら、乙女らしからぬくしゃみですわね」

「鼻むずむずしてもうたんやもん」

　暖かいダイニングのテーブルでマリエールはヘンリエッタからたしなめられた。

　どこからか冷たい空気でも流れ込んできたのかと辺りを見回すが、〈三日月同盟〉の食堂は平和そのものだ。

　ギルドの全員で食事ができるように願ったダイニングは天井も高く広々としている。〈三日月同盟〉はいまや四十名を越える立派な中堅ギルドなので、さすがにその数を収めるのは難しい。それでも、十六人がけテーブルふたつは用意できたし、椅子をかき集めれば全員だって入れる。

　食事時ともなれば大騒ぎになるこの部屋は、浅い夕方であるこの時間、ギルドマスターであるマリエールとその腹心ヘンリエッタのふたりきり。のんびりした空気が流れていた。




〈大災害〉からこちら、アキバの暮らしは多事多端だった。

　苦しいこともたくさんあったし、踊りだしたくなるほど嬉しいこともあった。さまざまな出来事を通して、この街は〈天秤祭〉の前後からゆっくりと自分自身の本来あるべき姿を思い出してきたようだった。〈円卓会議〉結成直後の弾けるような笑顔ではないけれど、毎日が安定して安心して暮らせる幸せや豊かさを嚙みしめるような表情の人々が街を歩き始めた。

　元の世界より寒気が厳しい冬ではあったけれど、アキバの街は穏やかな時間を過している。

　マリエールもそうだった。

　半年くらいの間、ギルドマスターとして気を張り詰めていたけれど、最近は楽をさせてもらっている。ヘンリエッタに「そんなに難しい顔をしていては、ピリピリおばさんになってしまいますわよ？」と言われたのがきっかけだ。そのお説教をされた瞬間、ギルドの家族たちがマリエールから目をそらし、小さく笑ったのは忘れられない。自分ではそんなつもりはなかったのだが、緊張しすぎていたのだろう。

　反省しなければと、マリエールは柔らかい溜息をつく。

　お説教の当人、ヘンリエッタのほうも最近では少し楽になったようだ。

　出すい納とう管理の仕事は明あ日す架かが手伝っているらしい。〈円卓会議〉実務の仕事にも関わっている分、出かける頻度は高いがこうしてゆったりした午後を過せる程度の時間はある。

　ふたりの旧友は、そんなわけで手のひらを温めるように、分厚いマグカップの中のココアを一口ずつ飲むのだった。

「……？　……？」

「あら、ナナミ？　どうしたの？」

　戸口から顔をのぞかせて、とてとてと走ってきた幼い少女にヘンリエッタは声を掛けた。そのヘンリエッタを小さく迂回して、遠慮がちにテーブルの縁から目をのぞかせる少女は、きょろきょろと瞳を動かす。

　最近ギルドに入ったばかりのこの少女はまだまだ人見知りが激しいのだ。

　その原因のひとりヘンリエッタは、視線を伏せてクールにココアを飲むふりをしているが、唇のはしがひくひくしているのをマリエールは見逃さなかった。

　ナナミがこのギルドにやってきた日、狂喜乱舞したヘンリエッタは、まるでコインランドリーの大型乾燥機のような勢いで少女をもみくちゃにして、三十から先は数えるのも面倒くさくなるほどの着せ替えの餌え食じきにした。とうとう彼女が泣きだして、〈暗殺者アサシン〉の飛ひ燕えんから猛烈な抗議を受けた親友は、それから猫かわいがりを自制している。

　しかし、ヘンリエッタが反省しても、当のナナミにとっては軽いホラーだったのだろう。こういうとき、ちょっと腰が引けているのだ。

「お膝来るか？」

　マリエールはナナミの腰に腕を回し、膝の上にひょいと抱き上げた。

　まだまだ幼いナナミは、それでやっとテーブルの上が広く見渡せるようになる。

　十六人掛けということもあり広くて長いテーブルには、マリエが作業をしていた彫刻刀などの木工道具と目の詰まった楓かえでの端材、それにヘンリエッタがのんびりと計算をしていた収支予想の概算書、二人分のココア、布袋などが広がっている。安全のため彫刻刀を袋へと戻すのはヘンリエッタだ。黙っていても流れるようによどみなく、いつもフォローしてくれるヘンリエッタにマリエールは感謝している。

　好奇心に目を丸くしてもじもじと動くナナミのおしりを抱き寄せたマリエールは、自然と頰がほころぶのを感じた。具体的になにがどうとは言えないが、いろいろなことがとても愛いとおしく思えたのだ。

　柔らかい魔法照明に照らされて、ダイニングは暖かくて穏やかだった。大きな開口部からはキッチンの一部が見えて、中ではふたりの料理人が夕飯の支度に腕を振るっている。耳を澄ませば廊下を歩く話し声、外から帰ってきた仲間の挨拶に、それを迎える明るい返事。

　ナナミは洗いたての洗濯物の匂いがした。おそらくマリエールも一緒だろう。それはマリエにとって、家族の絆のようなものだった。

「ココアを飲みます？　それとも飛燕をお探し？」

　小首をかしげてマグカップを差し出すヘンリエッタにびっくりしたナナミは、その顔を見上げて、ココアを見て、もう一度ヘンリエッタを見た。どうしようかと尋ねるように振り返る幼女にマリエールは「もらっとき」と微笑んだ。

　こぼさないように手を添えて受け取ったマグカップは、ナナミにはやはり大きく、両手を使って慎重に飲むのがやっとのようだった。

「！」

　その甘さが衝撃的だったのだろう。

　ナナミはびっくりした表情で固まっている。

　この娘は〈冒険者〉から見れば世間知らずの塊で、目に入る物のすべてが珍しく、知りたくてたまらないようだった。それを面白がる〈三日月同盟〉のメンバーは、彼女をかわいがっていろいろなことをさせてやるのだ。しかし、ナナミ本人はというと、やはり最初に知り合った飛燕が一番大好きのようだった。飛燕がいないところでは臆病でもじもじしているし、その視線は頼りになる兄貴分の姿をいつも探している。

　くんくんとココアの匂いを確かめていたナナミは、気に入ったのかココアのカップを宝物のように持って飲み続けている。

（そんなんも、ゆっくりゆっくり、安心していけたらええんやけどなあ）

　マリエールは、ナナミが膝からずり落ちないように気をつけながら、そんなことを考えた。

　こくこくと飲んでいたナナミが突如固まった。

　困ったような気配に覗き込むと、ココアは、残り一口のところまで減っている。

　自分ひとりで飲んでしまった、どうしよう、ヘンリエッタのものなのに!!──とでも思っているのだろうか、バツが悪くて挙動不審になるナナミに、マリエールは笑いかける。

「んな気にしなくてもええやん。梅子はそんなんでおこったりせえへんよ」

「梅子という呼び方に怒ったりはしますわよ」

　底冷えのするツッコミに、マリエールは大げさに怯えてみせる。その表情を交互に見比べて怯えるナナミが可愛らしくて、ふたりは噴き出してしまう。そのやりとりで、ヘンリエッタも自分と同じように温かい気持ちを感じてくれているのだと確信し、マリエールは余計に嬉しくなった。うちみかづきは、ええギルドやんな、それが誇らしい。




　──おーい、外寒ぇぞ！

　帰宅の挨拶とも言えないような内容の元気が良い声で、ナナミはバネ仕掛けのように背筋を伸ばし辺りを見回す。

「飛燕のようですわ。玄関ホールでしょう」

　ヘンリエッタのさりげない得点稼ぎの思おも惑わくなど気づかないナナミは感謝の表情で頷くと、ぴょんとマリエールの膝から飛び降りた。微笑みかけるマリエールにぎゅっと抱きつくと、少々危なっかしい足取りで玄関ホールへと去ってゆく。

「もうっ」

「どうしたんや？」

「あの飛燕がもてもてだなんて、少し妬やけちゃいますね」

「そないなこと言うたって、梅子がホラーでおっかながらせるから……」

「マーリーエー」

　そしてくすくすと笑い合うふたり。

　こうやって昔からの親友をからかえることが、マリエールはたまらなく嬉しいのだ。

「──では先ほどのくしゃみは、直継様でしょうか」

「ひょわ!?」

　しかしその天下は短かった。

　心が通じ合った笑みを浮かべていたはずの親友は、今度こそ意地悪なにやにや笑いを浮かべて追及を仕掛けてくる。

「直継様ですか、直継様に噂されてたんですか？」

「そんなことわかるわけないんやん！」

　いくらここが魔法の世界でも、そんなことが即座に直感できるほどのファンタジーはないのだ。

「わかりました、今念話で確認します」

　ファンタジーを冒瀆するようなクレバー対応に、マリエールは追い詰められた。

　この親友に恋バナ相談をしたのは、もしかして間違いだったのではないかと、マリエールの後悔は百回を超えたような気もする。ヘンリエッタはたしかに有能な働き者で毎日膨大な量の業務をこなすけれど、それにふさわしいほど趣味の人でもあって、その代表が少女の着せ替えとマリエいびりなのだ。姑しゆうとめだ。怖い。




「ひーん。堪忍したってやあ」

「なぜです？」

　なぜですって言われたって、そんなのいけずやん。マリエールは、口の中でもごもごとつぶやく。どんな顔をしていいかわからなくて、視線をそらしたまま、それでも抵抗の意志を込めて、右手の指先を左手の指先とぐねぐねこねあわせた。

「せやって」

「はい？」

「念話は一日一回、夕飯後の二十一時なんやもん」

「……」

　マリエールが投下した言葉を受け止めて、ゆっくり消化して咀そ嚼しやくするような沈黙が続いた。そしてそのあと、ヘンリエッタは気の抜けたような声で「はあ」と答えた。

「はあっ!?」

「に、二度も言うことないやんっ！」

　口を四角く開けた珍しい表情のヘンリエッタに、マリエールは言い返す。

「だって、あっちは大規模戦闘レイドなんよ？　厳しいお勤め中やん！　生きるか死ぬかゆーか、死なんけど！　でもでも、直継やんもきっと一生懸命戦っとるんやし、シロ坊やて必死に考えてるんやろうし、うちが邪魔するわけにはいかへんやん。だから野営ができてる夜だけ念話っていう約束で──」

　こめかみに指先を当てて頭痛をこらえているようなヘンリエッタはため息をついた。

　まったく失礼な親友だ。マリエールの心遣いが伝わっていないらしい。

「そんなことを聞いてるわけではなくて、いえ、そういうことなのかもしれませんけど……。それで、毎日念話を？」

「せやよ」

　よくわからないマリエールは頷く。

「アキバの様子とかな、アカツキちゃんの様子とかな、報告するんよ。そいえば、昨日はナナミのお話したんよ。ナナミに新しいスモック作ったげたやろ？　あれの話な。あと、ゴム長を一緒に買うてきて、飛燕とナナミちゃんが玄関で踊ってた話もしてな。それにそれに、新作タンドリーチキンの話もしたんよ。一緒に食べたいなー、食べたいなーって直継やんと言い合って。直継やんは身体おーきいから、きっと三枚食べられるやろ？　スパイシーやから四枚かも！　そしたらラッシーも美味しいよなあって話になって、やっぱしふたりで食べに行きたいなあって、なんやもうえらい時間使ってまうてん。なあなあ、ヘンリエッタもタンドリー、美味しかったと思わへん？」

「はあ」

　なんだか胸焼けをしたような表情でヘンリエッタは立ち上がった。

「どしたん？」

「わたし、夕食前に〈生産者ギルド連絡会〉へと届け物をしてまいります」

「そっか」

「このままではおなかがいっぱいで夕飯が入りませんわ。本当にマリエったら、もう……なんていうか……」

　書類挟みを抱いたまま肩を落としてダイニングを出て行く親友をマリエールは手を振って見送った。これが〈三日月同盟〉の最近の日常である。

　マリエールは自分でも気づかないまま、ヘンリエッタ脳内の勝ち星表で白星ひとつを追加した。

　こちらの勝敗も大規模戦闘に負けず劣らず、熾し烈れつな星の取り合いになっていた。
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　斥候班が報告してきたとおり、すり鉢状の巨大コロセウム中央には、くすんだ暗あん紫しの甲かつ冑ちゆうがひざまずいたような姿勢で静止していた。百メートル以上の距離を〈砲撃士〉の〈ロックオンサイト〉で計測すれば、その身長はおそらく十六メートルほどになるだろう。おそらく、ゴーレムもしくは巨人の類たぐいだ。

　レイドボスの感知範囲は広大であるが独特でもある。おそらくこの場合、ウィリアムたち一行がコロセウムの闘技場内に入ったところで戦闘開始となるだろう。

　敵は〈七なる庭園のルセアート〉。

　ウィリアムにとっては〈ヘイロースの九大監獄〉で何度も戦った〈七なる監獄のルセアート〉と同じ姿を持つ敵。おそらくその能力や戦術も強化されつつ、特徴を残しているのだろう。斥候班の強行偵察によれば〈七なる庭園のルセアート〉にも白騎士モードと黒騎士モードが存在するようだ。ふたつの性能を切り替えながら攻撃してくる難しいボスだと記憶している。

　ウィリアムは肩の高さに手を上げる。

　それだけでレイドメンバーの視線が集中するのがわかった。

　打ち合わせは事前に済ませてある。偵察班は何度か突撃し、死亡しながらも貴重な情報を持ち帰ってくれたのだ。それらを重ね合わせた戦術構築は〈記録の地平線〉のシロエも「勝率は五分五分」と認めている。それは初戦にしては悪くない数字である。

　じわり、と背後で熱気が膨らんだ。

　その機を捉えてウィリアムはまっすぐ手を振り落とす。

　指示に従って、堰せきを切られた川のように部隊は流れた。第一部隊を先頭に白灰色の観覧席を駆け下りる。

　荒れ果て崩れ落ちた壁を滑るように降りて、前へ、前へ。




　一般的に言ってモンスターの攻撃範囲はその巨大さに比例する。

　身長百四十ほどしかない〈緑小鬼ゴブリン〉の攻撃範囲は、素手なら数十センチメートル、足さばきや槍を計算に入れても一メートルほどでしかない。しかし、それが身長二メートル級の〈灰ト色ロ大ウ鬼ル〉ともなれば振り回す棍棒の射程は三メートルを見込まなければならないだろう。眼前の巨大なレイドボスのサイズを考えれば、その攻撃範囲はかなり広範囲だと思わなければならない。

　シロエの発案でここ数日の間、十メートル、十五メートル、二十メートルといった基準点を目測と体感で覚え込む訓練を〈シルバーソード〉の一行は繰り返している。それによりこの巨大な敵の目測を誤ることはない。

　しかしそれも、まずは一撃加えてからのこと。まずは相手の攻撃範囲に潜り込み、前衛はその最前線へたどり着き、脆ぜい弱じやくな魔法使いや遠隔攻撃手を外側の安全地帯に配置しなければならない。たとえ戦闘中、ひっきりなしに攻撃位置を変更しなくてはならないとしても、その駆け引きには彼我の射程の差というものがある。あるいは死角による位置取りといった戦術を駆使しない限り、後衛職がレイド級ボスの攻撃を凌しのぐことはできない。彼らの一撃は、それほどまでに重いのだ。

　濁流の先頭を走るディンクロンが切り裂くように二十メートル圏内へと突進した。突如生命を吹き込まれたように立ち上がる〈七なる庭園のルセアート〉。機械鎧にも似た面めん頰ぼうの隙間から漏れる真紅の光を液体のように流れさせ、巨大な斧槍ハルバードを振りかぶる。盾を構えたディンクロンが歯を食いしばり、衝撃に備えるのが見えた。その努力は実り、重装甲に身を固めた〈シルバーソード〉の〈守護戦士〉はレイドボスの初撃を食い止める。

　ダメージは軽微だ。総ＨＰの一割程度といったところか。

　しかしだからといってそれは敵の攻撃力が低いということを示しはしない。戦闘開始前にディンクロンが受けた〈禊みそぎの障壁〉はダメージ遮断魔法である。高位の〈神祇官カンナギ〉が付与したその呪文は、対象が受けるはずの四五〇〇程度のダメージを無効化する。つまり、無効化してなおダメージを受けたのだ。そのバリア呪文がなければ、今の一撃でＨＰの三割以上を失っている。

　恐ろしい攻撃力だった。

　しかしそれさえも織り込み済みだ。解除されたダメージ遮断はすぐさま再付与される。




　第一パーティーの先頭〈守護戦士〉ディンクロンはこの部隊の先端、矢で言えば最硬度の鏃やじりだ。次々と重なる回復呪文を受けた鋼はがねの戦士は〈七なる庭園のルセアート〉の足元へたどり着き、〈アンカーハウル〉〈タウンティングシャウト〉といった挑発特技を立て続けに使用した。

　ここからが戦闘の始まりである。

「攻撃、開始っ！」

　ウィリアムは第三パーティーから全員に通達する。

〈吟遊詩人〉の援護歌を受け、色とりどりの魔法や射撃攻撃がレイドボスへと降り注ぐ。これだけの大規模戦闘では確認も難しいが、いまルセアートには凄まじい数の弱体効果が蓄積していっている。全十二職業をフルレイドに組み込む意味はここにもある。同一の弱体効果は例外を除き累積しないが、さまざまなクラスによる多方面的な包囲網は強大な敵に効果を発揮するのだ。

　立て続けの攻撃に一瞬視界が曇り、大地を揺るがすような重苦しい爆発音がした。

　周囲十数メートルをえぐるようにルセアートが鋼色の巨大武器を振り回したのだ。その一撃で二名が死亡し、近接戦闘を挑んでいた数名が瀕死の状態に落とされる。

　ディンクロンでさえ、そのＨＰの半分を失う凶悪な一撃だった。

　しかし〈シルバーソード〉の戦列は瓦解しない。

〈神祇官〉の固有蘇生呪文〈魂呼びの祈り〉により、死亡者は術者の足下に転移されて蘇生する。安全距離までの退避と復活を同時に行なえる便利な呪文に加え、〈紅玉獣カーバンクル〉を召喚した〈召サ喚モ術ナ師ー〉が〈ファンタズマルヒール〉を詠唱する。魔法攻撃職の中でも例外的なこのＨＰ回復呪文は、本職の回復呪文には及ばないが、彼らの負担を軽減するには十分な活躍を見せる。

〈神祇官〉以外の回復職は傷ついたメンバーの回復を最優先、そしてその間もディンクロンはルセアートの攻撃に一歩も退きはしない。




　先ほどの周囲をなぎ払う強力な一撃はレイドボスの必殺攻撃だろう。

　今、〈シルバーソード〉のメンバーはその一撃を瞳に焼き付けた。ウィリアムの隣でフワフワとした可愛らしい哺乳類カーバンクルの首根っこを摑んだむさ苦しい〈召喚術師〉が鋼のように断固とした声で数字を数え始める。その響く声を全員が耳にしている。

　レイドボスの巨大な攻撃には例外なく条件が存在するのだ。

　そのメジャーな条件のひとつが、プレイヤーである〈冒険者〉風に言えば再使用規制時間リキヤスト・タイムだ。強力な攻撃は連続では放てない。技ごとに独自の冷却的な期間が存在する。その時間が十秒なのか三十秒なのかはわからないが、その冷却時間は存在するはずだ。

〈召喚術師〉は打ち合わせに従い、それを計測するためにカウントを行なっている。もちろん魔法攻撃の手を緩めず、戦闘状況への対応も怠らずだ。

〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代、このようなカウントは外部プログラムか、ローテクな対応だとしてもモニターの横に下げたストップウォッチにまかせればよかった。レイドボスのすべての行動はプレイを録画した参考動画からミリ秒単位で分析され、ログと照らしあわされて、攻撃のダメージ、属性、範囲、間隔、モーション、貫通率、クリティカル率、すべてを丸裸にされた。

　戦に挑む者レイダーたちはクラウドサービスでその情報を共有化し、チャットルームで検討し、もっとも効率的な最新の戦術をもって攻略に当たっていたものだ。




「十八、十九、二十、二十一……」

　掠かすれてはいるが張りのあるテノールが、剣の音や激突する鋼の響き、空中を走る雷鳴や火炎の音に重なる。

　メンバーは五感を研ぎ澄ませ、その声を聞き漏らすまい、目の前の敵を見失うまいと必死に食らいついてゆく。

　すべてが混沌に飲み込まれてしまったこの世界で、それでもなお戦い続けた〈シルバーソード〉は、こんなにも原始的で無様な戦術を再構築したのだ。

　かつての強豪ギルドの零落した姿と言えるかもしれない。

　泥臭く、みっともなく、それでも貪欲に勝利を望む祈りがそのカウントには込められている。

　肉声で数えるカウントが二十六に達した時、〈七なる庭園のルセアート〉は鋼の大斧槍を振りかぶった。先ほどの恐ろしい一撃が来る。

　しかしウィリアムの仲間たちに恐れはない。

〈暗殺者アサシン〉と〈盗剣士スワツシユバツクラー〉が宙を舞った。

〈吟遊詩人バード〉と〈森ド呪ル遣イいド〉は弾かれたように距離をとった。

　耐える選択をした戦士たちへと〈施療神官クレリツク〉が矢継ぎ早に防御力向上の呪バ文フを投射キャストする。

　二回目でこの対応は上々だ。

　唸りを上げる暴風が通り過ぎたあと、今度の攻撃では、少なくとも死亡という意味の犠牲者は出なかった。

　ＨＰの多くを失った者はいたが、回復部隊の呪文がそれを癒やしていく。

　まずは一手、敵の攻撃をいなしてやったのだ。

　ウィリアムの唇の端が凶暴に吊り上がる。

　こんなものではない。鎧そのものが刃物であるような姿をしたこのレイドボスは、まだまだいくらでもひねくれた攻撃方法を隠し持っているはずだ。こいつはまだ姿を変えてさえいないのだから。

　だが悪くない。ここまでは悪い流れではないと思いながらウィリアムは矢を射る。

　その喉はウィリアム本人が意識しないうちに「DPSダメージあげろ！　ちんたらやってんじゃねえ、回転上げて削れえ!!」と獰どう猛もうな叫び声を発している。




　呆れるほどの矢をはなった。

　攻撃陣は砕けよとばかりに刀を叩きつけ、あるいは火炎の呪文をはなち、光や闇に染まる範囲呪文にルセアートを巻き込んだ。

　ウィリアムにはわかる。レイドゾーンに出現するようなボスモンスターは例外なく莫大なＨＰを持っている。その量は気が遠くなるほどだ。〈シルバーソード〉のような超一流のレイドギルドの九十四レベル〈守護戦士〉ディンクロンは一万八千弱のＨＰを持っているが、レイドのボスモンスターはその千倍から一万倍に及ぶＨＰをもっている。

　もし〈七なる庭園のルセアート〉のＨＰが、メーターなどで可視化されていたとしよう。そうすれば見えるだろうが、こうして攻撃陣が間断のない攻撃を繰り出していても、その減少具合は本当に微々たるものだ。そのじわじわとした低下はメーター上、肉眼では認識できないほどであろう。しかし、それでも、それを継続することだけが連中を打倒する唯一の手段なのだ。




「気をつけろ、足下だ！」

　鋭い声がかかる。この声は〈盗剣士〉のフェデリコだ。

　突如動きの鈍くなった〈七なる庭園のルセアート〉の足下から、黒い靄もやとも液体ともつかないものが溢れ出す。うねくるような動きを見せたそれは闘技場の床を浸すように急速に広がってきた。

「ダメージあり、属性〈邪毒〉っ！　行動、いや、移動阻害っ。攻撃速度も威力も低下っ」

　ディンクロンの報告の声が届く。見ればその足下では、黒い粘液のようなものが僅かな電光を発しながら、ディンクロンのプレートブーツを絡め取ろうとしている。

　ウィリアムは一瞬ためらう。

　ダメージ有りとはいうものの、それは軽微だ。

　きらめく電光はダメージ遮断に弾かれた攻撃である。あれだけ小さな輝きが連続で起こり、障壁が突破されていないということはダメージが小さい証明だ。それは防御力においてディンクロンに劣る近接攻撃メンバーでさえ深刻なダメージを受けていないことでもわかる。

　その程度のダメージしか与えない、しかも移動阻害特殊攻撃──ウィリアムが危機感を覚えた刹那、〈七なる庭園のルセアート〉は重々しい足音を立てて歩き始めた。

　その動きを阻止しようとディンクロンが〈アンカーハウル〉を重ねる。しかしそれは無効化される。いつもとは違う弾かれるようなエフェクトを立ててルセアートの鎧の表面を流れ落ちたのだ。

　ダメージの少ない広範囲拘束攻撃。

　その意図に気がついたウィリアムは叫ぶ。

「範囲遮断っ！　範囲回復っ！」

　その叫びがスイッチを叩き入れたように部隊が動く。

　半透明のドームにも似た障壁、淡く輝く防御呪文、反応起動回復を表す橙色の薄片はしかし、一撃で吹き飛ばされた。蹂じゆう躙りんを開始した〈七なる庭園のルセアート〉の金属の身体は、モンスターというよりも、兵器だった。巨大な建築機械が猫類の敏捷性を得て跳ねまわるのだ。地面を舐めるように振り回されるハルバードは〈シルバーソード〉を葦か藁束のように刈り取ろうとする。

　しかし、それでも。

　半分以上のメンバーが残る。

　そして痛みに怯ひるみながらも退ひかない声がカウントを続ける。

「第一の回復役ヒーラーは前線維持っ！　二班下がって蘇生復旧、三、四はダメージ落とせ七割だ、復旧優先っ！」

　ウィリアムは喉の奥で抑えきれないように笑った。

　舐め上げれば鼻の脇を垂れてきたそれは血の味がした。

　鉄を煮詰めたようなそれはウィリアムが求める大規模戦闘の味だ。

　敵は強い、想像どおりに、予想を超えるほどに。

　そしてウィリアムたちはまだ立っている。

　戦いは始まったばかりなのだ。










　　　▼４










〈ファントムステップ〉で十メートルの距離を一気に下がったデミクァスは熱く燃え盛る吐息を肺から絞り出しながら〈レジリアンス〉でＨＰを自己回復する。

　戦闘は忌いま々いましい膠こう着ちやく状態に陥っている。

　奥歯も砕けよと嚙みしめながら、強い視線を敵に注ぐ。

〈七なる庭園のルセアート〉の鎧が暗紫に染まっているうちは、その暴虐をいなしつつダメージを与えなければならない。それは事前の情報どおり、そこそこうまくいった。デミクァスを含めた近接攻撃はルセアートの強情な鎧を何度も叩き、打ちのめし、ひびを入れてやった。

　しかしそのひびが樹の枝のような模様を描いて全身に及んだルセアートは、そこからゆで卵を剝くように脱皮したのだ。

　そして中から現れたのは病院の天井のような白いルセアートだった。

　漂白されたような姿から剝がれた鎧は、足下の影と融け合い伸び上がる影の戦士たちを作り出す。ほっそりとして特徴のないシルエットに巨大な戦闘大鎌デスサイズを構えた異い形ぎようの戦士たちは、黒一色のせいでまるで厚みのない影絵のように見える。

　白いルセアートが放った光線をデミクァスは躱かわした。

　それは先ほどまでに比べれば、気の抜けたように甘い攻撃だった。

　自己回復で再び突撃する準備はできている。

　好機と見た〈シルバーソード〉は波状攻撃を繰り返したが、影の戦士たちに阻まれた。ルセアートに比べれば射程も攻撃力も取るに足りない。しかしその数は無視できないほどにもいるのだ。いまでさえ十体は超えている。

　部隊はルセアートのおざなりな攻撃を躱しながら影の戦士たちを撃滅してゆく。

　これだけの数の敵はさすがにメイン防衛役であるあのディンクロンだけでは対処できない。いけ好かない直継を含め、総員五名の戦士職が引きつけなければならないのだ。




　蜜の香りに惹かれる虫のように押し寄せる影の戦士たち。

　デミクァスはその群れに〈ワイバーンキック〉の狙いを定めた。

　前方一五十度ほどの射界を持つこの滑空飛び蹴りは移動と攻撃を一挙に賄まかなうデミクァスの最も得意とする秘伝絶招腿法アブソリユート・ゲハイムニスである。この攻撃を放ってしまえばデミクァスは一足飛びに敵の密集地点へとたどり着ける。それは通常でいえば悪手である。ルセアートのような格上レイドボスの攻撃を回避することは難しいから、回復役などの後続を振りきってしまえばデミクァスは危地に陥るだろう。しかし眼前の黒い影はレイドエネミーであれボスではない。あのように大きな武器を振り回す敵は〈武闘家マーシヤル〉たるデミクァスにとってむしろ与しやすい相手である。




　裂れつ帛ぱくの気合いとともにデミクァスは濃緑色の流星となった。

　コロセウムの宙をまるでスノーボードで滑走するかのように渡ったデミクァスは影の戦士の胸部を突破し、砲弾に射抜かれたかのようなその身体に虎響拳タイガーエコーフイストを叩き込む。

　ビリビリと鼓膜に残響を残すレイドモブが、最後の置き土産とばかりに振り下ろす大鎌の一撃を裏拳バツクハンドで最小限に弾き、デミクァスは右膝を自らの胸につけるような小さな構えから無影脚シヤドウレス・キツクを閃ひらめかせた。

　敵は地面に落としたスイカのように無残にはじけ飛ぶ。

　しかし影の戦士を一体倒したことにより、ルセアートはそこから発生した闇を吸い取り、やはり幾ばくかのＨＰを回復したようだ。

　つまり、これが一進一退の理由。

　白きルセアートはその体力を回復するのだ。

　影の戦士たちはそのための触媒であり、時間稼ぎでもある。白く生まれ変わったルセアートは、どうやら一定時間を経ることで再び攻撃のための力を回復するようだ。そして新たにその鎧を黒く染め直し、戦闘を開始したばかりのように疲れのない動きで強力な攻撃を繰り返してくる。

　その颶ぐ風ふうに耐え切ることは決して不可能ではないが、それは相手がルセアートのみであればの話である。影の戦士たちを残していれば、黒きルセアートによってＨＰの大半を削られた前衛たちは大鎌による最期を迎えてしまうだろう。

　レイド部隊の体力は回復職ヒーラーに支えられている。しかし〈神祇官ナギ〉の障壁にしろ〈施療神官クレ〉の反応起動回復にしろ許容限界というものがある。

〈七なる庭園のルセアート〉を相手にするだけでギリギリなのだ。

　雑魚を生かしておく余裕はない。しかし、やつらを倒せばルセアートを回復させてしまう。一時は影の戦士が二十を数え、そのせいで部隊は崩壊の瀬戸際まで行ったのだ。




　その状況を打開したのは忌々しいことにシロエだった。

　──黒のルセアートにダメージを与えた人数と等しいだけ、影の戦士は発生する。

　その発見で〈シルバーソード〉は盛り返した。

　強力な攻撃役に攻撃を任せ、回復役や非力なメンバーは攻撃を差し控える。そうすればルセアートが白い姿になった時、影の戦士の発生は十体前後にまで減らすことができる。

　後ろから指図をするばかりの臆シ病ロ者エはデミクァスにとって決して許せない復讐の相手だった。デミクァスのプライドを粉々にし、やっと作り上げた〈ブリガンティア〉という組織さえ崩壊させた。あの三人組がススキノに来さえしなければ、デミクァスたちはゆっくりとこの世界に馴染んでいけたはずなのだ。あのシロエさえ来なければ。

　猫頭の剣士はまだ許せる。あの剣士はデミクァスの前に立ちふさがり剣を振るった。しかしあの臆病者は最初から最後まで、デミクァスを見さえしなかった。

　デミクァスの名前さえ覚えていない風だった。

　ススキノに再び現れたシロエの表情をデミクァスははっきりと思い出せる。あの男はデミクァスを見て、困った表情はしなかった。それはいい。シロエは強いのだろう、それはこの大規模戦闘でわかった。ならばせめて、嘲ったり、小馬鹿にした表情をすればよかったのだ。

　だがこの〈付与術師クソエンク〉は、「面倒くさいな」と、ただそれだけしか感情の色を浮かべなかった。

　デミクァスは我慢ならない憤怒を影の戦士に叩きつける。

　貫くような〈ライトニングストレート〉。

　その攻撃を〈ファントムステップ〉でいなし〈エリアルレイブ〉で打ち上げた隙だらけの脇腹に〈ワイバーンキック〉。吹き飛んだ背中に再び〈ワイバーンキック〉。




　シロエはデミクァスを、その程度の相手だとしか認識していないのだ。

　シロエを殺さないで済ますことなどできるものかという、炎のような思いがデミクァスの肺腑を焼いた。いつの日かこの世に生まれたことを後悔するような苦痛をシロエの上にぶちまけてやると誓う。

　しかし、だがそれは、今ではない。

　悔しいが、今は能力が足りない。ここに至っては、デミクァスでさえそれを認めざるを得ない。シロエとかいう男は強い。装備もそうだが、技術でさえもデミクァスを凌駕している。

　デミクァスはこの大規模戦闘に参加して、初めはシロエを後ろから襲ってやるつもりだったのだ。その練習代わりにとモンスターをぶちのめしていた。それが気分を高揚させたのだろうと考えていた。いつもよりずっと身体が軽かったのだ。デミクァスの拳はモンスターどもを撃破した。影の戦士たちを引き裂いている今と同じように。

　レイドの空気に慣れてきたのだと思ったデミクァスは、自分の手首の周りをくるくると回る、小さな剣のアイコンに気がついた。見慣れないそのアイコンはシロエの使う〈キーンエッジ〉だった……。なんのことはない。デミクァスはあの男の強化呪文に浮かれていただけだったのだ。そんな証拠は探せばいくらでも出てきた。いつもより素早く攻撃が繫がる〈ヘイスト〉、いつもより格上の攻撃の防御を突破させる〈トゥルーガイド〉。

　まさに今と同じだ。

　デミクァスを刈り取ろうと近づいてきた影の戦士が大鎌を振り上げる。

〈ワイバーンキック〉の硬直時間はあと半秒。わずかな差でデミクァスが受けるはずのその攻撃は、しかし発生しない。

　このゾーンの攻略が始まったばかりの頃であったなら見逃していた、あまりにもささやかなシロエの援護。〈マインドショック〉とかいっただろうか。着弾の衝撃波でモンスターの意識を朦もう朧ろうとさせる呪文だ。普段相手にするようなモンスターならばともかく、このゾーンに登場するレイドモンスターを放心させうるその時間は一秒がいいことろだろう。しかしその一秒で十分なデミクァスは〈モンキーステップ〉で敵の攻撃範囲から離脱、反転して水面を薙なぐかのような大きな回し蹴り〈ドラゴンテイルスウィング〉を放つ。

　これらデミクァスの全力の突撃や蹂躙は、全てシロエの予測の範囲内なのだ。

　今の離脱も、そのあとの回し蹴りも、デミクァスの熱闘のように見えてシロエに撃たせてもらっただけなのである。

　もちろんあの男にデミクァスのような攻撃力や体術があるわけではない。

　あの男がやったことといえばわずかに気をそらしたり、ちんけな強化呪文を操ったにすぎない。そのような姑息なごまかしでは、強力なモンスターを倒すことは決してできないだろう。

　しかし重要なのは、シロエがデミクァスがやろうとすることを察し、気が付かれないようにその手助けができるという事実である。シロエはデミクァスの行動を完全に予測しているのだ。それが意味するところがわかる程度には、デミクァスもこの大規模戦闘で実力を伸ばしたということでもある。

（いつかぶち殺してやる）

（その時はみんなの前でだ）

（青白いその顔を叩きのめして悔悟の涙に暮れさせてやる）

（このレイドで幻想級を手に入れて──）

（レベルを上げ、技量を磨き──）

　デミクァスは跳ねるように次々と敵を撃破した。

　彼の職〈武闘家〉は継戦能力と攻撃力を兼ね備えた戦士職である。武器攻撃職に攻撃力では及ばぬものの、ＨＰと状態異常対処能力は比較にならないほど高い。それは、敵の群れの中に突撃しても生き残れるということであり、レイドボスの攻撃範囲内でも踏みとどまり攻撃を加え続けられるという意味でもある。デミクァスは熱く燃えるような肉体の命じるままに、突き、蹴り、なぎ払い、技の限りを尽くして攻撃した。

　戦闘はじわじわと進行していった。

　一時は押し込まれていた勢いも、ウィリアムの熱気あふれる指令により立て直すことに成功した。前線防衛役と回復役、そして敵の弱体化保持。この縦のラインがきちんと機能すれば、そうそう容た易やすく壊滅はしない。あとは戦闘状況に合わせ、影の戦士を排除し、ルセアート本体のＨＰを削ってゆけばよい。

　もちろん時間はかかる。その長い時間の中に無数の判断があり、そのすべてを冷静に、丹念に、ミスなく、しかも素早く処理していかねばならない。大規模戦とはその行動の連続がすべてなのだ。

　デミクァスは熱だった。

　デミクァスは炎だった。

　ただ目の前に現れる敵の攻撃を躱し、貫き、撃破する。

　黒きルセアートに襲いかかり、その鎧を砕こうと雷鳴の拳を振るう。

　思考は徐々に空白となり、ただ噴き出すような熱気に突き動かされるように戦いに没頭した。デミクァスは腐ったススキノにいた時よりも、にゃん太と戦ったあの日よりも、なにも考えずにただ戦いと一体化していた。




　だから背後で上がった絶叫を聞くまで、状況が変わったことに気が付かなかったのだ。

　デミクァスを責めるのは酷だったろう。熟練のレイドのメンバーにとってさえ、それはあまりにも唐突すぎた。コロセウムの東西に配置された巨大な鉄格子は今や完全に開き、そのぽっかりと開いた闇の中から、白い眼球と凍りついたひげを持つ霜の巨人〈四なる庭園のタルタウルガー〉と、生きてうねり出すコロナのような炎蛇〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉が現れたのだ。

　彼らはコロセウムに半歩を踏み出すなり、氷と炎の嵐を左右から放った。その目標は、ルセアートにすべての攻撃を集中させていた第四パーティー。瞬時に第四パーティーは全滅し、その余波だけでそれ以外の全部隊も莫大なダメージをこうむった。

　そのあまりに馬鹿げた光景に、デミクァスは内臓から気味の悪い液体が口中に溢れかえるのを味わった。

　あんまりだ。

　デミクァスたちは今〈七なる庭園のルセアート〉と戦っているのだ。

　順番を守れと思った。

　ルセアートと戦い、その眷けん属ぞくたる影の戦士を排除し続けてきたのだ。その均衡がわずかに崩れ、敵の数がほんの少し増えただけでデミクァスたちは全滅しかかったではないか。

　せっかく順調にいき始めたところだったのに。それさえも薄氷を踏むような思いで渡る薄い可能性の道だったのに。




　そこに、〈七なる庭園のルセアート〉と同格のボスが二体。

　デミクァスにさえはっきりわかった。

　勝てない。

　戦術や戦略といった話ではない。

　そんな些細な工夫を台無しにするほど、圧倒的な戦力差。この三体と同時に戦うのならば、二十四人フルレイドではなく、九十六人レギオンレイドが必要だ。




　耳の奥で、どこかで聞いた平板な声が聞こえた。

　──もうこの世界はゲームじゃない。それは終わったんだ。君たちの時間は、終了だ。




　俺たち〈冒険者〉が戦略を練るように、奴らモンスターでさえ、自らの持ち場を離れて戦力を集中させた──デミクァスはそう思い当たった。

　デミクァスが迷宮の守護者であったのならば、真っ先に考える当然の戦術。

　力を合わせて〈冒険者〉どもを殲せん滅めつする。

　そんな当たり前が、ただ、起きた。

　そのあんまりなほどに残酷な絶望に凍りついたコロセウムの空気を、人間が出せるのかと疑うような悲鳴が引き裂く。

　映画館の壁に描かれた特大の広告にも似たサイズの顔が迫る。凍てつく巨人が身をかがめるようにして、その拳をメンバーに振り下ろしたのだ。粘液がべたつくような音を立てて、〈召喚術師〉はコロセウムのしみとなった。

　デミクァスを安心させてきたあのカウントの声はもう聞こえない。

　雄お叫たけびを上げて疾風のように駆けたデミクァスは、瞳を丸く開けてびっくりするばかりのシロエを突き飛ばした。シロエは三、四回転がって直継に受け止められると、霜巨人の捻ねじくれた棍棒の範囲から外れる。

　ざまあみろ、クソ卑怯者が、とデミクァスは笑ってやった。

　代わりに左足がぐずぐずに潰されたがシロエの間抜け面を見られたから収支はプラスだ。

　殺しやがれ、ルール違反のレイドボスどもめ、デミクァスはツバを吐き捨てた。

　しかし、そんなデミクァスもシロエも、うねる身体すべてから炎の雨を降らせる炎蛇〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉の暴虐から逃れることはかなわなかった。ふたりだけではない。直継も、てとらも、ウィリアムも。デミクァスよりも強い、何度挑みかかっても虫けらのように叩き潰された、あの〈シルバーソード〉の猛も者さたちも。




　一瞬で水分のすべてを失い、身を捩よじる苦痛と炎の中で、攻略部隊二十四名はあっけなく全滅した。










　　　▼５










　悪臭ただよう小屋を抜け出たクラスティはその端整な鼻のラインをわずかに歪ませた。ギルドメンバーには鉄面皮だなどと言われる彼も、〈緑小鬼ゴブリン〉の住処の臭気は堪こたえたのだろう。

　付き従った高山も途中からは目に染みて困っていたほどだ。

　不潔な藁や汚物の堆たい積せきした小屋の中に比べれば、凍りつくような冬空の下であっても、屋外のほうがよほどましである。もともと〈冒険者〉の身体は寒暖などの環境差には強い。

　それはクラスティも同じようだ。

　ひとつ肩をすくめると、もう用はないとばかりにゴブリンの住居から離れる。

　周囲には同じような、つまり地面を浅く掘り、そこに支柱を立てて周囲から屋根に相当する樹の枝や草をたっぷりと積み上げた、原始的な住まいがいくつも立ち並んでいる。〈シルヴァラック〉山中にあるゴブリン村のひとつだ。こういった村はこの辺りの山地には無数に存在する。ひとつひとつの村にはこのような住居が五十やそこらあり、おそらくだが三百近い〈緑小鬼〉が暮らしていたのだろう。

　今やそのほとんどはもぬけの殻である。

　三割程度はクラスティ率いるアキバ遠征軍により討伐された。

　残りの七割程度は〈緑鬼王ゴブリンキング〉が君臨するという〈七つ滝城塞セブンス・フオール〉へと結集中だと見られている。

　遠征開始からすでに一ヶ月が経過していた。

　高山三佐たち遠征軍はこの間、周辺地域を探索しゴブリンの集落の位置を確定、場合によっては襲撃を行ってきた。行軍は慎重でゆったりとしたものだった。

　これは当初から〈円卓会議〉の共通認識であったが、〈七つ滝城塞〉の攻略および〈緑鬼王〉の撃破は難しくないだろうと考えられていた。〈大災害〉という空白の期間に大繁殖を遂げたイースタルのゴブリンたちは、歴史上まれに見る規模になっている。それは〈大地人〉にとってまさに悪夢と等しい災禍だった。

　しかしその一方で、アキバの〈冒険者〉にとって〈緑小鬼〉たちは、少なくとも九十レベルに達した戦闘系ギルドのメンバーにとって大きな脅威ではない。〈七つ滝城塞〉へと突入するレイドであるが、クラスティの言葉によれば選抜部隊数十名を突入させれば、二日以内に〈緑鬼王〉の討伐は可能であると考えているようだった。この予測に関しては、高山も同意するところである。

　そもそも今回の作戦の目的は〈緑鬼王〉の撃破ではない。

　目的はヤマト北東部に住まう〈大地人〉たちの安全確保である。そのために問題になるのは、数万に及ぶ〈緑小鬼〉そのものであって、〈緑鬼王〉の討伐を成功させたとしても、そのせいで統率を失った〈緑小鬼〉たちが〈シルヴァラック山地〉から溢れ返るのであれば作戦は失敗だと言わざるを得ない。

　そう考えるクラスティや高山が所属する司令部は、わざとゆったりした山狩のようなことを行わせていた。今現在〈シルヴァラック山地〉には数十の〈冒険者〉部隊が散開し、偵察や散発的な戦闘を繰り返している。

　魚を網に追い込むようなこの作戦により、〈緑小鬼〉の集落の多くは〈七つ滝城塞〉へと合流をしているのだ。彼らから見れば、それは〈冒険者〉への反抗を開始するための兵力集結であるが、高山たちから見れば作戦どおりの展開にすぎない。




　高山はクラスティのあとに従い、沢のほうを目指した。

　集落の内部や四方は〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のメンバーたちが調査している。とはいってもこの状況では残留した〈緑小鬼〉など残ってはいないだろう。現状確認なので、誰もさほど緊張はしていない。

　クラスティと高山は、目立つ枝を切り払いながら小道をたどる。

　踏み分けられた一筋は集落の〈緑小鬼〉が水を汲みに行く獣道なのだろうが、彼らの身長は百四十以下である。背の高いふたりがこの道をたどると、顔の高さには生い茂った枝がかかることになり歩きづらいのだ。

　河原に抜けたふたりは吹き渡る風に目を細めた。鬱屈していた空気を振り払うような冷気を含んだ風は、高山にとって好ましいものだったが、傍らにいるギルドリーダー、クラスティの表情は優すぐれなかった。

　その傾向は〈天秤祭〉が終わったあたりから感じていたが、だんだんとその憂悶は深くなっていっているように思える。リーゼなどはハンカチを振り絞るように心配していたが、高山はここまでその一切を放置してきた。クラスティも成人男子ではあるし、高山のような異性に心配されるのも煩わしいだろう、と考えていたからだ。

（いや、成人はあまり関係ありませんね。男性はいくつであってもデリケートですから）

　高山は職場での経験からそう考えた。

　それにクラスティとは付き合いの長い高山である。その悩みの方向性も、おおよそは察していたのだ。だから司令本部を離れ偵察に出たこのチャンスに、少しだけ話してみようかと考えた。

「ミロード？」

「ん？　なにかな、高山女史」

　気がつくかどうかわずかなタイムラグでクラスティは思慮深い表情を高山に向けた。

「最近、ご気分が優れないようですね。なにかお悩みでも？」

「ふむ」

　クラスティは指先で口元を隠すようにして、考え込む。いつものアダマンタイト鋼製ガントレットではなく、今日は薄手の革手袋グローブだ。中装の鎧も、そのがっしりした体軀にはよく似合っている。見栄えのいいギルドマスターだ。これに騙される者が後を絶たないのだが、確かに運営には便利である。そんな感想を抱きながら、感じたことをまっすぐ尋ねる。

「退屈ですか？」

　クラスティはその高山を横目で見下ろすと、しばらく考えて、ごまかすように凜り々りしい表情を浮かべ、苦笑し、諦めたかのように両手を上げた。

「困りましたね。退屈です」

「我慢してください」

「たくさん我慢して今日を迎えてるんですよ」

　高山は太い溜息をついた。

　おそらくそうだろうとは思っていたが正解だったわけだ。

　クラスティは理知的な風貌をしているし、実際の行動も合理的で的確だ。人をまとめる才覚もカリスマもある。ヤマトサーバーで最大のギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を立ち上げて運営した実績は誇るべきものだろう。一千七百人という人員を吸収した〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉は現実世界での中小企業を超えるような規模を持っている。

　しかし、そんなパブリックイメージだけがクラスティのすべてではない。

　今や〈円卓会議〉の取りまとめさえ任されているこの白はく皙せきの青年は、ひどい悪いた戯ずら者もので飽きっぽい性格をしているのである。

　高山を含めた古参メンバーの数人は知っている事実であるが、クラスティが〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉という巨大組織を作ったのは「作ったらどうなるかが見てみたかった」からだ。そもそも〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉はギルドではないのである。クラスティが考えた人材交流システムの一環であり、ギルドはそれを構成する一要素にすぎない。

　ある日クラスティは考えたらしい。

　──〈エルダー・テイル〉というこのゲームは大変面白い。しかし、面白さをしゃぶりつくすには、大勢の知己や、一緒に冒険を楽しむ仲間が必要だ。それは運営側も認識しているし、事実そういう発言も行っている。仲間を探すためのさまざまなシステムもゲームには搭載されている。しかし、ユーザー側がそれら一切を超えるような人材交流システムを作ったら、そしてそのシステムでエンドコンテンツであるレイドを制覇したら、なんだか面白いじゃないか？

　それが〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉結成の理由だ。

　つまり、その形はギルドでなくてもよかったのである。ギルドシステムがたまたま〈エルダー・テイル〉に存在し、便利だったから利用しただけ。〈エルダー・テイル〉がまだゲームだった時代、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の活動の中心は音声チャットや本部のＷｅｂサイトだったが、そういったシステムを発案したのはすべてクラスティだ。定期的な幹部会やレイドの部隊分けを中心とした人材配置システムもそうである。

　彼は指揮するわけではなく「部門が勝手に活動して結果を出す」自律的な組織構築に興味があったようだ。だからこそ、これほどに強大になった〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉はいまでも風通しのいい組織でいられる。

　そしてそれは〈大災害〉後も続いた。クラスティは〈円卓会議〉成立を奇貨としてさらなる組織の拡大と自律を求めた。結果、クラスティの「見てみたかった」好奇心は満たされたが、彼本人が運営に関与しなければならない点は減ってゆく。

　つまりは、暇になってしまったのである。




　高山はそんな友人の気持ちをよくわかっていたし、厄介なことだとも思っていた。クラスティという男性は才能だけは溢れているが、溢れすぎて付き合いづらいタイプの男性である。余剰出力である才能はよくも悪くも、周囲に思いがけないトラブルと大騒ぎをばらまいてしまうものだ。

　クラスティが退屈を持て余すとろくなことにならない。

　彼は決して無法者ではないし合理的な人間であるため最終結果は周辺の利益になることが多い。だが、その過程で起きる騒ぎや労働は高山たちの悩みの種である。もっともその「退屈」もレイネシアを見つけてからはそこそこ解消できていたように高山からは見えたのだが、それはあの少女に対する買いかぶりだったのだろうか。

（姫に押しつけるのは、筋が違いますね……）

　よく考えてみれば申し訳なさで一杯である。

　少しは何か言葉をかけないと。そう思って沢を散策のようへ先へ進むクラスティに追いつくと、彼は身をかがめ、ごろごろした岩を検分していた。

「どうされました？」

「いや……」

　クラスティはかがんだせいでずれた眼鏡の位置を直し、拾い上げたものを目の前にかざす。それはおそらく、欠けた槍の穂先だった。

　渓流はその辺りで大きな弧を描いており、深い淵の内側には子どもの拳よりも小さな石が転がった河原を抱えている。今はあちこちに根雪が残っているが、夏であればバーベキューでもしたいような、山中の涼しげな光景だった。

　いくつかの石をつま先で蹴り転がしたクラスティは、なにかの痕跡を発見したようだった。

「ここはどうやら訓練場だったようですね」

「訓練ですか。それである程度は整地されているのですね」

　高山は素直にそう返す。

　見てみれば、木々の茂みの側そばまで大きな岩を移動させたような痕跡もあった。目を凝らせば石の隙間には、木片や、武具の欠かけ片らも散乱している。ずいぶん長い間、この場所は使用されたのだろう。

〈緑小鬼〉が訓練とは今まで考えもしなかったが、戦争を企たくらむのならあって当然だろう。とはいえ、彼らがそれで戦力を増大できたとは思わない。〈緑小鬼〉のレベルは〈冒険者〉に比べればとても低いのだ。

　そこまで考えた高山は、クラスティの視線に気づき、その真剣さを疑問に思い、次の瞬間、理解に到達した。

　──ゴブリンが、戦闘訓練を行う。

　それは今までになかった可能性だ。高山たちが〈七つ滝城塞〉のレイドを今までとまったく異なる手法で攻略しようとしているように、〈緑小鬼〉たちも今までとはまったく違う手法で迎撃の準備ができる。この世界は〈エルダー・テイル〉ではないのだ。何度気づけばいいのだと、高山は己の無能を罵りたい気持ちで一杯になった。

「ミロード、すぐに戻って全軍へ報告と通達を」

「訓練場所の捜索とその影響についての調査を命じなければなりませんね」

「はい」

　言葉少なく応答を交わしたふたりは、村へ戻ろうと来た河原の方向へと進んだ。まずは集落に戻り、斥候斑のリチョウやクーゲルと合流しなければならない。そのあとは尾根伝いに司令部へ戻っての対応となるだろう。

　焦る高山は、自らの武器である折りたたみ軍用大鎌が細かく振動していることに気がつくのが遅れた。それはあっという間に金属的な異音を発して、赤熱したかのような輝きを周囲に放つ。

　この武器は最近調子がおかしいのだ。

　性能が落ちているわけではない。むしろ逆にその攻撃能力は増しているように思えるので修理には出してないが、この戦場でも時に振動を起こして身もだえするように暖かくなることがあった。

　だからこの時も、高山は疑問の表情で背中から自らの武器を抜き放ち、状態を詳しく確かめようとした。それはほとんど思考を要しない何気ない作業のはずだった。




　しかしその高山の腕をまるで大型ダンプカーに激突されたかのような衝撃が襲った。瞬間に腕の骨が砕けたと確信できるほどのショックに目を丸くした高山が見たのは、自分から武器を奪い取ったクラスティを包み込むように赤黒い空間が世界を球形に切り取ってゆく様だった。

　自分の武器が赤く輝き、歪みの中心から磁場を発してすべてを吸い込んでゆく。

　退屈を倦うんでいた〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のギルドマスターをその中に包み込むように。

　クラスティは反対側の手で高山を突き飛ばしたが、高山はそんな事を頼んだおぼえはなかった。必死の思いでクラスティに手を伸ばした。高山は自らの右腕を歪む空間に突き入れたのだ。

　しかし、鋭い切断音に続く夜の静寂は高山を置き去りにした。

　彼女の右腕は、彼女の旧き友クラスティ、そして「災厄」の名前を持つ高山の大鎌と共に消え去っていた。
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　どうやら深夜の路上であるようだった。

　しかし周囲に暗闇はない。アスファルトの上には常夜灯の白い光に照らされた影がくろぐろと延びている。

　シロエが深夜だと判断したのはシャッターの閉まった商店街が無人だったことと、不思議なほどの静けさからだった。

　マクドナルドと携帯ショップの前を経て、花屋の看板の前を視線を上げることなく通り過ぎた。見慣れた、通い慣れた光景だ。ただなんの音もない商店街には、人の気配がない。

　シロエの歩くこの繁華街は池袋から一時間弱、地元民は東京圏という言葉にこだわるマイナーな駅を中心にできた通りである。同じ地名に北だとか南だとかをつけた駅が周辺に散在する、つまりはベッドタウンとして開発の進む郊外の都市だ。

　シロエはここで生まれて、育った。

　しかし、でっち上げたかのようにうそ臭いこの街はいつでもシロエに他人顔だった気がする。

　ニュータウンであるこの街の人口は多い。

　住むには不便がない施設が揃っている。

　とはいえその距離がクセモノで、家電や服や趣味の雑貨など、ちょっと何かを探そうと思う住民はすべて都内に流れてしまうから、この街には特筆すべき商業施設がない。この商店街はこの街そのものだ。不便はないし、なんでもある。しかし何かを探し始めるとたいていは見つからない。

　小都市とも言えないような、東京の付属物のようなこの街は、この街であるための中心というものがなかった。

　シロエの両親も結婚を機にこの街へと引っ越してきたという。狭くはないが広くもない二階建ての一軒家は、同じ通りにそっくり姉妹のような多くの家を持っている。そんな住宅街も、駅前も、わずかに残った畑も、街路樹も、日本のあらゆるところにあるようにありふれていて、普通で、そして流れ去ってゆく。

　中心を持たないこの街は守り抜くべき何かを持たないためにどんどん移り変わっていくのだ。申し訳程度の駅ビルにも、商店街にも、老舗しにせといえるほどの店はなく、テナントは定期的に移り変わってゆく。住民の流出入も多い。

　それはシロエの交友関係にも言えた。シロエには無駄としか思えないほど大きかった小学校は教室の三分の一が空いていた。設計当時はそれだけの児童を予定していたのか、それとも市の予算の都合かはよくわからない。その小学校から中学、高校と同年代の少年や少女たちはめまぐるしく変わっていく。今では、それがこのニュータウンなりの新陳代謝であるとわかる。だが少年の頃のシロエには、なんだかあやふやで頼りなく、人や物がいつなくなってもおかしくない世界なのだと感じられていたのだ。




（そういえば……）

　ふと思いついて顔を上げる。

　茄子カレーというマイナーメニューを看板にした地元の店がこの商店街にはあったはずだ。果物屋、鞄屋、あんみつ屋のそのとなりだったっけ。高校時代、友人と何度もたむろした安っぽい、そして懐かしい店。

　胡散臭いインド人のイラストが書かれた看板は、しかし、なかった。

　一瞬困惑したシロエだったが、寂しさとともに思い出す。

　うっかり忘れていたが、インド人カレーハウスはとっくに潰れて、その後には牛丼カフェという謎の店が入り、予想どおりそれも数ヶ月で潰れて、そのあとは都心部で勢力を伸ばしつつあった派手な看板のラーメンチェーンが入ったのだ。大学の長期休みには実家へ帰るシロエはそれを思い出した。

　ラーメン屋には一回入ったが胸焼けしそうな味だったので二度は行かなかったはずだ。

　潰れてしまいはしたが、シロエが続いて欲しかったのはカレー屋だった。何故か横浜弁をしゃべるイスラム系の店主はあきらかにインド人ではなかったし、出てくるカレーもインド風というよりは日本の家庭料理風であったが（というかどう考えてもバーモントカレー味だったが）、手頃な値段でびっくりするほど茄子の入ったカレーはたまに食べるごちそうであった。

（潰れちゃって残念だよな）

　溜息とともに見上げたその店舗は、黒字に赤の文字が躍る派手な屋号のラーメンチェーン──だった。シロエは立ち止まると、注意深くその店構えを観察する。シャッターには水曜休店の文字。普段はノボリがたくさん出るはずの店頭はひっそりしていて、張り出した日除けに書かれたはずの店名は、何故かぼやけて読むことができない。

　シロエは人差し指でポリポリと頰を搔くと、結論を出した。

（そうか、記憶を失うというのはこんなふうになるものなんだな）

　シロエの中から、そのラーメンチェーンの名称は消えている。

「そういうこともあるか」

　あまりショックはなかった。

　こうなるということは予測していたし、そもそもこれがそんなに大きな損失だとは思えない。人の記憶は薄れ、しまった場所さえわからなくなり、鍵の壊れた宝箱の中のがらくたのように淡く消えてゆく。

〈シルバーソード〉の面々が挑んでは倒れていった場面がよみがえる。

　大規模戦闘に挑めば自分が死ぬということくらいわかっていた。そもそもレイドは何回もの挑戦を繰り返して経験を積み、攻略方法を確立して突破するものである。対サファギンや対ゴブリンの時のように、格下を相手にしているわけではないのだから、自分を含めて犠牲は当たり前だ。

　シロエは困ったような寂しいような気持ちを味わった。

　その淡い感情はとても懐かしいものだった。

　少年時代のシロエ、城しろ鐘がね恵けいを彩っていたメインのトーンだといってもいいだろう。

　小学校の時も、中学の時も、その後も。

　気がつけばシロエはこの気持ちを抱えて夜を歩いていたように思う。




　ここにははっきりと読める店名は二割もない。

　生まれ落ちてから高校までを暮らした地元の商店街なのにだ。入れ替わりの早いテナントはシロエの人生にわずかに接触しては消えていったが、おそらく、向こうから見ればシロエこそが消えていった側なのだ。わずかにふれあい、痕跡ともいえぬ痕跡を残し、消えてゆく。やがて記憶という痕跡も消え去る。

　理性的に考えれば忘却したのはシロエで、忘却されたのは商店街の店たちだ。

　にもかかわらずシロエは裏切られたかのような感傷を覚えているのだ。

　その理由を探ってシロエは羞恥を感じる。

　きっと小学校の同級生も、中学のそれも、シロエを覚えてはいないだろう。

　学校を休みがちでクラスに馴染まず、いつも夕暮れまで図書室に入り浸っていたような級友は、記憶に残らなくて当然だ。シロエの側でさえ覚えてはいない過去のクラスメイトを商店街の店に重ねていたことに気がついたシロエは自責する。

　それはとても身勝手な八つ当たりだ。

　何もかもがあるようなこの生まれ故郷に、何ひとつ残せなかったのはシロエの側なのに。




　水銀灯に照らされた無音の街路をシロエは歩いた。

　いつしか繁華街を抜けて、近代的なのに奇妙に寂れた橋を渡り、小学校へと続く並木道へと差し掛かっていた。

　動くものはシロエひとりのこの街だが、遠くの幹線道路から重量級車両の通過音が響いてくる。遠い風の唸り声のようなそれを背景に、シロエは足下を見つめて進んだ。

　大きな公園へと差し掛かり、シロエはふと気が向いてわずかに曲がりその内部へと入った。常夜灯に照らされた公園はほの白く浮かび上がり、予想どおり人影はなかった。

　魚のイラストのタイルで覆われた池は子どもが水遊びできるように大きく造られていたが、今はただ水面に光を反射して身を横たえている。シロエと影はその人造池を見晴らすことができるベンチを探しだし、座った。




　つまりこれは臨死体験の一種なのだろうとシロエは結論した。

　シロエは〈シルバーソード〉とのレイド戦闘の最中死亡した。

　異界の法則に従いシロエはあの大規模戦闘ゾーンの入り口で復活するだろうが、今はそのタイムラグであり、死という異常な経験がシロエにこの夢を見せているのだ。

　ベンチの背もたれに身を預けて天を見上げた。

　星はひとつも見えない。

（それでまたここに来ちゃったんだな）

　シロエは寂しく笑った。

　とてもたくさんの夜をシロエはこのベンチで過した。両親が共働きの放任家庭に育ったシロエは、市の福祉センターの職員が聞けば眉をひそめるほど幼い時から、夜の公園の常連だったのだ。

　別にここが好きだったわけではない。この場所以外に行く場所がなかっただけだ。ひとりきりで過す家は、ベッドの中に潜っていてもつらい気持ちが追いかけてきたし、繁華街は派手な身なりの少年や少女がいて怖かった。小学生だったシロエが嫌な気持ちを忘れるためには、脚がだるくなるほど深夜の街を歩きまわって、この公園のベンチに座り込むくらいしか、方法がなかったのだ。

　子どもの頃のように胸を押さえてぎゅっと目をつぶるほどではなかったけれど、淡い痛みはシロエは静かな確信をもたらした。どうやらまた失敗してしまったらしいぞ、という確信だ。

　昔から全く同じ場所にシロエは何度もやってきた。

　幼い時から大人びていると言われて育ったシロエは確かに理解力もあったし子どもにしては自制もできた。でもだからこそ同年代の子どもたちはシロエにとって野蛮で非合理的に見えたし、彼らから距離を置いてしまった。そしてそのことによりたくさんの間違いを犯した。

　クラスメイトの気遣いを台無しにしてしまった。

　差し伸べられた手を邪険に振り払った。

　親切を馬鹿にしてしまった。

　ふみとどまって戦わなければならない場所を投げ出してしまった。

　両親の苦労や気持ちをわかってあげることができなかった。

　どれも些細で、でも取り返しのつかない失敗だった。

　失敗のたびに幼いシロエはこのベンチで泣いたし、どうにかしようと心に誓った。あることは上手くいったし、少しは自分がましになったと思えることもあった。でもやはりどこかで失敗をして、同じように困ったような悲しいような、不良品であるかのような気持ちを抱えて、このベンチに座るのだった。




　──死ぬと色々わかんだよ。自分の下手くそとかセコいとことか、つまんねーとことか。百回死ねば、百回わかんだよ。それが辛くて続かねえんだよ。




　ウィリアムの言葉が蘇よみがえる。

　レイドチームから離脱するというのもわかる。

　それは記憶を失うことよりも、ずっと切実で、看過できない痛苦だった。

　シロエはその意味もこの気持ちもよく知っていた。

　死ぬたびに何度もここへ寄越されるというのならば、シロエは生まれ育った地球のあの街で死んだことがある。

　死ぬというのがこれのことだったなら、シロエは何度だって味わっているのだ。

　大切にしていたノートを捨てた夜も、友達の手を振り払った夜も、作り笑顔でいってらっしゃいといった夜も、図書館にお別れをした夜も。

　死ぬということは、つまり死にたい気持ちのことだった。

　淡く希釈されてはいても、その味をシロエは知っていた。

　今胸にあるのがそれなのだ。失敗したことではなくて、同じ失敗を何度もしてしまったことが拭い去ったはずの傷口をえぐる。何度この気持ちを味わっただろう？　少なくとも二度と味わいたくないと思う程度には舐めさせられた。でも、気がつけば、失敗をしてここへとやってくる。自分はこのまま何十年生きても、結局はこのベンチから一歩も離れる事ができないのではという疑いが、背中にぴったりと貼り付く影のように拭えない。

　未来というのは、それをまだ知らないシロエにとって想像できないほど長い。

　何十年だなんてシロエには理解できないくらい長い。そのわからないくらい長い時間を、何度も何度もミスを繰り返して生きていくのだろうか？




　歯を食いしばって懸命にシロエを突き飛ばしたデミクァスを思い出す。

　なんであんなことをやったのかわからない。

　シロエはデミクァスに助けられるような何かをした覚えがない。

　ああ、いいぜ。と一言で手を差し伸べてくれたウィリアム。

　あの青年がなぜシロエの手を取ってくれたのかわからない。

　ウィリアムの面メン子ツを潰すようなことした記憶しかシロエにはないのに。

　シロエにはわからないことばかりだ。自分が馬鹿すぎて本当に嫌になる。




　直なお継つぐにもだ。結局親友にだって隠し事を抱えたまま、シロエはここまで来てしまった。

　シロエが本当に警戒していたのはミナミなんかではないのに。シロエが警戒していたのは、ミナミの斥候なんかではない。そんな存在はすでに摑んでいる。

　シロエが怯えていたのは、三番目の誰かなのだ。

　いつの間にか握りしめていた拳を見つめ、そっとそれをほどく。




　おそらくこの世界には、シロエたち〈冒険者〉と〈大地人〉以外にも、何かがいるのだ。供く贄にえ一族がそれかと疑っていたのだが、どうやらそうではないとやっとわかった。でも、だとすれば、もっと他にその「誰か」はいるのだろう。

　リ＝ガンが言うように、シロエたちが世界級の魔法で異世界に召喚されたとしよう。たまたまその異世界がシロエたちのやっていたゲームにそっくりだった。そんな都合のいいことがあるだろうか？　もちろんその確率はゼロではないだろうが、他にもっとましな説明があるはずだった。

　脳波感知技術の研究はシロエの記憶している地球でだって進んでいた。脳波を取り出してカーソルを動かしたり、植物状態の人と簡単な意思疎通をしたり、最新のニュースでは、夢を映像として外部機器に取り出すなんて成果も上がっていたはずだ。それらの研究は主に医療分野ですすんでおり、数十年のうちにはエンターテイメント分野や宇宙開発にも転用されるだろう。そんな久しぶりの明るいニュースがＷｅｂを騒がせた。

　最新の研究はなかなかニュースにならないものだ。もしかしたらどこかの国家機関が行っている秘密研究で、ゲーム的な仮想体験を被験者に与えるなんてことができるかもしれない。その可能性は確かにあるだろう。

　でも、それを日本人数万人に同時に、となると話が違うし、馬鹿げている。シロエたちは特別な機器を装着さえしていなかったのだ。

　もう少しましな説明があるはずだ。

　シロエはこの数ヶ月感じてきた警告するような気持ちの悪さを我慢して考え続けていた。リ＝ガンから〈魂魄理論スピリットセオリー〉を聞いた時のあの感触。正解に見えるその説明の、更に奥の暗がりを思考の力だけで乱暴に手探る。

　シロエは〈円卓会議〉のコネを利用してさまざまな調査を依頼した。

　ロデリックにはフレーバーテキストの可能性を。ソウジロウにはモンスターの生態変化を。ミチタカには南方植物の繁茂状況を。カラシンには〈自由都市同盟イースタル〉の民間説話の収集と整理を。

　調べるたびに数々の証拠が見つかった。それはこの世界に「三番目の誰か」なんていないという傍証だ。だからこそシロエの疑いは強まった。都合のいいタイミングで提出される「思い出したような話」は、反対側の証拠であるように思えた。




（でもそんなの、言い訳になんない。僕が手を抜いた。僕が怖がって、知るのをやめた）

　もっとデミクァスにできることはあった。ウィリアムにも。

　直継に胸の内を話すべきだった。にゃん太にだって。

　心配をかけまいとしたシロエの努力は、きっとみんなにも迷惑をかけていた。それを何度も思い知ったはずなのに、シロエは怠惰によって台なしにしたのだ。

　あの風の夜、シロエがギルドへ誘うのを待っていてくれたように、シロエの大事な人たちは、シロエをきっと待っていてくれている。

　シロエの臆病と怠惰が人を遠ざけていただけだと彼らは証明してくれたではないか。

　このベンチから立ち上がって、みんなの元へ向かおうとシロエは思った。

　それくらいでないとみんなに対して恥ずかしい。

　そして菫きん星じように詫びなければならない。

　あの雪小屋の中で、シロエは彼を疑って言葉を惜しんだ。

　惜しんだのだ。本当はもっと全力で言葉を尽くすべきだった。シロエの信じる未来のために、菫きん星じようを説得すべきだった。今この世界にいる人間同士として、重要な問題だと訴えかけるべきだったのだ。

　なんの確証もないが、シロエは自分を見つめている視線を感じていた。それはそもそもの最初から、そう〈大災害〉の瞬間からずっとであるように思えた。




　反動をつけて立ち上がったシロエは、その瞬間どこか聞き覚えのある声を聞いた。

　それは邂かい逅こうを予告する誰かからの囁きのようであった。










　　　▼２










　転移に付きものの立ちくらみにも似た感覚のあと、シロエは広大な白い砂浜に立っていた。

　朝焼けの清せい澄ちような光が波打ち際を照らしている。

　ゆっくりとくりかえす波はレース模様の泡を引いてかすかな音を奏でていた。

　遠く視界の果てまで続く白と青の境界線。

　一歩を踏み出して、ミルフィーユを崩したような足元の音にシロエは驚いた。

　穢けがれのない砂浜を畏敬の念にうたれながらシロエは歩き出した。

　じっとしていても仕方ないからではあるし、何かに導かれるようでもあった。




　頰を打つ風に視線を上げると、大きな影がシロエの後方から天頂へと向かう。

　あの優美な翼は何かの海鳥だろうか？

　暗いコバルトの空の中で、白い姿が同類と戯れるように舞っている。

　風をつかまえたその飛行はなめらかで、シロエは昔読んだリチャード・バックの小説を思い出した。あのカモメのように海鳥はどこまでも羽ばたいてゆく。




（それにしても不思議な場所だな……）

　臨死体験にしても見覚えがない。

　幼少期にでも来た場所なのかな？　と考えた。人間は記憶を失わない、引き出せなくなるだけだと何かの記事で読んだ覚えがある。人間の記憶は暗号化されたシナプス間の接合なのだから、それが解号できなければ失われたとみなしてもいいのじゃないか？　とひねくれたことを考えたシロエだが、この場所はやはり記憶になかった。

　だがたとえ記憶にはなくともここは美しい場所だった。

　澄み切った冬の大気が無限に広がるような砂丘。

　穢れのない淡いクリーム色と、言葉にするのが惜しくなるように澄んだ群ぐん青じようのコントラストが目に染みるほど鮮やかだ。

　シロエはひとりで、その波打ち際を歩いた。

　アイボリーの砂の上には、数万年ぶりに記されたようなシロエの足跡がある。それはシロエの歩みに追随してくるひとつの記ロ録グだった。




　あの公園のベンチにおいてきたからだろうか、それとも歩き続ける銀砂に吸い取られたのか、シロエの胸の中にもう無力感はなかった。

　ただ淡い罪悪感は残っている。それは蘇生のあとに返さなければいけない借りだ。

　長い間歩いたシロエは、考えを整理しながら海を睨んだ。

　足下から光の粒子が波紋を広げていく。

　独特の水晶のような響きにシロエは疑問を覚えた。

　砂浜を照らす瑠る璃りの惑星は、写真でしか見たことのないコバルトにマーブルの雲を浮かべているのだ。月だとばかり思い込んでいた天の明かりは、青い惑星だった。




（──ここは、月なのか？）

　周囲を見渡せばそれが正解のように思われた。

　乾ききった恐竜の骨のような色の砂丘も、それを浸す夢幻のような碧光も、儚はかない幻想のような光景だ。

　素早くゾーンを確認したシロエは、ここが噂にだけは聞いていた十四番目のサーバーであると確信した。

　ゾーンの名は〈Mare Tranquillitatis〉。

　まだ自動翻訳システムに登録されていないのだろう。原文のままの表示を信じるならば、ここは〈静かの海〉。

　ここはおそらく〈アタルヴァ社〉が用意した開発中のコンテンツが満載されたテストサーバーなのだ。それが〈大災害〉でこちら側にやってきてしまったのか、それとも何か別の事情があるのか、シロエにはわからなかった。

　調査する方法も持っていないシロエは、呼吸可能なことを感謝しながら記憶を探る。




〈ハーフ・ガイアプロジェクト〉により地球近似世界を実装している〈エルダー・テイル〉はその全域を十三のサーバーで分割管理している。テストサーバーはそこには正式に加わっていない十四番目のサーバーだと言われていた。

　しかしなにも、それは非公開という意味ではない。

　ユーザーは自由にテストサーバーにキャラクターを作成することができる。テストサーバーで作成したキャラクターは、一般のゲームサーバーへ移動することができず、果てしない迷宮の広がる地下世界を探索することができるだけだ。

　だがこれはユーザーにも開発会社にも両方に利益がある仕組みだった。

　開発会社は現在開発中のシステムを、〈エルダー・テイル〉のプレイヤーという基礎知識のある優秀なデバッガーに無料で検査してもらうことができる。戦闘特技や武器のダメージバランスなどはシミュレーションで数値バランスを取るだけではなく、実際ユーザーに遊んでもらい感想を尋ねるのが最も確実にクオリティを高める手法なのだ。

　ユーザーから見た場合、このテストサーバーは近日中ゲームに導入される要素をいち早く無料で体験できる場所であった。戦闘バランスの変更や、新しい特技、アイテム、モンスターの導入はゲーム環境に変化をもたらす。そういった新情報を一足先に入手するには、テストサーバーのデバッグに参加するのが最も確実だ。

　そんな両者の思おも惑わくがテストサーバーの運営を可能にしていた。

〈エルダー・テイル〉開発元の北米〈アタルヴァ社〉が、こうしてテストプレイヤーと協力し合い、全世界共通コンテンツの開発や、システムのアップデート研究を行なうためのシステムがこのテストサーバーなのだ。




　シロエ自身もこのテストサーバーにはサブキャラを常駐させている。

　それが女性の〈召喚術師〉だったということを考えると、メインキャラシロエのほうで〈大災害〉に巻き込まれたのはまだマシだったのだろう。

　だが、テストサーバーについてはそこそこ知識のあるシロエであっても、テストサーバーに「地表」があるということは知らなかった。海外の情報サイトでもそんな情報はなかったはずだ。

　テストサーバーはその名のとおりテストのための環境なのだ。

　新旧さまざまな、時には没になったようなダンジョンなども連結され、数字のエリア名だけで区切られた地下迷宮世界というのが、シロエの考えるテストサーバーだったはずだ。

　うろ覚えだが、そもそも新拡張パックがリリースされるこの一週間、テストサーバーの管理人員も拡張作業へ振り向けるために、ログイン不能になっていた気がする。




　シロエは知り得た情報を咀そ嚼しやくしてみたが、新しい推論は得られなかった。

　そもそも臨死体験でテストサーバーへ来るなど、シロエは聞いたことがない。

　他の〈冒険者〉たちはテストサーバーであることに気が付かなかったのだろうか？

　その可能性はあるだろう、とシロエは思った。

　テストサーバーが管理する地域が〈ハーフ・ガイアプロジェクト〉にない以上、それは月にでもあるのではないか？　という話題は海外の掲示板で数度議論になった程度であり、日本人プレイヤーの間でメジャーな知識だとはいえない。

　シロエだって知っていなければ〈Mare Tranquillitatis〉が「静かの海」だとはわからなかっただろう。ラテン語だったはずだ。




　そこまで考え込んだシロエは、突然自分を至近距離で見上げる姿に気がついた。

　ちらちらと雪がふるようデジタルノイズに乱れた姿に目を凝らしてみれば、それはシロエのよく知る少女、アカツキ以外の誰でもなかった。

　キャメル色のダッフルコートに身を包んだ少女は、少し困ったような、警戒するような、そのくせ懇願するような表情でシロエを見上げていた。

　懐なついてくれないくせにいつも側に来てくれた近所の猫を思いだす。

　シロエが頷くと、アカツキも同じように安心してくれたようだった。

　すねたように上目遣いの彼女が微笑むと、とても優しい表情になるのをシロエは知っていた。

　満足そうな、楽しそうな、そしてはにかんだような笑顔だった。

　シロエはアカツキを誘うように、砂浜を再度歩き始めた。この場所にとどまっても得られる情報は他にはなさそうだったし、波打ち際でくるりと回っているアカツキは先へ進みたそうだったからだ。




　ふたりは時間をかけて砂浜を進んでいった。

　この場所にはまったく害意も敵意も感じなかったが、それでも見知らぬ場所ではある。

　シロエは注意深く周囲を観察していたが、一方でアカツキは落ち着いているようだった。

　振り返れば腰を折ってじっと砂浜の足跡を見つめている。

　シロエがそれに気づいて振り返り立ち止まると、重力を感じさせないような軽やかさで追いかけてきて、シロエの周りでふわりと回った。

　そして二人はまた歩を揃えて進み、時にはアカツキが先行したり、波打ち際を確かめたり、大きな鳥が羽ばたく姿を指さしたりした。
















　燕のような少女のキャメル色のダッフルコートは可愛らしく、とても似合っていた。

　少し寒いのか、頰を淡いりんごの色に染めて、時には催促するように先行する。

　ここはやはり〈エルダー・テイル〉ゆかりの世界なのだろう。巨大な大気が存在し、それがゆっくりと動く戸外特有の風鳴りが低く響いていた。潮しお騒さいの音と唱和するそれはこの世界の基調背景音であり、それ以外の物音はふたりの足音だけだった。

　何かが少し怖かったのか、アカツキの歩みはゆったりとなり、遅れがちになった。

　シロエは焦りもせずゆっくりと待った。

　待つのは苦にならなかった。




　いつの間にか、天からははらはらと真白い燐光が舞い降りてくるようになった。

　どこまでも白く淡いその光は、砂丘にも、海うな原ばらにも、シロエにも、アカツキにも、等しく静かに降り注いでいた。

　びっくりしたシロエは指で触れてみて、夢のようなはかなさに胸が痛くなる思いがした。

　子どもの頃に触れた雪とそっくりに、捕まえたと思っても手の平を確かめれば姿がない。

　目を丸くしているアカツキにシロエは頷いた。

　今ふたりは同じ不思議を見ている。

　同じ不思議に触れているのだ。

　それは訳もなく静かな満足感をシロエにもたらした。

　恐怖や、怒りや、後悔が、静かな冬の浜辺へと溶けてゆく。ふたりは静寂の前に無口になり、その清澄さに洗われた。




「こんなに静かなところだとは思わなかったよ」

　澄み切った青い入江の浜で、シロエは足を止めてつぶやいた。

「うん」

　隣のアカツキは答えてくれた。

　短い言葉だったが、シロエはその声の中に自分と同じ畏敬の念を感じた。

　遠い遠い海原の彼方から教会の鐘のような音がかすかに響いてきていた。

　それは生まれてから数万年を孤独に過ごす見知らぬ種族が、仲間に向かって存在を告げる旧い信号のように思えた。

　なんの根拠もなかったが、シロエはこの入江が特別な場所なのだと確信した。

　隣に立つアカツキがわずかに震え、悲痛そうな吐息をついた。

　シロエはこの時初めて、アカツキも〝死〟に巡り合ったのだと思い当たった。

　仮かり初そめではあったが〝死〟は〝死〟なのだ。それは無残にアカツキの上を通り過ぎ、刻印を残した。おそらく悲嘆も、屈辱もあったはずだ。

　しかしアカツキはシロエが知っているよりもちょっと大人びて、ずっと強い瞳をしていた。

　ウィリアムが言うように〝死〟が何かを教えてくれるのであれば、シロエたちはそれを無駄にはしない義務がある。なんのための義務なのかもわからぬまま、シロエはそれを胸に強く誓った。




　もしこの入江が、そのために記憶を奪うのならば、それは対価として自ら差し出したい。

　シロエはそう願った。

　昨日より少しだけ何かがわかった自分になるために、後悔を超えて願った何かに近づくために、それは必要な儀式なのだ。

　シロエはポケットから小さな刃物を取り出して記憶の欠片を自ら切り取った。

　それを見たアカツキもポニーテールの先端を切り取り、海原に流した。

　天から降る雪も、この青い海原も、すべては想いの欠片でできているのだ。

　可視化された魂の一部が液体状のエネルギーとして潮騒を奏でている。

　この入江まで来なかった〈冒険者〉たちが流した涙もこの海は飲み込んでいる。それは推測というよりも確信だった。シロエはこのとき、〈魂魄理論スピリツトセオリー〉をその目で見ていたのだ。

　小さな手がシロエのコートを握った。

　シロエは海から視線を外さないまま「すごいね」と囁いた。

　頷いたアカツキとシロエは胸の動どう悸きが静まるまで、海原の方向を見つめていた。

「アカツキは倒れちゃったの？」

　シロエの言葉にアカツキはびっくりした表情をしたが、こくりと頷いた。

　アカツキはシロエを必死に見上げて、その小さな口を開いた。

　開こうとした。

　でもそれは彼女にとっては難しいらしく、何度か挑戦して、やがて一文字に結んだ。

　見上げるアカツキには涙が滲んでいたが、それは悲しさであるというよりも、悔しさのそれだった。アカツキは自分自身の胸の痛みをひとりで抱え込んで、シロエに漏らさなかった。

　シロエはその表情に胸が痛くなった。アカツキはとても難しい問題に挑み、敗れたのだ。それを助けてやりたかったが、シロエはその場にいなかった。

「そっか。僕もなんだよね。死んじゃった」

「主君もか」

「うん」

　目を瞑つぶればよみがえる。〈シルバーソード〉の張りのあるカウントの声。

　叩きつけた剣の響き、燃え盛る火炎と凍てつく冷気の魔法。

　勝てなかったことが悔しいわけではないのだ。

　そのために最善を尽くさなかったこと。為すべきを為さなかったことが、後悔なのだ。

　しかしアカツキの燃える瞳は微塵もひるんではいなかった。

　アカツキは敗れたかもしれないけれど、負けてはいなかった。

　何が起きたかはわからないけれど、シロエは彼女を見て、自分と同じだと感じた。その痛みはアカツキの宝物なのだ。戦う決意をした者が持つ取り返すべき誇りだ。

　だから慰めは必要なかった。

「失敗した。見込みが甘かった。──信じきれなかった」

　言葉を惜しんだ。

　手を取ることを惜しんだ。

　最善を惜しんだ。

「わたしはわかっていない」

　今にも泣き出しそうな自分を必死に励ますような声に、シロエは言いたかった。大丈夫。僕がわかっている、と。アカツキが頑張っていることは、僕がちゃんとわかっている。いずれわかるということを、わかっている。今はちょっと迷子になっているかもしれないけれど、それはアカツキにとって必要な回り道なのだ。

　でもそれはまだ言えない。この少女は戦っているのだ。シロエも戦っている。ふたりの戦いレイドバトルは、終わっていない。

「不思議だなあ。ここでアカツキに会えるだなんて思わなかったよ」

「うん。主君。不思議だ」

　だからアカツキの小さくて丸いおでこに触れた。伝わらないすべてが伝わるようにこの入江に祈った。

　過ちは消すことができない。しかし〈冒険者〉である自分たちは再び立ち上がり、挑戦することができる。

「だから、もう一度やろうと思う」

「僕ももう一度かな。──みんなに教えられた」

　そんなふたりの上に、無数の燐光が降りしきった。

　この世界はすべての想いを刻み込み無限へと繫がっていくひとつの地平線なのだ。

　その理解が世界の輝きをさらに冴えさせた。

　遠くから潮騒の音が押し寄せてくる。

　輝く渚が氾はん濫らんして、シロエたちの足首を洗った。

　シロエはアカツキに微笑みかけた。この時間が終わるのだ。

　でもそれは再会へと繫がっている。

　シロエはアカツキの頭に乗せた手を少し動かして、困る。いつもならこのへんで、アカツキの飛び蹴りが来るはずだ。子ども扱いするな、とか。それが来ないうえ、アカツキは真剣な表情をしているから、やめるきっかけが見つからないのだ。

　アカツキはきょとんとした表情で何かを言いかけた。その声は水の音楽で聞こえなかったが、シロエは気にならなかった。指先にはひんやりした細い絹きぬのような髪かみの感触が残っている。

　その柔らかさに、シロエは確かに救われていた。
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　目が覚めたウィリアムは視界に霞かすむほど高い天井を見上げた。

　喉がひりついて嗄しわがれた声が溢れる。

　自分がどんなに情けなく、しみったれた顔をしているのかはわかっていたが、漏れだすような低い声を我慢することはできなかった。せめてもの抵抗に腕で乱暴に目の上をこする。確認するまでもなく濡れていた。

　子どものように泣いていたのだ。そのみっともなさに胸が潰れる。

　周囲では低いうめき声が次々と上がった。

〈シルバーソード〉のメンバーが次々と自動蘇生しているのだ。

　ここは〈奈落の参道アビサルシヤフト〉の侵入口、ゾーンの開始地点だ。

　ウィリアムたち一行は全滅し、この地点まで引き戻されて蘇生した。

　それは大規模戦闘につきもののお定まりの全滅であり、そして違うことでもあった。




　レイドボスが三体も現れてウィリアムらを蹴散らしたのだ。

　それはふたつの事実を〈シルバーソード〉に指し示した。

　ひとつ目は、この戦いには絶対勝てないということ。

　そもそもレイドとは、勝てるか勝てないかのギリギリのバランスの上に構築されているのだ。装備を整え訓練を重ねたギルドが、薄氷を踏む戦闘の末に勝利する。それがレイドだ。だからその大規模ボス戦闘が、三つも連鎖して起こるのならば、勝てる可能性は誇張ではなくゼロとなる。大規模戦闘に慣れていればいるほどそれは明確に理解されるのだ。

　この戦いに勝利できる可能性はない。

　それはウィリアムの胸を真っ黒に塗り潰す絶望だ。

　そしてふたつ目は、それにも輪をかけて──いや、比較にならないほどに悪い報せだった。もしレイドボスがああして徒党を組むようになったのだとしたら、それがどこででも起きているのだとすれば、もはや、〈シルバーソード〉が勝つことのできるレイドはこの世界にひとつもないことになる。

　もちろん非常に低レベルの、たとえば五十レベル程度が挑戦するレイドであれば、ボスが二体に増えたところで対処できるかもしれない。しかしそれは、ウィリアムたちが考える「大規模戦闘」ではない。弱いエネミーを見つけ出していたぶるために徒党を組んでいるわけではないのだ。

　ウィリアムたちの望みは、自分たちと同レベルの敵と闘う血がたぎるような大規模戦闘の挑戦であり、それはいま死に絶えた。

　ウィリアムは吐き出す息が冷えきり、なんとも言えない脱力感が己を苛むのを感じた。

　そしてそれは彼の仲間たちにもいえる。低く潰れたような声がとどまることなく漏れているのだ。

　ウィリアムが理解した程度のことは〈シルバーソード〉の誰もがわかったはずだ。

　全滅するまでもなく、コロセウムの大門からレイドボスが増援として現れた時、その瞬間レイドメンバーは理解させられた。

　この世界はウィリアムたちを拒否したのだ。

　ウィリアムは萎なえきった身体を無理やり動かして上半身を起こした。そこで見たのは、今まさに潰えつつある〈シルバーソード〉だった。戦友に情けない表情を見られたくないなどという戯ざれ言ごとを言える光景ではなかった。ただの全滅ではこうはならない。心をへし折られて、立ち上がる気力もないメンバーが、伏せたまま、あるいは身を丸めたまま、すべての活力を奪われて苦しんでいる。

　肉体の苦痛は〈冒険者〉にとって致命傷ではない。世界から追放された烙らく印いんが魂を焼くのだ。

　すすり上げる音が聞こえた。大の大人が漏らすみっともない泣き声だ。

　ウィリアムはその理由を知っている。ウィリアムだって先ほどまで、それに触れていたのだ。

　記憶を失うなんて些細なことだ。安全マージンをとって動く〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉よりも、強い連帯で攻略を進める〈黒剣騎士団〉よりも、クソ平等主義の〈ホネスティ〉よりも、ウィリアムは断言できる。間違いなくこのサーバーで最も多く全滅したレイドギルドである〈シルバーソード〉だからこそ言えることがある。

〝死〟と蘇生の間で自らの失策と不備を気付かされる瞬間、あの魂の冷えるような思い出の奔流が仲レ間イたダちーの魂を削っていくのだ。そこそこに勝てればいい。いくら失敗を重ねても、それらを訂正できて、成長できたのだと、新しい一歩を踏み出せる。しかし、償いきれない失敗や、振り払えない後悔は、どうやって打ち消せばいいのだ。




　過去からのやまびこのような声が胸に響く。

（で、それってなんの役に立つの？）

（へー。ゲーム、ふーん）

（今どきＰＣで？　ソシャゲでよくね？）

（休日に家にいるの？）

　くそくらえだ。

　ウィリアムは吐き捨てた。

（おまえカラオケとか誘われなさそうだもんな）

（それってＰＣに喋りかけるんでしょ？　わー）

（もっと将来の役に立つ趣味にすれば？）

（まあ、そういう人もいるよね。いいんじゃね？）

　くそくらえだ。

　ウィリアムは乱暴に顔を拭った。

　勢いよく立ち上がろうと思い、情けないことに膝が笑った。

　叫ぼうとしたが、仲間を励ますような言葉が自分の中に何もないことにウィリアムは気がついた。次は勝てると鼓舞でもするつもりなのか。そんなことはできない。それは噓だ。では気を取り直して別のレイドへ行こうぜと誘う？　ここから逃げ帰って。無理だ。

　いつものようにしかめっ面でにらみつけて「言わせておけばいい」と言い捨てられるか？　そんなことできるはずがない。仲間が無力感に突っ伏しているのに、そんな言葉では届かない。

　ウィリアムは口を開けたまま、迷子のように視線を彷徨さまよわせた。

　ディンクロンを見た。東湖を見た。順三を見た。エルテンディスカを見た。

　仲間を順番に見つめた。

　そしてやがて足下しか見ることができなくなった。

　自分のギルドが崩壊していくさまを眼前にしながら、ウィリアムには掛ける言葉すらないのだ。あんなに叩きのめされ、そのたびに欠点と怠惰を思い知らされ、そぎ落としてきた心の中には、差し出せるものがなにも残っていない。

　ウィリアムは必死に探した。

　戦友と分かち合える言葉を探した。

　しかし怯えて竦すくんだ心にはなにも見つからない。




「これが終わりかよ」

　つぶやくような声が聞こえた。

　誰だかはわからないが仲間のひとりが言ったのだろう。横たわる広間の一角から聞こえて、その言葉に全員が息を吞んだ。それはここにいる誰しもが怖くて考えないようにしてきたことだったからだ。

　その言葉で、ウィリアムさえ逃げられない問いを目の当たりにさせられた。

　──このままススキノに帰り、治安維持の善良ギルドになる。

〈大地人〉は感謝するだろう。この世界は弱肉強食なのだ。特に〈エッゾ帝国〉はモンスターの襲来が多い。人々は自分の生活を守るのに必死だ。そんなススキノで、〈冒険者〉は礼儀正しくしてさえいれば人気者だ。〈大地人〉と交流して、彼女を作るのだっていいだろう。大規模戦闘にこだわらず、街周辺の防衛クエストをこなすだけならば〈シルバーソード〉は十分な戦闘能力を持っている。

　そのあまりのばかばかしさに、ウィリアムは臓はらわたが焼けるような気持ちを味わう。




「そうかもしれない。そうなんだろうな。そのとおりだと思うよ。──でもそれがどうした。くそくらえだ」

　ウィリアムは悔しさに任せて後先も考えず反抗した。

　それはたしかに悪くない生き方なのだろう。

　この異世界でうまいことトラブルを避けて安全を贖あがなう生き方だ。

　だがそれは、賢さかしらな顔でウィリアムに〝アドバイス〟をしてきた大人たちの言葉のそっくりそのままということでもある。

「敗けちまったぜ。全滅だぜ。もうお終しまいかもな。無駄だったんだろう。連中がいつも言うように、俺たちがバカで、愚にもつかないことをやり続けてきただけなんだろうよ。ひきこもりのゲームジャンキーだ。廃人だぜ。──でも、それがどうした。そんなことは先刻ご承知なんだ。わかっててやってるんだ。でも、俺たちはゲームが好きなんだ。これを選んだんだ」

　終わってもいい。ウィリアムはそう思った。

　しかし、敗けても、終わっても、等閑に付せないことがある。

　決して放置できないことがある。

　身体をメラメラと炙あぶるような熱気に背中を突き飛ばされるように、ウィリアムは続けた。

「大したことないさ。レイドに負けただけだ。そんなことはよくあることだ。ショックを受ける必要なんてない。だってこんなのサーバーに記録された勝敗データが一個増えるか増えないかだけのことじゃないか。ゲームなんて子どもの遊びだ。そろそろ大人になって街に戻れよ──なんてことは言わない。誰にだって言わせない。俺らは敗けて、糞虫で、サイテーかもしれないけど、神様にだって無駄だったなんて言わせねえ」

　大規模戦闘はウィリアムにとって特別だった。

　それは〈エルダー・テイル〉の中心であり、つまり宇宙の中心であることと、ほぼ同じ意味を持っていた。

「サーバーに記録されたビットの情報になんの意味があるかって？　あるんだよ、意味が。俺があるって決めたんだ。それはすごくて、素晴らしいもんだって俺が決めたんだよ。神様の決めた正しい価値ってもんがあって、それが万民に通じるはずだとか、そういう与太を信じてる連中にはわからねえよ。お前たちが信じてる価値はくだらなくてだから間違ってるとか、そういうことを言う奴には一生わからねえよ。どんなにアホに見えたって、偽物じみた金ピカだって、俺が、俺たちが、それはすごいって思ったらそれはすごいんだよ。それが選ぶってことじゃねーか。俺は選んでここにいるんだ！」

　自分にとって神聖なその誓約を侮辱することは誰にだって許さない。歯ぎしりでも食い止められない胸を焦がす痛みとともに、ウィリアムは訴えた。

　いつの間にか〈シルバーソード〉の面々は、上半身を起こし、あるいは座り込み、彼らの野戦司令官ギルドマスターを見上げていた。

「俺たちは〈エルダー・テイル〉で過した。長い長い間を過した。──そこには強敵が現れて、俺たちは剣だの弓だの担いで突撃するんだ。わーって叫んでガキみたいに突っ込むのさ。そんでもって、勝ったり敗けたりするんだよ。ああそうだよ、全部サーバー上でビットがぱかぱか一になったりゼロになったりしてるだけだよ、それがどーした。俺たちはそのために血道を上げてんだ。それがすげーんだ。勝ったら大喜びで戦勝記念だ。幻想級フアンタを山分けで乾杯だ。敗けたら悔しくなってそのまま反省会で日をまたぐまで騒ぐんだよ。くだらねえって言いたければ言えよ。玩具だろうが安ピカだろうが関係ない。俺らがすげえって思って俺らが時間をぶっこむって決めたら、それは本物なんだよ！」




　ウィリアムは吠えた。憤りと恨みを込めて、肺腑の熱を吐き出した。

　だがそこまでだった。

　彼を突き動かしていた炎は一気に燃え上がり、その心身を焼きつくし、去っていった。　勝敗は戦いに属し、その一部なのだ。

　そして大規模戦闘は戦いの中でも最も神聖なものなのだ。

　犯すべからざるものだ。

　それをないがしろにすることはウィリアムたちが邁まい進しんしてきた膨大な時間を貶おとしめることになる。ウィリアムたちは、その勝負に敗けて、いま敗残者だ。それを覆すことはもうできない。

　だからウィリアムには、もう、語るべき言葉は、何もなかった。

　仲間を奮い立たせるものは何ひとつない。

「……だって、俺たちは、それだったろう。そういうのだったろう？　いろいろ持ってる奴のことなんか、知ったこっちゃねえよ。小器用に愛想よく暮らしていける奴はなんでも持ってるんだから、そういうのでやってきゃいいじゃねえか……。お前らそういうの、持ってるのか？　なんでもいいよ。どこでも行って誰とでも仲良くなれるようなさ。賢さでもいいし、格好よさでもいいし、明るい性格でもいいし、おもしれえギャグでもいいよ。なんでもいいから、そういう、リアルがキラキラしてる奴の、キラキラってのをさ。持ってるのかよ。……俺はねーよ。一個も持ってねえよ」

　ウィリアムは、それでも俯いたまま、小さな声でぼそぼそと続けた。

　それはもはや神聖なる戦いに属する秘密ではなかった。

　たしかに真実に属してはいたけれど、偉大な〈エルダー・テイル〉に比べれば他愛もない、要するにウィリアム個人の小さな告解だった。

　胸を張ってメンバーに呼びかけられるような何かは、もうウィリアムにはなにも残っていないのだ。それでも〈シルバーソード〉のギルドマスターは、立ち向かい続けた。
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「俺はさ。今までずっと言わなかったし、言えなかったけど、お前らが友だちだよ。だって俺、ゲームがなきゃ、友だち作れねえもん。カッコわりいなあ、俺。だっせえ。──でもゲームがあったからやってこれたんだよ。──ゲームがあったからお前らの考えがわかるんだよ。ピコピコやって、ああ、こいつは回復して欲しいんだなとか、こいつは後ろに下がってるけど、本当は前に出てえんだな、とか、こいつは遠慮しがちだから言い出せないけど、ほんとうはこの魔法が強くなる腕輪が欲しいんだな、とかさ。それだけじゃねえよ。こいつは仲間思いのやつだなあ、とか、臆病なのに声振り絞ってんだなあ、とか、疲れてるのに今日は気合い入れてログインしたんだなあ、とか。そういうのがわかるんだよ。俺には、本当にわかるんだよ」

　ウィリアムは細切れになってうまく流れない言葉を必死に紡つむいだ。

　それらは少しもまとまりのない、断片化された真心だった。

　最後に残った爪の先ほどの小さな残り火だ。




〈エルダー・テイル〉はウィリアムにたくさんのことを教えてくれた。そうでなければ、口下手で友人が作れない高校生に、ギルドマスターなんてつとまるはずがない。

　他人の気持ちがわからない。独善的。思いやりがない。協調性がない。堪え性がない。空気がよめない。人の輪に加わろうとしない。

　そんなふうに言われて、それだったら願い下げだ、こっちからお断りだと孤立した少年も、〈エルダー・テイル〉であれば、少しは繫がれたのだ。そしてそれを大事にして、決して粗末にしないように守ってきた。細い腕の中に抱え込んだ最初の友人の声に耳を澄ませさえすれば、〈エルダー・テイル〉はいつだってウィリアムにたくさんの秘密を明かしてくれた。




　初めに知った秘密は連携だった。

　あるプレイヤーとは上手くいくし、そうでないプレイヤーもいる。いい腕をしているやつもいれば、下手くそな奴もいる。連携するためにはどうすればいいかがゆっくりとわかってきた。つまりウィリアムが合わせてやればいいのだ。下手くそだと思ってたプレイヤーは、ただ単にウィリアムがそいつのやりたいことをわかっていないだけだった。呼吸を合わせれば、たいていのプレイヤーはずっとご機嫌だった。

　大規模戦闘をするようになった。

　必要な連携はどんどん難易度を増したが、ウィリアムだって敗けてはいなかった。少しずつ雑談できるプレイヤーを増やしていった。そうして触れ合ってみれば気のいい奴らばかりだった。

　二番目の秘密。馬鹿話で盛り上がった夜は、不思議と勝率が上がる。くだらない笑い話には、レイドの勝利を呼びよせる不思議な力があることをウィリアムは知った。

　ウィリアムはどんどん学んだ。




　体調が良い仲間や、悪い仲間がいる。コンディションは重要だ。相手の生活に関心が出てきた。血気にはやっている仲間も、テンションが低い仲間もいる。仲間はいろんな悩みを抱えていた。当たり前のことだ。みんな自分と同じだということに今さらながら気がついた。そうして、どうして欲しいのかがわかるようになってきた。単純なことだった。同じレイドに参加していて、皆勝ちたいのだ。

　いま誰を回復すべきか？　攻撃を集中させるべき敵はどれか？　前へ攻め上がるべきか、交代して力を溜めるべきか？　全力で行くべきか、七割程度で抑えるべきか。

　勝つためにしなければならない事ですれ違いはあっても、それぞれが最善を願っている。ただ、上手くいっていないだけなのだ。その小さな誤解やすれ違いを、ひとつずつ解きほぐす。やがて小さくはあれど勝利して、ウィリアムたちは大喜びをした。

　三番目の秘密はウィリアムにとって少し苦かった。

　周囲に尋ねることと寛容さを覚えたのだ。

　それは仲間たちがウィリアムの癇かん癪しやくを我慢することを覚えたあとだったが、少しは身につけることができた。そして、身につけた後にそれが必要なことだったと理解することができた。

　多くのレイドギルドは短命だ。二十人からのメンバーがいて厳しい戦いの勝ち負けを繰り返す。宝物が毎回手に入ればいいが、たとえ大規模戦闘に勝利したとしても、望みの幻想級アイテムが必ず入手できるとは限らない。当然不満を持つメンバーも出てくるし、損得勘定やギスギスした人間関係も発生する。そんな現実の中で、ほとんどのレイドギルドは発足後半年も保たずに消えてゆくのだ。

〈シルバーソード〉は、レイドギルドにつきもののそんないさかいが自身を崩壊させる前に、当事者同士が話しあう寛容さを手に入れた。ウィリアムは周囲を信頼して率直に話すことを覚えたし、ギルドメンバーは彼らのリーダーが短気ではあるけれど悪意がないことを学んだ。それはレイドギルドとしてはとても幸運なことだった。

　この秘密をもう少し早く学んでおけばとウィリアムは思わないでもなかったが、逆に言えばこのギルドを守りたいと思ったからこそ学べた秘密でもあった。

　ウィリアムが誰かと一緒に過ごすという秘密を理解する頃、〈シルバーソード〉は新進気鋭のレイドギルドとして名を知られ始めていた。




「だから今だってわかるよ。……もう終わってる感じだろ。ゲームオーバーだ。ダメだったんだ。正真正銘の終わりって気分だよな。そうかもしれねえよ。そうかもしれねえけど」

　だからウィリアムにはわかるのだ。

　みんなが今、どれほど真っ黒い気持ちでいるのかが。

　大事なレイドを取り上げられて、虐待された犬みたいな気持ちで自分を見ているのが、わかる。情けなくて仲間を見ることができなくてもわかるのだ。




「俺はこの世界に来た時、ぶっちゃけ嬉しかったよ。お前らだって、少しくらいはそうだったろ。本当に百パーセント嫌だった奴なんてここにはいないんじゃないか？　だってこの世界は、〈エルダー・テイル〉なんだぜ。おれらがアホみたいに入れ込んだあの世界だ。俺らが誰より得意なレイドの世界だ。これはいけるんじゃねえかって思ったよ。でもそんなことよりなにより、俺、お前らと一緒で嬉しかったよ。お前らゲームのまんまだもんな。俺もなんだけどよ。そんなのはどうでもいいか。一緒にレイドできりゃいい。この世界には、俺たちをバカにする奴は誰もいないしな」

　ウィリアムは鼻をすすり上げた。

　歴戦の野戦司令官、〝ミスリルアイズ〟の二つ名を持つエルフの狙撃手はもういない。
















「でも、だから、敗けても逃げちゃダメなんだよ。俺らはさあ！　勝てねえかもしれねえ。まあ勝てねえだろ。十中八九、敗けだろ。でも、ダメなんだ。絶対に認めちゃダメなことってあんだろ。だいたいそれで帰ってどうするんだよ、なにすんだよ？　おれらからコレとって、なにが残んだよ。──他の連中がドン引きするくらい〈エルダー・テイル〉やってきたんだぞ。俺のこの二年はまるごと〈エルダー・テイル〉だぜ。朝から晩までそのこと考えてた。飯食うのも寝るのも風呂入るのも全部そのためにやってたんだ。勉強するのだって〈エルダー・テイル〉のためだった。ド廃人だって言いたきゃ言え。俺はドン引きゲーマーだ。レアアイテム一個で一晩中大喜びできるほどの社会不適合者だ。クソ本気でやってきたんだよ。でも、だから、たかがレイドボスが二体や三体増えたくらいで、逃げ出せねえ。だいたい逃げてどこへ行くんだよ！　逃げた先で、ゲームを馬鹿にして生きるのかよ。レイドやめたら友だちできるのかよ。ムダな時間使っちゃいましたねえーって半笑いかよ。死ねよ。そんなクソは」

　むちゃくちゃだ。

　逃げないで死に続けるというのか？　あんな思いをあと何度味わう。

　勝つ希望があるから耐えてこられたのだ。しかし今や希望はない。

　お前のやっていることはただのお遊びだ、世界が変わったってただのお遊びなのだ、お前たちは何の役にも立たない穀ごく潰つぶしだ、そのお遊びに勝つことさえできないじゃないか──そんな現実にどうやって立ち向かえばいい？




「俺は……逃げたことあるよ。モヤモヤしてたけど、やっとわかった。アキバの街で、最初の〈円卓会議〉だった。あの時俺は始まったばかりのこの世界で、レイドがやりたくて仕方なかった。だから、レイドをやるために〈円卓会議〉に参加しなかった。それは本当だよ。噓じゃない。でも、それとは別に〝こいつらくだらねえことやってるな〟って思ったよ。〝時間の無駄じゃねえか〟って。〝勝ち目がないのによくやるぜ、豚野郎どもが〟って思ったよ。馬鹿にしてたよ。俺がやられたらぶん殴りたいほど嫌なことを、俺がやってたよ。笑っちまうぜ。今はわかってる。俺は逃げたんだ。ダメそうだったんでスルーしたんだ」

　それでも逃げなかったプレイヤーだっているのだ。

　ウィリアムにとって、それはひとつの憧れだった。

　難関レイドを舞台に、ギルドも作らずに大手と互角に渡り合った伝説の集団。

　まだ新人プレイヤーだったウィリアムはその活躍を聞いて胸を躍らせたものだった。

　自分のようなハグレも、いつかはあの素晴らしいチームに入れてもらうのだと決心するほどに。

　ウィリアムが自分をレベル九十に育て終わる頃、そのチームは解散してしまった。それは手ひどい裏切りのようにウィリアムには感じられた。彼らはウィリアムを待たなかったのだ。おまけにそのメンバーはソロに戻ってギルドも作らずに散り散りばらばら。それでは何のために伝説を残したかもわからないではないか。そう思っていた。




「でも、シロエは勝った。意味ねえ、できねえ、勝てっこねえって俺が思ったレイドに勝ってアキバを作ったよ。街を作ったレイドだぜ。馬鹿にしたもんじゃねえ。──すげえ指揮官レイダーだって思ったよ」

　逃げずに戦ったプレイヤーがいた。

　かつて憧れた高位者ハイランカーは、やはり只者ではなかったのだ。




「そのシロエが頭下げてきたから、嬉しくて二つ返事で引き受けたんだ。──勝ち目がないくらい当たり前だ。〝腹黒眼鏡〟が持ち込んできたんだから、全員ひどい目に遭うのが当たり前なんだよ。あいつが面倒くさいクソドＳなんて顔見りゃわかんだろ！　でも……楽しいと思ったんだよ。勝てたらいいなってな。理由はな……俺らが、クソゲーマーレイダーだからだっ」

　空気に熱がこもるのがわかった。ウィリアムが視線を上げると、自分と同じほどに行き場のない苦しみを抱えたギルドメンバーたちの表情が見えた。




　あと一回なら、いけるかもしれない。

　そう思える熱量が彼らに宿っている。ウィリアムは仲間に火をつけたのだ。

　しかしそこには勝利感も達成感もなかった。代わりに感じるのは重苦しい重圧と責任感だ。

　ウィリアムはギルドマスターで、仲間を勝ち目のない死地へ連れて行こうとしている。クラスティだって、アイザックだって、そんな決断はしないだろう。彼らは戦闘ギルドでありつつも、ちゃんと〈円卓会議〉の意味を理解して協力できるほどには賢かったのだ。

（俺はマジでバカギルマスだ）

　ウィリアムは震えそうになる唇を、強く嚙みしめた。

　にじむ鉄臭い味を感じながら、ウィリアムはなりふり構わずに策を求めていた。

　勝ちたいと、今までにないほど勝ちたいと彼は願ったが、それは自らの栄光のためではなく、仲間に勝利を与えたいという狂おしいほどの思いからだった。










　　　▼５










　黎れい明めいが世界を徐々に青く染め始めるように意識を覚醒させてゆくシロエに、水面から射し込む光のような言葉が降ってきていた。

　悲鳴のようなつぶやきだった。

　理不尽に対して抗議を上げる男の途切れがちな声だ。

　ウィリアムの告白の声は小さかったが、シロエはそれを見失うことなく意識を浮上させてゆく。その言葉に背中を押されるようにシロエは自問自答を始めた。

　孤立しがちなシロエの普段は自問自答で占められていて、それはもはやシロエにとっては自分自身の見当識と不可分だった。

　問いかけられる「自分」がいることは、意識覚醒の証拠のように思われたのだ。

　はじめに開始されたのは状況の確認と今後の展開の検討だ。

　くらくらするような酩酊感と蘇生の困惑を一いつ蹴しゆうして、シロエは一瞬の停滞もなくレイド攻略とその周辺について分析を開始する。




　最初の十五秒でこれは相当に困難な状況であるとわかった。困難というよりもどちらかというと不可能と評するほうが正しいだろう。このゾーンは二十四名しか侵入することができないし、敵勢力の合計はその戦力で打倒することは不可能だ。




〈七なる庭園のルセアート〉だけであれば勝てると思う。

　その「特性」もおおむね見切ったといえる。黒騎士モードの大威力単体攻撃、近接ダメージ反射、範囲攻撃。白騎士モードのときの自己回復と眷けん属ぞく召喚、その処理。

　レイドボスのほぼすべてはさまざまな「特性」を持っている。時間や残りＨＰといった要素により特殊な行動や変化をするのだ。こういった「特性」を見切ってそれに応じた戦術を構築するのが、レイドボス攻略の根幹だといっていいだろう。

〈七なる庭園のルセアート〉に関して言えば、その「特性」の攻略は終了した。だからといってすぐ勝てるわけではないが、あと何回か練習をすれば勝てそうな手ごたえがある。その練習も、全滅というようなひどい結果にならずに済む、たとえば前線が崩れて一時撤退などといった範囲での話だ。勝算がある、といってもいいだろう。




　しかし霜の巨人〈四なる庭園のタルタウルガー〉や炎蛇〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉はまったく話が別だ。あれらに関してはまだ偵察も済んでいない。〈四なる監獄のタルタウルガー〉と〈三なる監獄のイブラ・ハブラ〉をどこまで参考にしていいかもわからないが、シロエたちを全滅させた両方の攻撃は、通常の広範囲攻撃だろう。おそらく五十秒から百五十秒程度再使用規制時間リキヤスト・タイムのある大ダメージの攻撃だ。必殺攻撃ではないし、攻略しなければならない「特性」でもない。攻略のめどはまったく立っていない。

　加えてそれらが同時に襲い掛かってくるのだ。それだけではない。このゾーンにいるほかのボスが参戦する可能性まである。どう考えてもお手上げだ。勝てる見込みがまったくない。

　シロエは自分の中の警告の声を聞く。「できない理由ではなく、解決する方法を考えよ」。ありがたい格言はごもっともだけど、毎回要求がハードすぎるのではないかとぼやきたい気持ちもある。

　シロエの思考の視界内には右手前に青いカードが並ぶ。シロエの手持ちの条件。有利なポイント、つまり、武器。〈シルバーソード〉の練度、友人の存在、〈円卓会議〉のバックアップ、今まで判明した事実、情報。

　右手奥には超えるべき困難がカードとなって幻視される。ルセアート、タルタウルガー、イブラ・ハブラ、まだ見ぬボスたち。このゾーンのダンジョン部分はほぼ踏破した。マップのほぼすべては明らかだ。残るは三体、もしくは四体のボスのみ。

　いくつかの作戦を思いつき、それらを実現可能性をもとに整列ソートする。お話にならない低確率だが、それぞれの作戦をアレンジしてその確率を上昇させられるか試みてみる。とてもではないが実用段階に達しない。

　この世界におけるさまざまな改革は個人の制限をうける。たとえば新しい料理を開発しても、料理人のレベルにより作製の可不可が決定されるのだ。それは戦闘において、より厳しい属人性となって現れる。強力な武器が多数あっても、その使用はレベルにより制限を受けるのだ。たとえば今シロエがガトリングガンや迫撃砲を持っていたとしても、それはほぼ使用できない。必要なのは強力な武器や魔法よりも、状況のブレイクスルーなのだ。

　それがないものねだりなのはわかっているが、今のシロエに撤退の文字はない。




　今度はシロエに有利な点ではなく、打破すべき困難の、軍勢における弱点の分析を始める。

　レイドボスは特定の攻略方法を持つものが大多数だ。明確な短所に見えなくても、一見強力な攻撃に隙があるということもありうる。

　何かがひらめいたような気がしてシロエは必死に思考の細い糸をたどる。

「監獄」でも「庭園」でも、彼らは何らかの守護者だ。意思を持った今であるのならばなおさらに、自らの役割に自覚的なのではないか？　先ほどの戦いでは協力し合っていたが、なぜ〈七なる庭園のルセアート〉の敗勢が濃厚になるまで援軍が現れなかったのかを考えれば、そこに突破口があるように思えた。だが、そこに都合のいい期待が含まれていることを否定はできない。

　シロエはそんな虫のいい期待を一旦は捨てて、もっと現実的な攻略方法の構築と選定に取り掛かる。しかし数十回の試行錯誤の結果、ほかにより確からしい作戦は考えつかなかった。

　難癖に近いような想像が最も成功確率が高いように思われる。

　正確な確率など出しようもないが、賭けてみる価値があるように。




「よう、シロ。起きたか」

「──うん」

　覗き込んでくる直なお継つぐから、そんな声がかかる。

　シロエはこわばった背中を伸ばすように上半身を起こすと、そこは毛布を敷かれた大理石の台だった。元は何だったかわからないが、四角い石材の上に寝かされていたらしい。

　その台を覗き込んでいた直継だったが、シロエが眼鏡の位置を直すと安心したようだ。背中を向けて広場に視線を戻した。

　その近くには体育座りのてとらがいる。シロエのそばにいるのはふたりきりだ。

　ウィリアムの細い声が聞こえる。サーバー有数の武闘派ギルドを率いる司令官とも思えないような、それでいてこの上なくふさわしい、震えてはいても誇り高い声だ。

　目を瞑っている間、シロエはその言葉を聞いていた。

　たくさんのすすり泣きや無力を憎むうめき声も。

　シロエはだから、「うん」ともう一度頷いた。




　彼らが見つめている広間では〈シルバーソード〉の面々がゆっくりと起き上がり、彼らのギルドマスターを見つめている。本来これは〈シルバーソード〉ではないシロエたちが聞いてよいような話ではないだろう。そんな空気を読んでシロエの身体をその集まりから離れた部屋の隅に運んでくれたであろう直継に感謝する。しかし同時に、ウィリアムの言葉はシロエにとって必要なものだった。そこにいるのは、十六歳のシロエそのものだ。

〈エルダー・テイル〉はシロエに多くの苦痛を与えた。

　他人からレッテルを貼られること。できることだけで判断されること。自分を見てはもらえないこと。

　でも同時にそれは、よりずっと大きなプレゼントも与えてくれたのだ。

　にゃん太班長、ぬるかん、アイヒェ。みんないい友だちだ。カナミにはEasy goingと教えてもらった。カズ彦には克こつ己きを。直継には信頼するという強さを。

　シロエは〈シルバーソード〉を遠く見つめながら、いいギルドだと思った。ウィリアムは立派なギルドマスターだとも。彼ら全員が「あれ」を潜り抜けてきたのだと考えると、胸が締め付けられるような気持ちになった。自分自身であったらどうだろう？　立ち上がれはするだろうけれど、あんなに素直な言葉で仲間を励ませるかどうかは疑問だ。

　ミノリやトウヤが悲嘆にくれているとき、自分はなにを言ってやれるだろう？五い十す鈴ずやルディになにをしてやれるだろう。なにかができる気がまったくしない。

　アカツキに考えをめぐらしたが、シロエの中の小さな〈暗殺者アサシン〉は怒った顔をしている。

　シロエは少しだけおかしくなって噴き出した。

　主君を守るのはわたしなのだから余計なお世話だ、といわれた気がしたのだ。

　人間はなんて複雑なんだろう。シロエにはアカツキが自分を心配しているのがわかった。つっけんどんで怒ったような表情で自分を突き放してくる仲間が、本当は人一倍心配性で、シロエを気にかけてくれている。そんなアカツキが、遠くで闘っているのをシロエは今や知っている。

　こんな場所でしょぼくれている場合ではないのだ。




「勝たせてあげたいな。ね、シロエさん」

　体育座りのてとらが身体を前後に揺すりながらつぶやいた。

　シロエからは背中のみで、その表情は見えない。でも、その強い声に「うん」と素直に返事ができた。そしてはっとした。シロエは勝たせたいのだ。〈シルバーソード〉を。このレイドチームで一緒にこの困難を突破したい。てとらの素直な言葉が、シロエの気持ちの中で実体化して、それはすぐさま決意になった。

「お前、いいこと言うな」

「ボク、一流アイドルだからね」

　遠いウィリアムを見つめたまま、直継とてとらは短い言葉を交わした。

　それだけで、なにを言ったわけでもないけれど、思いは重なっていた。勝つというのがなんなのか、どういうことなのかはわからない。でも〈シルバーソード〉がこのまま朽ちることだけは、あってはならない。

　それはもはや決定事項であり、残る問題はそれをいかに為すかということだけだった。




「で。どうすんだ。なんか考えがあるのか？　参謀」

　直継の言葉はあっけらかんと陽性だった。疑問系で尋ねてはきたけれどそれは実質確認だ。シロエの親友は、突破口があると信じて疑っていない。シロエが必ず何か考え付くと思っているのだ。だからシロエは眼鏡を押し上げて答える。

「直継には言わなきゃいけないことがあるんだ。てとらさんにも。ウィリアムにも。みんなにも。どうしてこの大規模戦闘が必要なのか。この奥にはなにがあるのか。なんのために僕が黄金を求めているのか。ちゃんと言わなきゃいけなかった。みんなに甘えて、ひとりでやろうとしていたんだ。もし許してくれるなら──多少はマシな作戦がある。でも、多少マシなだけだ。勝率は十五％」

「そりゃ上等だ」

「完璧だね」

「そして、菫星さんたちにも言わなきゃならない。僕らの願いを。ヤマトの大地のことを。こんどこそ、目を見て話すんだ」
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〈奈落の参道アビサルシヤフト〉攻略チームは一週間の時を準備に充てた。

　野営地強化と数十回にわたる強行偵察。そして、ボスエネミー以外の討伐可能な敵の排除。考えうる限りの支度を整えて部隊は再戦へと向かう。

　フェデリコは浅くなる呼吸に気がついて、無理に息を吸い込んだ。

　眼前には一週間前とほとんど同じ光景が広がっている。

　それは巨大な円コ形ロ闘セ技ウ場ムに鎮座する暗紫の巨像、〈七なる庭園のルセアート〉の威圧的な姿だ。

　一週間前激戦を繰り広げた闘技場は、砂埃さえ見当たらぬ静けさの中にある。

　フェデリコはパーティーリーダーであるシロエを意識しながら合図を待った。

　この無口な青年はこの一週間でずいぶんと変わったとフェデリコは思う。

　あの敗北をきっかけにメンバー全員とよく話すようになった。以前から腕のいい〈付与術師エンチヤンター〉だとわかっていたが、この一週間はその腕もさらに冴えたようだ。荷物から引っ張りだしたらしい新しい杖を装備した姿に、フェデリコたちはすぐに馴染んだ。

　四の五の言っている場合ではないのだ。勝率を上げるために必要なことはなんでもする。そのフェデリコたちにシロエはよく応えたと思う。

　この一週間、レイドチームの食料事情が好転したのもシロエたちのおかげだ。

　彼らが〈魔法の鞄マジツク・バツグ〉から食料素材を惜しみなく提供したので、食事の量も質も向上した。チームの食事を預かる素人料理人のヴォイネンは感謝をしていた。「今まで出し惜しみをしていたのじゃないか？」という意見も聞こえたが、それは小さかったし、すぐに消えてなくなった。

〈シルバーソード〉側が彼らをお客扱いしていたという事実もあるのだ。一方的に責められる話ではない。

　それに、あの全滅の件は大きい。

〝死〟はおぞましく辛いものだが、時に人と人を結びつけもする。高校時代の友人とも大学時代の友人とも決して仲が悪かったわけではないが、今のレイドチームは別格だ。あの辛い経験を分かち合ったというのは大きくて、むしろ友人というよりは戦友と呼ぶべき関係なのかもしれないと思える。

（嫌いな奴とは友だちにはなれないけどさ）

　フェデリコは唇を嚙んだまま思う。

（戦友は嫌いなままじゃいられないよ）

　それはシロエに対してそうであったし、デミクァスに対してもそうであった。




　瞑想するかのように両目をつむって座るアザレアが軽く右手を上げる。

〈召サ喚モ術ナ師ー〉の特技〈幻獣憑依ソウル・ポゼツシヨン〉を用いて、召喚した従者モンスターに憑依、その姿のまま偵察を行っていたのだ。憑依を解除したのだろう、そのまま頭を二、三度振って、彼はウィリアムに「待機位置変化なし。その他、敵影なし」と簡潔な報告を上げた。

　この一週間偵察を繰り返したとおりの結果だ。

　協力を覚えたらしいレイドボスだが、彼らには彼らの考えや好みがあり、それは完全無欠ではない。それはこの一週間、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエが何回か口にした言葉だ。話してみると物腰が柔らかく思慮深い青年なのだが、アキバからの噂を信じるのならば、地獄の兵卒さえ操るような邪悪な黒幕であるという。

（どちらであっても大した問題じゃないな）

　フェデリコは考える。

　たしかに、シロエは内向的だ。気難しい表情で壁を感じる。説明も小難しく、回りくどい。しかし、そんなものは些細な欠点だ。〈シルバーソード〉のメンバーだって他人のことを言えた義理ではない。廃人集団なのだ、多かれ少なかれクセのある連中ばかりである。シロエは変わり者かもしれないが、フェデリコの仲間の中では常識人の部類だ。

　そのシロエが短くキーワードを唱えると、魔法が発動した。〈エリクシール〉の呪文だ。〈付与術師〉が用いるこの援護魔法は、対象の使う回復呪文の威力を底上げする。

　仲間のヴォイネンは左の手の平を上に向けて〈ハートビートヒーリング〉を試してみたようだった。鮮やかな緑の光とぬくもりがフェデリコに降り注いだ。確かに回復量が増している。順番に援護呪文をかけていくシロエの背中にフェデリコは感謝した。




　準備の時間は終わった。ここからは〈シルバーソード〉の時間だ。

　ウィリアムが吐き出すように叫んだあの夜の続きだ。

　小さなカウントダウン。ゼロのタイミングを奪うように真っ先に駆け出したのは直なお継つぐだ。第二パーティーの〈守護戦士〉が他のメンバーを大きく引き離して、たったひとりで〈七なる庭園のルセアート〉に向かう。

（まだだ。まだ……）

　水平に伸ばしたウィリアムの左手と戦場を視界に収めながら、フェデリコたちはじっと堪える。直継の背中を見つめたまま、最初の一合フアーストアタツクを待つのだ。

「〈キャッスル・オブ・ストーン〉!!」

　直継はルセアートの直前で盾を掲げると叫んだ。すべてのダメージを無効化する〈守護戦士〉の絶対特技。わずか十秒間だけの無敵時間を使って、直継はルセアートが振るう最初の大規模攻撃、〈聞け月下の弔ちよう鐘しよう〉の一撃をやり過ごした。

「今だっ！」

　掛け声とともにウィリアムが駆け出す。

　フェデリコもそれと競うような勢いで後を追った。

〈聞け月下の弔鐘〉と〈跪け暗銀の大杭〉は黒騎士モードのルセアートの必殺技とも言える攻撃だ。あのふたつは援護とヒール満載のトップタンク、ディンクロンでもなければ防御は難しい。直継というシロエの仲間は、それを〈キャッスル・オブ・ストーン〉一発でやり過したのだ。〈聞け月下の弔鐘〉の再使用規制時間リキヤスト・タイムは前回の戦闘で九十秒だと判明している。つまり、ルセアートはあと八十七秒の間、〈聞け月下の弔鐘〉が使えないのだ。今のルセアートに強力な範囲攻撃はない。〈跪け暗銀の大杭〉は確かに脅威だが単体攻撃だ。この隙にフェデリコたちは所定の位置へと安全かつ完璧に移動することができる。

　レイダーにとっては当然の連携だが、中小ギルドの〈守護戦士〉がそれを完璧にこなしてみせる姿にフェデリコの口角はつり上がった。




　今でも〝死〟は怖い。

　でもそれにも増して心が高揚している。

　戦友と肩を並べて突撃する瞬間、難しい連携が決まったこの瞬間、フェデリコの心は風に遊ぶグライダーのように舞い上がった。それはおそらく世間では馬鹿にされる幼稚な感情なのだろうが、フェデリコの認めるギルドマスターの言葉を借りるなら「クソ食らえ」だった。

　あの夜の叫びがこの世界に叩きつけた挑戦状のとおり、自分たちで選んでやっているのだ。

　フェデリコはこの異世界に来てから、何度も死んだ。

　何度もあの暗い思い出の中に連れ戻された。それは後悔と失意の再体験だ。

　しかし〈シルバーソード〉の仲間がその思い出に登場したことは一度もなかった。周囲の仲間たちと話をしてもそうだ。それがフェデリコには嬉しい。遊びだったのだから当然だという声もあるかもしれないが、それでも、自分自身にとって〈シルバーソード〉は恥じることのない仲間たちであり、居場所なのだと、それが証明された気分になる。

　──友だち。

　その言葉を使うのが照れくさくなってからずいぶんと時間がたった。

　この歳になると、どこまでが友だちで、どこから先は知り合いなのか、そんなことは考えるだけ面倒くさいし、仮にそんな言葉面の定義を決めたとしても人間関係なんてなるようにしかならないのだ。ことさら親しくするのも、ことさら遠ざけるのも、同じくらいに無益だと、新米社会人のフェデリコはそんな風に感じていた。

　たかが高校生のギルドマスターから「友だち」という言葉を聞いて、目頭が熱くなるなんて、びっくりするような体験だった。自分自身の気持ちなんてわからないものだ。

　もしかしたらいずれ元の世界に戻れるかもしれない。

　自宅と職場を往復する毎日に戻って、今の状況を思い出し、死を覚悟するなんて馬鹿げていると思うかもしれない。

　それはそれで悪いことではないけれど、だからといって今自分たちが立ち止まれるかといえば、はっきり否だと言えた。ここはレイドゾーンで、自分たちはレイダーなのだ。

「〈ヴァイパーストラッシュ〉！」

　高く跳ねて暗紫の籠こ手てを足場にし、フェデリコは炎刃剣フランベルジユをルセアートの腕に叩きつけた。毒蛇の一撃ヴアイパーストラツシユは大きなダメージを与えたわけではないが、出血アイコンとともにルセアートの攻撃命中率を低下させる。その数値は四％。

　たかが四％だとレイダーは決して言わない。この四％は同じだけの回復呪文を節約できる可能性であり、ＭＰ消費を抑えて戦闘を継続できる四％であり、フェデリコの自うぬ惚ぼれでいわせてもらえば戦闘勝利の可能性を増やす四％なのだ。

　直継から防御役をスイッチしたディンクロンが前に出る。

〈シルバーソード〉でも有数の優男だが、全身を幻想級フアンタズマルで固めた防御力は〝黒剣〟アイザックにだって引けは取らない。そのディンクロンが普段の優しい声とは裏腹に、鼓膜を震わせる叫びを上げる。〈ウォークライ〉だ。アイテムの効果で延長されたそれは、周囲の状態異常耐性を引き上げた。

　フェデリコの身体にもビリビリとした振動とともに力が宿る。

　前回よりも鈍重にさえ思えるルセアートの背後に回り込むように、その力を乗せて攻撃を続けた。白兵特技を縦横に繰り出してダメージを蓄積させるのが攻撃役アタツカーの役目である。今回の作戦を考えれば、スタートダッシュは極めて重要だった。




〈七なる庭園のルセアート〉をめぐるその戦いから十メートルほど離れたコロセウムの西端では、控えめと言ってもいい金属音が二度響いた。

〈シルバーソード〉の武士サムライ、羅ら喉ごう丸まるが〈斬鉄剣〉を使用したのだ。

　あらかじめ調査したとおり、鉄格子のうち一本が切断され、人間サイズであれば比較的簡単に通り抜けられるほどの隙間が現れた。

　フェデリコはそれを視界の端で見ながらもさらなる攻撃を加える。

（まだまだ）

　一気に出力を上げた攻撃陣の猛攻は少なからぬダメージをルセアートに与えてゆく。今のルセアートにできることは少ない。頼るべき大ダメージ攻撃は直継によって無効化され、ディンクロンの堅守を突破できるような攻撃は持ち合わせていない。

　仲間に助けを求めればフェデリコたちは一蹴されるだろうが、ルセアート自身はまだＨＰの一割も失っていないのだ。助けを呼べるはずがない。──とは思いながら、フェデリコは内心で怯えを嚙み殺していた。

　保証はないのだ。いつあの二体のレイドボスが乱入してくるかもしれない。あるいは別のボスが現れるかも──そこに絶対の保証はない。偵察をして確かめたこのゾーンのマップと守護者たちの協力体制に対する推測だけがある。

　じりじりと過ぎる時間の中でフェデリコたちは攻撃しながらも持ちこたえ、作戦開始の時を待つ。

　勝ちたかった。

　勝ちたいという気持ちだけで、必死に攻撃を重ねた。

　フェデリコの愛剣〈ムスペルの吐息〉は〈冒険者〉の剛力によって小型の台風のように振るわれ、ルセアートの鎧よろいに何度も叩きつけられた。赤熱するほどの苛烈さに異い形ぎようの鎧は結晶質にひび割れ、飛散する硝子片がフェデリコの髭面を傷つける。それさえも気にならなかった。

　フェデリコ自身、今まで自分がそんな人間だとは思ってもいなかったが、どうやら正しいことが好きであるらしかった。

　それをこの一週間で知ったのだ。

　勝ちたいというのは、この強敵を打ち破りたいであるとか、栄誉や宝物を手に入れたいであるとかではなかった。ましてや怒りや憎しみという気持ちは欠片かけらもなかった。

　たったひとつ、正しい報いが欲しいのだ。

　ウィリアムが涙ぐむほどに勝ちたかったレイドだ。

〈シルバーソード〉が幾度もの死線を乗り越えてきた戦いだ。

　それが無駄であったとは思いたくない。自分たちが愚かで無意味な挑戦を続けていたとは思いたくない。もしそうであったとすれば、悲しすぎるではないか。

　ルセアートに恨みはない。むしろ敬意さえ覚える。

　フェデリコが、そして〈シルバーソード〉が欲しいのはただひたすらに証あかしなのだ。

　お前たちは間違ってない。そして、正しく強かった。

　欲しいものはその証明だけだった。




「臨界っ!!」

　ウィリアムの鋭い声とともに援護役バツフアーと回復役ヒーラーが迂回するように駆け出した。〈七なる庭園のルセアート〉が変わってゆく。ひび割れた鎧を脱皮するように脱ぎ捨てて、その身体は雪のような色に──白騎士モードへと変貌してゆくのだ。

　砕け散った黒い鎧は影色の沼となって広がり、無数の戦士を生み出す。ルセアートの用いるトラップゾーンはその内部にいる〈冒険者〉の動きを制限する。足首に粘りつくような粘着質の範囲攻撃だ。そのエリアを避けて、レイドチームは陣形を変える。

「急げ！　切り込みはシロエ班だ！」

　ウィリアムの指示に従い、一行は次々と鉄格子の先の通路へと躍り込んでいった。この先にいるのは〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉。

　フェデリコたちの反撃はここに始まるのだ。
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　西側の通路に真っ先に飛び込んだ一団の中にデミクァスはいた。

　天井の高い花か崗こう岩がんの通路は巨大な柱を装飾としながらもまっすぐに続いている。通路の先は薄はく暮ぼに霞かすんでいるが、その先の大ホ空ー洞ルには炎蛇イブラ・ハブラがいると偵察でわかっていた。

　周囲をきょろきょろと見回したデミクァスだが、まっすぐに駆け出す直継の後を追うように、自身もまた移動を開始した。

　金属鎧で身を守る〈守護戦士〉直継は、デミクァスから見れば鈍重な亀のようなものだ。必死に急いでいるらしいがその速度は軽装である自分の半分ほどでしかない。もしデミクァスが本気になって〈ファントムステップ〉や〈ワイバーンキック〉を使えば一呼吸で置き去りにできるだろう。

　しかし、そのようなことをすれば、デミクァスが真っ先に炎蛇レイドボスに突っ込むことになる。それを避けるためには、忌々しいが、直継のあとについて移動するしかない。

　一行は直継、デミクァスを先頭とした縦隊で移動している。

　第一パーティーはチームの筆頭タンク、ディンクロンを最後尾に置いて影の戦士を防ぎながらの撤退だ。速度は出ないだろう。彼ら主力防衛パーティーが後続の相手をしている間、代理で先頭を引き受けるのがデミクァスたちの役割ということになる。




　作戦の冒頭部分は単純だった。

　あの地獄のような壊滅の時、〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉と〈四なる庭園のタルタウルガー〉は、鉄格子のゲートを開き、現れた。

　そう、彼らは鉄格子の隙間を通り抜けられるようなサイズではない。そしてあの巨大な檻おりともいえる門は、通路側からしか開くことができない。

　おそらくこれが尋常のレイドコンテンツであれば〈七なる庭園のルセアート〉を倒したあとに両方のゲートの鍵が開くのだろうが、現状ではそうではない。

　この作戦は、その迷宮構造を利用したものだ。

　すなわち、コロセウムをルセアートを隔離する牢獄とすることが、作戦の要旨となる。ルセアートはコロセウム側から鉄格子の降りた通路へは、入ることができない。西側の通路に逃げ込んだ一行を追いかけてくることはできないのだ。もちろん、破壊などの手法によって侵入してくる可能性がないとは言い切れないので、攻撃能力の低い白騎士モードへの誘導を行なった。影の戦士を倒しきらなければ、白騎士モードの間ルセアートが移動できないことも織り込み済みだ。




　鉄格子の隙間から侵入させた隠密型の召喚獣をもって、この先の状況の偵察もすでに済んでいる。作戦はいくつかの場合分けで十分に伝達されているが、その中で最も恵まれたケースは次のとおりだ。

　ルセアートは鉄格子を抜けることも破壊することもできないために実質上無力化される。東通路の先にいる氷の巨人タルタウルガーも、東のゲートを開けてコロセウムまで来ることはできるかもしれないが、西のゲートはルセアートと同じ理由で開けることはできない。彼らは、事実上戦力外となる。デミクァスたち一行は炎蛇イブラ・ハブラを撃破し、その先へと進みこのゾーン最さい奥おうに到着、このダンジョンの覇者となる。

　──しかし、そんな単純に勝利を得られると考えているレイドメンバーはいなかった。

　炎蛇イブラ・ハブラを突破したとしても、さらにその先にレイドボスがいないとは限らない。シロエによればこの迷宮の構造は、十分に遠回りさえすれば、通路の東側からでさえ鉄格子を通らずにここまで来ることは可能だということだった。イブラ・ハブラが苦戦をすればすぐにでも〈四なる庭園のタルタウルガー〉が、駆けつけてくるに違いない。

　そもそもルセアートやタルタウルガーが鉄格子を破壊できないというのも希望的観測にすぎない。足止め程度にはなるだろうが突破される可能性は考慮すべきだ。そして、一度突破されたとすれば、それらは破壊されてこの作戦は二度と実行できなくなる。

　そうなのだ。デミクァスたち〈冒険者〉は復活可能だとしても、状況は常に変化を続けている。同じ機会は、二度と訪れない。それがわかっている〈シルバーソード〉の面々は強い緊張の中で通路を走り続けていた。




（ちくしょうっ！）

　だが、そんなことは当たり前なのだ。

　完全に予測可能で安定した未来なんてあるはずがない。そんなことは小学生でもわかる世界の常識だ。あらゆる計画には不確定要素がつきもので、自分以外の誰かが介入してくるおそれは常にある。日曜の朝起きだしてテレビを見ながら朝飯を食う。それだけのことが自分の思うままにできたことが何度あるだろうか？　生きているのなら、うまくいかないなんて、当然なのだ。

　その当たり前をすっかり失念していたのがこの異世界エルダー・テイルだった。ゲームだと思い込み、なんでも自分の思いどおりにできると思っていた。なんでもできるから、なんでもしていいのだと錯覚していた。

　そして、シロエに叩きのめされた。

　デミクァスは思い知った。思いどおりにならないことがあるここは、紛れもなく現実なのだ。しかしそれを思い知ってなお、何度も錯覚をしてしまう。この世界のチンケなゲーム風の表面に騙されてしまう。今度だってそうだ。何度も何度も気を引き締め、決して油断をしないと戒いましめてみても、緩んだ水道の蛇口のように警戒心が漏れだして、舐めてしまったのだ。

（つまるところ、俺は油断して負けたんだ。舐めているから負けたんだ。……あいつらを、バカにしてるから、負けたんだ）




　肉付きの悪い娘が腰に手を当ててこちらを見ている姿を思い出す。

　憮然とした表情だ。デミクァスのことを軽蔑しているのだろう。それも当たり前といえた。デミクァスは〈大地人〉に酷いことをしたのだ。殺しこそしなかったが暴力を振るい、売り飛ばし、無理やり働かせていた。好かれているはずもない。体力に差があるから殴りかかってこないだけだ。

　色気に乏しい、鶏ガラみたいな女だった。ギラついた瞳で強く見つめながら、皮肉そうに笑った。口先だけで主人ぶるならさっさとわたしを殺しなさいよ。それが口癖だ。殺さないのならどきなさいよ、掃除ができないじゃない。そうも言われた。

　デミクァスは今度こそ、完璧に負けた。




〈大地人〉は死んだら死ぬのだ。それがわかっているのに、そのたったひとつの命をかけて生きている。自分の意地を通すためになけなしの全存在をベットしているのだ。デミクァスの安い命では、到底釣り合いが取れない。

　この異世界を舐めていた。

　たかがゲームだと思い上がり、だからシロエに負けた。

　その思い込みを正せないうちに、無力なはずの当の〈大地人〉にすら負けた。

〈シルバーソード〉にも負けた。酒場で遭遇したその初回に打ちのめされ、そのあと何度も床を舐めさせられ、〈ブリガンティア〉は壊滅状態となった。

　そしてレイドボスにも負けて、それだけであればまだ救いがあったかもしれないが、ウィリアムにはギルドマスターとしてすら敗北した。あんな壊滅をしたにもかかわらず、あのゲーム廃人にはついてくる仲間が二十人もいるのだ。

　デミクァスには何も残されていない。




　石組で造られた白亜の通路は突如終端を迎えた。

　もとより高かった天井は六階建てのビルほどにもなり、大きな円形の自然空間に飛び出したのだ。それは半径三十メートルほどもある卵を立てたような形状の大空洞だった。

　周囲は鮮やかなオレンジ色の斑まだらを持つ黄土色の岩で造られている。その岩壁を螺旋状に降りるような幅数メートルの坂道が続いている。所々にある水たまりは青。びっくりするほど鮮やかな色を持つ大空洞は、白い光で照らされていた。

「この臭いは」

「ああ、温泉祭りだぜ」

　後方のシロエに答えた直継のセリフでデミクァスも理解した。硫黄の臭いだ。この鮮やかな色の岩たちも硫黄や化学物質に染まったものだとすれば納得できる。

　一行はその螺旋を描く外周回廊を駆け下りていく。大空洞の底には身を横たえた大蛇〈イブラ・ハブラ〉が眠っているようだ。

　それがおそらくあのレイドボスの待機状態なのだろう。

　かねてからの打ち合わせどおり、直継はその大蛇に向かって最後のスロープを飛び降りた。

　援護は少ないが、かといって入念な準備をするほどの時間的余裕はない。ないものとして行動している。

　てとらの〈反リ応ア起ク動テ回イ復ブ〉と、ヴォイネンの〈脈動回復ヒール・オン・タイム〉を背中に受けて突撃する。その姿は、デミクァスから見ても躊躇いを感じさせない見事なものだった。




　デミクァスも竦すくんでしまいそうな自分を振り切るように空中に躍り出る。〈シルバーソード〉の面々もそれに続いて次々と飛び降りては戦闘に参加していく。

　一気に乱戦になった。

　おそらくこの大空洞の片隅からさらに続く洞窟のような下り坂が「正解」だ。あの先にこのゾーンの最奥、ゴールが存在する。だが洞窟の入り口には都合のよい鉄格子の存在もなく、これ以上の分断は不可能だ。ここで炎蛇〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉だけは始末しなくてはならない。それも〈四なる庭園のタルタウルガー〉が増援として現れる前に、だ。

　遠距離攻撃パーティーが焦れたように氷の呪文を矢継ぎ早に放った。

　デミクァスは悪態をついたが、直継はなんとかイブラ・ハブラを引き受けきったようだ。

　目の前に迫る炎の嵐のような、モンスターというよりも何かの災害か事故現場のような光景の中で、金属鎧の祭りダルマがアンカーハウルと叫び、敵てき愾がい心しんを煽あおるための剣を必死で繰り出す。戦闘開始直後のこのタイミング、モンスターからタンクへと向けられるヘイトが安定しないことをデミクァスだって学んでいた。一刻も早くダメージを与えたい攻撃職の言い分もわかるが、焦ればターゲットが変更されて事故になる可能性だってあったのだ。




「〈フォートレス・スタンス〉っ！　新しい盾と鎧の性能、試させてもらうぜっ」

　直継が壁を背負うようにどっしりと腰を落とした姿勢をとる。足下から青いオーラが噴き出すその技は〈守護戦士アーマーカカシ〉の得意とする守りの構えだ。掲げた大型盾で相手を牽制しながら、その背後から長剣による攻撃を繰り出す。移動力を失う代わりに防御力を上昇させるその技は、デミクァスのような〈武闘家アーテイスト〉にはないものだった。

　しかし、デミクァスにだって直継にはない能力、機動力という翼がある。

「おおおおお！〈オーラ・セイバー〉っ！」

　デミクァスは空中から金色の光で武装された蹴りを振り下ろした。

　大きな斧のような軌跡を描いた一撃は、炎蛇の燃え盛る外皮に突き刺さる。効いていないはずはない。〈オーラ・セイバー〉はその特性上、防御力にさほど影響を受けないダメージを与えることが可能な特技だ。それに、〈森ド呪ル遣イいド〉の〈エナジープロテクション〉で火炎ダメージは相当軽減されている。少なくとも攻撃の度に瀕死になるということはない。

　デミクァスは振り回される〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉の小型バスほどもある尾を〈ファントムステップ〉で避けた。空中に躍り上がり、そのまま残像を引きずるかのように〈ワイバーンキック〉を放つ。

〈ワイバーンキック〉。

　そして〈ワイバーンキック〉。

　金属の塊を削って作ったような重装甲突撃専用長靴シユトウルムアサルター・サバトンブーツの底から、ガツン、ガツンと脳天まで突き抜けるような衝撃が伝わってくる。ススキノでこれをすれば、廃墟ビルを正真正銘瓦が礫れきの山にすることが可能なほどの連打攻撃だ。デミクァスだけではない。デミクァスが緑の光で打ち抜くその横では、フェデリコが何度も炎刃剣を振るい、その他にもレイドチームの近接攻撃職がイブラ・ハブラからすれば、巨体に群がる小人のように張り付いている。




　突如、デミクァスの両足が、銀色に輝きだした。

　シロエの操る強化呪文〈キーンエッジ〉だ。

（くそ野郎がっ）

　デミクァスは忌々しげに舌打ちをした。唾でも吐きたいところだったが、炎蛇の放つ熱気のせいで、口の中はカラカラだ。その代わりにデミクァスは目の前に巡ってきたイブラ・ハブラの巨大なアギトをかち上げた。〈タイガー・エコーフィスト〉だ。命中率が悪いこの技でも、レイドボスの巨体相手なら思うように叩き込むことができる。

　月長石のように白く濁った爬は虫ちゆう類るいの瞳がデミクァスを見下ろして、無機質な殺意を向けてきた。

「広範囲、離れろっ!!」

　ウィリアムの号令で一斉に離れる前線の中でデミクァスは仁王立ちになって、両腕を眼前でクロスさせる。炎の攻撃を、デミクァスはその両腕で防ぎきるつもりなのだ。

　それは侮りでも油断でもなかった。デミクァスなりの決意表明だ。

　イブラ・ハブラの吐き出した火炎の渦に吞み込まれる中で、デミクァスはたった一回の瞬きさえもしなかった。










　　　▼３










　直継の目の前で炎が逆巻いた。ゲーム画面で見るのとは違う、粘着性さえ感じられるような毒々しい真紅が暴れ狂う獣のように直継を吞み込む。

　しかしそんな煉れん獄ごくの中でも、直継は目を細めて前傾姿勢を維持していた。

　確かに全身が熱い。炎に焼かれているのだから当たり前だ。しかし、一方でその熱さは真夏の炎天下、アスファルトの上で裸になった程度のものでもあった。確かに肌がちりちりするが、耐えられないほどではない。

　炎には流れと波があり、直継はそれを冷静に観察し、間かん隙げきを見つけると大きく息を吸い込んだ。水中に潜るように呼吸を止めていたのだ。肺を焼かれぬようにした用心だが、この調子なら吸い込んでも致命傷にはならなかったかもしれない。

（それに、あの傲慢武モ闘ン家ク、やるじゃないか）




　直継に今かかっているのはてとらの〈反応起動回復〉にヴォイネンの〈脈動回復〉、さらには東湖の〈ダメージ遮断障壁〉だ。これらの擬似回復呪文はクラスヒールと呼ばれている。先ほどの広範囲焼滅攻撃、〈慈悲なき煉獄の宴〉は強力だった。〈神祇官〉の〈ダメージ遮断障壁〉でおおよそ六千のダメージを無効化、〈施療神官〉の〈反応起動回復〉で九百ほどを取り戻したとしても、この程度の被害では小さすぎる。直継は先ほどの攻撃で瀕死になってもおかしくはなかったのだ。

　その直継のダメージを肩代わりしたのがデミクァスだった。

　おそらく〈カバーリング〉だろう。近距離のグループメンバーのダメージを肩代わりして受ける特技である。たしかに〈武闘家〉であるデミクァスは直継よりも属性攻撃に対する耐性も高く、ＨＰそのものの量も多い。こうしてダメージを分散すれば、直継はまだまだ前線に立ち続けることができるというものだ。直継は、ほんの少しだけデミクァスを見直した。




「おうっし、もういっちょだ！〈タウンティングブロウ〉っ！」

　直継はヘイトを稼ぐために特別製の一撃をイブラ・ハブラに食らわせる。

　確かにこの大炎蛇は恐ろしい。巨大な頭部が迫るさまはダンプカーの突撃のようだし、赤黒く開いた口内は有う無むを言わせぬ建設重機のような迫力だ。それが列車事故のような速度で迫ってくるのだから、足がすくむし、視界さえ狭くなる。

　しかし、直継はその迫力を振り切るように、唇を笑いの形に吊り上げる。

　やせ我慢だ。本当は笑うほどの余裕なんてない。

　しかし余裕というのはいつだってあやふやなものなのだ。ないと思えばないし、あると思えばある。三連休でたっぷり時間があっても台所の磨き掃除をする余裕なんてありはしないし、決算の修羅場で会社に泊まることになった時だって、コンビニで新開発のプライベートブランドのプリンを探す程度の余裕はある。そんなものだ。

　だから、笑えさえすれば余裕はある。もしなかったとしても生まれる。

　そう信じて直継は再び剣を振るう。

　タウントを叫び、盾を掲げて防御態勢を取り、一歩も引かない。

　そして不敵に笑っている。直継にとってレイドの第一防御役プリマ・デイフエンダーとはそういうものなのだ。




「いいぞっ！」

　直継のその短い叫びで全てを察したのだろう。ウィリアムは後列から「左に回り込みながらダメージ出せぇ！」と指示を出した。

　直継の笑みが深くなる。思ったとおり、ウィリアムはわかっている。

　いや、この〈奈落の参道アビサルシヤフト〉に侵入してから三週間以上。その時間が意思の疎通を可能にしたのだ。今や、直継にはウィリアムの考えがわかる。ウィリアムだって、直継の希望がわかるはずだ。

　直継の身体に回復呪文が次々と浴びせられ、ＨＰが上昇を始める。

　デミクァスの機転があったとはいえ、そのＨＰ総量は三割ほどに低下している。ワンポイントリリーフでかばったデミクァスと違い、直継には強力な通常攻撃も間断なく降り注いでいるのだ。剣山のように逆だった鱗うろこが直継に向かって何度も発射される。それらの被害を軽減し、次の巨大攻撃に備えるために、直継のＨＰを回復するのはチーム全体の安全のためにも必要なことだ。だから直継だって遠慮なんてしない。




　呆れるほどの激戦の中で、直継は昔を思い出していた。

　もちろん異世界化したこれに比べたら遊びもいいところだったかもしれないが、直継だって〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉でメインタンクを張っていたのだ。レイド経験がないわけではない。むしろ呆れるほどのレイドを繰り返してきたのが〈茶会〉というグループだ。そもそもカナミはレイドの勝敗さえ度外視していた節がある。レイド戦闘は観光の障害排除程度に考えていた女性だ。「新しい景色を見るため」だけに海外サーバーのレイド攻略にまで首を突っ込んでいたのだから笑うしかない。




「ほっ！　よいせっ」

　新しい装備〈銀嶺の宣誓の鎧〉は頼り甲斐があった。全体の繫がりが滑らかなせいで安定感がある。どこにもバタバタと跳ねるようなパーツがないのだ。〈獅子王の剛盾〉も優秀だ。以前よりも格段に腕に伝わる衝撃が緩和された。これならば何時間でもこの激しい戦いを続けられそうだ。視界できらめく光点を盾の中心部に誘導すれば、イブラ・ハブラの尻尾でさえも退がることなく弾き返せる。防御力がずいぶんと上がった実感がある。

「まだまだいけるぞおお！　もっと来やがれ祭りだあっ！」

　直継は蛮声を張り上げた。

「ひゃお。直継さん、ノリノリだあ！」

　いつの間にか再接近してきたてとらが軽やかな声をかける。

　直継はてとらを炎からかばうように一層前傾姿勢を取ると「任せろ、こんなもん！」と叫び返した。てとらは直継の肩に手をかけて飛び上がると、広間に向かってよく通る声を掛けた。

「みんなー！　ノリノリかーい？」

　戦闘は激しく、返事の声がてとらに返ることはなかった。しかし、全員がてとらを見ている。それも当たり前だ、倒すべき目標〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉を攻撃するということは、その猛攻を一手に引き受ける直継を見るということであり、てとらは今やその直継の肩ごしに戦場に叫んでいるのである。

　轟とどろくような響きが広間を満たす。それはそれぞれが死力を尽くすという形で小さなアイドルの問いかけに応えたレイドチームの意思だった。剣や斧が立て続けに振り下ろされ、あるいは氷と雷撃が巨大なモンスターを殴打する。

　てとらはその響きに微笑みをこぼすと、挑戦的な表情で、右手のロッドを天高く突き上げた。

「よーっし、いっくよー！　みんな、がんばれ！　がんばれるから、がんばれぇ！」

　てとらの勇ましい声がここが地下であることを忘れさせるほどに響いた。その声は天に一度登ってから仲間たちに降り注ぐ。

　上空に光が満ちて七色のオーロラが現れる。光のカーテンは揺らめき、その中に無数の流星を抱えながらも優しい音楽を奏でた。〈オーロラヒール〉は特別な呪文だ。〈エルダー・テイル〉における回復三職、それらが持つ数あま多たの回復呪文の中で、〈オーロラヒール〉だけが対レイド専用ともいえる呪文なのである。その回復範囲はオーロラの下に集う仲間すべて、たとえそれが百人であろうと癒やしの光を分け与える。

「景気がいいぜ祭り！」

「あったりまえだよ、ボクって天使だからねー！」

　満面の笑みを浮かべた〈施療神官〉はくるくると回りながら矢継ぎ早に呪文を繰り出す。その速度は手て練だれであるはずの〈シルバーソード〉の回復職さえ上回っていた。シロエの援護を受けてのことなのだろうが、堂々たるレイダーっぷりだ。

　直継もその勢いに乗るように、次々と攻撃を繰り出す。

　ここまでは順調だ。どうやらシロエの予想どおり〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉は〈七なる庭園のルセアート〉よりも最大ＨＰは少ないらしい。また形態変化による回復なども持ってはいない。範囲攻撃と接近しただけで体力を奪われる灼熱のエリアがイブラ・ハブラの「特性」なのだ。

　しかしそれを予測していたチームは、荷物の中からありったけの火炎耐性装備に変更をしているし、それ相応の援護呪文も付与されている。〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉のＨＰは莫大だが、すでにその半分は削りきった。この調子でダメージを与え続ければ、撃破できるはずだ。

（油断なんてしてやらねえけどな）

　直継は炎蛇の動きに目を凝らしながらも周囲の状況に気を配る。

「でかしたぜ！」

「まかせてにょんっ！」

　てとらにのみ聞かせているわけではない。周囲の全員にアピールしているのだ。

　自分たちの盾は信用できる。まだ平気だという信頼感がレイドの防衛役には必要なのだ。

「勝てるぞ」「勝てるはずだ」などという気持ちひとつで困難が解決するのならば、誰も苦労などしない。シロエの策など必要ないだろう。しかしその一方で、「負けそうだ」「負けるかもしれない」という気持ちひとつで実際に敗北するのがレイドである。

　仲間を鼓舞するのならば大声も張り上げるし小芝居だって引き受ける。

　肩に手が添えられて炎の熱とは全く別な、柔らかいぬくもりが全身に広がる。てとらの小回復が発動しているのだ。〈施療神官〉の持つ回復能力を最大限まで発揮するために、小さな手は炎渦巻く最前線までやってきて、そしていつもの陽気な減らず口で直継の相方を務めてくれた。

　てとらにもわかっているのだ。このくだらない掛け合いがみんなの力になるということを。直継はそれを知って、いい気分になった。みんなを安心させるためではない本当の笑みを浮かべることができた。




「直継さん、ボクに惚れた？」

「断じてＮＯ！」

「ここって色々フラグが立つシーンじゃないの？」

「そのセリフで全部台なし祭りだぜっ」

　槍のように突き出された尾の先端を盾の示す光点で横に流しながら、じゃれてくるてとらの質問に否定を返す。本当にわかっているのか不安になる問いかけだ。さっきまでの温かい気持ちを返せと言いたい直継はてとらを横目で睨みつけた。

「直継さんに報告があるんですよ」

「なんだよこのクソ忙しい時に！」

「だってこういう時じゃないと言い出しづらくて」

　もじもじ、とわざわざ声に出しながら身体をくねらせるてとらだが、激しい戦闘は続いている。砕けた硫黄石がてとらの方向に飛ばないように手足で弾きながら、直継は一応「なんだってんだよ？」と付き合ってみた。

「ボク実は〈記録の地平線ログ・ホライズン〉に入るんです」

「え？」

　横目で見るという段階を超えて直継は振り向く。

　そこにはいつもどおり自信満々の表情で、頰を紅潮させるてとらがいた。

「噓だ祭り」

「まじです」

「なんでだよ」

「そりゃ直継さんと遊ぶためですよ」。きしし、と笑いながら細かい〈ヒール〉を連発する自称アイドルはこの上なく上機嫌だ。回復呪文をするたびに仔猫のような仕草で直継の脇腹装甲をガツン、ガツンと叩くのだけがいただけない。

「だいたい誰の許可を得てそういう話になってんだ!?」

「シロエさんですよ？」

「おいシロっ。余計なことすんなよ祭りっ」

　しかしそんな笑い話だけを続けている訳にはいかない。

　テーマパークのモニュメントのように直立したイブラ・ハブラが大きく口を開き、吸気を開始する。轟々と音を立てて吸い込まれる大気と炎。それは先ほどしのいだ巨大ダメージ範囲攻撃〈慈悲なき煉獄の宴〉の予備動作だった。

「来るぞっ！」

「前衛引けっ！　フェデリコは残ってデバフ継続。ダメージを減らせぇ！」

　直継とウィリアムの叫びはほぼ同時だった。

　陣形がまたしても変化する。潮のように引き上げるレイドチームの近接攻撃部隊。

　火炎嵐の攻撃範囲から引き上げて全体の被害を低減するためだ。被害を減らすというのは回復職の手間を減らすばかりではなく、ＭＰを温存するためにも重要なのだ。




　しかし、その陣形移動が乱れた。

　第四パーティー、遠距離攻撃をしていたはずの〈召喚術師〉アザレアがなにもないはずのところで転ぶと、直継にまでは聞こえないが何か叫び声を上げる。その警告にウィリアムが「ディンクロン、後方!!」と指示を飛ばした。

　慌ただしい再編成の暇もあらばこそという勢いで、新しい戦いが始まる。

　この地下大空洞の出口はふたつ。ひとつは直継たちが入ってきた上方の白い花崗岩の通路。そしてもうひとつは空洞下部から延びる洞窟通路だ。

　今その洞窟通路から、野卑な毛皮をまとった巨大な蛮族戦士、青ざめた巨人〈四なる庭園のタルタウルガー〉が参戦したのだった。
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　広間に動揺がなかったといえば噓になるだろう。

　それは前回の手痛い全滅を経験していれば当たり前だった。しかしそんな一瞬の硬直は、ウィリアムの叱しつ咤たで即座に解除される。

〈シルバーソード〉の誇る〈守護戦士〉ディンクロンは弾丸のように飛び出すと〈キャッスル・オブ・ストーン〉を使用して霜の巨人に突撃をした。直径だけでも数メートルはあるような棍こん棒ぼうの横薙ぎを、エルフの戦士は冗談のように叩き落として通路入口に自らの陣地を定める。歴戦のレイダーらしくその動きには無駄というものがなかった。

　シロエは激しい運動でずれている眼鏡を押し上げて、ついでに流れ落ちる額の汗を拭った。とりあえずふたつ目の予想は的中だ。




　あのコロセウムの鉄格子は、〈七なる庭園のルセアート〉には開けることができないらしい。

　しかし、コロセウムの東西先で自らの陣地を守るイブラ・ハブラとタルタウルガーは、コロセウムに入ることができるし、コロセウムではない別の奥まった通路を経由して互いの場所へ移動することもできる。

　ルセアートを出し抜けたとしても、炎蛇イブラ・ハブラと霜巨人タルタウルガーの二体を同時に相手取らなくてはいけないということは予想の範はん疇ちゆうであったのだ。普通に考えれば、それは手詰まりを意味する。レイドボス二体の攻撃を受け止めて壊滅しない二十四人フルレイドは存在しない。彼らの攻撃は、あまりにも圧倒的だからだ。

　しかし、本当にそうだろうか？

　シロエはあの目覚めの瞬間、それを疑い、この計画を考えついた。

　コロセウムの決戦において〈シルバーソード〉とシロエたちが全滅したのは、レイドボスの合流という予想もしなかった事態に混乱して連携が乱れたという側面もあるが、被害部分にだけ着目してみれば、炎蛇イブラ・ハブラの火炎属性広範囲攻撃と、霜巨人タルタウルガーの冷気属性広範囲攻撃を同時に受けたことによる。どちらか片方であれ後衛にとっては致死級の攻撃なのに、そのふたつを同時に受けてしまっては絶命せざるを得ない。

　しかし、片方であれば前衛は耐えられたのではないか？

　ルセアートの攻撃を覚えているシロエは、同じゾーンのレイドボスがあれをはるかに超える攻撃力を持っているとは思わなかった。あれ以上ではあるかもしれないが、倍するということはありえないだろう。イブラ・ハブラであっても、タルタウルガーであっても、その攻撃に耐えることは不可能ではないとシロエは結論する。

　レイドボス同士の攻撃範囲を重ねなければ、耐えるだけは可能だというのがシロエの出した結論であり、作戦の骨子だ。

　この地下大空洞はそれを行なうだけの十分な広さがある。西南端の壁際に直継が陣取りイブラ・ハブラの攻撃を食い止め、東北側の通路入り口ではディンクロンという〈シルバーソード〉を支えてきた〈守護戦士〉がタルタウルガーを釘付けにする。

　ふたりの盾役が位置を調整して範囲攻撃からお互いを守る。

　位置調整はかなりシビアだ。ふたりには専属の回復役がそれぞれにつくが、それでは十分とはいえない。何人かの回復職は遊撃的に直継とディンクロンの両方を回復する必要があるが、ふたりの距離が遠すぎては手遅れになってしまう。離れれば離れるほど範囲攻撃からは安全地帯が得られるが、今度は回復呪文が届かなくなってしまう。

　ぎりぎりの距離を保とうとすれば、この大空洞内部では「どちらの範囲呪文にも入らないで済む安全地帯」はなくなるということが予想された。後衛の魔法使いや弓使いにとっては、常に襲いかかるどちらからかの範囲攻撃を避けながら、細かく位置調整を続けなければならない綱渡りの戦闘となるだろう。

　しかし、シロエの作戦を聞いたウィリアムは壮絶な笑みを浮かべて答えた。

　勝つだろう、シロエさん、と。

　今その言葉を証明するように、手を休めることなく一条の線に見えるほどの射撃を繰り返しながらも、〝ミスリルアイズ〟は矢継ぎ早の指示を飛ばしている。




　シロエも一切の出し惜しみをせずに戦っていた。

　もはや遠慮などしている場合ではない。

　たしかに恐るべき二体のレイドボスの一撃を受け止めることはできた。しかし、それはディンクロンの〈キャッスル・オブ・ストーン〉という必殺技を使用してのこと。そのために初戦ではそれを温存する作戦をとったのだ。戦況を安定させるためには、ふたりの盾役を回復呪文で支える必要があり、それはチームに六人しかいない回復職のＭＰをハイペースで消費することと同義なのだ。この状況を予想してここまでは呪文を控えてきたメンバーだが、この先下手な節約志向では前衛の命を失うことになるだろう。タイトロープな戦闘である今、盾役が崩れることは戦線崩壊を意味するし、そうすれば即座に全滅という結果に繫がってしまう。

　そしてそれはこのゾーンでの希望がついえさることを意味する。




「フェデリコ、攻撃力低下バフ、攻撃範囲低下バフ」

「わぁってる」

「てとらさん、回復出力上げて」

「これ以上上げられないよっ」

「支援する。──〈フォースステップ〉！」

　シロエは特殊援護呪文をてとらに投射する。てとらの持つすべての〈再使用規制時間〉タイマーを加速するのだ。速度増加は二割弱だが、その数字は決して小さくはない。〈オーロラヒール〉の再使用規制時間は通常六百秒。〈フォースステップ〉を途切れさせなければ四百八十秒でもう一度使用可能になる。その分消費の激しくなるＭＰすらも、シロエは〈マナ・サイフォン〉で供給を行う。自身のＭＰを仲間に渡す〈付与術師〉の管理特技だ。

　一般的な狩りを行なうパーティー戦闘において、ＭＰは休憩することで比較的簡単に回復する。そのためにＭＰそのものを管理したり回復する〈付与術師マナコントローラー〉はその価値を低く評価されやすい。

　しかしその希少な特性をシロエは愛し、今までずっと育ててきたのだ。

　ＭＰ減少のくらくらするような酩酊感とともに、シロエは攻撃し、計測し、ＭＰを供給し続ける。てとらやヴォイネンのような回復職には回復力強化を、フェデリコやデミクァスのような攻撃職には攻撃力強化を。広がった知覚のすべてで戦場を体感しながら、シロエはその細部に意識を向ける。




「ここだあっ！」

　ヴォイネンが硫黄臭の沸き立つ水たまりのひとつに片腕を突っ込んで、長い詠唱を解き放つ。それは〈森ド呪ル遣イいド〉が用いる従者召喚の中でもとびきり特異なものだった。毛皮のアームガードから伸びた光は大気を求めるように高く梢をひろげ、いきなり緑色に実体化する。自然や精霊を従える〈森呪遣い〉の中でも高位レイドを以って契約できる召喚術〈生命のセコイア〉だった。

「四班、寄れっ！」

　ウィリアムの指令すらももどかしく、大樹の木陰に魔法使いたちが集結してゆく。

〈生命のセコイア〉として知られるこの召喚術は、魔法の力を持つ広葉樹を現出させるのだ。その木陰には緑の光が満ちて、周囲にいる仲間たちのＨＰを継続的に回復させてゆく。回復量は〈森呪遣い〉本人が用いる〈ヒール〉に数段劣るが、木陰に身を寄せる仲間全員に長時間回復を続けられるというのはこの上ないアドバンテージだ。

　シロエは計算する。

　ミノリが演じてみせたという戦闘演算のその先を宿して、眼鏡の奥の鋭い瞳で未来に向かって思考を伸ばすのだ。

　人数二十四人はミノリが扱ったパーティー六名の四倍である。しかし、人数が四倍に増えただけでその特技や行動の組み合わせは爆発的に増大してしまう。そのひとつひとつの可能性を検討、そぎ落とし、拾い上げ、あるいは組み合わせ、「読み取る」。

　仲間の攻撃の一振り一振りを、あるいは回復の一滴を。

　怒ど濤とうのように積み上げられる弱体化魔法デバフによる敵の脅威度の変化を。目に見えないヘイト残量と、その余裕における行動オプションの可か塑そ性せいを。

　絶え間なく変化を続ける仲間たちのＨＰはシロエの中でイコライザーパネルのようだった。

　減少を続ける戦闘のタイムラインの中で潮流を感じ取り、シロエはそれを微分する。

「直継、加速！」

「あいよぉっ！」

「ボロネーゼさん、退がって」

「承知だ」

　ひとつひとつはただの「文」なのだ。

　それが連なり、目的を持った「文章」となる。

　シロエの脳裏に直継の顔が浮かんだ。てとらの笑みや、ウィリアムの狷けん介かいそうな苦笑いも。フェデリコ、ヴォイネン、デミクァス。〈シルバーソード〉の面々も。

　シロエは我知らず深く頷いていた。

　ウィリアムの言ったことは、シロエにだってわかる。

　今戦いはひとつの「物語」となってシロエの元へ届いた。

　それはくじけそうになる心を奮い立たせて進むひとつの行軍歌だ。

　ウィリアムが「秘密」と称したなにかにシロエも触れた。それは〈茶会〉でシロエが包まれていた、あの懐かしい安らぎと同質のものだった。

　全力管制戦闘フルコントロールエンカウントと呼ばれた演算のすべてを解放したシロエの〈滅びたる翼の白杖〉から、口ずさむ呪文が飛翔する。空気を切り裂く大鳥にも似た〈カルマドライブ〉は炎蛇イブラ・ハブラに着弾し、無数の輝くアイコンを弾けさせた。




（十五％……十六％……十八％……）

　シロエは唇を嚙んで精神を集中する。

　ヴォイネンの用いた〈従者召喚：生命の樹ライフセコイア〉は好手だった。あの呪文で合計十名のＨＰが三割以上回復できる。

　炎蛇の広範囲攻撃〈慈悲なき煉獄の宴〉はおおよそ百八十秒ごとのようだ。次の一回をヴォイネンの〈マーシィレイン〉と〈ライフバースト〉で凌しのぐ。その次は三六十秒後だ。この一撃は〈再使用規制時間〉の回復した直継の〈キャッスル・オブ・ストーン〉で無効化。さらにその次、五百四十秒後にはてとらの〈オーロラヒール〉が回復している。

　視界が色を失うほどの集中の中で、シロエは読み切る。

　七百二十秒を迎える前に〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉を沈めることは可能だ。シロエの〈カルマドライブ〉の効果は、あの炎蛇にクリティカルヒットを与えた仲間のＭＰを回復する。この出力でダメージが推移すれば、遅くとも七百秒でイブラ・ハブラにとどめを刺すことができる。

　その後は全戦力を霜巨人タルタウルガーへと反転しこれを討つ。

　残されたＭＰリソースを考えればとても余裕を持った戦いとは言えないが、ギリギリで勝利することは可能だ。

　薄氷かもしれないが、それは勝利の可能性。

　そのためにできる演算を最後まで途切れさせはしない。オーバーヒートしそうな心をアイスボックスに入れてシロエは依頼した。

「ダメージ出力はこのままを維持してください」

「お前ら聞いたか、腹黒がそういってんぞ！　気合を入れろ、潰せ！　出し惜しみすんなっ!!」

　ウィリアムが一行にそう号令を掛けたその瞬間、不吉な黒い塊が広間に落下してきた。




　ぼとり。

　ぼとり。

　それはへばりついた地面から立ち上がると、非人間的な動きで武器を構え直した。

　影の尖せん兵ぺい──〈七なる庭園のルセアート〉から生み出された分裂体ともいえる戦士。その戦闘能力はルセアートには遠く及ばないが、それでも〈冒険者〉数人は簡単に相手取ることができる。

　叫び声をこらえてとっさに上方に視線をやったシロエが見たのは、コロセウムに続く回廊からしみ出す漆黒の闇だった。天井に広がったその闇は垂れ下がり、重油のような滴しずくとなって、影の戦士を生み落とす。

　確かにルセアートは鉄格子のゲートを通り抜けることはできないのだろう。

　しかし、彼の生み出した人間大の黒き尖兵たちは、シロエらがそうしたように門の隙間を通り抜け、この戦場へと姿を現したのだ。
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　シロエはこの展開を予想していなかったわけではない。

　影の尖兵たちは〈七なる庭園のルセアート〉の生み出した眷けん属ぞくであり、一度戦闘が始まれば、こちらを付け回してくることは予想できていた。しかしそれは、仕留め損なった数体だという予想があり、天井に広がる染みは広く、影の数は多すぎた。

　──黒のルセアートにダメージを与えた人数と等しいだけ、影の戦士は発生する。

　そう看破したのはシロエである。

　今回の戦闘では、〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉への攻撃を開始した時点で、コロセウムから追ってきた影の戦士はすべて討伐を完了していた。そうである以上、ルセアートにつき従う影の戦士の数はゼロのはずである。

　そしてシロエたちが先へ進んだ以上、ルセアートにダメージを与える存在などいるはずがない。ルセアートが影の戦士を再び生み出せる可能性などあるはずはない。影の戦士がこれだけ生まれた理由など──。

　そこまで考えたシロエはたったひとつの可能性に至る。

　ルセアートは自らを自らの斧槍で刺し貫いたのだ。

　そうしてダメージを与え、影の戦士を一体生み出した。

　そしてその一体とルセアート自身は再び黒き鎧にダメージを与え、さらに二体の眷属を手に入れる。そしてその繰り返し。自らを生け贄に捧げるという、今まではありえなかった可能性により手に入れたるルセアートの軍団が通路からしみ出したあの黒き影なのだ。




「前衛っ！」

　その思考は一瞬にも満たずシロエを過ぎ去り、口は叫ぶような指示を出していた。

　あと少しなのだ。七百秒とは言わない。六百秒もあれば炎蛇イブラ・ハブラを倒すことができる。そうすれば余剰戦力が生まれる。その時間を稼がなくてはならない。シロエは考える。自分たちがこの大空洞に到着するまでどれほどの時間がかかった？　戦闘を開始してからどれほどの時間が経過した？〈七なる庭園のルセアート〉が約二百秒に一回、影の尖兵を生み出し、その数はネズミ算のように増えていくとすれば、いまその数はいくつになる？　三十一体。多くても六十三体──。計算応答は即座に訪れる。後者であれば絶望するしかない数だが、前者であれば僅かな可能性が残されているはずだ。はずだ、などという思考を恥じながらもシロエは叫ぶ。

「突撃してカイティングを──」

　それは自殺命令にも等しい作戦だった。影の戦士を引き連れての逃亡劇を繰り広げよ、というシロエの指示に反応しかけた〈シルバーソード〉の順三だったが、それよりも早く飛び出した屈強なレイダーがいたのである。

「けあああああ！　どけい！〈ファントムステップ〉！〈ワイバーンキック〉！　あああっ！〈タウンティングシャウト〉ッ[image: ]」

　空中の何かを足場にしたかのような二段ジャンプを決めたデミクァスは、そのままロケットのように中空に躍り上がり、身体を独こ楽まのように回しながら絶叫を放った。それは戦士職の用いる挑発の雄叫び。一瞬だったが、すべての影の戦士たちがデミクァスに意識を奪われるのをシロエは目撃した。

　そんなシロエを含むレイドメンバーが見上げる中、一瞬の静止状態から落下に移る長髪の〈武闘家〉はなぜか憤怒の表情でシロエを探したようだった。あまりにも素早いその移動に姿を見失った瞬間、シロエは姿勢を崩す。

　何が起きたかわからないままにシロエは浮かび、圧倒的速度で後方に飛ばされるのを感じた。

「──っ!!」

　直継が何かを叫んでいるのはわかる。しかし遠ざかる景色の中でその言葉は聞こえない。

　どうやら自分はこの大空洞の中を凄まじい勢いで移動しているらしい。まるで巨大なドラムを持つ洗濯機に放り込まれたように、シロエは急な加速と減速を繰り返した。

　影の戦士がいきなり眼前に現れて、驚きよう愕がくするシロエに大鎌を振り下ろそうとするが、悪酔いしそうな視界回転とともに吹き飛ばされる。それをなしたのは凶悪なシルエットを持つ巨大な脚鎧グリーヴだった。

「うぜえっ、〈ファントムステップ〉!!」

　密集しかける敵の集団を置き去りにしてデミクァスは再度空中に躍り出る。

　シロエはそのデミクァスに、首根っこでつまみ上げられ振り回されているのだ。

「なにを──」

「だまってろ、クソメガネ！〈ワイバーンキック〉！」

　頰にぶちまけられた生臭くも温かい血液が、シロエに冷静さを取り戻させた。

　ここにきてレイドをむちゃくちゃにしてシロエに復讐するつもりなのか、それともデミクァスなりの勝算があるのか、それはシロエにはわからない。しかし事実、デミクァスはシロエの後ろ首のあたりを摑み、まるで狩りの獲物のように扱っている。

（だけど、この状況。悪くはないか……？）

　視点を変えてみればシロエはデミクァスに装備された固定砲台というわけだ。

　それに気がついたならばやることはひとつだ。シロエは火力が弱いと揶や揄ゆされる〈付与術師〉の呪文を周囲にばらまく。




　おそらくデミクァスは、本来は敵集団のうち一体に対して使用し、ヘイトとは無関係に自分を狙わせ、そのまま引きずり移動させる特技、〈ドラッグ・ムーブ〉を使っているのだろう。あるいはただ単純に九〇レベルを超えたその腕力でシロエを荷物のように持ち運んでいるのかもしれない。〈冒険者〉の異常な体力であればそれも可能だろう。どちらの可能性もある。

　しかし今重要なのは、影の戦士たちをレイドチーム本体から引き剝がすことだった。

「北東側の通路へっ」

「うるせえ、なに指図してるんだっ」

「〈マインドボルト〉っ」

「〈付与術師クソエンク〉が！」

　しかし悪態をつきつつもデミクァスは軌道を変えてくれたようだった。

　黒いのっぺらぼうの姿を蹴飛ばし、突き破り、無数の敵に狙われながらも通路側に向かう。シロエは派手に揺れる視界からの情報を合成する。尖兵の数は確認できただけで約二十。視界外を考えれば三十前後か。立ち止まれば回復呪文の援護があったとしてもデミクァスは十五秒で戦闘不能になる。援護がなければ半分だ。シロエ自身はどうかと考えるのも億おつ劫くうだが、そんな答えは〈エルダー・テイル〉をプレイし始めた頃からはっきりしている。三秒がいいところだろう。

「シロエ、おいっ！」

　襲いかかろうと低い姿勢から迫ってきた影の頭部が膨れ上がり、西すい瓜かのようにはじけた。

　ウィリアムの狙撃がトドメの一撃となったのだ。

「こっちへの援護は無用、イブラ・ハブラを倒してください」

「だから、この腹黒っ」

「ウィリアム！　敵を倒せっ！」

　自分の声があの誇り高い野戦司令官ギルドマスターになにを伝えられたか、なにほどの気持ちを乗せることができたのか、シロエには自信はなかった。それでもウィリアムは気遣わしげな表情で一度強く目を瞑ると、「全攻撃部隊、イブラ・ハブラへダメージを集中させろっ！〈妖術師〉っ！　構うことはねえ、ぶっ放せ！」と叫んだ。




　視界は溶けるように流れ、霜巨人タルタウルガーの棍棒をくぐり抜けた。

　後頭部をぞりぞりと擦るその圧倒的質量に首をすくめたシロエは足下に迫る白い皮膜に気がつく。

「〈タルタウルガーの白夜〉だ。移動阻害が来る、火炎を──」

「知ったことかよ、〈リンクス・タンブリング〉ッ」

　シロエのアドバイスさえ無視しデミクァスは凍結の呪縛をあざ笑うように駆ける。山猫の身躱しリンクス・タンブリングを宿したデミクァスは、打ち下ろされた棍棒を足場に駆け上り、霜巨人の巌のような腕へ、そして肩へとたどり着き、さらにその先を求めるのだ。恐るべき冷気のために常に白い息を吐き出すタルタウルガー、その頰を蹴り飛ばすようにさらに加速する。

　安全装置を全部取り外した人力ジェットコースターは、開園初日にすべての来場客を病院送りにするほどのでたらめな軌道を描いて疾走を開始した。

　ループ、トルネード、スラローム。ヘイトという不可視の糸に導かれた数十体の影たちを引き連れてデミクァスは恐怖の逃走劇を開始した。

　背後で叫び声が聞こえた。なにを言っていたかはわからない。だが激励の言葉だったのではないかとシロエは思った。死地に飛び込む仲間レイダーに〈シルバーソード〉なら掛ける言葉は決まっているだろう。




　暗闇に満たされた通路に突入し、大規模戦闘レイドバトルの音が小さくなっていく。あの大空洞では今や残り五百八十秒の討伐戦が継続されなければならない。それが終わったならば霜巨人と戦うディンクロンを救出しなければ。

　だから、暗い通路を疾走するふたりは一瞬も気を緩めることはできなかった。

　シロエも先程からなけなしの攻撃呪文を立て続けに発射している。

〈アストラル・バインド〉や〈ナイトメアスフィア〉。行動阻害効果や硬直効果を持つ呪文を叩きつければ、影の追跡を数秒遅らせることができる。巻き込むことができる数は多くないが、追跡者の圧力を減らさなければ、シロエのマントを重く濡らすデミクァスのＨＰは保たないだろう。ＨＰもそうだが、デミクァスのＭＰは激減している。無茶な脱出口の代償なのだ。兎にも角にも、下り通路に飛び込めたのは僥ぎよう倖こうだといえた。ふたりはまだ生きていて、通路は闇へと続いている。




「〈ワイバーンキック〉は当分使用しないで」

　シロエの要請をデミクァスは黙殺した。

　視界には影の戦士たちの先頭が映っているが、彼らまでの距離は三十メートルはあるようだった。シロエも射程距離外になり始めた攻撃呪文を諦め、デミクァスへのＭＰ譲渡を中心に援護魔法をかける。このような状況になれば、攻撃力よりも機動力だろう。付与術の切り替えに集中するシロエを、デミクァスは暗闇のただ中へと連れ去るようにひたすらに駆ける。

　シロエにはそのデミクァスがなぜ自分を連れて駆けているのかわからなかった。

　結果論的に足止め呪文を駆使した引カきイ回テしイ作ン戦グはここまで上手くいっているが、それがデミクァスの策なのかどうかは確信が持てない。

　そもそもこの無法者の思考がシロエにはわからないし、共感を持てないのだ。

　それは長いレイド生活を共にした今でも、薄れはしたものの、根深い疑念のしこりとなって残っている。

　デミクァスはあの荒れ果てたススキノの街で〈大地人〉に圧政を敷いていたのだ。

　もちろんデミクァスひとりの責任だとまでいうつもりはない。〈大災害〉の混乱と誤解から、ここがゲームの世界のままだと思い込んでしまったということはあるだろう。恐怖に駆られてそれを誤魔化すために八つ当たりしてしまったという見方もできる。〈ブリガンティア〉というギルドは、〈エルダー・テイル〉がゲームだった時代からそもそもマナーの悪いプレイヤーが集まっていたギルドなのだという話もあとから聞いた。仲間内の強がりから極端な行動が習慣になってしまった側面もあるかもしれない。

　シロエはそういった事情のすべてに一定の説得力を感じていたし、理解できる程度の能力を持っていた。しかしそれでも根底部分では納得できていない。

　デミクァスは〈大地人〉を虐待しその権利を侵害したのだ。売買さえしたと聞く。

　その上セララにつきまといあんなに怯えさせていたのだ。

　そういったセンスはシロエの中にはない。理解できないし、許せるような気もしない。

　気に入らない男だ。シロエのデミクァスに対する評価はずっとそうだった。




　そんなことを考えているうちに、ずいぶん時間が流れたようだ。

　シロエの視界には流れていく暗い通路ばかりが続いている。どれほど影の尖兵たちを引き離したのかわからないが、引き離しすぎるのもまずいとシロエは考えた。デミクァスが散々に挑発と攻撃を繰り返したのだ。あの軍団がヘイトを忘れるとは思わなかったが、万が一ということもある。あの大空洞に影たちが引き返してしまえばこのレイドは失敗だ。今でさえ、確実にすべての尖兵たちを引きずり出せたかどうかはっきりとはしないのに。

「ストップ、引き離しすぎだ。ちょっと待とう」

　しかしデミクァスはその言葉が聞こえないように走り続けた。

　かちんときたシロエが叫ぶように停止を何度も呼びかけてやっとその足を止めたほどだ。シロエはそんなデミクァスに気持ちを逆なでされて、抗議の声を上げる。

「なにを考えているんですか、このまま行った……」

　その言葉を言い終える前に通路に投げ出されたシロエは転がり、壁に背をぶつけて止まる。通路の壁際で腕をさすりながら薄目を開けたシロエにデミクァスは告げた。

「おい、〈付与術師エンク〉。俺の名前を言え」




　シロエは苛立ちに任せて、デンタルケアさんとでも呼んでやろうかと息を吸い込み、見上げて、沈黙を選んだ。

　シロエは今初めてデミクァスを見るような気分になり、失った言葉の続きを探す。

　シロエを覗き込むように上半身を近づけるデミクァスの表情は厳しく、決然としていた。見開かれた両目はこぼれんばかりであり、彼が決して譲れぬ何かを秘めてこの言葉を吐き出したことがわかった。

　こんな追い詰められた局面でくだらない質問をするのかという抗議は、その表情のせいでシロエから消えてしまった。

　ウィリアムに譲れない願いがあるように、誰にだってそれはあるのだろう。

　シロエにだってそれはある。でなければ、シロエは今だってギルド未所属のままであるはずだ。

　そしてデミクァスにさえ、それはあるのだ。

　のろのろとした時間の中でシロエは考え、推測して、自分の中にある怒りが自己嫌悪に似ていることを発見した。あの〈大災害〉の中で何もできないという無力感を感じていたシロエは、それを忌避するあまり、何もできないということに甘えて横暴を振るうデミクァスに当たったのだ。

　もちろんデミクァスは許されないことをした。シロエはセララを救出しなければならなかった。しかし、シロエがデミクァスを裁く権利を持っていたかといえば、それは疑わしい。シロエはシロエであり、法ではない。

（それに、よしんば裁く権利があったとしたって──名前を奪うなんてことは、誰にだって許されちゃいけない）

　シロエはデミクァスの名前を頑なに呼ぼうとしない自分にも気がついた。

　自分はこの無法者とは違う。同じ人間だとは認めない。

　シロエがとっていた態度は、つまり、そういうことなのだ。




「デミクァス」

「おう」

「──デミクァス、ぼくはあなたが嫌いです」

「俺もだよ、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエ」

　シロエとデミクァスはやっと折り合った。

　折り合わないという一点で、折り合ったのだ。




　だから、と言いかけたシロエはその先を続けることができなかった。

　自分の胸に添えられた無法者の手のひらが、わずかに、しかし有う無むを言わせず動くと、シロエの身体は冗談のように吹き飛ばされ、再び通路をゴロゴロと転がった。身体を丸めたシロエがサッカーボールのようにたどり着いた先には、冷たく閉ざされた鋼鉄の大扉がある。

「シロエ、お前はその先で死ね。俺はあいつらの相手で忙しい」

　シロエの反論を封じるように言い捨てたデミクァスは再び駆け出した。暗い通路の先で緑色の輝きをまとい、さらに二、三度、彗すい星せいのように瞬またたいて、流れた。

　言葉にならないようないくつもの想いが重ねられ、シロエは暗闇の通路にひとり取り残された。










　　　▼６










　そして扉の内側はまばゆいほどの光が溢れる庭園だった。

　シロエの背丈の優に十倍はあるような歯車がゆっくりと回っていた。フレームだけで作られたような歯車は、複雑に絡み合い、はずみ車や昇降機と連動して、巨大な循環を制御している。

　この大空間の目的は一目見れば明らかだった。

　エッシャーのだまし絵のような導路を、おびただしい金貨が流れてゆく。

　歯車やピストン、跳ね車はその金貨の河を制御する巨大機構なのだ。

　その巨大機構の間を縫うように白亜の回廊が続いていく。回廊には小川が流れ、緑に溢れ、花が咲き乱れる。時には小さなアーチの橋を渡り、金貨がずっしりと沈んだ池を横切り、シロエは進んでいった。

　この庭園はシロエが予想していた黄金の大渦なのだ。

　おびただしい数の鈴が鳴るような音にシロエは視線をやった。バスほどもある巨大な鉄の箱形容器が複雑な鎖の動きで傾いてゆく。その傾きのせいで、内容物たる無数の金貨をその下にある円形の選別テーブルへとこぼしているのだ。鈴の音は、何十万枚、何百万枚にも及ぶ金貨が奏でる金属音だった。

　驚異という他ない光景だった。

　機械的に動いてゆくあの階段のような導路から、麻袋いっぱいの金貨を得るだけで、シロエの資産は倍増するだろう。この庭園にどれほどの金貨があるのか考えようとして、それが不可能であるとシロエはため息をついた。

　想像もできないほど莫大な金貨がここに存在する。

　シロエはだが、自らの携たずさえてきた一枚の契約書をちっぽけだとは思わなかった。

　比べてみれば取るに足りないだろう。去年までのシロエだったら挫くじけてしまったかもしれない。しかし今は違う。シロエは覚悟をして〈奈落の参道アビサルシヤフト〉をくだり〈パルムの深き場所〉の最深部までやってきたのだ。




「──ようこそ。歓迎したくはありませんが、そう言わなければならないのでしょうね」

　あまりにも巨大な黄金の湖、そこに突き出した前衛的な庭園でシロエを待ち構えていたのは菫きん星じように見えた。シロエは目を細め、彼を子細に観察したが、違いを発見することはできなかった。彼は、水晶でできた天使を背にここでシロエを待ち受けていたのだ。
















　その天使は〈九なる庭園のウル〉。〈奈落の参道〉を守る最後のレイドボスだ。身長こそ四メートルほどと、今までの敵に比べれば小さいが、その戦闘力はいささかも引けは取らないだろう。それはつまり、〈シルバーソード〉全員で仕掛けるのならまだしも、シロエひとりで戦うのであれば自殺にしかならないという意味であった。

　いや、あるいは全員でここにたどり着いたとしても、連戦で疲弊しきったチームでは勝利できないかもしれない。だがシロエはその脅威を一顧だにせず眼前の青年を見つめている。

（襟えり章しようの色が違う、くらいかな。本当に区別がつかないや）

　菫星は、あの雪に閉ざされた小屋での菫星にも見えたし、アキバの街のパーティーで挨拶をした菫星にも見えた。そしてススキノの街で銀行業務を取り仕切る菫星にも見えた。

　菫星とはそういう人物なのだろう。そして供く贄にえ一族とはそういう一族なのだ。

　おそらくは〈エルダー・テイル〉時代、銀行員とその責任者であった、専用の制服と専用のモデルを用意された〈大地人〉、それが供贄一族のルーツなのではないか。シロエはそう予測した。そしてその瞳の中にある恐怖と警戒、そして誇りを見て取った。

（そりゃ、こわいよな。〈九なる庭園のウル〉を従えていたって、〈冒険者〉が攻め込んできたんだから……。僕らから見たら絶望的な戦いだったけれど、あちらから見たって絶望的だったに違いない）

　シロエは想像してみようとした。

　自分たちの本拠地に、決して諦めない不死の部隊二十余名が雪崩れ込んでくる。

　そこで行なわれるゾンビアタックだ。全滅しようが立ち上がり、少しずつ少しずつ攻略してくる。こんなに恐ろしいものはない。恐怖も、警戒も当たり前だ。それでもなお立ちはだかるのは、誇りのためだろう。その誇りは、〈大地人〉とヤマトを守るという意志だ。

　長きにわたり、太祖の言葉を墨守し、供贄一族はヤマトを守護してきたのだ。

　その結束力や忠誠心は、現代日本人であったシロエには計り知れない。




「菫星さんに話をするために来ました」

「ここまでたどり着いたあなたの話を聞く義務が我らにはあります」

「……」

　菫星の硬い声にシロエは固まってしまう。

　予想はしていたものの、それはシロエが疑念を抱えて不要の軋あつ轢れきを生んだ、その罰であった。シロエが菫星を敵愾の殻に閉じ込めたのだ。だからこそ、言葉を尽くす義務があると白衣の青年は自責した。




「この金貨の流れは、そういうことだと理解していいのですか？」

「……ええ、そうです。約やく定じように従い、私たちはあなたにそれを開示します。ヤマトに存在するすべての金貨は、ここから生まれここに還るのです。我らですら理解も制御もできない超古代の技術で金貨は巡ってゆく。この巨大な濁流の中から、あるいはダンジョンに、あるいはモンスターたちに、金貨は配られてゆく。この機構はヤマトの闇に横たわる秘密。供贄一族が数百年の間秘してきた禁忌なのです」

　──その言葉にシロエはもうひとつの事実に気がついた。

　供贄一族がこの機構を管理してきたということは、ごく普通の〈大地人〉や〈自由都市同盟イースタル〉の貴族から見ると裏切りに映るのかもしれない。〈緑小鬼ゴブリン〉や〈醜オ豚ー鬼ク〉に資金を供与していたと思われかねないのだ。

〈エルダー・テイル〉というゲームを知っているシロエはそうは思わない。これがただの機構システムであり善悪ではないと理解できるが、亜人間と長い戦いを繰り広げてきた〈大地人〉がどう思うかは確信が持てなかった。この事実が暴露された場合、ヤマト全域で供贄一族の排斥運動が起きるかもしれない。それはあるいは、暴動や虐殺にまで発展するかもしれないのだ。

　菫星の警戒は当然のものだった。シロエの思慮が足りなかったのだ。




「僕は、そして僕たちはこのゾーンの真実や存在を口外するつもりはありません」

　自分の言葉がどれだけの説得力を持つか不安を覚えつつも、シロエはそう告げた。

「──この場所までたどり着いたあなたは、太祖の規定どおり、黄金を持ち帰ることができる」

　しかしシロエの内心の動きは菫星に伝わったようには思えなかった。変わらぬ固く警戒した声で、練習を重ねたような口上を述べる。

「長い長い歴史の中で、太祖の書き置きの一部は失われました。あなたがここから持ち帰ることのできる金貨が千枚なのか、億枚なのか、それはもはや我ら自身にもわかりません。しかし伝承は太祖の言葉を伝えます」

　菫星は今こそ炎のように燃え盛る瞳でシロエを見つめた。

　剣を振るうそれではなかったが、これもまた今までくぐり抜けてきた戦闘にまさることはあれ劣ることはない、ひとつの激突であった。




　シロエはその視線を全身で受け止めて、乾ききった口内から無理やりつばを飲み込む。そして自分の弱さを自覚した。〈円卓会議〉のときはあんなにもひょうひょうと振る舞えていたというのに、今や膝の力が抜けて座り込んでしまいそうだ。

　しかし、吠えるウィリアムの横顔を思い出した。見上げてくるアカツキの心配そうな表情も。冗談めかして笑わせようとする直継の気遣いを。じっと見守ってくれているにゃん太、信頼してくれたミノリやトウヤ、五い十す鈴ずにルンデルハウス。

　今感じるこれは、弱さではないのだ。

　勝たせてあげたいね、と、てとらはつぶやいた。

　誰かのために勝利を望み、叶えられなかった時の辛さを思うからこそ、切ないほどに最善を求めてしまうのだ。自分ひとりのことだからと無責任になれたソロプレイヤーのシロエはもういない。シロエは誰よりも結果が欲しいと希求した。他人の気持ちを上手にわかってあげることができない自分には、それ以外、みんなに報いる方法がない。




「〝供贄の黄金は禍福の財なり。多いなる富は富にあらず。心せよ、汝の飼う獣に。そは世を滅ぼす〟」

　菫星の言葉がシロエに染み込み、いくつもの解釈を波紋のように広げ、やがて静かになった。

　不吉な予言にも聞こえるその詩をシロエは祝福だと受け取った。

　ここへ来てよかったとシロエは心の深い部分で温かさとともに感じた。

　遠く響く無数の鈴の音に包まれて、シロエと菫星は少なからぬ瞬間を過ごした。

　ゆっくりと〈魔法の鞄〉から一通の契約書を取り出し、シロエはそれをふたつに引き裂いた。目を見開いて驚く菫星の前で、裂けた契約書は柔らかいきらめく炎に変わり、群れた蝶のように飛び去った。




　そして何もない空中から、黄金が生まれた。




「これは……」

「いま、契約が結ばれて、完全になりました。〈円卓会議〉は富を求めません」

　シロエは淡く微笑みながら菫星に語りかけた。

　それはシロエが本当に話したかったこと、あの雪のロッジで失敗したその続きなのだ。

「ギルド会館の権利でさえ、僕たちには不要です。もう、僕たちには、あのアキバの街で平和に暮らすだけの力があると思います。そのきっかけをくれた機構システムには感謝していますが、それも終わる時期です。仮にまたなにかトラブルが起きたとしても、それはきっと別の方法で解決すべきなのだというのが、僕たちの出した結論です。──この契約術式は、結ばれ、引き裂かれることで完全になります」

　意味を計りかねて戸惑う菫星にシロエは胸を張った。

　シロエだけの意思ではなく、それを了承できた〈円卓会議〉の誇りを込めて。

「僕たちは、ギルドホール、大聖堂、商業会館を含むアキバ市街全般の権利をヤマトサーバーそのものに譲渡します。また、契約書の破棄をもってその譲渡を永遠とします」




　ここへ至るまで困難な根回しと長い話し合いの数々があった。

　一度買い取った権利を破棄するなど愚かとしかいいようがないという意見もあった。

　しかしさまざまなメリットデメリットをすり合わせた結果、ここへとたどり着いたのだ。ひとたび買い取りが可能でありそれが制裁機能に直結すると判明したゾーン購入は、騒乱の種としか表現ができなかった。

　そもそもゾーン購入自体が利益を生むわけではない。いずれ誰かに購入されてしまい不利益を押し付けられる──つまり攻撃されるという可能性がある以上、購入しないという選択肢は存在しない。こうして大神殿、商業施設、アキバの地表の市街ゾーンなどは、〈円卓会議〉の予算のほぼすべてと大手ギルドからの借り入れ金を用いて購入された。

　しかし、今度はその維持費が問題になってきていたのだ。

　ギルド会館だけであればまだよかったのだが、アキバ市街を含む〈円卓会議〉の不動産資産は、毎月の維持費だけで金貨一千万枚を超えるほどに膨れ上がっている。これは財政上の大きな負担であった。

　攻撃される前提がある以上、その防御のために負担が生まれる構造である。シロエやヘンリエッタを中心とする派閥はその負担を軽減しようとさまざまな可能性を探り、幾多の議論を重ねた。今度の遠征行はその果てに存在するのである。




「これは……では、この金貨は、それらを購入したときの費用だと？」

「ええ。〝すべての金貨はここより生まれ、ここへと還る〟のでしょう？　契約が成就したので、購入資金は契約書と引き換えに、僕の足下へと帰ってきたんですね。予想どおりです」

「シロエ様はその説明にここまで来たのですか？」

「ある意味ではそうです」

「では、融資の話とは──どうなったのです？」

　シロエはずれた眼鏡を指先で押し戻した。

「それが本題です。僕たちは、このヤマトの地表すべてのゾーン、森林や、山脈や、湖、近海などのすべてを購入したいと思っています。そして、購入したすべては先ほどと同じように、速やかに契約書を破棄、譲渡します。今証明したように、購入したゾーンの所有権をヤマトに譲渡すれば、購入額は返金されます。……ヤマトの大地はヤマトの手へ還るべきです」

　菫星は白くなるほど拳を握りしめて、必死に動揺を抑えているようだった。

「建築物サイズのゾーンに関しては手が回りませんし、当面は従来通りでいいと思いますが、少なくともすべてのフィールドゾーンを〝所有されることがない〟状態に固定化したい。それに……〈大地人〉はゾーン購入ができません」

　それは長い間シロエの胸に突き刺さっていた刺とげでもあった。




「この状況は、異常です。僕たち〈円卓会議〉は戦争の火種になることを望みません。土地の所有を否定するわけではないです。でも、それは人と人の契約で十分だと思うのです。ゾーン購入システムは、今の僕たちには、不必要なんです。だから僕たち〈円卓会議〉に、そのための資金を貸してください。僕たちが僕たちを滅ぼさないで済むように、この流れに返すための資金を、融資してください」










　　　▼７










　硫黄の臭いのするゴツゴツした岩肌の地面だった。

　こんな場所に寝転がるのは馬鹿だけだと思いながら、ウィリアムは天を仰いで倒れている。顔だけ横に向ければ、黒焦げの鏃やじりや得体の知れない色に染まったボロ布が落ちている。誰かの装備かもしれない。散々な有り様だ。

　全身が熱で腫れぼったく感じるほど疲労していて、たったそれだけの動きでさえひどく億おつ劫くうだった。大空洞の中は不気味なほど静まり返り、蒸気の噴き出す音や、水滴の音が、やけに大きく響いている。

　臭くて、暑くて、痛くて、だるくて、うんざりするような現在は、至福のひとときだった。ウィリアムは鼻の両脇に流れる液体が血液ではないのを知ったが、それを拭おうとは思わなかった。両腕は弓の引きすぎでストライキに突入していたし、あちこちに転がってる仲間たちだって、どうせ泣いている。




　勝ったのだ。




　おびただしい物資を使いきり、戦闘不能になる仲間たちもいた。蘇生呪文と昏倒の繰り返しになった局面もある。全身血まみれになったデミクァスが影の戦士たちに追われて帰ってきたときは敗北の予感が頭をよぎった。しかし、すでに〈三なる庭園のイブラ・ハブラ〉を倒していたことが功を奏したのだろう。今度は第二パーティーを通路での遅滞戦闘に投入し、無理矢理に泥臭い乱戦で薄氷の勝利を収めたのだ。

　もう、なにもできない。今、黒き鎧のルセアートがこの大広間に現れたら、まるで赤子のように苦もなくひねられるだろうという思いは確信だった。メンバーはずたぼろだ。全身汚水まみれの泥だらけで、氷と炎にあぶられ、疲れ果てて──そして輝いていた。

　むくりと上半身を起こしたウィリアムは空洞を見回して笑みをこぼした。

　笑い声は小さかったが、やがて朗らかに響いた。

　勝ったのだ。

　なんてすごいのだろうとウィリアムは思った。

　言葉にできないほど嬉しかった。今までの後悔も自責も不安や失意さえ洗い流されていく。すごいぞ、大したものだ、と快かい哉さいを叫んだ。ウィリアムは自分の語ご彙いのなさをちょっぴり情けなく思ったが、それもまた一瞬のことだった。

（なんてすげえんだろう！　すげえなあ、俺の友だちは、すげえ奴らだなあ!!）

　寝転がったままのフェデリコが、こっちへ向かって手を振っていた。

　ディンクロンは片手を水たまりに突っ込んで冷やしている。前髪がでろでろで色男も台なしだ。

　オーディソがうつぶせのまま、バスガイドの振る旗のように細いロッドを動かした。突然現れた小さなアルラウネが怯えておろおろしたあと、荷物から水筒を引きずり出してはみんなに配っていく。

　身動きできるメンバーはほんの少しで、彼らでさえも座り直してぐったりするのがせいぜいだった。誇張なく言えば〈シルバーソード〉はただいま全滅寸前である。

　しかし、全滅寸前であっても、勝利は勝利なのだ。

（ああ、すげえなあ、本当に）

　ウィリアムはバカのひとつ覚えのように、心の中ですげえすげえと繰り返すことしかできなかった。キラキラと眩しくて、それがやけに目に染みて、仲間をじっと見ることさえできなかった。涙が目に入っているというわけでは断じてないと思った。

「勝ったぞ」

「おう」

「勝った」

「勝ちましたぞな」

　広間にはそんな小さなつぶやきと応答が繰り返されている。

　それを聞いたウィリアムは嬉しくって仕方がなかった。自分はたしかに口べただが、仲間たちのつぶやきだってバカの一つ覚えだ。大差ないじゃないかと楽しくなってしまったのだ。

「おい、ギルマス」

「なんだよ」

　ウィリアムはフェデリコのしわがれた声に答えた。フェデリコも半病人のような動きで起き上がると。「あれだよ、あれ」と顎の先で宝物の山を指し示す。炎蛇イブラ・ハブラと霜巨人タルタウルガーの残した財宝だ。金貨の山、宝石などの換金アイテム、数十個はある素材アイテム、そして幻想級の武器や防具フアンタズマル・アイテム。二体のボスを撃破したため、かなりのボリュームだ。

　装備品のほとんどは譲渡不可能である。一時的にレイドリーダーであるウィリアムが預かり、メンバーに分配しなければならない。

　アイテムの分け方にはさまざまな方法がある。今までのレイドへの出席状況をまとめてその功績ポイントで競りを行なう方式、あるいはそのアイテムを装備可能なものの間で順番を決めるといった方法、あるいは希望者でじゃんけんをするという運任せなものまで──これらの分配方法は、レイドを行なうギルドすべてが試行錯誤を繰り返す課題だ。

　幻想級のアイテムは強力で、しばしばその取得を目的としてレイドが行なわれる。他に入手手段のない特別な銘と性能を持つ逸品は、サーバーからの敬意を集め、時には〈黒剣騎士団〉の名前のようにギルドの誉れとなることすらあるのだ。

　報酬の分け方で崩壊していったギルドは数多い。それだけに、どこのギルドもそのやり方と管理には細心の注意を払っている。

〈シルバーソード〉はゲーム時代からポイント制を採用していた。レイドへの参加回数による功績ポイントで、アイテムを落札する方式だ。しかし、今まで一回も倒したことのない未知のボスを倒した場合、そのアイテムはポイントによる分配ではなく、ギルドマスターであるウィリアムに権利を一任するという慣習である。ポイント制による分配は公平感がありメンバーから不満が出にくい。その一方でポイントさえ消費すれば欲しい人の元へ、つまり、戦力上昇から見たら最適解ではない持ち主の元へとアイテムが行く可能性もある。

　ウィリアムによる指名分配は新しく得た強力な装備を適性を持つ者に渡し、それ以降の攻略を効率的に進めるための取り決めなのだ。

　やっと回復してきた身体に鞭を入れ、ウィリアムは立ち上がると、財宝の山に近づいた。取得ウィンドウが多重に開き情報が開示されると、そこには今回のレイドボスがドロップした数々のアイテムが並んでいる。どれひとつをとっても、名前だけでその威力が伝わるようなものばかりだ。

　それもそうだろう。レベル九十を超えたレイドに正面からぶつかり、それを突破したヤマトサーバー初の戦果なのだ。憧れていた頂に登り、ウィリアムの気持ちはびっくりするほど静かだった。

〈リュンケウスの瞳〉

〈絶火氷刃〉

〈無限蛇の紅鱗ウロボロス・スケイル〉

　どれもが魅惑的だった。これらの情報は、大規模戦闘に参加した参加者全員の手元でも確認できるはずだ。それぞれが身体を起こし、虚空に浮かんだウィンドウを確認したり、ウィリアムのほうを見つめたりしている。期待に満ちた視線の中、しばらく考えた銀髪の青年は、振り返り、仲間たちに告げた。

「〈月げっ桂けいの華はな護まもり〉。こいつだが」

　それは、入り組んだ彫金が施された金属製の護符だった。

　意匠化された四つの花弁が円形のフレームの中でどこか誇らしげに咲いている。

「俺は、これを、腹黒眼鏡にやりたいと思う」

　そのとき、周囲から急速になにかの気配が薄れていった。それは張り詰めたある種の敵意であり、このゾーンに入った時から感じていたピリピリするような緊張感でもあった。

　フェデリコは空気の匂いをかぐように鼻をひくひくとさせた。そして「なんだか暖かくなったな」とつぶやいた。

　誰に説明されるよりも明確に、レイドチームの面々はこのゾーンの攻略が終わったのだということを理解した。本来であれば〈七なる庭園のルセアート〉の討伐が残っているのだが、それはもはや必要がなくなった。このゾーンからウィリアムたちに対する敵意が消え、安全なエリアになったのだ。

「あの人がなんかやったらしいな」

　ディンクロンが汚れた前髪を搔き上げてそう言った。

　まさしくその言葉のどおり、シロエが予告していた交渉を成功させたのだろう。やり遂げるとは思っていたが、やはり成功させたのだと思うと、ウィリアムは再び笑みが浮かぶのを感じた。

「いいか、こいつはいいアイテムだ。耐性も能力値上昇も一級品だ。だから、腹黒にやる。あいつは〈シルバーソード〉じゃないけれど、一緒に戦った戦友だからな」

　大空洞に響く答えは承諾であった。

　とても誇らしげなその唱和を聞きながら、ウィリアムは次の戦利品の分配に取りかかるのだった。










　　　▼８










　ウィリアムたちと別れてから四日。

　シロエたちは緑に覆われた高架道路に飛び降りた。時間制限超過で飛び去るグリフォンに手を振ったシロエと直継、てとらは、神じん代だいのアスファルトの上をゆっくりと歩き出した。

「もうっ。直継さんは冷たいなっ」

「ちーがーうのっ。俺は鎧が重いから、二人乗りはグリフォンが嫌がるのっ」

「またまたあ。そんなこと言っちゃって。本当は誰か専用とか思ってません？」

「痛っ。痛っ。なんだそのツッコミっ」

「ふふふーん。ボクはアイドルですからねっ！」

　楽しげにはしゃぐふたりの声を聞きながら、シロエは空を仰いだ。

　穏やかな冬の好天だ。この季節だからおそらくあと一時間か二時間ほどであろうけれど、太陽の光がシロエたちの行く手に降り注いでいる。




　ウィリアムたちとはあのあと合流し〈パルムの深い場所〉を抜けてススキノまで同行した。旅の始まりとは打って変わった和なごやかな雰囲気で同道することができた。

　デミクァスは何か大きく気持ちを変えたようだった。ぶっきらぼうな態度は相変わらずだが、〈シルバーソード〉の面々に突っかかることはなくなった。シロエたちとは相変わらず会話はないが、それでも構わないとシロエは思っていた。




　その〈シルバーソード〉のメンバーとは帰り道の夜よ毎ごと、さまざまな話をした。その多くは至って実用的な話だ。〈大災害〉後に起きたさまざまなことについての情報交換である。

　各自の身の上話や悩みを話し合ったわけではなかった。

　アキバの現在については〈シルバーソード〉もほとんどのことを押さえていた。念話のあるこの世界の〈冒険者〉にとって、知り合いさえいれば遠隔地の情報を得ることは難しくはない。しかし、生産や発明の最新ニュースについては〈シルバーソード〉もそこまで詳しくはなかった。隠すようなことでもないとシロエはその辺りの成果の共有に努めた。〈シルバーソード〉のほうからは、エッゾ帝国のレイドで見かけた新素材などの情報がもたらされた。

　両者が一番時間をかけて語り合ったのは今回のレイドで手に入れた大量の素材アイテムについてだ。一部はシロエが受け取ったが大部分は〈シルバーソード〉の手元に残ることになった。もし彼らが望むのであれば〈第八商店街〉や〈グランデール〉が取引にエッゾまで赴くことになるだろう。〈シルバーソード〉はこの戦利品を元手に消耗した物資を補充しなければならないからだ。

　毎晩焚き火を囲んで、残り少なくなった食料を食べながら、戦利品のあれやこれやを語り、新しく生産できる可能性のある装備を語り、今後の方針を語り──つまりそれは〈エルダー・テイル〉がゲームであった頃とまったく変わりのない話をしただけであった。

　しかし、シロエを始め参加者は深い満足を覚えていた。

　とても苦しい大規模戦闘レイドバトルを勝ち抜いたのだ。

　余計な話はいらない。これでいいのだ。

　直継は鼻歌を歌いながら新しく得た装備品を磨き、てとらは岩に座り足をぶらぶらさせながらにこにこと笑い、デミクァスさえ口をへの字に結んで気だるげに肘を枕に参加をしていた。シロエはそれを見ては再び〈シルバーソード〉との話し合いに戻った。短い旅の間に残せる土産はそれだけだったからだ。

　そしてそれは満たされた凱がい旋せんだった。




　ウィリアムとは短く言葉を交わした。

　彼はこのままススキノに残るという。エッゾにはフィールドレイドとして巨人族が現れる。それは〈エルダー・テイル〉時代と一緒だが、時折その襲来に新しいモンスターが混じるのだという。それらを撃退しながら戦力を回復し、さらなるレイドに備えると〝ミスリルアイズ〟は拙つたない言葉でシロエに告げた。ススキノが心配でもあるのだと、ウィリアムは最後に付け加えた。

　シロエはその言葉に頷いた。その判断にはなにも異を唱える部分はない。ウィリアムは立派なギルドマスターだし、シロエもその決断はもっともだと思ったのだ。

「俺をフレンドリストに登録してくれ」

　とウィリアムは言った。フレンドリストは互いに一方通行なのだ。自分が登録しているからといって、相手が登録してくれているとは限らない。自分の側で登録してあれば連絡をとることは可能だから、普通、相手に登録を求めたりはしない。連絡したいだけであれば自分が登録をしてあればそれで済むからだ。

　だからウィリアムの言葉は「何かあったら連絡しろ」という意味だとシロエは理解した。

　照れくさいのかもしれない。ウィリアムは普段よりいっそう気難しい顔をしていた。

「もうしてあるよ」

　シロエは答えた。

　ウィリアムは「それならいい」と答えて、片手を上げた。

　それで終わりだった。ウィリアム率いる〈シルバーソード〉とは、あっさりと別れた。

〈エルダー・テイル〉において、レイド攻略を行なうトップグループのプレイヤーは多くはない。どんなに大規模のギルドであっても、その中の最先端攻略グループというのは数が限られる。ヤマトサーバーにおいては五百人に満たないはずだ。別れを惜しむほどの人数ではない。いつでも隣を走っているし、いつでもまた一緒に戦える。シロエは、それをウィリアムから学んだ。

　おそらくそれはここが異世界になっても変わらない。地球で暮らしていたあの時でさえも自分が知らなかっただけで、そういう関係はあったのだとシロエは思った。シロエが感じられないだけで、シロエと同じように戦っている多くのまだ見ぬ仲間がいる。それはシロエにとっては小さくない発見だった。

　シロエには今だって、同じギルドに所属していないだけで、多くの仲間がいるのだ。




　ススキノまで戻った最大の目的であるリ＝ガンはといえば、すっかりと宿屋に馴染んでその屋根裏部屋から資料を溢れさせていた。どこから持ち込んだのかわからない書籍と、自分で書いたのだろう意味不明な書き付けに囲まれてずいぶん興奮しているようだった。

　リ＝ガンはもうしばらくの間ススキノを離れられないらしい。都市間トランスポートゲートに関する研究は進んだようだった。シロエたちはそんなリ＝ガンにも別れを告げて、ススキノを旅立った。いずれ他のゲートも調べなければならないというリ＝ガンとは、アキバで合流できる予定だ。




　そして〈鷲獅子グリフオン〉による空路の旅を続けて、やっとレスウォールまで辿り着いたのだ。〈鷲獅子〉の持続時間があと三十分か一時間もあれば余裕でアキバの街まで着けたのだが、少しだけ足りなかった。かといって野営をして明日に回すというほどの距離でもない。

　しばらくは体をほぐすために歩いて、それから馬を召喚すれば、夕暮れ過ぎにはアキバの街にたどり着くことができるだろう。それがわかっている直継とてとらも気楽な様子だ。




「うわ、ちょっと待て、おい登るなよっ」

「待ったら登っていいんですか？　返答を要求しますよ」

「お前は子どもか祭り」

「子どもはこんな甘い匂いさせてませんよ。ふふふ」

「そーゆー台詞をどこで覚えて──あ、へ？　お、おう」

　てとらとの漫才を突如打ち切った直継は、ごめん、わるかった！　とてとらを放り出して、そのまま召喚馬を呼び出すのももどかしく走りだした。尻餅をついたてとらは、小さな口を尖とがらせて、不満顔でシロエの隣にやってくると、くるりと回る。

「なかなかうまくいきません。魅力不足ですかね？」

「からかうのもほどほどにね」

「ほどほどだったら面白くありませんよ」

　輝くばかりの自慢顔で胸を張るてとらにシロエは肩をすくめる。

「男の子だってのはいつ言うのさ？」

「そりゃ直継さんが気がつくまで内緒ですよ。そのほうが楽しいですからね」

「そういう意味では大事な時期なんじゃないのかなー。直継は」

　マリ姐との件で。

　とシロエは心の中で続ける。本人は口をつぐんでいるつもりらしいのだが、直継とマリエールふたりの仲が進展中であるというのは、シロエとにゃん太の間では暗黙の応援事項なのだ。といってもお節介するつもりのない精神的声援である。

「了解ですっ、お任せくださいですよ！」と満面の笑みを浮かべるてとらに、シロエはわかっているんだかわかっていないんだか、とため息をついてみる。実際には空気を読めるタイプなのは知っているが、読めるからといってそれに従うかどうかは本人の意志ひとつである。

　勢いだった部分がなくはないが、ギルドへ入るのを認めたのはシロエ自身だ。直継に厄介事を増やしてしまったような気がしなくもない。

　とはいえ悪のり以外の部分では人格的にも技量的にも断るような人材でないのは確かなことだ。本人の強い希望もあったし、友人からの推薦もあった。

「ボクはべつにカズ彦さんの指さし図ずでススキノにいたわけじゃないですからね」

「そのへんは信用しておく」

「シロエさんなら──ボクより人助けできそうですしね」

「〈記録の地平線うち〉は慈善団体じゃないんだけどなあ」

「でも無関係でいることで許してくれるほど世の中ってドライじゃないんですよね。困りますよほんと」

　全くそのとおりだ、と妙に世慣れたてとらの意見にシロエは頷かざるをえない。

　アキバの街をまだ見ぬ騒乱から守ろうとギルドホールの買収を進めた。

　それだけでは解決しないとより多くのゾーンを買い占めた。

　でもそうなってみれば維持費を払いきることができず、それならいっそ契約を解除して私有禁止ゾーンにしようと考えた。

　そのためにはヤマトサーバー全体の所有権を未来にいたるまでシステムから解放しなければならないと、シロエは考えた。

　はじめの発想はさほどおかしくはなかったはずだ。

　あのゾーン所有システムは将来に禍根を残す可能性があり、それは誰の目から見たって明白だったと思う。最初にそれを利用した自分にはその後始末をする責任があるとシロエは考えたのだ。

　しかしそれを実行するために長い時間がかかり、さまざまなかかわり合いがあり、エッゾ帝国や地の底へまで赴くことになった。まったくこの世界は一筋縄ではいかない。

（とはいえ、それはいつものことだよな）

　考えてみれば〈放蕩者の茶会〉時代からそれは大して変わりがない。

　動き出せば予想外のことがたくさん起きる。その中で力不足を思い知らされるのだって、久しぶりではあるけれど、思い起こせば毎回のことではあった。そういう星のもとに生まれたんだよ、諦めなって！　という無責任なＫＲの言葉を思い出す。




「あーっ!!」

　崩れかけて危なくなった側路帯と瓦礫の山を回りこみ大きく迂回すると視界が開けた。てとらは前方を指差し、興奮して駈け出す。その先には、さまざまな色合いのコートを来た一団がシロエに向かって手を振っていた。てとらは猛烈な勢いでそれに突進していき、必死にいいわけをする直継となにか騒動を起こしているらしい。

　シロエは苦笑をしながらも、温かい気持ちでゆっくりと歩き続ける。

　わざわざ出迎えに来てくれた班長やミノリにトウヤ、ルンデルハウスに五十鈴。〈三日月同盟〉のメンバーもいる。マリエールとてとらに両側から抱きつかれて大混乱の直継。優しい笑みで黙礼をしてくれたヘンリエッタ。にゃん太の隣で幸せそうなセララ。小しよう竜りゆうに飛ひ燕えん。

　手を振ってくれる皆に近づこうとしたシロエは気配を感じて振り向く。




「少し、背が伸びた？」

「主君はひどいな！」

　ちょっとした感想でどうやら怒らせてしまったアカツキは、しかし、本当に少し大人びて見えた。見たことのない忍しのび装しよう束ぞくの上に肩掛けを羽は織おった姿は、渚で別れたその時よりも、確かに凜り々りしく優しく見えるのだ。

　それがなぜだかわからなくて、シロエは可愛らしい小さな顔をじっと覗き込んだが、「ぶしつけな真似をするな、主君」とアカツキはシロエの背後にまわってしまう。

　脇の下からそのアカツキを視線で追いかけたシロエは、今までと変わらない一幕だということに不意に気がついて、とても優しい気分になった。

　アカツキもアカツキの戦場で戦っていたのだ。

　あの白い砂浜で確認したように、きっとアカツキもなにかを取り戻したのだろう。

　そして少しだけ強くなった。

　世界は動いているのだ。

　シロエが頑張っていた間、シロエの仲間もまた別の場所で同じくらい戦っていた。シロエがウィリアムに感じたように、目には見えなくても、隣を走っている無数の仲間がいる。それは心強く、救われるような認識だった。長い旅をしてきたシロエは今アキバに帰り、シロエを待って戦ってくれていた仲間と再びひとつになった。

　気がついたその気持ちを伝えたくてシロエは言葉を探したが、静かな喜びで上手く見つけることができなかった。だが焦らなくても、伝える時間はまだいくらでもある。

　アカツキはそんなシロエの言葉を待つように上目遣いで見つめていてくれた。

「ただいま。アカツキ」

「おかえりなさい。主君」

　迷子の燕は守ることで得た宝を胸に翼を休める枝に戻った。

　頑固者のギルドマスターは間違えながらも願いを叶え住処へと帰還した。

　今はただ、互いの戦利品を見せ合う子どものような笑顔で、帰還の挨拶を交わすのだった。


















































































































































































　「あとがき」










　ご無沙汰していますの方はご無沙汰しています。はじめましての方ははじめまして。橙とう乃のままれです。

　おうおうおう。なにすかした挨拶してんだよ秋って話じゃなかったのかよ（自己ツッコミ）。ごめんなさいごめんなさい。最近謝罪が癖になってるな。身から出た錆なんですが。この本が書店に並ぶ時、世界はクリスマスを目前にしているだろう（ノストラダムス風）ですよ。お前たちのクリスマスを橙乃が身から出した錆で腐食させてやる（ラストモンスター）。

　なんではじめましての挨拶なんかをしているのかと申しますと、そう、ＴＶアニメ「ログ・ホライズン」の放映が始まっているからですね。この本がお手元に届くころには、そろそろ半分が終わろうとしているのかな。おかげさまをもちまして、丁寧なアニメ化をしていただいております。きっと新しい皆さんも視聴していただいていると確信しております。

　今回は『ログ・ホライズン７　供く贄にえの黄金』をお買いあげ下さってありがとうございます。そんなわけでして、この本も新しい読者の皆さんの手元に届いていることを祈ります。いや、届くのは祈りの力じゃないんですけれどね。エンターブレイン様の出版と図書印刷様の印刷と取り次ぎ様の尽力と書店様のお仕事ドーンで届くんですけれどね。




　そんな事はさておき、「あとがき」の二期ヒロインの話ですよ。

　つまりは橙乃担当編集Ｆ田さんの話です。

　みなさんは、作家と編集者の打ち合わせをご存じでしょうか？　創作論を巡り時には争い時には認め合いそれはそれは激しいモノです（参考文献『燃えよペン』）。我らがＦ田さんと橙乃も日夜激しい打ち合わせをしてるわけです。

「……」

「……」

「雨ですね」

「いやんなっちゃいますね」

「ご飯食べました？」

「いけます」

「いけますか」

「じゃ、いっときましょう」

　食事のタイミングを前回からの経過時間では考えず、いけるかいけないかで判断するのがおそらく若さの秘訣だと教えられました。いや仕事をさぼってるだけと言うことは断じてないです。

　そういえば、前回のあとがきに「女性は肉食」というＦ田さんの発言を引用したところ、大きな反応がありました。

　おおよそ二十人ほどの女性に「お肉好きですか？」と尋ねてみたんですが、女性からの反応のすべては「そうですよ。お肉好きですよ」というもの。

　本当ですか？

　本気ですか？

　橙乃はカルチャーショックを受けました。女性はそんなに肉食だったのか。いや、肉が好きな女性が居ることは否定しませんよ。そりゃ当然いるでしょう。しかしこんな高確率（観測上百％）だとは思いませんでした。主食は大根だった橙乃（妹）に念のために問い合わせてみたところ「奢り肉は美味い」と言われました。妹にはいつも奢ってます。またひとつ賢くなりました。

　そんなＦ田さんの最近のエピソードを紹介すると、ノートパソコンを購入しました。Mac Book Air。素敵なパソコンなんですよ。それを打ち合わせ中やあいた時間などに触るんです。

「Ｆ田さん。そのノート使ってるとやり手ＯＬにみえますね」

「でしょでしょ？」

「はい」

　カチャカチャカチャカチャ、スターン!!（ドヤァ

「格好いいです」

　カチャカチャカチャカチャ、スターン!!（ドヤァ

「格好いいです」

　リターンキーを叩く時のポーズと、それが終わってこっちを見る時の得意げな表情がＯＬ風です。ちなみに橙乃ままれ、制服を着てオフィスで働く女性と一緒の職場になったことは生涯一度もございませんので、この文章に出てくるＯＬさんは空想上の存在です。肉が好きで、コーヒーカップに腰をかけて「きしゃお！」と鳴きます。

　きしゃお。

　そんな近況の報告をしつつお届けした『ログホラ７』です。

　友だちってのは難しいものです。社会人になったら余計に難しいです。

　作るのも維持するのも大変ですし、それ以前に友だちを友だちだと認めるのさえ難しい。学生のころはなにかをしてあげたら、してもらったら友だちだと思ってました。証明が必要だと思ってたのですね。

　社会人になってみると友だちに対してしてあげられることが如い何かに少ないかに気がつきます。相手の苦労を代わりにしてあげることはできませんし、悩みの結論を代わって出すこともできません。そしてできない無力を嘆き友だちと呼ぶのを躊躇ためらうわけです。

　さて友達を作るのが苦手なシロエは、かといって大事にしてないわけではなく、きっと大事にできる人でしょう。直なお継つぐや新登場のてとらと一緒に、仲間や友だちを少しずつ増やしていく。男同士は面倒くさくも簡単で、レイドで騒げば友だちになれるものなのです。

　友だちなんて、なにもしてもらわなくても、してあげられなくても、友だちで良いのでしょう。他人である僕ら同士が肩代わりできることは、最初から多くはない。

　せいぜいが一緒にご飯を食べに行って奢おごることくらいでしょうか。

　肉くらい、そりゃ喜んで奢ります。




　今回も章扉の登場人物ステータス画面に記載されたアイテムは、ツイッターで二〇一三年八月に公募させていただきました。@Dateryuさん、@IGM_masamuneさん、@RN_oinuさん、@SakamotoRijiさん、@ebius1さん、@haniwatwさん、@hige_mgさん、@hpsukeさん、@iron007dd22さん、@kane_yonさん、@kuroyagi6さん、@makiwasabiさん、@makotoTRPGさん、@me_ponさん、@momon_callさん、@roqkuさん、@sig_catさん、@yamaneeeeeeさんのものを採用させて頂きました。ありがとうございました!!　ここでは名前をあげきれませんが、投稿してくださった皆様に感謝です。じつは海外からの投稿なんてのも橙乃の元には届いております。いろんな国にログホラを応援してくれているみなさんがいますよ。

　詳しい、そして最新のニュースはhttp://www.mamare.netへ。『ログホラ』以外の橙乃ままれ情報も扱っております。アニメの情報も取り扱っております。そういえばＴＲＰＧなんてのも出るのですよね。

　最後になりましたが。プロデュースしていただいている桝田省治様（アニメの脚本会議も沢山出席していただきました）、イラストのハラカズヒロ様（てとら可愛いです）。デザインしていただいた椿屋事務所様、編集部の小さなＦ田様っ！　今回もお世話になりました大迫様！　最後に無茶をさせてしまった図書印刷の小須田様、西様、ありがとうございました！　本当にお届け遅れてごめんなさいっ。

　あとは、みなさんがこの本を味わうばかりです。どうぞめしあがれ！





〝新ノートパソコンを注文してスターンの練習を夢見る〟 橙乃ままれ　
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